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農林水産祭は，全国民の農林水産業に対する認識を深め，農林水産業者の技術改

善及び経営発展の意欲の高揚を図るための国民的な祭典として，昭和37年，農林水

産業者に天皇杯がご下賜されたのを機会に従来の新穀感謝祭を発展的に拡充して始

められたものです。

この農林水産祭は，農林水産省と臼本農林漁業振興会との共催のもとに，各方面

の協力を得て，毎年11月 23日・勤労感謝の日を中心に開催され，農林水産業者に天

皇杯などの授与を行う表彰式典や一般国民に農林水産業を紹介する農宇和k産展など，

きわめて多彩な行事を行っております。

平成元年度は，その28回目に当たりますが，本年度の天皇杯などの選賞審査の結

果は次のとおりです。

すなわち，従来からの農産等の 6 部門については，第28剖農林水産祭に参加した

各種表彰行事 (385件)において農林水産大臣賞を受護した者587人のEわから，天皇

杯を授与されるもの 6 点(各部門ごとに i 点)，内関総理大臣賞を授与されるもの

6 点(関)，日本農林漁業振興会会長賞を授与されるもの 7 点(関芸部門 2 点，そ

の他の部門各 1 点)が選定されました。また，むらづくり部門については， 43府県

から推薦のあったむらづくり事例の中から，各地方農政局の「むらづくり審査会」

において農林水産大臣賞に選定された事例のうち，同審査会から推薦のあった 7 点

の中から，天皇杯，内閣総理大臣賞及び日本農林漁業振興会会長賞がそれぞれ 1 点

選定され， 11月 238 の優秀農林水産業者表彰式典において表彰されました。

農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業績は，農林水産業の近

代化や農かで住みよい農山漁村づくりの生きた指標として，関係各方語の方々に大

いに役に立つことと思います。ここに，これらの業績の概要をとりまとめて発行す

ることといたした次第です。

終わりに，本書の編集にご協力をいただいた執筆者その他関係各位に対し，深甚

の謝意を表しますO

平成 2 年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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山印膝造(捕の役員

山印醸造(掬丸子工場は，信越本線 f大屋駅」から約 7 kmの所にあり，丸子工場の

所在する丸子町は，長野県の東部に位置し，町の中心を千曲川に注ぐ依田JIIが流れ

る東西23kmの帯状に広がる町で，面積は105.62kllÎ，標高532m，東には浅間山，西

には美ケ原と自然に恵まれた環境の中にある。

町の世帯数は7， 906戸，人口は約26， 200人であり，産業別就業人口は，第 1 次産

業1 ， 608人 (11.6%)，第 2 次産業6 ， 709人 (48.2%)，第 3 次産業5 ， 607人 (40.2%)

となっている。また，戦後に繊維・機械金属を中心としてきた工業も食品・電子等

新しい分野にも広がり，工業の多様化による情報・技術の積極的な取り入れを図り，

上田市，丸子町を中心とした浅間テクノポリスに参加し，産・学・官の密接な連携

により一層の高度情報化を巨指しているO

長い歴史と伝統をもっ薬用人参，葉タバコ，花子与の生産も盛んである。また，湯

量豊富な鹿教湯温泉保養地があり，全国から保養の観光客がたえない。

(2) 山印醸造掛の概要

山印麓造側の歴史は，昭和 7 年組合製糸から当時の長野県購販連が工場の譲渡を

受け，食品(乾操野菜，乾燥みそ，乾燥肉等)の加工工場として発足し，戦中・戦

後を通じて長野県下農村工業事業の発展に貢献した。

みそ製造企業としては比較的新しく，昭和16年に長野県購買販売組合連合会みそ

醸造工場として発足した。

その後，実施母体は穣々変わったが，昭和30年，当時の長野県経済連が農協再建

整備法の促進上，丸子工場の廃止が決定された。同連の専務理事であった中垣貞男
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山印醸造側丸子工場正面

(現・ UJ印醸造閥会長)が農村工業の芽を残すために山印醸造(掬を設立して同工場

の一切を継承し，大豆加工，薬用人参の加工販売を開始した。その後益々発展し，

山部醸造鰍としては丸子工場のほかに茨城県水海道市に関東工場を建設し，みその

製造を行っている O

出品者の中;塩貞男氏は，明治42年 9 月 5 臼岐阜県に出生し，現在80才である。性

格は温厚・誠実であり，指導力と実行力に富み，立つ情誌に厚く衆望は極めて摩い。

氏は，長野県経済連の専務理事を務める等永年にわたり農業協同組合活動に専念

していたが，昭和30年10月に山印醸造株式会社を設立し平成元年 8 月まで (33年

10カ月)当社社長としてみその製造販売及び薬用人参の加工販売等会社経営の先頭

に立ち活躍，現在は関社会長に就任している。

民間間体歴としては，①上田味噌醤油工業協同組合(昭和31年 5 月から38年 5

月まで理事，昭和38年 5 月から44年 5 月まで理事長)，②長野県味噌工業協同組

合連合会(昭和38年 5 月から44年 5 月まで常務理事)，③上田ソイ・イースト工

業協同組合(昭和45年 9 月から現荘まで理事長)，④ 日本薬用人参協会(昭和47

年12月から現荘まで会長)の要職に就き，業界発践のために活躍している O

なお，氏は薬用人参産業振興の功績が高く評価され，昭和48年に産業功労者とし

て藍綬重量章受賞， 54年に勲五等双光雄日章受賞， 60年に農林水産大臣の感謝状を受

賞している。

当社は，①製品の品質向上，製造技術の革新等によるみそ製造業界の発展，②消

費者ニーズに合った新製品の開発によるみその需要拡大，③地域農産物の利用増進，

農村工業の振興等による地域農業の発展等に貢献しており高く評価できる。
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襲撃受賞者の経営概況

当社は資本金 1 億 8 千万円，代表取締役社長中垣貞男以下218名の役職，従業員

からなっている会社(平成元年 6 月初日現在)で，年間生産高は，茨城県水海道市

の関東工場分を合わせると約 1 万 7 千 t となり，全国みそ業界の第 7 位である。当

社の年間売上高は約45億円程度(みそ部門は約30鐘円)で，利益率等も安定している。

みその全体需要は，ここ 10数年停滞気味に推移する中で，消費者ニーズは高級化，

簡便性，健康増進等多様化した志向がみられる O 当社はこうした消費者ニーズに対

応した新製品の開発，品質改善，向上に努力を傾注している。

また，業績確保のために，農協系統を主体とした「仕込みそ」以外に，一般市販

ノレート向けみその販売強化，さらにみそ以外の加工醤類，薬用人参加工品の製造飯

売等も強化し，多角化を図り，経営の安定化に努めている O

一方，衛生管理は良好であり，上小食品衛生協会上田保健所，長野県食品衛生協

会から「食品衛生優良店舗」として受賞している。また，工場廃液による環境汚染

の防止に積極的に努めている。

醸受賞財の特色

(1 ) みその種類は，使用原料により米みそ，麦みそ，豆みそおよびその他のみそ

に分けられる。これらの名称はみそを造る場合に不可欠な麹の原料の名称を冠して

呼ぶことになっている。

米みそ，つまり米麹，蒸煮大豆および食埴を混合し醗酵・熟成させたみそが，み

そ全体の約80%と大部分を占めている。

この米みそについても，米，大豆，食塩の 3 原料の配合比率，醗酵・累減の方法，

産地などによって数多くの品質銘柄が生まれ，それぞれ消費者の晴好を満たしてい

る。また，みそは食塩量の違いによる甘辛味と色調による分け方がある O

受賞財の信州みそは，日本の代表的な米みそである淡色辛口みそに分類されるも

ので，昭和63年度に開催された第38回長野県みそ・しょうゆ品評会のみそ部門にお

いて最優秀のみそと評価されて農林水産大臣賞を受賞したものである。

受賞財は，国産大豆(長野県産トヨスズ) 100に対し自主流通米(長野県産しな
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のこがね) 80の配合とし，食塩濃度12.0% として昭和63年 7 月 13日に仕込み，約

3.5カ月間醗酵熟成した天然醸造みそであり，信州みそとしての食味，香気，テク

スチャー(舌ざわり)等の品費全般にわたり申し分なく品評会において審査員全員

がその優秀さを認めている。受賞財を審査の 8 臼前に出品させて日時の経過による

品質の変化ならびに食品添加物と異物の検査を行った結果，異常を認めず，また，

保存性に嵩み，大衆消費に適合する条件を備えていることが認められている。

特に，受賞討は，良い品質の原料を使用している他に，醗騨微生物については当

社特有の数十穣の中より特に好適な酵母，乳酸菌を選択・培養・添加して製造して

おり，信州、iみその特徴である気品高い香気を醸し出している O

当社は，操業当初より良質な製品の生産を心掛けており，出品財以外のみその品

質許イ屈でも，品評会等における受賞回数が多く，昭和37年以降の受賞をみると，農

林水産大臣賞 8 国，食糧庁長官賞 6 回，県知事賞を15回，その他金賞，優秀賞を数

多く受賞している。

さらに品評会へ出品するみそは厳選した最良の原料を用い，特殊な方法で造るた

め，一殺の市販みそとの品質較差が大きいのが普通であるが，当社は市販用みそも

品評会用とほとんど関じ製法であるため，それらの品震は優劣つけ難いほど接近し

ている。ちなみに毎年 6 月に行われる長野県市販みそ研究会では連続してトップの

位寵を保っている。また長野県みそ品評会の農林水産大臣賞は淡色みそ部門のみに

与えられるが，淡色みそはその色の鮮やかさと完熟した香味を両立させるのが最も

困難であるとされている O この得難い賞を多く受けたことは当社の技術の高さを示

すものである。

(2) 技術上の特徴

優秀なる品質のみそを製造するには，適正原料の選択，合理的原料処理，科学的

醗酵管理が必要であり，いずれが欠落しでも目的を達することができない。

以下，当社の技術上の特徴を記述する。

① 製競技術

昭和35年に業界に先駆けて自動製麹装置を導入し，高活性で衛生的な麹の生産を

開始した。現在では最も新しい方式である円盤式製麹装置を導入し，さらに高品質

の麹を生産しているO
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② 大型処理技指

昭和47年大豆脱皮機を導入し，きめの細かい高品質のみそ製造に寄与している。

脱比率は淡色みそでは15%，赤みそでは13%である。

大豆の蒸煮液はBOD負荷が高く，大手を中心にほとんどのメーカーが負荷の高

い煮る方式から低い蒸す方式に転換したにも係わらず，みその品質を重視するため

煮る方式を守っている。これは，排水処理能力に余裕があることにも関連するO

③醗酵技術

みそ製造工場はほとんどが各県の味噌工業協同組合連合会で共再生産した詞種の

酵母，乳酸菌を用いてみその醗静を行っているが，当社は独自の酵母，乳酸菌をス

クーリングし，自家培養して用いている。これらの微生物の添加が，みそ製品の香

味および色識を改善し，受賞に憶する品質に仕上げている。

また，通常のみその熟成方法は始めに加温して徐々に冷却していくのに対し，当

社は始めに低温で経過させ，熟成後半に加温する方式を採用している。この方法は

熟成期間が長期化するので経済的には得策ではないが，品質を重視するためあえて

実行している。

④仕込，製品調整技術

昭和37年:処理大豆，麹，食塩を効率よく計量して仕込むための 3 点自動混合機

を導入した。

昭和38年:従来の樽詰めみそからフィルム包装および、段ボール包装への転換を研

究し，実用化した。

昭和41年:加熱殺菌機を導入し，みその保持に大きく寄与した。

昭和48年:みそ供給ラインの合理化と衛生面の向上を目的に仕込みタンクを従来

の木橘からすべてFRP (繊維強化樹脂)製に転換した。

昭和50年:合成保存料の使用を全製品において中止し，時代のニーズに応えた。

⑥排水処理技術

業界としては全国で最も早く排水処理技術に取り組んだ。昭和42年に基礎研究を

開始し，昭和46年には酵母培養法による処理施設を完成した。培養した酵母は地域

の多数ある農家の養豚の飼料とし，流域の水質を保全した。養豚農家の廃業などに

より昭和49年にはこの方式からラグーン方式に転換し，現在に至っている。余剰汚
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3 点、計戴混合機(上左)

'ダンボール詰(上右)

自動製麹機(下)

視は特殊杷料としての許可を受け，地域の農家に有機肥料として利用されている。

かなり余裕のある設定であるため，前述のようにBOD負荷の大きい大豆処理が可

能なのである。

なお，当社丸子工場における主な生産設備の改善および新技術の工夫等を紹介す

るO

昭和32年:みその保存性の研究を東大，化研と共同で行い，日本農芸化学大会で

発表。技術向上のため，東大及び理研に研究生を派遣。

昭和35年:機械製麺機を業界に先駆けて導入。

昭和35年:仕込みその開発に成功，製造開始。

昭和35年 . i急速真空凍結乾燥機を導入，粉末みそ汁の製造開始。

昭和37年:長野県経済連と共関し，大豆，椛，食塩の 3 点自動混合機の試作を行う。

昭和38年.防湧小袋詰みそを開発，製造開始。

昭和38年:容器の開発に研究を集中，ダンボール化に着手。

昭和41年:加熱滅醤機を導入，品質の向上安定をはかる。
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昭和42年:廃液処理に関し，信州大学，小泉教授等と共関研究に着手。

昭和43年:みそ掘機導入，省力化をはかる。

昭和43年:廃液処理についての研究完了，酵母培養法の中間プラント試験に成功。

昭和43年:乾燥麹を開発，製造開始。

昭和46年:上自地区間業 9 社と協同， r上田ソイイースト工業協同組合J を結成，

一次廃液処理施設(酵母培養)完成。

昭和48年:圧入式ポンプを導入，省力化と，みそ供給ラインの合理化をはかる。

昭和49年:上田ソイイースト工業協関組合の麗液ニ次処理設備(ラグーン方式)

完成。

昭和田年:仕込タンクの FRP化，開始。

昭和50年:純正無添加方向へ進むため，合成保存料の使用中止。

昭和田年:丸子工場の環境整備を行い，生産性の向上，品質の向上安定のため，

小袋充填の集約，供給ラインの合理化完了。

昭和田年:上田ソイイースト工業協同組合の第三次廃液処理施設(沈澱庖設)完成。

昭和田年:立型連続蒸米機を導入，品質の向上と省力化をはかる。

昭和58年:パンプキンペーストを開発，長野興農(械に製造委託。

昭和59年:自動 3 点計量装置を導入，品質の向上と省力化をはかる。

昭和59年:米屋ルート向けに半熟成の仕込みそを開発。

昭和59年:自動計量装置を更に改良， コンビューター導入o F A化に着手。

昭和60年:研究設備の改良，スタッフの充実をはかり，新製品の研究，開発を強

化。

昭和62年:調整場の整備により省力化をはかる。

昭和63年:加熱殺菌機を設置し，だし入みそを開発，問時に防湧のためのアルコー

ル添加の減少をはかる。

昭和63年:床暖爵醗酵室の導入により，熱量の節減と品質安定をはかる。

関受賞者の技縮と経営

当社の醸造技術は，既に述べたとおり，長野県でトップレベルにあることはいう

までもないが，全国的視野に立っても極めて高い水準にある O
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また，消費者ニーズに合った新製品の開発により，みそ製品の需要拡大に努める

とともに，地域農産物の利用増進，農村工業の振興等により地域農業の発展にも貢

献している。

以下，具体的に記述する。

(1 ) 製品の開発

①仕込みその開発

醗酵熟成の完了した製品味噌ではなく，処理大豆，麹，食塩を混合しただけ，あ

るいは 1 次醗酵させただけで販売し，醗酵熟成は消費者の好みによって管理するい

わゆる「仕込みそ」を昭和35年に開発し，販売を始めた。これは消費者に「手造り」

の充実感と醗酵食品への興味をかき立てるのに大いに貢献したが，醗酵熟成という

最も重要で長期間を要するプロセスを素人の手にゆだねるわけであるから，諮費者

の口にはいるときに事故の起こらないよう，椴心の注意を払って原料処理，製麹，

混合を行わなければならない。この細やかな技術の開発が仕込みそ以外のみそ金製

品にも皮映している。

②粉末味噌汁の開発

昭和33年から研究を開発し，昭和35年に急速真空凍結乾燥法による粉末味噌汁の

開発に成功した。味噌は糖質が多いため，凍結乾燥は困難であるが，精力的な研究

により成功しそれに関する多くのノウハウが蓄積されている。ほぼ同時に開発さ

れた他社の乾燥方法がすべてドラムドライヤー(現荘ではスプレイドライヤ…)に

よる高温乾燥であるのに対して，この方法は低温乾燥であるため格段に高品費であ

り，油やけなどの品質劣化も少ない。 30年安経過した現在でもこの方法が最も高く

評価されている。

③ 低塩みその開発

食壌の過剰摂取が健康上問題になっているが，昭和59年にみそに含まれる埴化ナ

トリウムの 4 分の l 程度を塩化カリウムにおきかえると同時に臼本人に不足しがち

なカルシウムを強化し，一杯のみそ汁でその不足分が補充できるようにした低塩み

その開発を行った。これは J S D(日本栄養食品協会)の推奨マ…ク品となっている。

④豆板密の開発

昭和51年，中国風豆板醤の研究に着手し，製品化に成功した。食塩と異なり各種
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のスパイスは抗菌力が弱く，そのうえ原料自身がかなり細菌に汚染されている O こ

の問題をクリヤーし成功したのは上記のみそ製造における各撞衛生対策技術の完成

に負うところが大きい。

(2) 地域農業等との係わり

①長野県経済連の加工工場を継承し，みそ製造等の事業を開始して以来，常に

農協系統と連携して，中山間地域の産業(長野県丸子町工場，茨城県水海道市工場)

の維持・発展に努め農村工業の振興に貢献している O

② みそ原料として県産の大豆及び米を積極的に利用し，国産大豆の使用比率は

大手他社と比較し高い水準となっている。特に，今後伸ばそうとする出品財は100

%国産大豆を使用している O

③ 各地の農協系統(京都・閤部町農協，滋賀・磁賀県経済連等)における転作

大豆のみそ加工利用の取り組みに対し，技術・販売面での積極的な協力を行う等水

田農業確立へ大きく貢献している。

④長野県立科町に農事法人「山印生薬生産組合J を設立し，薬用人参の生産を

行うとともに，県内農家の生産した薬用人参，せんぶり，オウレン等生薬用植物の

加工販売に努めている。特に，当社社長(現会長)中垣貞男氏は薬用人参産業振興

に関する功績等が高く評価され，昭和48年に産業功労者として藍綬褒章受賞，昭和

54年に勲五等双光旭日章受賞，昭和60年に農林水産大臣の感謝状を受賞している O

⑤我が国の資本としては初めて米国ロスアンゼルスに別会社(ミヤコオリエン

タルフーズ)のみそ工場を建設(昭和51年)し海外におけるみその生産(年間約

600 t (米国内シェアーの32%))，普及に努めている。

経営面についてみると，近年の総売上高は45億円前後で推移しており，このうち，

みそ部門では30億円強となっている。

しかし，みその全体需要は，近年停滞気味に推移しており，また，当社の主力商

品である「仕込みそ」も農村における核家族化，老齢化の影響を受け需要の拡大は

非常に困難となっているので，中・長期的な経営の安定を図るために，商品の多角

化を図り，経営面の再構築を図るべく努めている。

最後に，今後の発展方向について述べると，伝統食品であるみそにおいては，近

年金生活の洋風化，多様化の中にあって，多種の調味料に押され気味であるが，伝
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統食品の強みを生かしつつ，消費者ニーズに応じた製品の供給に努めることが重要

であるO

当社も消費者の志向を常に把握しており，今後においても，万人に好まれる信州

みその製造に努めることが必要である。また，地域農政と一体となった地域農産物

の積極的活用を園ることが重要である。

(参考) 最近の新製品について

① 当世風みそ:最近の低境，健康志向を受けて開発された低Nacl (9 --9.5%) 

で，しかも Kclを添加することにより， Na/K比を 3 前後の理想バランスとした。

また，日本人に不足しがちなCaを強化し， Ca不足分を補充出来るようにした。

② 食卓紀狩:自主流通米・内地大豆(エンレイ)を全面使用し，また有用微生

物(麹醸・酵母菌・乳酸蕗)の十分な利用により，風味豊かで味わい深い，仕込み

そタイプの新製品で，醗酵容器(機能，デザイン等)についても現代感覚にマッチ

するよう配癒した。

③我が家の手造り味噌:手造り志向を満足させ，現代住環境にフィットするよ

うデザイン工夫された醗酵容器付きの半熟成タイプの新製品。
とうち

③豆鼓:中華料理，特に肉料理に必須の調味料で黒大豆，黄大豆に醗酵分解し

て製造した醗酵謂味料，当社技術により雑菌を抑えてスッキリ嵐味に改良した。
うんなんじゃん

⑤裳階鵠:中間の醤類にヒントを得て，日本人好みに開発された調味料で，

野菜用・肉用・魚用の 3 種類がある。
てんめんじゃん

⑥甜麺醤:中華料理の謁味料として必須の高麹歩合の甘味噌で， 日本人稽好

に合うように雑菌臭味を抑えて製品化した。
ちじゃん

⑦播栂醤:韓国肉料理必須の醗酵調味料で，唐辛子と米麹，大を主原料に

製造する。辛味を抑え日本人晴好にマッチさせた。

⑧ ダシ入り味噌:味i鳴を加熱殺菌して，カツオダシをベースに化学調味料を配

した，現代高濃度調味感覚に合うよう開発された新製品で，自タイプと赤タイプの

2 種類がある。

⑨ その他:即席生みそ汁(ワカメ味，アサリ味，油揚昧， しそ風味)，山椴み

そ，酢みそ，魚肉加工用みそ。
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盟鑑識醸舗

食生活の改善に寄与し人々の健康の増進に貢献

山印醸造株式会社丸子工場

(代表者中埴貞男)

この度，思いがけずく農林水産祭農

産部門〉に於いて最高の名誉である「天

皇杯」の受賞に泌し，産業組合運動当時

から今日迄の60余年を振り返って感極ま
るものがあります。これも一室に多くの

組合運動の同忘諸兄や関係諸寄庁・技術

指導機関の皆様のご指導の賜物と深く感

謝申し上げます。

私は，昭和 3 年長野県購販連(長野経
済連の前進)に就職以来ひたすら農家の

生活改善の向上の為，農村工業の育成と

地域特産品の開発と販売活動に従事しま

した。又，昭和30年間連合会の基幹食品

工場であった丸子工場を分離経営移管の

婆請を受けて山印醸造織を設立し味噌
事業の一切を継承し今日に及んでおりま
す。創業時より表記社是を掲げ，特に研
究技術開発にカを注ぎ，消費者ニーズに

よる製品開発に努めて参りました。

昭和35年以降，日本経済の高度成長期

を通じて農家の兼業化の進む中で，農作
業の一環として味噌の自家造りと共に，

その過重労働からの解放と味憎品質の改

良の為の技術指導や，良質米と国産大豆

を使用し，安全衛生面の完備した工場で
科学的処理技術による「仕込みそJ (完
熟前の半製品味噌)を開発し，農家で発

酵させる無添加天然醗造品の普及啓蒙運
動を，長野察下を先駆として展開して参

りました。現在では開業者の参入を含め
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て全00的に業界の新市場を形成するに至

りまし fこ。

又，昭和40年以降，生産援の増大によ

り工場からの廃液は河川の水質汚染の原

田となるため，地域内向業 9 メーカーと

の共同処理施設を察内開業他社に先駆け
工場内に設置しました。又，同施設から
排出される余剰j汚泥は有機質犯料として

地元農家に利用され喜ばれております。
又，昭和51年味噌の海外鷲及を目指し，

ロスアンゼルスに別会社(ミヤコ オリ

エンタル フーズ 1 N C) を設立し，
工場を稼働しております。この他，古い

伝統食品の技術に更に新しい周辺技術を

付与し食の多様化の中で閤護大豆や米

を利用した新しい調味料の帰途開発も進

め，製品化しております。

今後は本業の味噌やその屑辺商品のよ

り高級化のため，主原料の大豆・米等加

工適正品種の検索や醗造微生物の研究を

深め， また，昭和59年当社が設立した
「山印生薬金援組合j の薬用人参(朝鮮

人参)を主体とした生薬類の栽培から加

工販売の一貫体制もようやく原料の収穫

期を迎え，この地を核とした地域農業の
振興を図り，高齢化社会をひかえ医・食

間源の実をあげ，食生活の改善に寄与し

人々の健康の増進に貢献するため，全社

一丸となり一層の努力を致す所存であり

ます。



内閣総理大臣賞受賞

出品財経営(水稲@大豆の協業組織)

受賞者中道営農研究会
(代表者佐々木勝司)

(秋田県湯沢市清水町 2 7) 

露譲受覧者の略鹿

(1 ) 地域の概要

湯沢市は，秋田市から南へ約90km，県南部の横手盆地の南端，雄物川，皆瀬川の

合流点を頂点とする扇状地に位置しており，土壌は肥沃である。古くから東の灘と

呼ばれるように地場産業として酒造業が，また木工業が発達している O 近年，工業

第 1 図受賞者の所在地

道中
雄勝出{許昌み吉~ 

藤

∞ 11 
研
~合Lモ2

,ZdE3h Z 
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誘致が行われ，閣辺地

域の中核的都市となっ

ている。

市の農業の状況は，

経営耕地面積の87.3%

が水田面積となってお

り，組生産額の54.2%

が米となっている。近

年，農家の兼業化が進

行しており，また出稼

ぎ地帯である。 1 戸当

り経営面積は県平均の



中道営農研究会(正会員)

1.58haを下回って，市平均では1.02ha，さらに研究会の位置する!日湯沢町地域は0.6

haと経営規模は小さい。

気象条件は，内陸性で，冬季には降雷量 2m以上，積雪期間140日以上となる秋

田県でも有数の豪雪地帯である。

第 1 表湯沢市専兼別年次別推移(戸)

湯 沢 市 !日

総数 専業 兼 2 兼 総数

1965 3,450 650 1,578 1,222 

1970 3,460 342 1,655 1.463 

1975 3,437 134 906 2,397 

1980 3,367 215 1,111 2.041 

1985 3,239 218 860 2,161 

(注)中道営農研究会は旧湯沢町に位霞している。

(2) 中道営農研究会のあゆみ

研究会の設立と今日にいたる経緯を記述すると

(研究会結成荊期:昭和43---51年)

455 

438 

417 

392 

348 

J易 沢 滋I

専業 1 兼 2 兼

30 113 312 

19 104 315 

11 40 366 

14 41 337 

19 36 293 

①昭和43年:第一次農業構造改善事業の導入によって， I日湯沢町の水田基盤整備

(20---30 a 区画)が行われ，対象農家200戸の耕起，代掻き，防除を目的とした 2 つ

の機械利用組織が結成された。

②昭和49年・兼業化の進展とともに防除への出役が困難となり，オペレーターへ

の負担が大きくなったため，機械利用組織は解散した。
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③昭和49年-51年:農協は，農作業を機械利用組織に委託してきた農家への対応

の暫定措置として農協職員による耕起，代かき作業を実施した。しかし，その運営

は難しく，新たに対応する組織が強く盟まれるようになった。

(創設期~技術確立期:昭和田年-56年)

③昭和52年・機械利用組織のオペレーターであった 3名(現正会員)が中心となっ

て，中道営農研究会を結成した。地域農政特別対策事業によりトラクタヘコンパ

イン等を導入し，準会員 2 名を加えた 5 名構成により受託組織としてスター卜した。

⑤昭和田年:大立の本格的栽培に取組み，農協委託の転作田地の転作大草1.4ha

を受託した。

⑥昭和田年:大豆の多収穫に挑戦して， 10 a 当り i段麓350kgを達成し，第103回秋

田県種苗交換会で 1 等賞を受賞した。

また，普及所及び農協の指導のもとに， どニールハウスを利用した大豆簡易乾燥

技術(湯沢方式)を確立，周辺地域に普及し，高品質大豆の生産に努めた。

⑦昭和田年:稲作の作業受託を中心としながら，転作に大豆，小麦の土地利用型

作物を導入し，稲一麦一大立の 2 年 3 作の作付体系の確立や大豆の生産技術の向上

を関った。

(充実期:昭和57年-)

⑧昭和57年:転作大立の拡大と夏場の現金収入にも資する枝豆，ソラマメ等野菜

類の導入により，就労の場の拡大を図った。

⑨昭和60年東北農業試験場や県農業試験場の指導により経営管理のために簿

記記帳の整備，記帳結果の分析と経営改善設計への活用に取組んでいる O さらに，

機械施設の整備拡充に努めている。

第 2 表研究会の構成員

区分 農家名
家族 労働力年齢 耕地面積

1受 害q
(人) 男 女 回 畑

正 佐々木勝司 5 47 44 167 10 会長，オベレーター
メ~ 村上栄悦 4 47 42 193 5 副会長，オベレーター
員 柿崎久悦 6 39 34 121 5 会計，オペレーター

機会員 岡田孝之助 4 59 56 130 20 幹監事事，~繁JlJjのみオベレータイ1 

村上五郎 2 56 30 5 
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麟経営の概況

中道営農研究会は，稲単作か

ら脱却した多様な作物結合によ

る農業生産と活力ある農村の振

興に向け，地道な活動を続けて

いる協業組織である。

発足以来12年間，確実に委託

者の信頼を得て受託規模を拡大

し，平成元年度では，自作地水

田6.8haのほか，全面受託4.0ha，

部分作業受託延べ39ha (うち

耕うん8.4ha，代かき8.1ha，田

植8.1ha，収穫・乾燥14.1ha) ，

さらに農協委託の転作団地の受

年

度 トラクター

52130pI 
32pa 

臼

54 

45pI 
55 

(中古}

55 

57 

58 

59 
32pI 

60 

61 

62 

63 

託1l .3haの経営規模を実現するに至っている。

第 3 表作業規模の推移

稲

年次 f乍 業

第 2 図主な資本装備

主な機械・締役

団組機 コンノぜイン 乾燥機

S条XIJ 18石XI~ま
XI 台 32石X2 1:

6鎚開

X 1 台
3条沖j

4条歩行
XI 合 32石X I~ま

3条潟i
XI 台

4議樹T
XI 台

6条乗用
XI 台

: 4(応

X 11ま

(単位: ha) 

{乍
受託

受 託
自作地 全面受託

務うん 代かさ 関植 収穫・乾燥 計
転作

52 6.4 0.5 10.2 10.2 1.0 7.0 28.4 

53 6.4 1.5 11.0 11.0 8.0 9.0 39.0 1.2 

57 6.4 10.0 10.0 9.0 12.2 41.2 8.3 

58 6.4 3.6 10.2 10.2 10.3 13.7 44.4 8.4 

59 6.4 3.6 10.8 10.8 10.0 14.5 35.3 6.0 

60 6.4 4.3 10.0 10.0 9.9 12.7 42.6 7.5 

61 6.4 4.0 9.2 9.2 9.7 13.4 41.5 8.1 

62 6.4 3.6 8.7 8.7 9.1 12.5 39.0 12.4 

63 6.4 3.6 8.7 9.3 9.1 12.2 39.3 11.2 

1 6.8 4.0 8.4 8.1 8.1 14.1 38.7 11.3 
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また，水稲については、単叙は665kg/10 a ，労働時間は3 1.8hr/10 a 、第 1 次生

鹿費7 ， 785円/60kg，大豆については向じく 337kg/1O a , 24.7hr/10 a , 9 ，516円/60kg

という高収量低コスト生産を実現している。

第 4義経営成果
(10a 当り，昭和62年)

水 稲 大 旦

築田 県平均 集団/県平均 集団 県平均 集団/祭平均|

生 産 最(kg) 665 597 111.4 337 175 192.6 

単 価(円) 309 289 106.9 282 269 104.8 

m l佼 益(円) 205.485 172,587 119.1 95 ,034 47 ,075 201.9 

経 営 費(円) 64 ,326 84 ,718 75.9 33 ,153 37 ,056 89.5 

選官官長(円) 31 ,061 36.675 84.7 10,487 13,442 78.0 

所 得(円) 141 ,159 87 ,869 160.6 61 ,881 10,019 617.6 

所 得 率(%) 68.7 50.9 135.0 65.1 21.3 305.6 

労働時間(時) 31.8 50.8 62.6 25.7 37.8 67.9 

時間当り所得(円) 4,439 1,730 256.6 2,408 265 908.7 

610 次kg生当産費り 7,785 12,374 62.9 9,516 29 ,247 32.5 

注:秋田県平均は「秋剖農林水政統計年報J による

これらの結果、研究会の農業収益は約 2 千万円に達し，正会員 1 戸当りの平均所

得は，自作農地の稲作所得と合わせると，地域で、は高い水準となる約650万円を達

成している。

水田農業の確立にとって，農地の集積は基本的な要件であるが，貸借権，利用権

設定による規模拡大が進みにくい東北地域において，このような継続的かっ安定的

な受委託契約，すなわち信頼関係を築くことは，今後の水田農業の展開について大

きな示唆を与えるものとして高く評価されるべきである。
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第 5 表損益計算書

費
1.事業費用

①会 議 費

②研 修 費

( ßE 料 費

④燃 料 費

⑤種 苗 費

⑥議材料費
⑦借入金利子

⑧農機具費

⑨薬 剤 費
⑬そ の 他

2 事業管理費
3 公租公課

4 借 地 料

5 雑 費

6. 減価償却費

費 用 計
手IJ 益

メ口3、 言十

用
5,523 ,703 

37,590 
120.900 

752 ,470 
522 ,130 
579 ,110 
572 ,549 
705 ,640 
379 ,800 
742,345 

1,111 ,169 
10,857 ,235 

167,360 
88,270 

1,294 ,893 
2,737 ,333 

20,668,794 
220,224 

20,889 ,018 

収

1 .事業収益
①作業受託料

②経営受託料

③委託料収入
④転作収入

⑤雑 収 入
2. 事業外収益

①貯金利子

@作 業 料

③そ の 他

止o入 計

自昭和62年 1 月 1 日
至昭和62年12月 31 臼

益

17,317 ,356 
6,331 ,607 
3,498,717 
1,154,606 
6,285 ,426 

47 ,000 
3,571 ,662 

3,473 
2,094 ,007 
1,474,182 

20 ,889 ,018 

また，研究会の運営としては，ただひたすらに営利を追求しようとするのではな

く，農業によって経営が発展しさらに生活を充実させることを百標としており，

①正会員の労務の提供，出役及び出資は平等とする。

②正会員には月額報酬を支給する(月給18万円、元年度から23万丹に引き上げ)。

③会員の水田は組織で管理し，精算は会員の持ち分面積により行う。

④就業時間は朝 8 時半から午後 6 時までとし，実労 8 時間とする(午後 6 時以降

の作業には残業手当を支給する)。

⑤第 1 ， 3 日曜日と祝祭日は休日とする。

ことにより組織を運営するとともに，話し合いにより構成員の能力に応じた役割の

分担を行っている。これらによって生産と生活が分離されることとなり，重労働か

らの解放や家族とのコミュニケーションの回優にもつながっている。

いわば生業(なりわい)から業(ぎょう)への飛躍を農村社会の中で作り上げて

いこうとする新しいタイプの農民像が描かれているといってよかろう。



第 6 表会員資格の区分と機能

経営管理 労働力の提供 収 益 配 分
危険

方針決 企画立 オベレー 作業出
収穫物 月給

出役労 出資配 負担
定1) 案運営 ター 2) 役 賃 3) 当4)

正会員 。 。 。 ﾗ 。 。 ﾗ 。 。

準会員 ム X 。 。 ﾗ X 。 ﾗ ﾗ 

正会員委 ﾗ ﾗ ﾗ 。 ﾗ ﾗ 。 ﾗ ﾗ 

0…有 ム…部分的に有 ×…なし

注:1)経営体の運営方針や組合員規約の改正等，主として総会において検討される事項。

2) オペレーター労働力は，主として正会員であるが，田植，収穫時に準会員のうち男

1 名が必要に応じてオベレーターとして従事する。

3) 出役労賃は，オペレーターの場合は管内の協定賃金を支払うが，女性の出役には，

池場の濯用賃金3 ， 400円程度を上由る4 ，500円が支払われる。

4) 出資配当は，出資が平等であるため特別配当していない。月給に含まれていると解

釈している。

資料:現地での聞き取りによる。

なお，代表者佐々木氏は，対外接衝を始めとする本研究会のリーダーとしてはも

ちろん，昭和62年には湯沢農協営農推進協議会委員及び湯沢農協大豆機械利用組合

長に，また，翌年には湯沢農協作業受託者協会会長に就任し，地域においても今後

の農業を切り開くべく活躍しているところである O

麟経営・技術の特色

(1 ) 組織の理念

研究会は. I集落や地域の農家を踏台にして車郎裁の拡大を図ってはならない。委

託農家はもとより，地域全体の農業のレベルが向上するような営農方式を実践すべ

きであり，その手伝いをするのが我々の仕事であるj を組織運営のパックボーンと

しており，地域とともに歩んでいこうという姿勢が貫かれている。これが研究会の

運営，業務にも反映されているといえよう。
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記帳をもとにした

打合せ鼠景

(2) 受託関積拡大のための取組み

受託面積を拡大して適正な規模を確保するとともに，安定的かっ継続的に受託を

行うことが会の運営にとって重要な事項となっているO

このための方策として，本研究会としては，①委託者に相応の利益を還元，②委

託者から委託された水聞の土づくり(深耕の実施，土壌改良材の投入)，③側条施

肥田植技術の導入等による単収の向上等に取り組んでいる。

特に，委託者に相応の利益を還元するため，作業料金吾作業別に農協が決めてい

るが，委託者に帰属する生産物の 10 a 当り増収分をあげることによって支払った委

託料金を割安なものとし，実費的な経費の切下げを行っている。

また，委託部においても，珪カル，ょうりんの施用，深耕等の土づくりを行って

おり，これらが継続的な受委託関係を作っている。

更に，受託の競合に対応するため，農協の指導の下，他の受託農家(市内15戸)

も含めた受託者会が結成され，また委託者側も委託者会が設立されている。

これらによって，今後，委託料金の協議や受委託関係の地域的な調整等の効果が

期待されているが，これらの動きの中で本研究会がイニシアチブをとっており，地

域農業全体を踏まえた組織活動として評価されよう。

(3) ほ場分散対策の取組み

受託面積の拡大に伴い，ほ場が 5 団地， 10カ所， 200筆に及びほ場分散が大きく

なる傾向にあり，さらに， 30a 区画は20筆しかなく 10 a 以下が50%を占める状況に

ある。

このような状況の中で，

一部一



水稲刈取り品稜別

委託老の務整

①東北農業試験場や県農

業試験場等の指導により，

経営実態を可能な限り計数

で把援できるように，全員

で記i握に取り組み，これを

もとに作業計画を樹立して

第 3 図 中道鴬農研究会の園場分布

いる。

②労働集約的な作物であ

る夏秋トマトやソラマメ等

は作業場に最も近く，大豆

や小麦等の組放的作物はそ

の外側に作付けている。

③農繁期には，正会員と

その妻を中心とする機械ご

との作業班を構成し，極力

効率化を国る等の取り組み

により，ほ場の分散に対す

る創意工夫を図っているO
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側条施肥による殴植

(4) 基幹作割における取組み

ア.水稲

水稲は，依然として経営の根幹となる作自であり，高級量，低コスト生産に向け

て取り組んでいる。

このため，育苗において健苗育成をモットーとしてトンネル及びハウスで中苗を

育成しているが，より安定したハウス育成の菖を田植作業受託水田に， トンネル育

苗の菖を全面受託水田及び自作地に植え付けることとしている。

また，土づくりについては，生わらと開時に珪カル，ょうりんを施用し，また 3

年に 1 自の割合で、テ守イスクプラウによる深耕(耕探15crn) を施し，棋域の拡大に努

めている。

このようなことが単収増とともに，委託者の信頼を勝ち得ているところともなっ

ている。また，初期生育の促進に資する側条施肥田植栽培の導入と生育状況に応じ

た追肥によって生産の安定を留っている O

さらに，水管理，適期防除，適期収穫，乾燥調製等の基本技術の励行に努めてい

る。

また，蕗品価値の高い米づくりとして，近年，地場産業である酒造業の原料とし

て，もと米である「美山錦J，そのかけ米となる「キヨニシキJ，さらに良食味品種

として評価の高い「あきたこまち」の作付の拡大を図っているO なお，受託地，自

作地問において品種構成を調整し，作業競合を防いでいる。
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第 7表経営形態別品種別爵積比率 (%) 

区 分
あきた

キヨニシキ トヨニシキ アキヒカリ
fこかね

美山錦
こまち みのり

8 作 (20.5) (18.2) (13.6) (43.2) ( 4.5) 

61 経営受託 (49.8) (21.6) (23.9) ( 4.7) 

作業受託 ( 6.5) (40.7) ( 7.3) (41.1) ( 4.4) 

自 {乍 (23.3) (22.6) (21.1) (23.0) (10.1) 

62 経営受託 (32.5) (39.9) ( 6.2) (16.2) ( 5.2) 

作業受託 (16.8) (37.6) ( 4.7) (31.8) ( 9.1) 

自 作 (44.4) (13.2) (22.5) (19.9) 

63 経営受託 (58.4) (22 ‘ 3) ( 8.6) (10.7) 

作業受託 (50.7) (36.3) ( 5.2) ( 7.8) 

自 {乍 (27.7) (36.9) (11.8) ( 5.9) (17.7) 

l 経営受託 (57.6) (37.7) ( 4.8) 

作業受託 (46.4) (45.5) ( 0.5) ( 7.6) 

イ. 大主主

大豆は，研究会が当初から重点作物としてその導入定着に取り組んできた作目で

あり，現在では排水対策はもとより栽培の基本技術の徹誌を国り，梼害虫防除体系

を確立し，安定生産に移行し，転作受託水田の80%である 9 haをさめるに至って

いる。

なお，大豆栽培用機械は，農協保有のものを借りており，効率的科用と過剰投資

の自避による低コスト化を狙っている。

ここでの特徴は次の通りである。

①自然乾操では変質粒の発生が多くなるため，農協，普及所の指導により，ビニー

ルハウス内に縄を張り大買を株のまま逆さに干す簡易乾燥方法 (1湯沢方式J) の実

用化を図ったこと。

②種子用大豆の生産のため，調製・出荷は11丹 --2 月にかけて行うこととなり，

冬期の格好の就業の場を確保していること。

③残さを 1 カ所に集積して堆肥化を関り，その全量を還元し，土づくりに取り組

んでいること。
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大豆

第 4 図湯沢方式による乾燥方法

ビニ-)レノ、ウス

/' 
/' 

稲杭

ピニーノレシート

モミガラ

(過湿土壌からの水分上昇防止)
なわをはり大豆を逆にかける (10 a 分でハウス 6 坪必要)

④土づくり資材としての苦土石灰，ょうりんを施用し，根粒菌の着生と根の養分

吸収とを助長して安定生産に努めていること。

⑤品種構成は，そのほとんどが倒伏に強く多収であるタチユタカで，一部に早生

のワセスズナリを作付けていること。

また，水稲，小麦(ナンブコムギ)との組合せにより 2 年 3 作の作付体系を導入

し，土地利用の効率化に努めている。

(5) 多様な作物結合による複合生産へ向けての取組み

夏場の所得確保を組いとして，完熟トマト，ソラマメ等の地元に密着した作物の

多品目少量生産に取り組んで、いる O これは，労働力の有効利用を図るとともに，水

田の汎用化，合理的な高度な輪作を模索するものといえよう。

第 8 表転作受託田の作物の推移
単位 a

よそh 大豆 小麦 トマト 枝豆 ソラマメ その他 合計

53 1.3 1.3 

56 8.0 0.4(1.4) 0.6 0.8(0.4) 10.0 

57 5.6 1.7 0.5 0.5 8.3 

58 5.03 1.9 0.1 0.8 0.6 8.43 

59 4.0 1.5 0.1 0.2 0.2 0.2 6.0 

60 5.11 1.9 0.1 0.2 0.2 7.51 

61 6.11 0.61 0.1 0.4 0.2 0.2 8.14 

62 10.28 1.3 0.16 0.3 0.05 0.34 12.43 

63 9.0 1.0 0.1 0.3 0.15 0.65 11.2 

1 9.0 0.7 0.1 0.4 0.1 1.0 11.3 
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第 5 図主要作物の作付体系
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また，年期就業をより確実なものとするために，現在の冬期の大軍の調製・出荷

に加えて，昭和63年から転作大豆を利用した味噌加工を試験的に行っており，将来

的には良食味米である「あきたこまちJ を麹にした「こまち味噌」の製造販売への

夢をもっている。

関今後の方拘と課題

今後，研究会自らの発展と地域農業全体を向上させるために，一届の単収増加，

コスト低減のための技術の向上等の研究会自身の課題以外に，地域ぐるみで検討を

要するものとしては次が考えられる。

① 経営規模の拡大

現在の l 戸当りの所得約650万円は，地域の平均よりもかなり高いものの農業所

得だけで自立していくには，一層の規模拡大が必要となっている。このため，当面

研究会としても，正会員 1 名当り自作地及び全面受託を合せて稲作で15ha，大豆

等の較作で 5 ha, 3 名で、60haまでの規模拡大を考えている。

②転作地の集団化と集閥的土地利用の推進

①のような規模拡大は，いずれ，委託農家側の世代交代，手持ち機械の廃棄等に

よって，可能になると思われる。

33 



しかし所在地が市街地に隣接していることから，土地のスプロール的転用が生

じないように今から意志確認をしておく必要があろう。また，ほ場の分散，賃貸措

の安定化，適正作業料金の設定等の問題もあり，新たに組織化された協議会による

委託者・受託者双方の話し合いによる地域ぐるみの取り組みが期待される。

③ 後継者の確保

農業において生き残りを決意する側にとって，後継者の確保が大きな開題となるO

研究会としては， r現在会員の子弟は若年であるが，世襲的な農業の跡継ぎという

考えから脱却する必要もあるのではないか。第三者でも意欲があれば研究会に参加

して，地域農業を担うという実践活動が行えるようにしたい。J との見解であり，

今後は「いえJ の相続と，農業経営それも集落農場の後継者とを区別していく必要

があろう。さらに，地域として，そのような後継者をいかにして育成・確保してい

くかが諜題であるといえよう。
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韓議議騒騒騒

ムラ的農企業方式による都市近郊農業の実践

中道営農研究会

(代表者佐々木勝司)

私たち中道営農研究会は，地域ぐるみ

の稲作生産組織のオペレーターとして従

事していた 3 人の仲間が級織の解散を契

機に集まり，市街地における今後の農業

のあり方を考え，受託作業を通じて規模

拡大を図り，出稼ぎのない農業経営にチャ

レンジしようと，昭和52年に設立したも

のです。最初は，稲作の経営受託，作業

受託から出発しましたが，その後，農協

の斡旋による転作阪の受託にも取り組み，

現在では自作田，作業・経営受託を合わ

せて水田臨積25.9ha，転作受託函積1 1. 3

haの複合裂受託経営を実践しておりま

す。

これまでの実践の中で私たちは，特に

次の点にカを入れ，一定の成果を奴めて

おります。

第 uま，稲作部門の取り組みとして，

綬営規模拡大と機械の効率利用によるコ

ストダウン，側条施肥技術等の導入によ

る単収向上， rあきたこまちj や酒米の

導入など高所得，高生産性稲作の実現に

努めてきたこと。

第 2 は，複合部門の絞り組みとして，

農協を通じて地区の転作田地の管理を引

き受け，大豆を主体とした土地利用製作
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自と完熟トマト，ソラマメ等の集約野菜

の組合せによって年間を通して農業で働

く場所と所得を確保できるように努めて

きたこと。

第 3 は，集団の運営として，生活に配

慮した就業時間の設定，日縫日と祝・祭

日の休日制，ß3額報酬制など生産と生活

の調和を図った企業的な運営を心がけて

きたこと。

第 4 は，地域との係わりとして，祭毘

発足以来，潤辺農家はもとより，農協や

市をはじめ関係機関との連携を密にしな

がら，自分たちの経営だけでなく，地域

全体のレベル向上.に結ひ'つくような仕事

をすることが私たちの役目であると肝に

銘じて活動を行ってきたこと。

私たちは，多くの方々の御協力と綴支

援により少しずつではありますが，着実

に発展を遂げてきました。今後も地域の

農家から常に認知された集団としての活

動に心がけるとともに経営受託，作業受

誌による規模拡大に努め，構成員 1 人当

り水稲15ha，転作 5 ha，合計60haを目

標に産業として自立できる農業を目指し

て，なお一層精進してまいりたいと存じ

ます。



日本農林漁業振興会会長賞受賞

出品財経 営 (大豆)

受賞者下馬田大豆機械利用組合
(代表者倉地猪津次)

(福岡県甘木市大字馬田1164)

塁審受賞者の略陸

甘木市は福岡県のほぼ中央部に位置し，福間市から南東に30kmの距離にある。西

鉄及び第三セクタ一方式による甘木鉄道により近隣都市と結ばれており，更に昭和

62年 2 月の九州横断自動車道の開通により，一層交通の使が良くなっている O

昭和60年の国勢調査によれば，市の人口は11 ， 334世帯， 43 ， 575人であり，同年の

農業センサスではそのうち農家戸数は3 ，670戸で，内訳は専業農家536戸(14.6%) ，

第一種兼業農家679戸(18.5%) 及び第二種兼業農家2，455戸 (66.9%) となっている。

市内及び、近隣都市での兼業機会に恵まれているため，兼業割合が高くなっている。

第 1 図受賞者の所在地
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下馬沼大豆機械利用

組合のメンバー

気象条件は西九州内陸型の有明海気候に属しており，比較的温暖であるO 過去30

年の観測では，年平均晴天日数180日，平年気温15.50C. 年龍降水量1 ， 925脚となっ

ている。

甘木市の総面積の約

60%は山林で占められ

ており，耕地面積は出

2 ， 557ha. 畑282ha 及

び樹国地302ha の計

3 ， 141ha となっている

(昭和60年農業センサ

ス)。地区により作自

の違いが克られ，市南

西部の平坦地では米麦

が主体でありその他に

施設圏芸，野菜，

等が行われ，東北部の

山間及ひ。山麓地帯で、は

米麦に果樹及び審産を

組み合わせた接合経営

が行われているO 市で

は，今後，農地の流動

第 2 図下馬回大豆機械利用組合転作位鐙図
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大R圏場

化，賃貸等による規模拡大及び転作の定着化を推進するために，水利条件，ほ場等

の整備に努めており，その結果，ダム 2 カ所の完成及びほ場整備可能地域2 ， 030ha

のうちの75%での整備完了がなされた。大豆作は転作においてその占める位置は大

きく，市の転作配分面積933ha (配分率35%) のうちお.7%の268ha となっている。

第 3図作付体系

下馬田大豆機械利用組合(以下， r組合j という)は，昭和57年に新農業構造改

善事業の実施を契機として設立された。組合の構成農家は，馬団地区のうちの下馬

田集落の63戸である O 組合設立により，各構成農家所有の水面合計50haの団地化

及び、それに伴う水系ごとのフゅロックローテーションの実施(第 2 図)が可能となり，

集団化による技術の高位化と併せて，転作作物である大豆の生産性を向上させてい

る。昭和63年度における組合内の各作自の作付面積は，水稲31.8ha， ビー lレ麦42 .4

ha，野菜3.7ha，飼料作物3.0ha等で，大豆は15.6haとなっており(第 3 圏)，全て

転作大豆である O

下馬田集落内には 2 戸の家畜餌養農家があり，乳牛180頭，肉牛15頭及び豚50頭

が飼われているが，組合設立による集団化を契機として，それまで各大豆栽培農家
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と単独に結びつくことのなかった畜産と耕種部門との結合が実現され，耕種農家か

らのわらと家畜飼養農家からの堆きゅう肥との交換により，生産物の有効利用が函

られ，地力向上に寄与するところが大きなものとなっている。

また，組合では，設立当初より省力化を図り，そのために補助事業等を通じ，農

業機械の導入に努めてきているO 現在では，は種機 2 台，管理機 2 台， ビーンハー

ベスター 3 台及びビーンスレッシャ… 3 台を共関所有している(第 1 表)。

第 1 表機械の保有状況

機械名 形式能力 ぷ口品、 数 導入年月

大豆機種機 TH5712LH 2 S58. 4 

件同記 理 機 シノてウラ 2 11 

メリ 取 機 菱 2 メf

ノノ 11 S62. 9 

目覚 キ立 機 /ノ 2 S58. 4 

11 11 l S62. 9 

トラクター 45 

コンノてイン 50 

大型選粒機 ヤンマー 1 S62.11 

※刈取機はどーンハーベスター，コンパインは自脱型コンパインである。

露技術上の特色

組合では設立以後，組織の柱となる大豆作の目標として，

1. 10 a 当り収量400kg

2. 上位等級比率100%

3. 転作目標達成100%

保有区分

共同有

11 

ノ〆

/ノ

ノ/

11 

偲人有

11 

農協有

を掲げて，これを r 4 , 0 , 0 運動J と名付け，その実現へ向け，高校安定生産技

術の確立，良品質大立生産等に取り組んでいる。そのため，基本技術を励行すると

ともに，さらに独自の技術的工夫を行っているO 組合における技術上の特色として

は，次の点があげられる。
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防除作業

(1 ) 地力の維持・向上への取り組み

集団内畜産農家との閤の稲わらと堆きゅう肥との交換により，堆きゅう肥を安定

的に確保している。堆きゅう肥の投入量はlO a 当り 2 t と高いレベルであり，大豆

前作の麦稗の全量鋤込みと併せて，地力の維持向上に努めている。

(2) 適正は種の徹底

適期は種は高単収実現への第一歩となるため，組合では重要視しており，役員会

においては穣時期の検討を行っている。また，作業に際しては，適量は種に努めて

いる。特に集由化のメリットを発揮している点として，一斉は種の実施により，以

後の作業の進行を円滑にしていることがあげられる O これらのは種の位置付けの大

きさを踏まえ，組合では各戸ごとのは種作業と併せて，専任オペレーターへの作業

委託も行っており，作業精度の向上，管理作業の簡易化を実現している。

(3) 中耕培土による生育位進及び耕種的除草

組合では，薬害の発生及び初期生育の抑制を防ぐために，除草剤は使用していな

い。除草は耕種的方法により行っており，生育初期には中耕により第 1 屈の除草を

実施し，その後，排水対策，倒伏防止，根群発育促進等を図ることと兼ね，培土に

より第 2 回の除草を行っている。この，除草を兼ねた 2 回の中耕培土により，うね

高が25，-...，30cmに確保されることとなり，生育の促進に効果をもたらしてし唱。一方，

このような高うね栽培方式に対応するため，独自に刈取機を改良することにより作

業効果を高めている。

(4) うね酷かん水の実施

大豆作の新しい技術として，うね間かん水が生育促進，収量向上等に有効である
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摘築後の大豆

ため，近年実施され始めているが，組合においても必要に応じて，水利委員会と協

議の上，うね関かん水を行っている o 63年産については 8 月 88 に生育促進を国

るため，次いで10月 3 臼に登熟期の土壌水分不足に対応するために，計 2 問実施し

たO 特に 2 回目のうね龍かん水は，粒の肥大を促進し，収量増に対する効果が大き

かっ fこO

(5) 適切な病害虫防捺

防除は，生育に寄をもたらすノ、スモンヨトウ及び大豆の品質に影響を及ぼす紫斑

病に対して重点的に行っている。防除効果をあげるためには適期防除が不可欠とな

るが，組合では，普及所，農協等と連絡を取りながら，発生予察構報に基づいた防

除を実施している。また，作業の安全な実施のために，薬剤の安全使用基準を守る

ことは当然として，更に，液剤の使用により粉剤を用いた時よりも薬害発生を減少

させている O また，液剤の使用は，防除効果の向上にも役立っている O

(6) 鳥害対策の実施

発芽後数日間のハトによる食害は，大豆減収の原閣のひとつとなっている。そこ

で組合では，猟友会の協力を得て，威嚇発砲により鳥害を防止している。また，先

に述べた一斉は種も，食害を受ける B数の短縮につながるため，鳥害対策としても

有効である。

このような基本技術の励行及び独自に工夫した技術の実施により，組合の63年産

大衰の10 a 当り収量は393kgを記録し，福岡県平均の202kgの約 2 倍の高単収を達成

することとなった。また，品質においても，組合で生産された大豆のうち， 96%が

農産物検査の結果 l 等に格付けされた。特に，商品性の高い大粒及び中粒の大盟は
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全量が 1 等となった。残りの 4%についても 3 等に格付けされており，受検した大

豆全てが大豆なたね交付金暫定措置法に基づく交付金対象大豆となることができた。

このような高位生産を成し遂げた要因として，生産の組織化による組合内の技術

の高位平準化があげられる。また，作付けの団地化はフ。ロックローテーションの実

施を可能にし，転作への取り組みを推進する上でも効果が大きい。これらを背景と

して，組合では転作目標を100%達成し，稲麦一大豆麦の 1 年 2 作体系による

土地利用率200%の実現がなされている。

さらに，マメ手引乍物である大豆を組み入れた輪作の定着は，跡作作物の収量増を

もたらしている。ここ 2 年の組合の米麦の単収は，ともに市の単収を上回っている

(第 2 表)が，このことも原因のひとつと考えられる。また，集団内の上層農家に

は，米，麦及び大豆の全作物で，目ざましい高単収をあげた例が見られた(第 3 表)。

第 2 表下馬回大豆機械手1]用組合に第 3表上層農家における単収
おける水稲及び麦のlO a 当

農家名
農業従

作物 面積 生産量
10 a 当り

事者数 収 選

7.k 稲 二条大麦 K 氏 2 米 244a 266俵 654kg 

麦 346a 190俵 329kg 
62年 63年 62年 63年 大豆 50a 1 ， 9641忽 393kg 

下馬回 544 620 310 309 T 氏 2 米 75a 81俵 648kg 
トー タ立信ζ 265a 140俵 317kg 
13 木市 470 511 250 301 大豆 78a 3,229kg 414kg 

璽経営上の特色

組合では設立当初から，兼業率の高さ等の条件もあったため，作業の共同化に積

極的に取り組み，効率的な機械利用等による省力化を推進してきたO 現在，は種，

防除，収穫及び脱穀の各作業が共同で行われている。

は種については，組合の大豆栽培面積15.6haのうちの7.5haが 2 人の専任オペ

レーターに作業委託されている O 残りの面積は各農家ごとの作業となっており，自

己所帯機械または組合所有機械の賃借により対応している。

病害虫坊除は，大豆作付ブロックに該当している全農家により，完全に共同実施
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している。このことにより，時間及び労力ともに要し，兼業が多いという条件もあっ

て実施が日曜日に摂定される病害虫防除を，集中的に効率よく行っている。作業に

先立つては，予め防除検討会を開催し，防除班の編成，担当ほ場等を検討すること

により，防除の能率的実施を期しているO

収穫・脱穀は各農家の過剰装備を避けるために組合所有の機械で実施しているが，

生産物の品質維持には適期作業が重要であるので，各農家間での作業の競合を防が

なくてはならなし、。そこで，組合では，話し合いによる作業の受委託を行うことで，

組合全体として適期作業が行えるようにしている。このことにより，日中も働ける

年配者と，仕事帰りにしか作業できない兼業者との間の調整も行われ，機械の有効

利用にも結び、ついている。

乾燥・調製は，設備投資によるコスト増を避けるために，甘木市農協所有の乾燥

調製施設の利用により行っている。

これらの作業の共同化，機械利用の効率化等により，労働時期の短縮及びコスト

の低減が実現されている。 63年産の10 a 当り労働時間は12.0時間(第 4 表)であり，

全昌平均の32.7時間に対して，わずか37%の所要となっている。この背景に，収穫

時の好天により，刈取り後のにお積みが不要で中 1 日で脱穀できたという条件はあっ

たものの， ビーンハーベスター・ピーンスレッシャ…体系での，最大限の省力化で

ある。

このような省力化の実現とともに，前述した高単収・高品質大窓生産を達成した

ことは，現時点における最高水準の大豆栽培技術の駆使の結果であり，経営的な向

上につながっているO 組合における大立のlO a 当り所得は，高単収・低コスト化の

結果61 ， 127円となり，甘木市における，米の 10 a 当り所得69 ，883円に近づくまでに

なっている(第 5 表)。

組合の収入は，各戸別運営資金，反当り運営資金，各種機械の使用料等から成り

立っている(第 6 表)。

ところで，組合では，は種においてlO a 当り 2 ， 000円のオペレ…ター賃金を当事

者間で支払う以外は，共同作業に関する代金決済を行っていない。これは，組合設

立以来，相互扶助の精神を掲げて運営されてきたためである。話し合いを中心とし

た今日までの組合の発麗を可能としたのは，組合員全員の信頼関係があったためで
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第 4表大豆栽培の耕種概要

一作~業~-項目~一 ----課~査項~目 作護持関 所嬰労働時間〈人数×時間)
供。 自家庭用 計

地杷運~ 6 お-6 犯 0.3 
003 3 

堆肥散布 8 お-6.30 0.3 

酸 度 矯 iE 6.19-6.23 0.3 0.3 

耕 起 6.15-6.20 0.5 0.5 

整 f自 6.26-6 幻 0.5 0.5 

施 隠 6.28-7.5 0.25 0.25 

穏 子 子 措 6.28-7.5 0.1 0.1 

lま 種 6.28-7.5 0.25 0.25 

道 隠 7.15 0.25 0.25 

除

草

(対象病害虫) 1.25 
管 8.27 1.25 

ハスモンヨトウ (0.25X5) 

〈対象病害虫) 0.3 

紫斑病 " 
8.30-9.1 

(0.15X2) 
0.3 

紡 〈対象病害虫) 0.3 

紫斑病 " 
9.10-9.13 

(0.15X2) 
0.3 

{対象続審虫)
9.18-9.20 

1 お
1.25 

ハスモンヨトウ (0.25X5) 

除 (対象病害虫)
9.25-9.30 1.25 

ハスモンヨトウ
理

(対象病害虫)

中 耕
7.2か-7.25 1.0 1.0 

培 土 8.2 -8.10 1.0 1.0 

i& 
刈取

穫 li1，立て又はニオ穣み
IJ.3 -1J.8 0.6 0.6 

民 穀 11.4 -1J.1O H2OXO 123 2.0 

乾母 m

調製・出荷 1. 26-2 幻 0.3 0.3 

その他
議水作業 2回

8.8 (1 間〉

10.3 (2 鴎)

計 12.0 12.0 

@利用機械が億人所有を表わす。 内は委託作業時間

機械利用時 a寺!ii1 li司 {乍主実施主体

作業機名〈型式) (tH) α'" 
耕種技術(使用資材名，投入鼠，方法)

I<@ トラック I テイラ} 0.3 例人 t牛i フフ ンン 1l ~~22 tt//1lo 0 a a 
I@ " 0.3 

I@ライムソワ 0.3 " 資材名 石灰 使用量 I叩kg/ lO a

⑬トラクタ 0.5 H 封}起深度 15c限

@ , 0.5 " 回数 1 淘

0.25 緩雨量 豆化成 20kg 成分琵 NO.6kg P2.0kg K2.0kg 

0.1 薬剤名 ベンレ ト T 使用鐙 20 9 

播喜重機 0.25 共同 は種競 3.5岡/Ioa
瑳巾×株間x 1 株本数

72叩 28叩 1. 9本

0 お 個人 護 fil M 立化成 2臥g 成分盤 NO.6kg P2.0kg K2.0同

薬剤名 使用盤

" " 

" " 

動力噴霧機 0.25 共同 " ノ~-"'?"チオン水和11] " loog 

@i!Jカ数勝機 0.15 億人 " スミトップM粉剤 " 6 kg 

" 0.15 " " スミトップM粉1 又はカルホス粉 6 kg 

動力'J!霧機 0.25 共同 r パーマチオンホ和11] " 100g 

" 0.25 " " パーマチオンホ和布i " loog 

" 

管護機 1.0 偲人

" 1.0 " 
刈取機 0.6 共同

続粒 1協 1.0 共同

大裂運位機 0.3 燈lh!委託 農協にて共詞選粒調設
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第 5 表 生産費等の言語査

生産物 種 箇 費 農業 光熱 その他
毘分 奴盛 組収益 肥料費

(kg) 購入 自給 薬剤費 動力費 諮材料費

大豆
393 102 ,900 683 4,550 4,834 4,322 7,378 

(下馬田)

米
511 143,190 1,800 12,365 18,208 4,622 13,700 

(甘木市)

土地改良
家族労働

区分 水利費 農機~費 労働費 費用合計 資本利子 地代 所得
報酬

賃借料等

大 R
17,927 2,039 12,000 53 ,773 2,695 61 ,127 58,432 

(下馬田)

米
5,500 18,872 40 ,887 114,194 5,709 69,883 64,174 

(tJ"木市)

第 6 表徴遊金，運営費，機械利用料内訳

ある。その背景にある，組合設立当初から 14 ， 0 , 0 運動j を掲げて，ほぼ目標達

成に至るまでリードしてきた，組合長を始めとする指導体制の果たした役割は大き

し、。

このような組合の経営は，相互扶助的共間作業組織としての面が強く，企業的経

営等の段階には烹っていない。しかし， 63戸という構成農家数の多さ，兼業比率の

高さ等の条件により，共同経営の実施は現実化が困難である。それよりもむしろ，

組合長を中心とした体制の確立により，技術的及び経営的向上を実現させ，大豆作

の定着を果たした現在の組合の組織のあり方が，実情に適したものと言えるであろ

つ。

関今後の展望

設立以来の着実な取り組みにより，組合では稲ーさを大豆変の l 年 2 作体系が
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定着し，土地利用率200%が達成された。また，柱として掲げた 14 ， 0 , 0 運動J

もほぼ実現するに車っている。組合の設立は大豆作への対応を契機としているが，

今後，下馬田集落全体の農業の高位化を図るには，米麦等他作物の生産の高位化も

必要となるため，大豆での成果を活かして，米麦等も対象として含めた組合へと発

展していくことが十分考えられる。その第一歩として，平成 2年からは，水系ごと

に水稲の早生品種と中生品種とを分けて作付けし，収穫等の作業ピークの分散を国

ることに取り組むことにしている。

また，今後の後継者対策として，人づくりが重要な課題となる。甘木市農協では

将来に向けて，広域的な集団作業を検討しており，そのために県下ーの活動を行っ

ていると評価されている農協青年部を中心に，優れたオペレーター，意欲ある後継

者清成に力を入れるとともに，汎用コンパインを導入している O 将来，甘木市全域

へのコンパイン収穫技術の波及を図る上で，先進地としての組合の果たす役割は大

きなものと期待される。
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大豆の高生産性をめざして

下馬回大豆機械利用組合

(代表者倉地猪津次)

私達下馬国地E互にとりまして，昭和57

年に県営ほ場整備事業が完了したことは，

地域農業を変える一大転機でありました。

水回転作に取り組む中で整備された水

聞を有効に活用しながら，転作作物を含

めた土地利府型農業経営をどのように展

開し，併せて地域農業の活性化を闇って

いくかが大きな課題となりました。

そこで， 7l<æの持つ高い生産力を活か

し転作作物の生産性の向上を図るために，

築港全員の出席のもとに話し合いを蚤ね

てきた結果，五蹴i肢を取り入れたフ辛口ツ

クローテーション方式を導入した大豆づ

くりを行うことと決定し，築港全員の参

闘による，下馬回大豆機械利用組合を57

年に結成し，共同利用機械の導入を行う

とともに， 14 ・ 0 ・ 0 運動J (単収400

kg，上佼等級比率100%，集団転作率100

%)を組合の目標として掲げ，①燦地

利用増遂事業の穣;綴的活用による農地の

-47 

集積，②オベレーターによる作業受委

託方式の導入による適期作業体系の在位，

③共同作業体系の確立による労働力の

適正配分，④基本的な栽培管理技術の

徹底，改善等に綴合員が一致団結し努力

を穣み震ね取り組んでまいりました結果，

土地利用効率200%，単収は10 a 当たり

393kg，品質は I 等が97% と， ほぼ呂襟

を達成することができました。

また，労働時間についても， lO a 当た

り 12時間と県平均を大幅に下関る等転作

大主主の生産性の向上を図ることができま

した。

今後は， これらの経験を活かしながら，

地域農業の活性化のために，濁辺集落へ

の波及を鴎りつつ，モデル団地としての

役割を果たすよう，組合員一同心新たに

鋭意努力をしてまいりたいと思っており

ます。
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(愛知累安城市藤井町大畑108-2)
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(1 ) 立地条件

安城市は，愛知県のほぼ中央，名古屋市へは30km

第 1 図 圏内にあり， J R東海道新幹線
受賞者の所在地

(三河安城駅)が東西に，爵道 l

号線が北部を東語に走り，更に名

鉄本線と，西尾市に向け茜尾線が

南下している交通の便の良いとこ

ろである(第 1 歯)。

兼業農家が多い地域であるが，

閤芸，養鶏などが行われ，農協組

織の発達，農業教育の普及ととも

に栄え， r日本のデンマーク J と

称されたところである。

年平均気温14.6
0

Cで，夏の最高

34.6
0

C，冬の最低 6.7
0

C と平現

地としては平均的な条件にある。
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早川氏の温室群

年間降雨量が1，304mmとやや少なく，冬期に晴天の多いことは施設関芸には恵まれ

たところである。

(2) 受賞者の略歴

昭和23年ガラス温室99rrfを建設し，花き経営を始め，キク，スイトピー，ユリ，

チューリップの切花栽培から出発したが， 20年代の後半から地方に切花産地が増加

し，価格の不安定が生じてきた。語苗会社からの希望で始めた採種(現在の経営の

一つの柱)も受託採種では収入増もあまり得られなかったことと，当時，まだ鉢花

の生鹿が少なかったことから，切花から鉢花へと栽培の方向を転換した。

名古屋に立てた施設群(第 1 農場)は伊勢湾台風で新築 1 週間後に半壊する試練

に合い，各種の資金を借り苦しい持代を経過している O 以後 2 囲のオイルショック

に会い，暖房効率を高め，台風対策への配慮から，安城市の施設をガラス室中心の

集約栽培に変更してきた。

その後，経営も軌道にのったが，名古屋の敷地では拡大が不可能となり，安城市

に第 2 農場を，更に飯田市に第 3 農場を新設した。

昭和42年，研修生 3 名とともに農業法人「早川閤芸J を創設した。その理由は有

能な人材と資金の確保には，協業経営が有利であったことによる O 研修生 3 名のう

ち 2 名は昭和46 ・ 47年にそれぞれ独立し，第 3 農場を譲り受けて独立したO

現在の王手川掴芸は氏と夫人，長男の家族経営となっている(第 1 表)。
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第 1 表年511]ガラス~，ビ、ニールハウスの新増設状況

年度
名工主淫(î.l11l足場) 安城(第21長i謁)
ガラスノ、ウス ガラスハウス

23 99 
24 99 
25 198 
26 198 
27 198 
28 198 396 
29 198 396 
30 198 891 
31 198 891 
32 198 891 
33 198 891 
34 396 891 
35 726 891 
36 

11111星ρ0j006655空6 6 6 6 

891 
37 891 
38 891 
39 891 
40 891 
41 1,056 891 2,772 
42 660 891 1,320 2,772 
43 660 891 2,904 2,772 
44 660 891 2,904 2,772 
45 660 891 2,904 3,762 
46 660 891 2,904 3,762 
47 660 891 2,904 3,762 
48 660 891 2,904 3,762 
49 。 。 2,904 4,752 
50 2,904 4,752 
51 2,904 4,752 
52 2,904 4,752 
53 2,904 4,752 
54 2,904 4,752 
55 5,676 1,980 
56 5,676 1,980 
57 5,676 1,980 
58 5,676 1,980 
59 7,128 990 
60 7,128 1,650 
61 7,128 1,650 
62 7,326 1,650 
63 7,326 1,650 

騒受3章者の経営概況

(1)保有施設，経営状洗

飯113(第31Ml場)
カ。 7 スノ、ウス ガラスハウス

99 
99 
198 
198 
198 
198 396 
198 396 
198 891 
198 891 
198 891 
198 891 

396 891 
726 891 

1,056 891 
1,056 891 
1,056 891 
1,056 891 
1,056 891 
1,056 3,663 
1,980 3,663 
3,564 3,663 
3,564 3,663 
3,564 4,653 
3,564 4,653 
3,564 4,653 
3,564 4,653 

5,940 2,904 10,692 
5,940 2,904 10,692 
5,940 2,904 10,692 
5,940 2,904 10,692 
5,940 2,904 10,692 
5,940 2,904 10,692 
5,940 5,676 7,920 
5,940 5,676 7,920 

。 5,676 1,980 
5,676 1,980 
7,128 990 
7,128 1,650 
7,128 1,650 
7,326 1,650 
7,326 1,650 

(単位: m') 

~Iff >:1-

第 1 JHi:場開始

ビニールハウスの慾設

伊勢湾台風，半壊

努;2 俊樹}~J始

名古ff\，ガラス 396m'閉鎖

第 1/~場閉鎖，第 3 段場開始

ヨミ城ガラス 2， 772m'改築

tf� 31災場移議

当記減ガラス 2， 310m'改築
ノノ 462m'新築

事務所， )',i, il'も改築

約 2 haの土地にガラス温室7 ， 326m'，ハウス1.650m'の計8 ， 976m'の生産施設， 396 m'
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の事務所・寮・住宅・資材倉庫がある(第 2 図)。

土霞場

第 2 図早川選i芸の温室・ハウスの配置

| 資材・倉庫 | 
d

一

向
/
凶
白

河
一

d

号
一
%

4

一

3

ル
一
尚

ア
一

NO.2 
396 rrf 

アルミ 3 号 792 rrf 

Na1 
396 rrf 

Na 2 
ぬ6rrf

ハウス l 号 990 rrf 

NO.1 198 rrf 

Na 2 198 rrf 

Na 3 198 rrf 

Na4 198 rrf 

ぬ 5 198 rrf 

宅
一
宗
主
一

m,tqt

J
 

寮
J
 

一
所
ぽ

一
務F

“

J

d
一

n
内
U
同

ooｭ
-
-'一

d

1
m
 

号
一
郎

F

h

u

-

-
E
ｭ

ミ
、
一
a

レ

-
N

，

J

明

ア
一

NO.2 
396 rrf 

Na3 
396 rrf 

育菌室| 事務室
196 rrf I 198 rrf 

アルミ 2 号 1 ， 386 rrf 

462 rrf 

謹箆ム認il!t.
Na 1 264 rrf 

Na2 
264 rrf 

d
 

4
 

ρ
h
u
 

n
r
h
 

。
。nu 

Mn 

Na4 264 rrf 

Na5 264 rrf 

N且 6
264 rrf 

アノレミ I 号 1 ， 386 rrf 

!ね 1
462 rrf 

Na2 
462 rrf 

Na3 
462 rrf 

施設部の栽培作物の種類は第 3 表のように，秋冬作と春夏作をうまく組合せて施

設を有効に活用している。

なお，主な機械の保有状況は第 2 表のように用土作成用の機器が主力である。

第 2 表機械保有状況

N日 2
462 rrf 

Na 3 
462 rrf 

機 械 名 斗口為、 数
大型土壊消毒機〈竹沢波ャ書ー髭製): 蒸気圧 5 kg) 1 台
用ニk粉粋機〈クラッシ 大波 1 

// 小型 1 
ショベノレローダー(東洋巡搬機製吐、CM453) 500kg穣 1 
フォ クリフト 1 t 穣 2 
緋転機(舟土調整周〉中捜，小裂 各 1
動力噴霧器(消毒用〉 2 
米国製 爆撃霧消毒機(ダイナブォッグ〉 1 
小型貨物自動車 1. 5t 繍 1 
ライトパン乗用車 トヨタ怒2 1 
ワゴン率 トヨタ怒E 1 
自動植換機(国産〕 1 
自家用自動車 2 
産霊場内用ダンプ準(ナンパー掲械なし〉 1 
産霊場内期中古窓(ナンパー掲載なし〉 2 
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昭和63年に生産された種鎖別販売額は第 3 表のように採種が4 ， 310万円，鉢花が

12，400万円，計 1 億6 ， 710万円である(第 3 表)。

第 3表種類別販売額 昭和田年 2 月 l 臼~平成元年 1 月 31 日

種 類 数 盤
主幹 価 販売額

河 万円

(穏子)
シクラメン 50万粒 6-10 410 
プリムラジュリアン 5,000mf 4,000/lmf 2,000 

グ ポリアンサス 2,500// 2 ， 000ρ 500 
ノ/ アコーリス 570// 3,500// 200 

ガーベラ 60万粒 20 1.200 
小計(種子) 4,310 

(鉢花)
シクラメン 20 ， 000鉢 800 1,600 
ポインセチア 12,000// 800 960 
プリムラ(秋冬作)

ジュリアン 50 ， 000μ 200 1,000 
アコーリス

クリスマスベゴニア 30 ,000// 500 1,500 
ミニクリスマスツリー 70,000// 400 2.800 
プリムラ(春作)

ジュリアン 30,000// 100 300 
アコーリス

ガーベラ 30 ,000// 400 1,200 
ホクシア 20 ,000// 800 1,600 
ミニ観葉 120 ,000// 120 1,440 

小計(鉢花) 382 ,000// 12.400 
1広弘3、 計 16,710 

当期利益は4 ，816万円で売上高利益率28.8% ， 自己資本率41.6%，総資本利益率

23.3%，総資本回転率53.2%，間定比率105.1%，流動比率287.1%である。国定負

債は研修生宿舎を建築するための借金が主である O

経費 1 億1 ， 670万円のうち，主なものは材料費24%，人件費(研修生，パート) 25 

%，運賃 8%，水道光熱費 6%である。人件費は，研修生の報酬が月 7-8 万円

(食事・宿舎付き。他に成績に応じてボーナスを支給)，パートの自給が500-550円

である。また，本年から専属の人を l 名雇用している。研修生には，栽培並びに経

営技術の修得と将来独立時の早川氏による有形，無形の援助があるので，単純に報
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酬の額を評価はできない(第 3 図)。
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(2) 農業労働力構成及び労働時間

昭和63年の労働時間は第 4 表のとおりであり，氏は経営の総括，品種改良及び採

種と研修生の指導(技術面)，夫人(喜恵)は経理，種子発送，注文引受等と研修

生の食事まかないと生活面の指導，長男(豊)は鉢花生産及び販売(資材，仕入等

を含む)と研修生の技術指導を分担している O

第 4 表 年間労働時間
(昭和63年度)

人 数 ブjj f動 時 時

家 族 3 8 時間X300臼 x 3 =6 ,200 

E耳 修 主主 13 8 時間 x280日 X13=29 ， 000

ノf ト 8 8 時間 X270日 x 8 =17 ,300 

言十 24 52 ， 500時間



早川氏により育種・選抜された

シクラメン

早川氏!こより初めてわい化し鉢花として

実用化されたポインセチア

8 時から作業を開始し，昼食後 1 時間及び午後 3 時から30分間の休憩をとり，作

業終了は春秋は午後 6 時，夏は 7 時，冬は 5 時半とし，タ金後は自由時間である O

ただし，氏は朝食前に温室の作物を，長男は場内見回りを行い，夫人は午前中は食

事及び家事を，午後は経理事務と種子発送などを行っている。

震譲受3蓄財の特色

(1 ) 商品に適した新品議議材の返事入と新品種の育成

昭和38年以後，西ドイツ，オランダ，アメリカなどの海外に出向き，また海外の

雑誌を購読して，諸外国の鉢花の消費動向や新品種の育成についての晴報収集に努

め，我田の消費者ニーズ、に合った次のような新品毘@品種を導入した。

シクラメン(昭和32年から)，プリムラ・ポリアンサ (34年)，ハイドランジア

(38年)，ポインセチア (38年)，エラチオールベゴニア (40年)，ブ…ゲンビレア (45

年)，クリスマスツリー(松属， ピヌス@ピレアの幼木， 58年)，ハイビスカス，ア

ザレア。

圏内種でもわい性リンドウ (47年)，プリムラ@ジュリアン (50年)を入手して

高品化を行った。

現在も実用化自前のニューギニアインパチェンス及び我器では初公開予定のポイ

ンセチアの導入品種の試作を行っている。

昭和34年からは，自ら新品積の育成と採種を行ってきた。育種の場が，温暖な平
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坦地であるため，育種されたものは耐暑・耐湿性の点で優れている。育種に当たっ

てシクラメンは耐暑性，生青揃いに，プリムラ，ガーベラは花型・花色を主体に交

配選抜が行われた。育種品種は，①製品の草姿が良く，斉一に生育する②混種が

なく発芽率が高い③品種特性が発欝しやすい④日本の気候条件に適するなどの

特性をもっている。

現在，全国で生産されているプリムラ類(ポリアンサ， ジュリアン，アコーリス)

の約70% (約700万鉢)，ガーベラでは80% (約50万鉢)，シクラメンは約 3 % (50 

万鉢)のシェアを占めている。前二者は大手種苗業者を完全にリードしており，そ

の業績は種苗会社も高く評価している O

氏はこれらの新品種を独占することなく公開し，安城市周辺に鉢物産地を形成し

たばかりでなく，新品種を全国に普及した。これは， I競争の中の協調」という氏

の考えに基づくものであるが，これも新品種の導入，育種のたゆまない努力があっ

たからこそできるものである(第 5 表)。

(2) 新しい種類の栽培技術の開発と普及

新しく導入した品種は，独自で日本の風土にあうように試作，実用化試験をかね

て栽培体系を確立し普及した。

ハイドランジアは 5 年間で60品種を導入し，試作，選別後，営手IJ性品種を普及さ

せた。また，花色の発現には用土の酸性度が関係しているため，土壌PH，施肥の

時期などについて検討し開花調節には温室入室時期，挿し芽時期や最終描芯時期

などを調査し，栽培体系を確立し，普及させた。このため，ハイドランジアの生産

が爆発的に増加し，氏の導入した品種が営利品種として利用された。

ポインセチアは短日処理の開始時期を確立し，作りやすい営利向き新品種の普及

を行った。

また，シダのアジアンタムの胞子繁殖法の改善を行い，短期大量増殖に成功して

いる。

また，わい化栽培のためのわい化剤の使用法についても検討を行い，薬害の多い

ccc に B 9 を添加する併用効果によりポインセチアのわい化栽培に我国で初め

て成功(昭和田年境)するなど新しい発想による技術の開発と普及を行った。
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第 5 表施設別蔚穣及び種類

施設番号 部積 番号 秋~冬作 春~夏作
rrf l 号 クリスマスツリー箇

2 (洋種松ピナス)

�I! 棟 1,584 
3 ポインセチア親株及び育萄 ミニ観葉

4 フ。リムラ ポリアンサス

5 ジュリアン

6 アコーリス

1 }プリムラ 5 万本 フ。 1) ムラ

アルミ 1 号 1,386 2 ポリアンサス・アコーリ

3 ス・ジュリアン

1 クリスマスベゴニア ホクシャ 2 万鉢

アルミ 2 号 1,386 2 3 万鉢

3 

アルミ 3 号 792 
1 

2 
ガーベラ 2 作 15 ， 000鉢

1 シクラメン 2 万鉢 採穏 フ。リムラ

アルミ 4号 792 
シクラメン ポリアンサス

2 ガーベラ ジュリアン

アコーリス

1 

アルミ 5 号 1,386 2 ガーベラ 2 作 15 ， 000鉢

3 1 万2 ， 000鉢

1 ミニ観葉 10万

2 フ。リムラ 3 万鉢

ハウス l 号 990 3 ポリアンサス

4 ジュリアン

5 アコ…リス

1 プリムラ芭

2 ミニクリスマスツリー ボリアンサス

ハウス 2 号 660 3 (洋種松ピナス) ジュリアン

4 6 万鉢 アコーリス

5 

(3) 管理技梅の確立

氏の経営の特徴は研修性とパートなどの雇用労働力を活用し，工程管理方法をあ

み出して，欧米の企業的鉢花経営に類似したマネージメント及び長期研修の 3年目
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の研修生に任せ，小品目大量生産方式を実行したことにより，我国屈指の大規模経

営を確立したことである。これは，施設ごとに花を類別し，分担管理を前提とした

生産方式を組立てる方法である。この方式を可能にした条件の一つは均質な用土の

確保があり，これに対応するように鉢用土鵠整機器を整備し，誰が管理しでも生育

むらのおきない用土づくりを可能にした。

(4) 調品化のため容器の工夫・開発と市場対応

鉢花の高品化を促進するため，鉢花のミニ化と容器の改造を図った。また，ファッ

ション感覚にマッチしたデザイン，サイズを多種，多様化するもととなったプラス

チック製パスケットを創案しているO

(5) 研修生の育成

昭和28年以降，全国30数黒から農業高校，農業大学校，普及員，専門技術員など

の飽期研諺を加えると 200名を超える研修生を育成した。研修生OB で組織する

「早川会」が昭和40年に発足し，氏の誕生日 (2 月 5 日)を定例日とし，技術・流

通についての情報交換，研鏑，記念誌の発刊などを行っている O

研修期間は 2--3 年で 1 年目は土作りと除草などの一般作業を 2 年自は鉢花

生産の播種，さし木から移植，かん水から製品までの基本技術を研修し，徹底的に

指導するとともに，栽堵の霊任を負わせている。 3 年目は生産に加え市場との交渉

など販売に責任を負わせ 1 ・ 2 年の指導，パートに対する指示など将来経営者と

して必要な能力を身につけさせている。

更に，研修生が経営を始める時には，直接その家に出向き，資金の手当てや施設

の造成等の棺談にものっている。その結果，全国鉢花生産地の中核的役割を果たす

研修生OBが増え，その地域の産地形成に貢献している。

選霊受費者の今後の発展方向

氏は，父親が農業を継ぐことを強制しなかったように，長男が大学経済学部に進

むのも，本人の自由にさせたが，卒業後 1 年間，他産地の鉢物経営者の下で研修し，

早川園芸の経営に参加することとなり，現在は鉢花の生産，販売の分担を受け持つ

ている(約60%)。将来，採種に不可欠な感性を備えれば，採種部門まで拐さきする

ことになっている。
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今後は，採種部門と鉢花生産，販売部門を分離して，息子と父が分担して行く予

定になっている。

また，これまでの体験，知識を活かし，欧米では期待できない我国の気象環境に

適した新品種の作出を行うほか，各穂花きのプラグ苗生産に取り組む予定である O

現在以上の国擦的視野に立ち，鉢花生産の低コスト化技術の確立とともに，高品

質，好適商品化を進め，早川園芸が日本の鉢花産業とともに世界に飛躍することを

目f旨している。
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謹謹麓盟盟関

花作り 40年，さらに研鎮

早川辰雄

今回はからずも天髪杯受賞の栄誉を受 私が花作りを始めて既に40年になりま

け，このよもない感激で胸が一杯です。 すが，これを契機として更に研鎖し，微

この様な最高の主主を賜りましたことは行 力ですが少しでも業界の発展に役立っこ

政を始め関係機関の方々や業界の皆様の とができる様努力する覚嬉です。今後一

長年にわたる御指導や御厚情によるもの 層の御指導事を御瀬い致します。

と深く感謝いたしております。
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内閣総理大臣麓受賞

出品財経営(いよかん)

受賞者作道 隆

(愛媛県松山市平田町950)

覇軍受露者の略歴

松山市平田町は JR松山駅から北へ 5km，冨道196号線沿いに位置している。瀬

戸内海に聞い温暖寡雨(年平均気温15.8
0

C，年間i海水量1 ， 300mm) で，臼照にも

恵まれ(2 ， 173時開)，季節嵐や台風等の気象災害も少ない，かんきつ栽培の適地で

第 1 関受賞者の所在地

愛媛県

63 

ある。

農家戸数は75戸(専

業率50%) で，その大

部分がかんきつ作を経

営の柱としている o 1 

戸平均かんさつ栽培面

積は1.2haである。

ここで特筆すべきこ

とは，この地区が宮内

いよかん発祥の地であ

り，早くにその優秀性

を見抜き，他に先駆け

て，地域ぐるみで本品



種への転換を図ったことであり，今では本品種の最もまとまった専作地帯を構築し

ている。

作道正のかんきつ闘は，自宅から東へおよそ 1kmの，瀬戸内海を望む丘陵地に聞

かれている。海岸からの距離は約2.5km，標高80-98m，平均傾斜度は約20度の山

成り圏地である O 土壌は花こう岩由来の砂壌土である。

作道隆氏(59歳)は，昭和21

年に!日制中学卒業と開時に就農，

父を手伝いながら農業を学んだ。

結婚した昭和32年ごろから，父

に代って経営の主柱となったが，

時を同じくして宮内いよかんと

の出会いがあり，これがその後

の農業人生を決定づけたと言っ

てよい。氏は昭和32年に宮内氏

から苗木 6 本を譲り受け，自問

10 a を提供して，同志 5 名とと

もに試験栽培に着手した。その

結果，本品種の接秀性を確認，

第 2 図作道隆氏の経営の位置

昭和43年の温州みかんの錨格暴落を契機に，本品種への更新を地域ぐるみで推進し

たO 当時他産地では，本品種は樹勢が余りに弱いとして，慎重論が多かったのであ

るが，作道氏らは試作試験を通じ，適正結果量を守ればこの点は十分カバーできる

ことを見抜いていたから，他に先駆けて更新に踏み切ったのである O 次いで温州、iみ

かんが 2 度目の価格暴落に見舞われた昭和47年以降，残っていた温州みかんや普通

いよかんも逐次本品種に切り番え， 53年ごろまでにはほぼ宮内いよかんの専作地帯

と呼べるまでになった。

この産地育成に指導的な役割を果したのが作道氏であり，その先見性と決断力は

敬臓に値する。このように氏は，地域の中心となって宮内いよかんへの転換を推進

し，産地育成の先導的役割を果すとともに，自国の経営もダイナミックに展開し，

宮内いよかんの大規模経営を達成した。また，旺盛な研究心と鋭い在膝眼をもって，
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栽培技術の改善に努め，高品質・安定・多収技術を確立した。

第 1 表 いよかんの生産量および価格の最近の動き

年次
全国 東京市場 ⑮農家

傍 考
生産量 卸売価格 手取り価格

Il{l 子 t pj/kg 円/kg

59 148.0 315 250 戻り寒波で生産減，食味は良，森永・グリコ事

件で菓子離れ

60 170.1 269 180 12月の寒波で，す上り果大発生

61 186.3 211 150 二子ばつで全体に小玉化

62 217.0 178 120 夏秋期の多雨で，味淡白，外観も不良

63 213.6 130 2~3 月需要鈍化，イチゴとの競合

睦氏は視野も広く，先見性と決断力に富み，また常々t曲目或とともに歩むことをモッ

トーに，地域全体のレベルアップ。に心を砕いてきた。このような人柄から地域住民

の信望も厚く，昭和29年に24歳の若さで混泉青果の平田地区班長に就いたのを皮切

りに，温泉青果平田支部長，開運営委員，温泉青果理事，同いよかん部会長その他

の役職を歴任，昭和61年には愛媛県農業指導士に認定され，後進の指導に当たって

いる O 農業以外でも，各種ボランティア活動を通じて地域に奉仕してきた。

霊童受震者の経営概況

作道隆氏の就農当時，同家の農地は，水間30a ，果樹麗80a ，計110a で， この

地区のごく平均的な経営規模であった。昭和30年代の初めから，闘地の購入や山林

の開墾によって規模を拡大するとともに，交換分合によって 3 カ所に分散していた

開地の集団化に努め， 4.7haの 1 団地にまとめ上げている。そして新造成地には苗

木の植栽，既成闘では高接ぎ更新で宮内いよかんを増やし，遂に宮内いよかんの大

規模経営を達成した。

大型機械の使えない急傾斜樹菌地では，常に管理労力が規模拡大のネックとなっ

ているが，作道氏は多巨的スプリンクラーとそノレールの適正配置によって，防除

と収穫物運搬の労力を大幅に節減し，これを晃事に克服している。特に多忙な収穫
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家族のだんらん

期と摘果の時期に，若子のパートを麗用する程度で，日常の管理作業はすべて家族

労働 (3.5名)でこなしている。

栽培技術の面では，土づくり，整枝・せん定，早期摘果，分割採収と区分貯蔵，

貯蔵管理等の基本技術を忠実にかっ徹践的に実行しているのであって，特に目新し

い技術はない。しかも高品質果実の安定多収を達成し，高所得を上げているのであ

る O

第 2 表 昭和62年度宮内いよかんの等・階級比較

E互 分
等 5及 F告 級

正品主幹
秀 後 良. 可 4L 3 L 2 L L M 

% % % % % % % % % % 

温泉青果 18 44 35 3 7 27 44 19 3 73 

平田支所 16 42 37 4 7 29 43 18 3 74 

作道隆 20 45 33 2 7 31 45 14 3 78 

(注)正品E容は等級に階級を加味して算出した I 級品の割合

作道隆氏の家族構成は，両親，本人夫妻，及び長男夫妻の三世代 6 名で，一つ濯

根の下で明るく健療で温かい家庭生活を営んで、いる。三世代の同居は，今では農村

でも珍らしいうえ，父子 2 代にわたる地域社会への貢献も大きいとして，このほど

松山市長から表彰された。

時江夫人 (52歳)は，出産，育児に追われた数年間を除き，常時隆氏とともに農

作業に打ち込み，今では整枝・せん定なども立派にこなしている。公職に時閣を割

かれることの多い隆氏の片腕として，経営を切り盛りし，立派な共詞経営者の役割
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宮内いよかんのほ場と SP防除の様子 スプリンクラー防除基地

を果たしている。

父・義満足 (87歳)は次男のため分家，数年教員生活を送った後，田畑の分与を

受けて帰農した。若いころから農業に関する研究心が旺盛で，特に果樹の接ぎ木や

台木，中間台木の研究に熱心に取り組んだ。この素地があったから，平田地区の宮

内いよかんへの更新に際しでは，高接ぎ更新技術や苗木養成法の指導に日夜奔走し，

この事業を成功に導いた。愛媛県内でも，この地区の更新実績が際立つて早くかっ

高かったのも，同氏に負うところがはなはだ大きい。このような同氏の農業に対す

る真しな取り組みの姿勢が，隆氏の農業人生に大きな感化を及ぼしたことは言うま

でもなし、。高齢のため第一線からは退いているが，ひょうたん作りを趣味として，

楽しい老後を送っているO

母・文子さん(85歳)は留守を守り，家事を手伝っている。

菌受賞財の特色

(1 ) 多目的スプリンクラーとモノレールの利用による管理作業の省力化

トラクターや ss など大型機械の使えない急傾斜樹園地では，常に管理労力が規

模拡大の最大ネックとなっているO

{乍道氏は，昭和49年に多呂的スプリンクラーを導入，園地を地形に合せて37フeロッ

クに分けブロック当たり 10-12本のライザーを配置した。以後，薬剤散布はす

べてこれの利用に切り替えた。これによって，従来 1 回の散布に 7-10日も要して

いたものが. 2 -3 時間で済むようになり，大幅に時間が短縮されたばかりでなく，
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改様作業の様子(よ左)

構築作業の格子(上布)

約20m' ，こ仕切られた貯蔵庫と

熱交換換気扇(下)

適期防除が可能となったO また機械室のボタン 1 つで操作できることから，苛酷な

労働からも解放されたし，農薬危害を被る心配もなくなったO 薬剤散布は，防除効

果を高めるため，早朝の無風時を見定めて実施するよう心掛けている外，対象病害

虫の種類によって散布霊が異なることから，防除由数は多少増えるが(年12回前後)，

薬剤はすべて単用としている。またスプリンクラーの高さや角度は，木の生長に合

せて年々調整している。スプリンクラーはまた微量要素等液肥の葉商散布にも活用

している。

昭和田年にはモノレールを導入(軌道延長2， 200m，本機 4 台)，収穫物の運搬労

力を大幅に節減できるようになった。

これら施設の導入によって節減された労力は，タコツボ掘り，摘果その他臼常管

理の充実にあてている。

(2) 土づくり

この地底の土壌は花こう岩由来の砂壌土で，通気と排水は概して良いが，地味は

やせている。このため収穫物の半震の有機物の補給をモットーに，毎年タコツボや
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ザンゴウを掘っては，せん定屑や堆肥を苦土石灰，ょう燐と一緒に投入してきた。

この有機物補給の効果は，きわめて顕著で，当園の木は他の圏地のものと比べ，細

根の量が格段に多い。当闘のかんきつが良い樹勢を保ち，連年多棋を上げているの

も，このためであろう。

(3) 早期摘果と分割採収・区分貯蔵による高品質果実の生産・出荷

いよかんは果実の大きさによる価格差が，はなはだ大き L、。作道氏は大玉果生産

のため 6 月中旬---9 月下旬の間に， 3 回にわたって入念な摘果を実施している。

このうち， 6 月中旬-7 月 20日の早期摘果には最も力を、注ぎ，近隣の非農家の主婦

を雇用して，徹鹿的に実施している O その後の見躍し摘果 (8 月 15日まで)，仕上

げ摘果( 9 丹下旬まで)は家族労力でまかない，余力があれば収穫期まで樹上選別

を含めて随時実施している。

かんきつは器地の条件によって熟度が異なり，また 1 樹内でも着果部位によって

品質に差があることから，これらを考慮して分割採収を行っている。さらに，これ

を着色度により選別の上，出荷時期別の区分貯蔵を実施している O こうすることに

よって，その果実の最高品聾に達した時期の出荷が可能となり，これが高収益につ

ながっている。

第 3 表 4 大市場におけるいよかん販売単価の比較
(円/kg)

よ時? 59 60 61 62 63 

全国平均凶 307 262 206 174 182 

愛媛青果連日 312 270 212 178 192 

温泉青巣(c) 332 296 230 194 210 
晶------

B/A % 108 113 112 111 115 

C/B % 106 110 108 109 109 

作道氏は山の倉庫も含めて 4 棟延べ約500nfの貯蔵庫を所有しているが， うち

2 棟の本貯蔵庫は約20nfx 14室に仕切られている。これにはそれぞれ熱交換換気扇

を設置し，タイマ一作動により 2 時間間隔で15分ず、つの換気を行っている。庫内に

は十分空間を取り，適正入庫量( 1-1.2 t /3.3nf) を厳守し，こまめに点検して，

貯蔵効果を高めている。
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(4) 家峡労働力等の周年労働配分の藤正化

単一品種大規模経営(モノカルチャー)における栽培管理作業労働ピーク・作業

集中を克服するために，前述の集団化・施設化等の基盤整備をベースにして，土壌

管理，興定，防除，摘果，~穫等の作業ピークをくずすために，それぞれの作業適

期幅の拡大を図るとともに，親子夫婦の役割分担・パート麗用者との組作業編みに

工夫をこらし，合理的な作業体系を確立することによって，周年労働配分の平均化・

適正化を闘っているO

(5) 計罰的密植栽培による土地利用率の向上

高接ぎ更新，新改植転換，欠株補などにより単位面積当たり植栽本数を確保して

集約的な土地利用率の維持向上を図るとともに 1 本 1 本の樹容積の拡大と単位面

積当たりの樹冠占有面積率の上昇によって，高単収を挙げている。

(6) 自己資金を主とした果樹経営投資

宮内伊予棺栽培の先駆者利潤，農家経済余剰の資金蓄積を函り，無理のない制度

資金の導入をも併せっつ，大部分は自己資金による土地拡大・施設整備の基盤投資

を図って経営の堅実性，安定性を確保している O

関今後の諜題と展望

温州、iみかんを高接ぎ更新した閣においては，栽植距離が誌かったので，地積の有

効利用を図るため樹間に補植したが，一部密植状態になっている圏が見受けられる。

また当初計画密植で出発した閣も，古いものは同様である O これらは早急に間伐し

て，日当たりを良くし，品質の向上を図る必要がある O

また，古くに高接ぎ更新した園では，すでに経済樹齢を過ぎて，老衰樹の目立つ

ものがある O これらは改植に取り組む必要があり，そのための苗木の育成を急がな

ければならない。この擦，穂木は弱毒系ウイルスの母樹から採ることが肝要であ

る。

さらに，今後の需要の拡大と出荷期間の延長のためには，新たな戦略品種の探索

が必要である。これはむしろ試験研究機関や団体の仕事かも知れないが，過去の事

例からも分るように，いよかんからはしばしば枝変りが出現しているので，皆が平

素からその意識を持ち，良く観察する習慣を付けることが大切である O
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なお，氏には立派な後継者が育っており，長男建記氏 (26歳)は，愛媛大附属農

高安卒業後，常緑果樹農業研修所及び愛媛果試南予分場で 1 年ず、つ研修を受けて就

農，目下隆氏について宮内いよかん作りに意欲的に取り組んでおり，後継者として

の道を着実に歩んでいる。

建記氏の夫人佳子さん (24歳)は，自下身重で農作業は控えているが，かんきつ

経営には大きな夢と情熱を持っており，将来必ずや建記氏の良い共関経営者となる

であろう。

以上，氏は，本地域における宮内いよかん栽培のパイオニアであり，宮内いよか

んの銘柄産地の育成，地培の技術レベルの向上等産地の掻興発展に寄与するととも

に. 30余年のたゆまぬ努力と研究の積み重ねにより，省力化による大規模経営と高

品質果実生産を併せもった経営として，今後のオレンジの輸入自由化等，厳しい果

樹情勢の中で果樹農業の発展の方向を示すものとして高く評錨される。
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省力化@コスト低減で高品質果実生産

作選

宮内伊予柑の殺である普通伊予柑が松

山へ導入されて100年， この記念すべき

年に，宮内伊予柑による農業経営が認め

られて，農林水産祭(函芸部門)で内閣

総理大箆箆'をいただき，宮内伊予柑の陵

地づくりに取り組んできたことが間違い

ではなかったと，あらためで感動を強く

しています。

燦業に就いて40年になりますが，当初

は水稲と滋州みかんで1.lha程度の経営

でした。昭和30年代に，もっと経営規模

を拡大しようと思い立ち，交換分合を重

ねて分散していた農地を 1 カ所に集め，

また，その腐辺の山林を貿って造成し，

みかん留を4.7haまで拡大してきました。

ところが昭和43年，温介|みかんは全閣

的な生産過剰となって価格が暴落し，み

かんの将来に陰りがみられました。その

頃，校変わりとして発見された宮内伊予

柑が，品質のよい新品種として話題とな

り，試作していたのであります。留地を

まとめて温州みかんの合理的な生産体総

にようやく乗りかかった時だけに戸惑い

がありました。しかし，やるなら偲人で

なく地域全体で思い切って取り組むべき

蜂

であろうと考え，近所の人たちにも呼び

かけながら，逐次宮内伊予柑へ高接更新

してまいりました。昭和30年代の問地拡

大， 40年代の高接更新と苦しい時代を経

てきましたが， 50年代にやっと報われた

ようにおもいます。組i双入をみますと，

昭和45年に550万円であったのが， 50年

に 1 ， 800万円， 551手には3 ， 500万円と t替え

てきました。このような経営ができるよ

うになったのも，地域の人たちの協力や

農協の手厚い指導のおかげであると忠、っ

ております。

オレンジの自由化を投えて，柑橘農家

は厳しい対応、を迫られていますが， これ

からはなお一層高品質泉突をつくり，省

力化して生産コストを切つめていかねば

ならないと考えています。

幸せなことに，後継の恵、子夫婦が湾掠っ

てくれているので，私は，今後人生の余

熱をお世話になった地域の人たちのため，

地域の農業発展のために傾注していきた

いと思っております。
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日本農林漁業振興会会長賞受賞

出品財経営(施設トマト@ワケギ)

受賞者岩子島野菜生産組合
(代表者岡本光富)

(広島県御調郡向島町岩子島)

第 1 図受賞者の所在地

関受賞者の略歴

(1 ) 立地条件

向島町は，広島県東部に位置し，瀬戸

内海にある向島の西部と，その西側に位

置する岩子島の 2 島から成り立つ東西

-74-

6.6km，南北5 .4km，総面

積18.58kllÎ，人口1.8万人

弱の中規模の町であり，

毘道水道を隔てて尾道市

と相対するほか，東側は

尾道市向東町と接し，南

には因島(市)がある。

本集団の所在する岩子

島は周囲 8km，面積2.45

kn� (農地99ha) の小島

で，昭和60年のセンサス

等によれば，戸数273戸



岩子選草野菜生産

組合のメンバー

(人口968人)，その77.3%に当たる 211戸が農家である。

向島と岩子島は，ともに託擾起伏の多い，捜雑な地形を持ち，平地に乏しく，耕

地(畑)は主として，これらの斜面に分布している O

年平均気温は15
0

C，年間降雨量1 ， 250rnrn程度の典型的な温暖寡雨の瀬戸内製気象

条件下にあるO 地質は，ほとんど花嵐岩であるため，土壌は砂質壌土であり，有機

賢に乏しく，地力は一般に低い。 また，水源に恵まれないため，夏季には干害に見

舞われることがあるO

岩子高は，昭和43年の尾道・向島を結ぶ尾道大橋，向島・岩子島問を結ぶ向島大

婿の完成で，本土との交通が容易となり，更に昭和5鮮に完成した因島大橋(向島・

悶島鵠)，その延長上に 10年後に完成する尾道・今治問の本四架橋ルート等により，

各地への交通は，極めて容易になるものと期待されている。

(2) 農業の概要

向島町及び岩子島地区の農業の概要については，第 1 表に訴すとおりである O 農

業生産は，古くから麦，かんしょ， ミカンの栽培が行われてきたが，現在は，温暖

な気候を生かし，鎖斜地を利用したかんきつ生産と，平坦地の普通畑を利用した野

菜，花きの集約的な生産が主体となっているO

しかし近年は， ミカン価格の低迷，都市化や兼業化の進麗等により，農業生産

の再編成が求められるようになってきている。

(3) 集問の概要

本集団は，向島町農協の岩子島支所管内に所在し，昭和31年に設立された岩子島
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第 1 表 向島町及び岩子島地区の農業概況

向島町
岩子島

対象集団
構成比(%)

地芭 向島町岩子島集 国

震 家 数(戸) 1,332 211 70 100.0 100.0 100.0 

専 専 業(11 ) 289 74 41 21.7 35.1 58.6 

兼 1 兼( 11 ) 132 52 27 9.9 24.6 38.6 

75IJ 2 兼( 11 ) 911 85 2 68.4 40.3 2.8 

耕
- 0.3 ha( 11 ) 630 68 9 47.3 32.2 12.8 

地
- 0.5 ha( 11) 323 55 14 24.2 26.1 20.0 

規
- 1.0 ha( け 318 71 45 23.9 33.6 64.3 

模
- 1.5 ha( け 47 13 2 3.5 6.2 2.9 

- 2.0 ha(ρ) 11 3 0.8 1.4 
75IJ 

- 2.5 haい) 3 1 0.2 0.5 

農従者数(人) 2,113 383 185 ( 1.6) ( 1.8) ( 2.6) 

経営耕地(ha) 500 99 39 ( 38a) ( 47a) ( 56a) 

田 ( 11 ) 。 ( 0) 

普通畑( 11 ) 126 35 16 ( 10 ) ( 17 ) ( 23 ) 

果樹園(υ) 374 65 23 ( 28 ) ( 31 ) ( 34 ) 

耕作放棄地(11) 116 24 14 ( 9) ( 11 ) '" 

ノ、 ウ ス

設霞農家数(戸) 225 85 70 16.9 40.3 100.0 

設壁面積(a) 1,920 870 801 ( 9a) ( 10a) ( 11a) 

注1)構成比の欄， ( )内は l 戸当たりを示す。
2 )向島町及び岩子島地毘の農従者数は農業就業人口を示す。
3 )向島町及び岩子島地誌は1985年センサス，対象集毘(岩子島野菜生産組合)は
農協資料による。

ワケギ生産組合(当初67戸・ 3 ha) を継承して，昭和田年に設立された，構成員

数70戸の任意組合である。

集団の構成員農家70戸は，全戸がパイプハウスの設置農家であって，全設置面積

80 ,100rrf, 1 戸平均1 ， 144rrflこ達している。

本集団の昭和62年度農産物販売額は，約5.34億円に達しており，これを l 戸当た

りに換算すると，約763万円となる。このうち，ハウス栽培の行われた半促成トマ

ト (8 ha) の売上げは約1.46億円，ハウス内ワケギ( 2 作分，面積16ha) の売上

げは約1.84億円，露地ワケギの売上げは約1.80億円であって，これにミカンの売上

げ約0.24億円を加えた総販売額が，上述の数字となっている O

76-



第 2 図 向島町農協の部会構成

向島農業対策会議

薬事部会 (100) 

イチジク部会 (15) 
モ モ部会 (91) 
レモン研究会 (12) 
キュウイ生度組合(160)

ワケギ郎会
ネギ部会
有道トマト部会
本所トマト部会
字立野菜組合

ストック部会 ( 83) 
洋ラン組合 ( 23) 
花き同志会 ( 60) 
シュロチク組合 ( 5) 
?工奥花づくりと生活の会 (30)

字立照度会 (40) 
川!尻渓友会 (70) 
回尻輿渡会 (45) 
土井研究会 ( 6) 
有道農業研究会 (130) 
有道共同訪除組合 (200)
岩子島若姿クラブ (69)

向島町農業後継者グループ( 6) 

農協婦人部〔江見宮浜，歌島，兼吉，

有道，立花. i索然回，岩子島) (642) 

〔備考〕岩子長吉野菜主主主主:最li介の構成員のうち， ワケギの主義地裁第農家 (70戸)はワケ

ギ部会 lこも参加している。

岩子島の農業が， ミカン間間作の様式を脱却し，土地集約型営農の確立を，強く

迫られるに至ったのは，昭和30年代の経済復興期に臨面し，従来の営農様式ではこ

れに対応し得ないことを知ってからのことである。

当時の岩子島農協の理事者は，従来の間作ワケギ栽壌に代わるものとして，昭和

29年までに確立された栽培技術に着目し，同31年に，これによる干柘地畑でのワケ

ギ栽培を開始するとともに，ワケギ生産組合を発足させた。その後， 30年代を通じ
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ワケギの 2 期作(大きい方は年内どり，小

さい方は冬どり)

ハウスワケギと露地ワケギ(右手にかんが

い朋のため池がある)

ワケギ一半促成トマトのハウス群

て，早出し栽培体系の確立，二期作栽培技術の普及等を函り，同40年には，ワケギ

の後作としてキュウリ・トマト・ダイコン等を導入し，露地栽培ワケギを中心とし

た輪作体系を確立した。

その後，昭和43年には，パイプノ、ウスによるワケギの 1--- 2 月収穫が行われるよ

うになり，後作として半促成トマト・キュウりを導入する，現栽堵体系の原形が確

立された。

一方，夏季のワケギ秀品生産を行うため 8 丹上旬植え・寒冷しゃ被覆栽培が行

われるなど，多様な作型分化が図られるようになったが，ワケギ生産の主体は，な

お露地栽培にあったと言ってよかった。

岩子島のワケギ栽培にパイプノ、ウスの導入が活発となり，広く普及するに歪った

78 



のは，昭和56年度に実施された県単事業によるところが大きい。その導入面積は，

3.5haに達したが，これらの施設は，長雨や異常寒波襲来時に著しい効用を発揮し

た。その結果，同57 ・ 58年には，向上事業により1.lhaが，同59--62年には，農業

改良資金により1.5haのハウス導入が行われて，現在の全面積8.0haが整備され，

5.3億に達する販売実績を実現するに至ったのである O

第 2 表岩子島におけるワケギ栽培技術の変遷

戦前
昭和28年

29年
31年

32年
35年

36年
40年

43年

46年
47年

48年
初年

54年

55年
56年

57-58年
59-60年
59-62年

63年

栽培の経過と技術開発

主要畑作物はかんしょと麦，ワケギはみかん罷・桑畑の間作として栽培
・町村合併。みかんの新植増加。
・ワケギの本作栽培開発(郷条地区，力省主主夫氏)
・岩子島地区ワケギ生産組合発足 (67戸， 3 ha)，守二拓焔でのワケギ栽
培始まる。京阪神市場へ出荷0
・ワケギ早出し栽培体系確立(農業改良普及員 村上保幸氏)
• 2 j羽作栽培( 8 fl 穏付のワケギの娃聞に 21錦闘を綴付け，出荷期間を
拡大)を実証し，組合員に公表(関崎官ß雄氏)。祭出荷所 2 か所設置
・農協と一体となり，独自のワケギ安値補償制度を制定。
・干拓焔はほとんどすべてワケギとなる。秋冬作ワケギの後作にキュウ

1) , トマト，ダイコン等が作付けされる。
・農協会併。尾道大橋，向島大橋開通。ハウスワケギ(1 -2 月収穫)
が導入され，後作にキュウリ， トマトの学促成栽培が入る。
・ワケギ「こも包」をダンボール箱に切り替え，俊良穏球の選抜を開始
・腐敗防止貯蔵と休眠打破処理のため， ビニールハウスによる穆球貯蔵
法が普及する。みかん価格暴落。
・ハウス面積2.6haになる。
・ワケギ 8 月上旬横付け，寒冷紗被覆により 9 月出荷が可能となる O
・県野菜新産地苦手成事業でハウスを導入。 55-56年の長雨，寒波等によ
りハウス栽培が急速に拡がる。
・岩子島野菜生産組合結成。
・第 2 次野菜新産地育成事業(県単)でハウス3.5ha導入0
.司事業でハウスl.lha導入。
・集出荷施設を建設(予冷康 4 慕を含む，地区再編構造改善事業)0
.農業改良資金でハウス1.5ha導入。
• 6 月どりワケギ栽培技術開発中。

豊富安繋者の経営概況

本集団の農家構成については，第 3 表に示すとおりである O 経営耕地規模別につ

いてみると， 1 ha未満の農家がほとんどを占めており，経営規模は大きなものと
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はいえないが，専兼別では，専業農家が 6 割を占めており，専業農家が生産の中核

を担っている。

耕地利用については，経営耕地面積39.4ha，うち普通焔15.9ha (経営耕地の40%)，

果樹盟23.5ha (60%) となっており，普通畑には 8haのハウスが設置されている。

ハウスには， トマト l 作分 8ha，ワケギ 2 作分15.9haが作付けられているほか，

露地の普通知にもワケギ 2 作分15.7haの作付けがあり，ワケギとトマトが生産の柱

となっている。

第 3 表岩子島野菜生産組合構成農家の概況

(1) 農家構成

総数

構成比 ~30a 

農 家 数 70 100.0 9 
専 専業農家 41 58.6 5 

兼 1 兼農家 27 38.6 3 

日目 2 兼農家 2 2.8 1 

年 30 歳代 5 7.1 

齢 40 歳代 20 28.5 4 

階 50 歳代 26 37.1 3 

層 60 歳代 18 25.7 1 

J.JIJ 70 歳代 1 1.4 
農従者数(人) 185 (2.6) (2.2) 

(単位・戸， %) 

経営耕地規模別戸数

~50a ~100a ~150a 

14 45 2 

7 18 2 

6 13 

4 

5 10 l 

5 18 

4 12 1 

1 

(2 “ 6) (2.8) (2.5) 

注:農従者数の( )内は 1 戸当たりを示す。農協資料による。

(2) 耕地利用
(単位: a , %) 

総数 1 戸当たり面積

構成比 総数 ~30a ~50a ~100a ~150a 

経営耕地 3,937 100.0 56 18 41 66 114 

普通畑 1,587 40.3 23 14 18 25 49 
果樹閤 2,350 59.7 34 3 24 41 65 

利用園 910 23.1 13 I 4 18 25 

米利用菌 1,440 36.6 21 2 19 24 40 
ハウス国積 801 100.0 11 8 10 13 10 
トマト 801 100.0 11 8 I 13 10 
織設ワケギ 1,592 198.8 23 15 20 25 20 
露地ワケギ 1,574 23 12 15 24 77 
ワケギ計 3,166 45 27 35 50 97 I 
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また， lO a 当たり 1 戸当たりの経営収支については，第 4 表及び第 5 表に示す

とおりであり，生産の中核を占める経営規模70""""100 a の専業農家では， 600""""700 

万円の所得が確保されているものとみられる。

第 4表経営収支C10a 当たり)

'~促成 秋どり
トマト ワケギ

*Il i坂 52 滋(kg) 15,000 1,800 
l双 平均 tl:1 fll!i(円/kg) 184.3 500 

五在 幸司 収 益(円) 2,764,600 900,400 

綴 日直 t~(Fq) 11,250 12,000 

JJ日 料 ~}1( 11 ) 166,787 26,700 

物
Ilf!芸g 'lJl( 1/) 37,974 31,000 
約材料費( 1/ ) 151,503 23,400 
:Jt 実4 資( 1/ ) 259 ,190 3,000 

路t 小 j長良惣( 1/ ) 10,000 2,000 
土地改良資(1/) 10,000 

'J，~ 
fiì 料料金(1/) 7,500 5,000 
磁Jtl YJ fミ ( 1/ ) 

修 総 'l~( 1/) 78,830 19,300 
irl' (1/) 733,034 122,400 

fll 去11 ~'l( 1/ ) 246,769 100,700 
ILI術経費・販売手数料(1/) 687,236 271,700 
絞 '1l:宇Z 'l~ 員十( 1/ ) 1,667,039 494,800 

1fT 1~}( 1/ ) 1,097,561 405,600 
投下労働時!日J(I時fl1]) 2,013 436 

1 1待 11'日当たり所得(PD 545 930 

注: 1) 波及1fT資料(l1lH'n61"'f)による。

閣受賞財の特色

(1) 技徳の特色

ア.パイプハウスの利用技術の特色

冬どり

ワケギ

4,500 
407 

1,831 ,500 
4,000 

32,000 
30,000 
74,500 
3,000 
2,000 

5,000 

19,300 
170,500 
100,700 
380,700 
651 ,900 

1,179,600 
968 

1,219 

第 5 表経営収支概算
〈単位 a ，千円〉

'JゆIJA 弓I{jlJ 日

終営耕地雨宮i 65 27 

治Zヨ" i邑 illl 25 7 

ハウス泌 ;fi'i 20 4 

産車
、I~促成トマト 20 4 

ワノ、ウス 40 

ケ鋭 i也 20 

ギーl 60 20 

都{
トマト 5,529 1,106 

収
ワケギ・ハウス 5,464 1,093 

.fn~ 
グ. 鋹'& J也 1,801 1,080 
ノ1二、、三 I 12,794 3,279 

経
トマト 3,334 667 

'li~ 、z‘"
ワケギ・ハウス 2,293 459 

'l'l 
"長器地 990 594 
点Z 、3、 1日., 6,617 1,720 

j死
トマト 2,195 439 

ワケギ・ハウス 3,160 634 

" -滋地 811 486 
主主

メ仁当:、1 kl 6,166 1,559 

tt) ì"f及1究資料をもとにした試算fll'(を

5j~す。

集団構成員70戸が昭和62年度に利用した 8ha分のパイプハウスは，棟数210棟

( 1 棟平均381m")に分かれ 1 戸平均 3 棟 .1 ， 144m"が利用されている。また，ハ

ウスは大部分が無加識であり， 20%程度が加温施設を持っている。

ハウスにおける作付体系は第 3 図に示すとおりである。ハウス半促成トマトは，

12月中旬播種で 4 月下旬から T 丹中旬まで収穫される。トマトの後作には，消毒・
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客土等を行った後，ワケギの 8 月上中旬植えの夏どり・早出し栽培または 8 月中旬

植えの普通栽培(秋どり栽培)が行われ，続いて前作の立毛中に種球を植え付ける

9 月中旬植えの冬どり栽培が行われる。したがって，施設では， トマト半促成・ワ

ケギ延べ 2 作の合計 3 作が行われることになり，作付けの切り替え時の，土壌消毒

等を行う 7~8 月の約 1 カ月間を除き，ほぼ11カ月間，作物が栽堵されるという，

簡易施設の高度集約利用が行われている O

第 3 図主要作目の作担(岩子島野菜生産組合)

1!l1 2月 3!l 4 月 5月 E月 7!l B月 自月 lO!l 1l月 12月 作付由自 作付訣況

ハ 入倣トマ力培ト地 ユ 説
0- 匝jJ， A〈::ト D

B. JJ:どり 15:10 
Tノ 年Dl3ま作B. CEのベ畦f占2に..植∞付温けるワ C. 秋どり 在百 a

7 ケ D. 冬どり 、J 1m. 

一札4一 ギ E. lkどり 。 E-F 2作耳ベ 1，留]，

F. 務どり 。 FはEの里町占に陪付iする

判)5-品村 íi:純一一 牧民削HI ÆØ:~機期間

イ.ワケギ栽培技術の特色

ケ) f'乍型の分化と施設化推進

現夜実施されている作型は，ハウスを利用した①初夏どり栽培，②夏どり・早出

し栽培，③普通栽培(秋どり栽培)，④冬どり栽培の 4 作型であって， これに露地

栽培を組み合わせることにより，ほぼワケギ単品の周年出荷が可能になっている。

初夏どり栽培( 5 月植え・寒冷しゃ被覆・ 6 月中下旬収穫)，夏どり・早出し栽

培 (8 月上中旬植え・寒冷しゃ被覆・ 9 月 ~10月上旬叔穫)は， 10月植え付け・ 4

~5 月収穫で栽培される種球を，高溢による休眠打破処理(初夏どり栽培では減配

処理による休眠打破)を行って阜植えし，遮光のために寒冷しゃ被覆を行って栽培

する。

普通栽培 (8 丹中旬植え・ 9 月 ~12月収穫)，冬どり栽培 (9 月中旬植え付・け・

12月~翌 2 月収穫)では， 12月下旬~1 月初めにフィルムを展張して，冬期の寒波

による葉枯れを防止し，品費の向上を函っている。

以卜.のほかに，ワケギの露地栽培がある。この場合も 8 または 9 月植え付けで，

11~12月収穫と 3~4 月どりの 2 作型に分かれていて周年供給に寄与している。
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後作の半促成トマト栽培は，現在，加温栽培の 2 月植えと無加視の 3 月植えに分

化しているので，前作ワケギの収穫は， トマトの定植時期に対応して行われているO

(イ)土壌管理(客二t. 有機物補給)

作型の分化に伴い，高度輪作が行われることになるので，各種の連作障害(病虫

塩類集積等)が起こり易くなる。岩子島には水田が無く，家畜もほとんどいな

いので，これらによる有機物の補給は期待できないため，現寂，次のような処量が

とられている。

①土壌消毒の実施

学促成トマトの収穫後 7 月末から 8 月上旬にかけ，クロールピクリンと臭化メ

チルの混合剤，もしくはD-Dによる消毒を行う。

②海砂による客二t. 寝類集積の緩和

干拓畑は耕土が浅く，化学1酔ヰの多用は，埴類集積を招き易い。そこで 3-4

カ月雨ざらしして塩分を除いた梅砂を，土壌消毒前に10 a 当たり 2 t 車20台程度，

毎年または 1 年おきに客土している。

③ ビートモスの施用

完熟堆肥が入手し難いので，その代りとして， ピ…トモス 10 a 当たり 10袋(1袋

360 1Z, 50均)を，土壌治毒後のガス抜き作業の擦，混入している。

④土壊診断に基づく施肥設計の実施

連・輪作間場では，十分の世意を払っても，なお残肥を生じ易いので，農協・普

及所の指導で土壌診断を行い，その結果に従って施杷を行っている。

(2) 経営上の特色

本地域におけるワケギ作は，当初， 30年代には基幹作目(ミカン)との労働競合

を閤避しつつ，所得増大を図る副次部門として出発し， 40年代後半以降， ミカン作

の経済性が低下した後は，ハウス栽培の導入，土地利用の集約化による所得増加を

通じて，経営の基幹部門となった。この結果，平均経営耕地面積60a弱という経営

規模を零縮性にもかかわらず，多くの専業農家が成立しており，このことが，本集

団における経営上最大の特色といってよい。

特に，ワケギの各種作型の開発・普及は，ハウス半促成トマトと結合して，ほぼ

局年的な就業機会の創出と高位・安定的な所得形成を可能としたものとして大きく
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評価できる。

(3) 集閏活動の特色

本集団においては，優良種苗の選抜・配布，施肥設計， トラクターの共同利用，

共同出荷等の集団活動が実施されている。

これらの集団活動の中で，円滑な経営転換，産地形成の実現を可能としたものと

して，大きく評価できるのは，共販活動といえる。

本集団において，出荷・販売は，個選・共販であり，集出荷場での目合わせを行っ

て規格品質の統一に努めるとともに，出荷計画の厳格な遵守が義樹寸けられており，

50-60年に建設された予冷施設の利用と系統共販の保冷車輸送とあいまって，市場

評価を高めるのに大きな効果を上げた。また，三原・尾道・向島の 3 農協で広域共

販体制を確立して，プール計算を行っており，農家手取りの安定化に大きく寄与し

ている。

璽今後の発農方向

本集団の活動は，昭和30年代初めの，ワケギ生産組合創立に始まるが，発足当時

の紐合理事者の適切な進路指導と普及所関係者・組合員の新技術開発導入により，

着実な発展が続けられ，同時に組合員の強い団結もあって，営農の改善が年を追っ

て進められ，今B の地位を築き上げた。

この間，農地の基盤整備や土壌改良・施設改善が計闘的に進められるとともに，

ワケギの作製分化や輪作体系の確立等の技術対策が実施され，生産の安定と拡大が

次々に圏られてきた。

その結果，島しょ部という立地の中で，安定した家族的経営を成立させており，

徹践した共販活動の推進によって，京阪市場に大きなシェアを確保するに主ってい

る。

このような本集団の今後の課題としては，次のような問題への取組みがあげられ

よう。

①施設トマトについては，選果機導入による労力節減と共選の実現等を通じて，

作付けの拡大を歯ること。

② ワケギについては，当面，生産の拡大よりも，適期収穫やフィルム包装等に
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第 6 表販売実績(岩子島野菜生産組合，昭和62年 7 Jl -63年 6 月)

収穫護( t ) 

販売量(l沼)
平均単価(円/kg)
販売額(千円)

主要出荷市場

半促成トマト

850 
791 ,428 
184.1 

145.712 
大阪中央 30 
京都 11 
県内 59 

計

(数量割合 %) 

ワケギ

1,328 
1,207 ,452 

301.6 
364.181 

示盟主神 74 
京浜 3 
中京 7 
九州 8 
県内 8 

509.893 

第 7表昭和63年度販売実綴

ワ ケ ギ ト マ ト

数議 売上金額 単価 数;屡 売上金額 単価
(kg) (千円) (円/kg) (kg) (千円) (円/kg)

4 月 443 ,690 114 ,520 258 
5 月 41 ,030 20 ,339 496 120 ,480 30 ,975 257 
6 月 255 127 500 427 ,332 93 ,047 218 
7Jl 68 52 769 224,635 42 ,533 189 
8)ヲ 84 61 725 3,676 690 1部

9 丹 52.940 31 ,119 5関 64 20 316 
10月 162.408 79 ,131 487 
11月 222 ,486 80,670 363 
12月 204,785 86 ,938 425 
I 月 224,145 82 ,973 370 
2 月 303 ,640 91 ,459 301 
3 月 293 ,895 68,329 233 
合計 」旦り26 655 ,719 337 776.187 167.264 215 

注:1)向島農協資料による。
2 )ワケギはノ、ゥスと露地の箆別なく，会所 l 本化。
3 )トマトは，岩子島支所分。

第 8 表広島ワケギ農協取扱実綴

60 生存 61 年 62 年 63 年

ニ鼠尾 数金額緩 ( t ) 2,929 3,682 3,383 3,669 
道，向島 (子円) 1,285 ,254 890 ,463 1,035 ,448 1,300 ,224 
3 農協計 単価(円/kg) 439 242 306 354 

数盤 ( t ) 1,644 2,025 1,858 1,896 
向島農協 金額(千円) 710 ,246 502 ,701 560 ,279 667 ,338 

単価(円/kg) 430 249 301 352 
向島農協 数議 (%) 56.1 55.0 54.6 51.7 
の比率 金額 (%) 55.3 56.5 54.1 51.3 

単価 (%) 97.9 102.9 98.4 99.4 

日
。



よる品質向上，高価格の実現に努めること。

③ ワケギの出荷市場として，関西市場は飽和状態に近いので，今後，関東方面

への PRに努め，進出を図ること。

このような課題を解決することにより，岩子島野菜生産組合は，今後，更にその

活力を持続して，一層の飛躍が期待できょう。
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良質生産に努め地域の中核的産地に

岩子高野菜生産組合

(代表者向本光欝)

第28由農林水産祭において，日本農林 てにパイプハウスが設註され， トマトと

漁業振興会会長賞受賞にあたり会を代表 ワケギの 3 閉の輪作を行い土地利用効率

して浮くお礼申し上げます。 の高い集約生産体系が確立されておりま

さて，我が町，広島県御調郡向島町は す。昭和50年頃共詞選別，共同出荷の考

広島察東部の尾道に面して瀬戸内海に浮 えが一致しなく 8 名の脱会がありました。

かぶ向島，岩子島の 2 つの島から成って これは，高品質生産と農業所得向上をは

います。向島町は昭和40年頃は，みかん かるためには，品費検査をきびしくし市

と造船の町として栄え当時は鳥の 3 分の 場性を高める事が今後必要であるとの方

1 にあたる565haで、みかんが作付けされ 針を打ち出したため，見解の相巡により

ていましたが，昭和50年代に入り価格の 発生した脱会でしたが， 3-4 年後みん

低迷のため傾斜地のみかん躍は山林とな な会に帰りました。

り，また平沼地は畑地として，施設ワケ このような苦労がありましたが，今田

弘 トマトや露地野菜が導入されました。 の栄えある賞を頂いた事は，会員会員が

華子子島野菜生産組合は昭和55年に任意 足並みをそろえて力強く成長した事と，

組合として発足しましたが，その前身で 各種関係機関の滋かいご指導とご援助の

ある岩子鳥ワケギ生産組合(昭和31年設 たまものと深く感謝しております。

立)の中核メンバーが世代替わりして改 今後とも，岩子島野菜生産組合の施設

めて構成された集団であり農協のワケギ 題芸の産地化を高めるため，組合員一同

部会とトマト部会の双方に加入しており 団結し関係機関と連携を取りながら，良

ます。特に岩子高住人の 3 分の l がこの 質生産に努めるとともに，地域の中核的

組織に参加しているのが大きな特長です。 産地となるよう取り組んで行く考えであ

会員農家の経営規模を兇ると50-100 ります。

a未満の野菜栽培がなされ会員70戸すべ
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日本農林漁業振興会会長賞受賞

出品財生活改善

受賞者椎根コスモス生活改善グループ

(代表者栴谷文恵)

(長崎禁下県郡厳原町大字椎根)

第 1 図受賞者の所夜地

。ô cf1

oo 
nku 

関受賞者の概要

(1 )地域の概況

対馬は，梅岡県博多まで132km，

韓国釜山までわずか53km，空路で

博多まで30分，長崎まで40分の距

離にある日本で 3 番目に大きい島

である。急峻な山が多く，入江入

江のわずかな平地に集落が点在し

ており，人口47 ， 000人が住む半農

半漁の島である O

この対馬の南部に位置する巌原

町は，古代から中世にかけて大陸

へ渡る船の寄港地として，常に大

陸との文化交流の架け橋となった

ところである。鎌倉時代以降，宗

家十万石の城下町として栄え，今

臼でも城跡，武家屋敷跡など，そ



機根コスモス生活改養

グループのメンバー

の面影を諜わせている歴史の町である。町の総面積の85%が森林で，この山林原野

を利用したシイタケ栽培と，狭い耕地での水稲，麦穀類，肉用牛を主とした農業や，

一本釣り等漁業が盛んなところである。

椎根コスモス生活改善グループが活動している椎根集落は，巌原町Jの中心部から

車で西へ30分，朝鮮海i壊に面し，元窓の役の古戦場小茂田浜に隣接する，世帯数49

戸，人口約200人の集落である O

ここには，江戸時代から鉱山があり，昭和40年代初期までは対馬で最も活気のあ

るところであったが， 48年にこの鉱出によるカドミウム汚染が発生し，鉱山は閉山，

水田50haが耕作禁止となった。このため，大変苦しい状況におかれたが，汚染田

復元を図り， 55年に公害防除土地改良事業， 57年に新農業構造改善事業を実施，こ

れを契機に，小茂田，下原，擦根，椎根の 4 集落114戸(他集落の 1 戸を含む。)で，

佐須農業機械利用組合を結成し，水田作業の全面受託による機械一貫作業を行うこ

ととしたO

これにより，従来，米づくりを担当していた農家の主婦は，水田労働からほとん

ど解放された。この組合の支援なしには，今日のコスモス生活改善グループの業績

はなかったであろうし，逆に，コスモス生活改善グループの活動がなければ，この

機械利用組合の業績も生産面のみに止まっていたであろう。この両者の活動は，椎

根，さらには対馬全島の活性化になくてはならないものであったと言えよう。

(2) 椎摂コスモス生活改善グループの活動

椎根コスモス生活改善グル…デは，昭和53年に結成された。メンバーは，樵根集
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落の農家の主婦 9 人であった。この地方では，長男の結婚を契機に，姑は公的な仕

事から退く習慣があり，ちょうどこのとき， 9 人のうち 8 人のメンバーが嫁を迎え

た時期であった。地区婦人会等公的な仕事からは身を引いたものの，老人会に入る

までにはあと 20年もあり，それまでの間に何か役に立つことをしたいと思っていた

ので，普及所の指導も受け，生活改善グループを結成した。 9 人のメンバーは，い

ずれも自家飯米用程度の農業と林業及び漁業との接合経営である O 後継者はいずれ

も他産業に従事しており，主たる農業者はグループ員である。グループの活動目標

として，各自の加工技術を活かした生産活動と，地域社会に理解され，受け入れら

れるような活動をすることとし 3 つの目標を掲げた。

① 家族の健慶増進のための活動

椎根集落には野菜を売る店がなく，自給に頼るほかはなかったが，白菜，大根，

ねぎ，ナス，たまねぎ等を細々と作っていた程度で大幅に不足していた。そこで，

野菜の自給率を高めるため，野菜栽培の講習を受けて，菌の共同宵苗に取り組み，

グループ員で配分し，余った苗は地域の人々に分けることとした。

しかし，雨が降れば癖薄な表土は流出し，冬から春にかけては強い貿易風のため

ビニール栽培も閤難であった。さらに兼業化の進展により牛や馬も飼わなくなった

ため堆肥もなく，土は益々荒れていき，野菜作りは思うように進展しなかった。

そんな中で，昭和57年にグループ員 2 名が，地元の学校給金への野菜供給を始め，

また，巌原町の野菜青空市にも参加した。

これが大きな刺激となり，グループ。の学習，実践活動も意欲的に続けられた。

さらに59年には，下県生活改善グループ連絡協議会が f5 ・ 5 ・ 5 運動」を取り

上げた。この f5 ・ 5 ・ 5 運動J とは 5 a の家庭菜園 5 種類以上の果樹 5 羽

以上の対馬地鶏飼育を実行しようというもので，椎根コスモス改善グ、ループ。も率先

してこの運動に参加し，中心となって活動した。

果樹苗の共同購入を行い，計26種類の巣樹が植えられ，放置されていた樹開地が

よみがえった。肉がおいしく卵も良く生む対馬地鶏は平飼い方式とし，糞は熔に還

元した。

また，年 2 聞の菜園コンクールを通じて，栽培技術の交流が進み，野菜自給運動

は対馬全島に普及していった。さらに，その延長として各地に無人野菜販売所が設
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置された。対馬島内には，島内産野菜の流通jレート(市場)がなく，消費者は，値

段が高く，品質も悪い島外産の野菜を買うほかはなかった。そこで，自給菜闘で多

目に作り，新鮮で安い野菜を供給することにした。「店のものより新鮮で安いので，

毎日利用している。j と大好評で，毎朝販売所には行列ができるほどである。販売

所は全島で 8 カ所設けられ，厳原町では，農協事務所のi燐りに設けられている O 値

段は 1 袋100円(きゅうりであれば 2 ，.....， 3 本)とし，代金の関収は，平日は農協職員

が，休日はグループから当番がでて回収している。全島での売り上げは，合計3 ，000

万円にも上がっている。

このような r5 ・ 5 ・ 5 ・運動j 推進の結果，野菜，果樹，地鶏の普及により，

農家の現金支出は約1/ 3 も節約できた。

昭和62年には，野菜無人販売所 2 周年記念を兼ね. r対馬ふるさと味まつり J (生

活改善グループと青年農業者の共催，下県 3 町の後援)を開催し，消費者が3 ， 000

人も押しかけ，生産者と消費者の交流は大成功を収めた。

地元小学校の学校給食の食材供給は，昭和59年に学校給食運営委員会と話し合い，

じゃがいも，たまねぎ，にんじん，キャベツ，シイタケ，きゅうり，ねぎ，かぼち

ゃ，大根，ほうれんそうなどの多品目を供給しており，現在では，その大部分を出

めるに至っている。

② 家計簿記帳の推進と生活の見蓋し運動

昭和58年，家計簿記帳についての学習を始めた。記帳してみて交際費の大きいこ

とに驚き，さっそく地域婦人会や漁協婦人部に呼びかけて何度も話し合いを重ねた

結果，見舞い返しはタオルに統一することとした。

また，屋敷まわりの環境を見直し，環境美化運動に取り組んだ。これには子供達

も参加するようになり，集落ぐるみで花づくりを進め，地域が花いっぱいになった。

このことは，子供の情操教育に効果があると同時に，大人の心の溜いにも大いに役

立っていると考えられる。また，秋の各種イベントの擦には，グループ員の作った

菊が会場を飾ることになっている。

③ 加工技術の向上と生産活動

ク、、ルーフ。員の日常の労働は，米作りの軽作業，自給野菜作り，秋から冬にかけて

のシイタケ，潮どきの海にもぐって岩のり，ウニ採り，たまには土木作業の日麗い
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に出るという状況であるが，体力の衰えた時に備えて，グループ員が持っている農

産物加工技術と地場産物を活かし，将来とも安定した収入を得るため，農産加工所

を持つことを自標にした。

初めに，対馬そばを原料とした味噌づくりに取り組んだ。そばは麦と異なり，そ

の殻を取ることが技備的に難しく 3 年間の試行錯誤の末，ょうやく完成した。こ

のそば味噌をテスト販売したところ，まろやかでコクがあると好評である。さらに，

従来放置されていた海草ホンダワラの佃煮を完成させ，加工所の建設に自信を持つ

fこ O

さらに，小茂田浜の石屋根群に来る観光客が多いことに目をつけて海の幸，山の

幸を使った食堂経営を考え，材料の自給できる対州そば，対馬地鶏のいりやき，ろ

くべえ等の郷土料理や新鮮な魚貝類の料理を中心とすることとした。 60年に県と町

から補助と融資を受けて，総工費1 ， 200万円で農産加工所と食堂「茶屋いしゃねJ

をオープンさせた。思いたってから 7 年目に念願がかない，グループ員の感慨はひ

としおであった。

食堂は全て予約制とし，観光協会と連絡をとって運営しているが，年間約4 ， 000

人， 400万円の収入がある。初めは無給でサーどスしていたが 3 年自になってよ

うやく手当が出たときには，主人達を温泉に連れていったりした。

加工品にも工夫を重ねて新商品を開発，空港にも観光みやげとして並べられるよ

うになった。加工品の原料や水産物は，主婦の労働によるが，大豆や麦などの転作

作物等は前出の機械利用組合が担当している。こうして，地場の産物を利用した加

工と食堂経営は，着実に歩み続けている。

E露出品財の特色

椎根コスモス生活改善グループは，老人会に入るまでの20年間を有意義に暮らす

ことを目指して，家族の健麗づくり，家計簿の記帳，農産加工技術の活用の 3 E!標

を地道に実現したという業績を持っている。この 3 つの目標は，他の多くの生活改

グループと同じで，変わったところはない。しかし，このグループの立地条件を

みると，並大抵の苦労ではなかったことがわかる。

対馬は山また山で耕地が少なく， しかも頼みとする水田はカドミウム汚染で使用
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できなくなっていた。そのような状況の中でこのグループの活動は，地域の人々に

希望と明るさを与えた。鉱山で生計を立てることができたときは島外産の野菜を買

うことでもよかったが，それもできなくなって困難な野菜の自給に取り組み，家計

内の自給率を高めただけでなく，無人野菜販売所を開設し青果市場のない対馬で

は，消費者に大変喜ばれる仕事となっている O

加工技術を活かした加工所の建設もこのグループの大きな成果で，年間4 ，000入

の客ぞ持つ金堂「茶屋いしゃね」とともに評価されてよい。

また，地元小学校の学校給食への食材供給では，その大部分をこのグループで供

給している。児叢に土地の新鮮なものを供給するこの仕事は，学校側の献立との折

り合いなど回難なことが多く，これを継続して行っている点は評価できる。

関グループの人々と今後の期待

グループ。員は最年長が65歳，最年少が50歳である。小学校時代は戦争のため，ろ

くな授業を受けることができなかった。グループ活動を始めて，領収書の書き方，

家計簿のっけ方を f50の手習い」で勉強し始めた。大変であったろうが，グループ

員が互いに助け合い，励まし合い，…方主人達からは，いつまで続くかという不安

や家を留守にすることに対する苦情を言われながら頑張った。

食堂の当番や加工所の出役は最初無報酬でやっていたが， 3 年自に初めて手当て

が出た時には，それまでの苦労も吹き飛んだとし寸。

初めてグループ員に接する人は，髪の色の黒々としていることに驚くであろう。

海藻類をたくさん食べていることもあろうが，学習意欲を常に持ち続けていること

が役立つているに違いない。グループ。員は心身ともに若々しく，これも大きな成果

のーっといってよいであろう。

このグループの活動は，厳原町のみにとどまらず，対馬全島に大きな影響を与え

ており，行政機関，農業国体等も大いに評価し，今後の活動にも控目している O

グループ員の嫁連も後継者として活動を引き継いでいく意志を持っており，グルー

プとしての活動は今後とも続くものと思われる。ますますの活動の発展を願って止

まない。
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年 次

紹和54年

55年

56年

57年

58年

59王手

年代別活動内容と実績

集団活動過程と内容 活 動 吉区 綴

1.グルーフ。結成による生活改議目標の明確化と農業者としての 1. 生活改義自襟を持った組織活動の開始
健康増進
1 )生活改善課題の調主主及び課題設定検討 2. 自給食品を中心に誠理技術も向上し，栄援のバランスがとれ
2 )パランスのとれた栄養の確保…-・…自給物を持ち寄り調理 て来た。

~習
3 )農薬の安全使用と防徐作業衣の装備着用推進(共同縫製) 3 共同加工により昧i犠加工技術の向上と品質の統一
4) 味噌加工技術の習得……将来生産活動としてできうる技術
習得

5 )野菜の摂取量増大のための年間野菜作付計図作成，栽培技 i
術の向上

1 野菜の自給ヰ遣の向上と生活潔I売の整備 1 共同育箇により野菜裁培の技術の向上
1 )臼給菜劉の共問育笛と栽培技術の管得 2. 婦人の農業;ß\欲が高まった。
2 )グループ良が中心となり，生活環境実態調査，屋敷回りの 3 屋敷内の環境整備は，集落全体に広がり美化運動と合わせて，
潔境整備を図るための美化運動 子供逮への指導徹底がされた。

3 )菊作り栽培技術の習得・…・・花いっぱい運動

1 農援物の有効利用と家計簿記帳による暮らしの計 i函化 1. 集洛内の合意により，出産，入院時のお見舞い返しがタオル
1 )特産品の開発と自給率向上のための農産物の加工について に統一された。

の実験研究 (社会慣宵よ，劉期的であった。)
2 )家計簿記娠についての学習と交際費節減のためのお返し廃
止運動の開始 2. 野菜の年間加工言十磁替を作成し，加工への取り組みの第 1 歩

3 )地域の特産物を有効に活用して，野菜の保存，加工方法，
保存調味料の開発に取り組む

4 )厳原町産業祭へ積極的に参加(町内生活改善の連携強化)

1. 5 ・ 5 ・ 5 運動の推進とそば昧l唱の開発研究 1.家計簿記帳，分析により老後の生活設計として農産加工を中
1 )地域の自給務向上と村の活性化のため 5 ・ 5 ・ 5 運動の推 心に生践活動に取り組む方向づけを決定した。
進

(5 a の自給菜鼠， 5 種類の果樹， 5 羽の対馬地鶏〕 2. 偲人の生活だけでなく地域社会全体が眺められるようになっ
2 )そば味噌開発のための実験研究 町，内-。

3 )態度加工所建設のための事前調査(視祭研修，優良グルー
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年 次

昭和60年

61年

62王手

63年

集団活動過程と内容

プとの綴動家例交換会)
4 )態度物の消費鉱大宣伝会

1.幾度加工所及び食堂「茶屋いしゃねJ の設立(業庁長室政特別対
策謬業)
1)態度加工設立に向けての研究と加工所設びに「茶麗いしゃ
ねJ の開設

2 )加工販売研修会，加工技術向上のための研修会
3 )自給薬関コンクール開始

4 )聖子菜の無人液売所の開設

1.後i!î1加工所遊びに食堂「茶鼠いしゃねj の安定経営と地場特
産品の新製品開発研究
1 )海主主，総主主，農産物による特産品の開発研究
2 )加工所の安定経営のための経営技術講習会
3 )対馬村おこし大会へ参加し活動等例の紹介
4 )学校給食への地場野菜の供給検討(遡 2 図)

1. 幾度加工所設びlこ食堂「茶震いしゃねj の安定経営とグルー
プ活動の地域の波及
1 )消費者との交流会「対馬ふるさと味まつり」開催 (3， 000
人)

2 )学校給食への「対馬そば」の供給検討(教育委良会，学校)
3 )野菜無人市場設( 2 号!日
4 )昭和62年度長崎県地域農林業振興経営コンクー Jレで知事1ま
受焚

l グループ活動の発展充実と消費者との交流推進
1 )滋源的地域食品綴興対策事業「ふるさと宅配俊」へ参加
2 )農林水産大ê:lît受災

ft!i 毅j 笑 総

3. 5 ・ 5 ・ 5 運動が管内全域で取り組まれるように決定

1. そば味噌の開発ができた。

2. 野菜の無人販売所設霞により野菜の品穣の統一技術が高まっ
r.、、eー。

3. 農産加:四万，食堂茶庭いしゃね潟設。
4. 60年 5 月に食べられる有色野菜数 2.7積類

61年 5 月に食べられる有色野菜数 8.4種類

l 対馬村おこし大会において，縫根コスモス生活改善グループ
の活動が認められむらおこしの一つの方向を示した。 (5 ・ 5 ・
5 運動の全滋への広がり〕

2 海産物の新しい特産物がカジメをつかって開発された。
3. r茶箆いしゃねj 綴t苦笑綴

売上高 お客 稼働人数 稼働臼数

61年 4097]内 4225人 643人 161 臼

62年 410万円 4100人 620人 163 日

1.消費者と生産者の相互交流が出来，理解が深められた。(無
人市の定滋)

2. 野菜を学校給食へi圏 2[!主導入(野菜栽培への慾欲の高銭)
3 活動状況が，家の光，郷土料理が沢民K テレビで紹介
4. 2 つの新規生活改議グループ発足
5 農政方自工所を建設中である。(1カ所)

1. rそばみそj はふるさと宅配便のメインとなりお外の容を得
る。

2. 農林水E主大混賞受賞lま対馬烏E誌の励みとなった。
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年次 集団活動過程と内容 t舌 動 3定 総

昭和63年 3 )消費者との交流会「対潟ふるさと味まつり J 開催 (3.500 I 3 新規樫根生活改議グループ発足
人)

4) 対州そばと特産品祭り参加 I 4. 消費者と生践者の相互交流，理解が深められ，野菜無人販売
(対州そば振興普及のイベント 所の増設の要望が潟まる。
① 会主義が「名人そばうちコンクールJ の審査員となる。
② 茶屋を開き手うちそばを実演
③ そば料理コンクールに参加
④ 試作した「そばおこしj を一般消費者に試食，好評

平成 l 年 I 1. Iそばおこし」新商品開発に積極的に絞り組む。 I 1 町商工課及び観光協会から「みやげI認J としての期待がよせ
試作品を関係機関(県，町，農協)と検討 i られた。
商品としても有婆との評価を得る。 I

2. 学校給食「対州そば」を小学校へ250食供した。 I 2 上山生活改議グルー7
0

が態度加工所の設置 ( 7fl) 
3. 対馬会島，町主催の各種イベントに積極的に協力参加 i 
① アリラン祭り (8 月 I 3 そば給食を今後，毎月 l 回災胞の予定
② 小茂回大祭に郷土料館(だんつけもち)を背の技法でf'F I 
り希望者に販，充 I 4 厳原田I主催による第 1 回運動会の予定 (g fl) 

4. 野菜無人販売所増設
5. 野菜無人販売所の 3 号店の開設( 9 月)



15-5-5 運動J で高まる生産意欲

推根コスモス生活改善グループ

(代表者桐谷文恵)

昭和54年10月 9 人の仲間で生活改善

グループを結成しました。さわやかな秋

風にゆれているコスモスのように，かれ

んな中にもたくましく育つよう椎根コス

モス生活改善クソレープと名づけました。

その頃，地元にあった鉱山が閉山し兼業

収入に依存していた農家経済を圧迫，又，

公害汚染水田で約10年間は耕作禁i上等で

生活は奮しく主婦は水産業や日援い等の

重労働に出る 8が続きました。

昭和57年に新農業構造改善事業により

水稲，麦を中心とした全面委託方式の機

械利用組合が設立されました。この頃か

らクソレーフ。の活動も軌道に乗り出し，自

給率の向上を目標とした野菜の計画栽培

と共問育苗は下県地区生活改善グルーフ。

連絡研究会の活動自擦である 15 ・ 5 ・

5 運動j へと発展しました。

15 ・ 5 ・ 5 運動」とは 5 a の家庭

菜闘を確保し 5 種類illの果樹を植え，

5 羽以上の対局ひげ地鶏を飼い，我家と

共に島内野菜の自給率の向上，更には特

度品の湾成をめざし，対馬の活性化をは

97 

かろうとするものです。対馬では島内産

の流通ルートがないため消費者は島外産

の野潔に依存していました杭 15 ・ 5 ・

5 運動J の推進で野菜無入販売所を開設

し新鮮な野菜の供給が可能となり，消費

者との交流がもたれ生産意欲も高まって

きました。また，学校給食センターへの

供給へとつながって行きました。更に，

対馬特産の対列、!そばは，今までは8家用

だけでしたが，付加価値をつけたそばの

特産物開発に取り組み，普及所の指導で

3 年がかりで念願のそば味鳴を務品化，

昭和60年には県と町の様助で差是産加工所

を設置し，また，地域の特gg物を利用し

た郷土料理を提供する 1*箆いしゃねJ

を運営するにいたりました。

昭和63年には農林水産大臣笈を受賞し

ました。平成元年は農林水産祭に参加さ

せていただき，日本農林漁業振興会会長

震を受箆し身に余る光栄と感激も新たに

平成 2 年に向い，意欲をもって煩張って

行きたいと思、います。
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(日本大学教授/島津正)



二二二二二天 皇 杯 受

出品財経営(肉用牛)

受賞者尾古博明

(鳥取県西伯郡中山町羽田弁196)

霊童受麓者の略歴

(1 )地域の概況

尾古誌の居住する中山町は，鳥取県西部に位置し，鳥取市まで66km，米子市まで

28kmの地点にある O 地勢は南に大山，船上山を仰ぎ，北は日本海に向って扇状にrt

がっており，その面積はおよそ59knï，人口は約6 ， 100人である(第 1 歯)。

気候は山陰製，気温は概ね温暖で，降水量は冬季と梅雨期に多い。

町の産業は農業が基幹をなしており，二十世紀ナシ，畜産，米作の三本柱に加え，

スイカ，葉タバコのほか西日本一の生産量を誇るブロッコリーがその主力となって

いる。

尾古氏が肉用牛経営を営んでいる地域は，大山北麓の北に舟って傾斜する丘接地

第 1 図受賞者の所在地
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帯に位聾しており，最寄り駅の山陰

本線「中山口J からほぼ真南に，大

出に向って 3km余り上がった羽田井

地区にある。牛舎は住居からさらに

南に 1 km余り離れており，作業は通

勤によっている。耕地は牛舎周辺に

まとまっており，採草地は牛舎から



尾古牧場の全景 中山町肥育部の月例研究会

第 2 図経営地の佼置・記霞1. 5km余り上がった標高320--330m のとこ

ろに広がっている(第 2 図，第 3 図)。

(2) 受賞者の略歴

尾古氏は，昭和43年に大学を卒業すると

同時に，父の経営を譲り受け，昭和46年に

酪農経営から肉用牛経営に転換し，途中オ

イルショック等幾多の困難を乗り越えて，

現在6.3haの飼料畑を基盤に，繁殖用成Iltt

牛42頭，肥育用和牛33頭，乳用牛24頭，交

雑牛 3 頭を飼養する規模までになった。

氏は，昭和51年に中山町農協肥育部会を

設立して指導部長に就任， 52年には鳥取県

「指導農業士J に認定され，その後荊記肥

育部副部長を歴任， 59年からは肥育部会長，

62年には西{白地区農業経営研究会会長に就

任し，現在引き続きその要職にある。

この間，昭和57年に第 4 田全国和牛能力共進会優等賞，昭和58年第 2 凪鳥取県和

牛肥育技術共励会最優秀賞，昭和60年第24回鳥取県農林水産祭県知事賞，平成元年

には第38閤全鴎農業コンクールにおいて名誉賞及び農林水産大臣賞を受賞する等，

氏の経営実績は各方面で京く認められている。

ワ
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また，尾古氏は農業関係以外でも幅法く活躍しており，現在中山中学校 PTA

長，中山町社会教育委員，中山町民総スポーツ推進委員会委員など数々の要職にあ

る。また，高校時代に全国高校相撲大会 3 位入賞の実績もあることから，鳥取県相

撲連盟理事も兼ねている。

以上からも明らかなように，町域を越えて農業の指導的地位にあると同時に，社

会的にも地域住民の信裂を集めている。

璽受賞者の経営擁況

(1 ) 経営の推移

この経営の肉用牛餌養は，酪農経営からの転換として始まった。尾吉正が大学時

代に描いた夢は，大山山麓の立地を活かした放牧を基盤とした「山地酪農」であっ

た。氏は，昭和43年大学を卒業と同時に就農し，乳用雌子牛 3 頭を導入して艶農へ

のスタートを切った。その後暫時増頭，昭和45年には20頭牛舎とサイロを新築し，

明和46年には成牛 8頭，育成牛 6 頭を館養するまでに拡大した。いよいよ経営も軌

道に乗ろうとした矢先，放牧病である「汎骨髄癖J で成牛 3 頭，子牛 2頭が死亡し

確実な対策もなく見通しが立たないことから，思い切って肉用牛に転換した。

先ず，それまで、飼っていた乳用牛の肥腎から始め，昭和47年に素牛の外部導入を

開始して乳用牛肥脊に本格的に着手した。昭和49年には，オイルショック時の価格

低落が少なかったことから，和牛が有利と判断し黒毛和種を導入した。

さらに，昭和田年頃から現れ始めた和子牛価格の上昇を契機に肥脊索牛の安定的

な調達を狙いとして一貫経営を企画した。昭和54年に初めて繁殖牛を導入し，その

後第 l 表に見るような頭数の推移をたどって現在に至っている。

昭和63年末時点で錨養中の繁殖牛を見ると第 2 表の通りであり，経産牛38頭中37

頭が自家産で登録点数80点以上の牛が半分近くを占めている。

繁殖成績は第 3 表に示す通りで， 29頭の最近時延50産の分娩間隔は40%以上が12

カ月未満で，平均では12.5カ月になっている。

さらに，昭和63年の実績から 1 日 1 頭当たりの増体量を見ると，和牛1.01kg，乳

牛1.27kg，交雑牛1.29kgと後れた肥育成績であり，また和牛の出荷持月齢は23カ丹

齢以内に留まっており，抜群の成績を残している(第 4 表)。
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第 1 表経営の変遷

経営内容
話~lìtFド J~ 予守 牛 経営問積

俄 考
※(乳牛) 平日正ド 手Llド F 1 飼料:tHl 者E

i昭和 111地医者践を[付隠し~，.tl災 頭 頭 頭 互主 ha ha 
43 手Lnî子牛 311j'j ( 3) 1.0 1.8 
44 後継者資金借入 ( 6) 1.0 1.8 

(采牛{~.その他ill1将校)
45 若手貯三経営拡大資金により (11) 1.0 1.8 

20頭入11::会サイロ~-ç.;新築

46 (!ìJì/I08政. "1守成LI二6ií.長) (14) 1.0 1.8 
ピロプラズマ病の発生に
より字LLI二雄雌飢3肖経常へ

転換
47 Jl!'lffi奇J)!l技術を勉強 15 1.0 1.8 
48 波地取得資金借入(父の 20 1.0 1.8 

指名義の水11125a 入手)
49 布11.1:肥育委開始 2 20 1.0 1.8 オイルショック，結婚
50 オイルショックにより資 3 20 1.0 1.8 妹結婚，父入院，長男

金を借入 誕生
51 ;議会増築( tIJI 1J IIIJ際協l氾 5 35 1.0 1.8 長女誕生

育部設 ÎL)
52 議院経伝改善資金借入 10 30 1.0 1.8 父湾入院

ffi物の牛舎への改造に務
手

53 ぬ根和]LIこ索作の若手入 20 35 1.0 1.8 父死亡
生im合型11化資金{J3入 昭和53年社団法人全閣

農村青少年教育振興会
受け入れ農家となり，
自営希議脊少年の指導
にあたる。

54 近代化資金により大製畜 5 45 35 2.8 。 弟結婚，次男誕生
舎の建設(二段牛会)。

55 主主若手自lî絡が尚IJ脅し経営 5 60 45 2.8 。 w王手死亡
を丹.::iB

56 繁殖肥脊…質経営を計雨 8 50 60 2.8 。 人工授精所I*J設の
肉牛経営安定資金(負債 lや諮を i上iす
整理資金)借入

57 5lH 回全国和牛能力共巡 8 50 57 3 2.8 。 人工授精所開設の
会に県代表として出品 許可が出る

58 複式簿記五訓長の開始 10 60 55 10 6.3 。

原野をおl料畑にする
59 m!YlIJ巴脊を導入 16 65 51 4 6.3 。

60 ITl1取り肥宵を若手入 23 70 49 l 6.3 。

61 m滋金の返済がほぼ終了 21 50 62 。 6.3 。

62 i主体制の強化 37 44 35 6 6.3 。

63 .1古体出Ijの充笑強化 42 33 24 3 6.3 。 平成元年 9 月時点の受
け入れ研修生の延べ人
数は27名

注 I ※(李L4コ)は，成牛及び脊成ヰ:を含む。
段 2. 繁殖及び肥下寺牛は期末の頭数。
It3. @EjJは，第 4~1のとおりである。

日
U



分娩房中の親子牛

第 2 表繁殖牛の概要 第 3 表繁殖成綴

No. 生年月 産地 父系 登録点数 産次
分娩間繍 頭数 (上七事)
12カ月未満 22i�1i (44.0%) 

1 51/05 島根 大道 77.8 9 12.0-12.5 5 00.0 ) 
2 53/10 自家産 城桜 80.9 7 12.5-13.。 7 04.0 ) 
3 57/03 ノノ 高茂 78.5 5 13.0-14.。 7 04.0 ) 
4 57/08 ノノ 高茂 80.3 5 
5 58/04 ノノ 高茂 78.6 3 14カ月以上 9 08.0 ) 

6 58/05 ノ〆 好桜 79.5 4 注; 29ïUl章受近時延50分娩間隔の実綴。
7 58/05 ノノ 高裕 80.0 4 

平均 12.53カ月8 58/07 // 塁塁 光 78.7 3 
9 58/07 ノ〆 糸北鶴 79.3 3 
10 58/09 /ノ 好桜 78.5 3 第 4 表 !肥育成績
11 59/02 /ノ 福栄 80.0 3 
12 59/06 ノノ 高茂 80.5 3 区 分 和牛 乳牛
13 59/06 ノノ 福音 79.5 3 

出荷立員数(~員) 32 28 14 59/07 〆'/ 高北 80.3 3 
15 59/08 // 55回線 79.6 3 導 {本 議(kg) 208.5 258.0 
16 59/08 /ノ 第 2 光 81.1 2 入 価 額(丹) 277 ,300 208.400 
17 59/12 // 第 2 光 78.3 3 出 体 重(kg) 719.7 768.0 
18 59/12 ノノ 高茂 81.0 1 

枝肉援(kg) 434.5 19 59/12 ノノ 茂桜 80.2 2 
20 59/12 /〆 禰古 78.5 2 J寄 価 額(円) 861.184 568,549 
21 60/01 /〆 Z富士綴 79.5 2 増 体 最(kg) 511.2 510.0 
22 60/01 ノノ 綴光 79.5 2 増 価 額(円) 583 ，関4 360 ,149 
23 60/02 ノノ 好桜 80.3 2 

肥育日数(日) 506 401 24 60/02 // 金高 80.8 2 
25 60/03 ノノ 糸北鶴 80.7 2 枝肉単価(円) 1,924 
26 60/06 // 高茂 80.5 2 1 El増体最(kg) 1.01 1.27 
27 60/06 ノノ 日宵 茂 78.5 2 1 El~価額(円) 1.154 898 
28 60/07 // 富士:綴 80.2 2 
29 60/10 ノノ 長霊 光 80.3 1 注;昭和63年度の出荷牛の平均。
30 60/10 ノ/ 高蕊 78.7 I 
31 60/12 ノノ 糸北鶴 79.3 2 
32 61/01 ノノ 糸北鶴 79.0 2 注;塗次は昭和63年末現在。
33 61/05 ノノ 糸平茂 78.5 1 聖堂録点数7JIJ綴数構成
34 61/07 ノノ 高茂 80.5 1 80点以上 18頭 (47.4%) 
35 61/09 ノノ 糸北鶴 80.2 1 79点 10 (26.3 ) 
36 61/09 // 糸北鶴 79.2 1 78点 9 (23.7 ) 
37 62/01 ノノ 糸北鶴 80.7 1 78点未満 1 (2.6 ) 
38 62/05 ノノ 糸北鶴 79.0 1 平均 79.64 点
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尾吉氏と家族

昭和63年からは乳牛の導入を中止し，繁殖牛50頭規模を当面の目標に肥育素牛

100%自給を目指して現在導ら一貫体制の充実強化に取り組んでいる。

(2) 経営概況

ア.家族と労働力の構成

家族は，経営主夫妻と 3 人の子供，それに経営主の母の計 6 人である。労働力は，

経営主夫妻の 2 人であるが，繁忙期には母及び 3 人の子供が軽作業を手{云うほか，

研修生受入れ時には，その研修生も貴重な戦力ともなっている(第 5 表)。

イ.経営地の概況

経営土地面積は3 1.3haであり，その内訳は，水田2.8ha，草地3.5ha，山林25ha と

なっている。水田は全面積飼料畑に転作している(第 2 図参照)。

第 5 表家族構成 第 6表経営土地

続柄 年齢 農従日数

経営主 43才 189B 
地目 爾 積 備 考

委 38 141 水田 280a 飼料作
母 65 

長 男 13 草地 350 

長 女 12 

次 男 9 
山林 2,500 

ウ.建物・施設及び機械の整備状況

牛舎は，暫時頭数規模の拡大に伴い増築して来ているが，改造費等経費節減のた

めかなりの部分を自家労力によっている。また，容量36rrfのサイロを 3 墓所有して

いる。施設の配置及び種類等は第 3 閣の通りである。
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第 3 図牛舎・施設の記霞

No. :f!fi 総 築造î11ミ次 [l!j ・ ~fli
① 禁~llì'î牛舎 S62 120rri 

② )問符I1司会 S54 800 

③ 繁弥'î! 1:1守 S51 240 

③ IJBr守!j二合 S45 200 

④ 育成牛若干 S56-57年改巡 140 

⑤ 読まlìWIニf号 S5ト57年改造 140 

⑥ 繁抗!îLド子? 日 l 400 

⑦ tlfI JJ巴会 S54 200 

⑧ 格納'，þ' S54 105 

⑨ サイロ S54 36rrix 3 

機械類については， 42馬力のトラクターを軸にショベルカ一等，その保有状視は，

第 7 表の通りである。

離受賞財の特色

(1 ) 経営の特色

この経営の特色は，何といっても増体型といわれ

る閤伯牛の特長を活かした繁殖・杷膏の一貫経営に

ある O 価格変動に煩わされないで素牛を安定的に調

達し，さらに，増体特性を攻益性に結び付ける方策

第 7 表機械の保有状況

種 類 台数 性能

トラクタ 1 台 42ps 

ショベルカー 1/2 600kg 

ダ ン プ 1/2 2 t 

軽トラック l 360kg 

普通トラック 4.5 t 

として一貫経営が取り入れられている。すでに計数的に明らかにした通り，その成

果は十分認められる。それに加えて，一貫経営を基本としながらも牛価動向に巧み

に対応し，成牛の短期把膏やー産取肥育を取り入れて資金繰りの改善を図るなど経

営感覚に優れていることである。現在同じような観点から， F 1 クロスのー産取肥

育と複数楠育による乳母牛利用を試みつつある。そのほか，受費財の特色と思われ

る具体的な特徴を列記すると，次の通りである。

①作業舎，車庫，鮪庫を牛舎に改造する等，手作り牛舎によって低コスト化を
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三段牛舎内景① 三段牛舎内景 ② 

糞尿溝より牛床をながめる 中央の道路より牛床をながめる

図るとともに，牛床からの自動除糞を可能にする「三段式牛舎J を考案するなど様々

な面で創意工夫を行っている(第 4 図)。

第 4 盟三段式牛舎の様式

②複式簿記による適確な経営把握が行われており，それに基づく経営管理がな

されている。比較的短期間における負債の解消はその一例と言える(第 8 表，第 9

表)。

(2) 館料の確保

前述したように，水田は全面積飼料畑に転作しパールミレットとイタリアンを作

付けしており，また草地では，オーチヤードとレッドクローパ…の混播でサイレー

ジと乾草に調製している O 現在，飼料自給率は78%であるが，排水不良聞の暗渠工
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第 8表資金借入れと償還状況 第 9表損益計算警
(昭和63年度)

年度 借入額 利子額 償還額 残品 係 考 資 毘 総 額

S44 1,500 1,690 
45 2,065 93 3,755 
46 1,615 169 144 5,226 
47 245 212 143 5,328 

7τ企TI
子牛販売収入 12 ,432 ,000 

上
肉牛販売収入 49 ,144,764 

高
その他の収入 514.536 

計 62 ,091 ,300 
48 1,280 215 257 6,351 経トラック購入 j絞首牛棚卸局 44.398.585 

49 1,679 250 385 7,646 
50 2,820 319 736 9,730 農機呉購入
51 1,500 467 962 10,267 
52 1,710 537 1,951 10,027 内用牛導入
53 9,450 491 1.322 18.154 内用牛導入

54 21 ,006 1,259 2,877 36 ,283 畜舎築造
55 1,248 3,725 32 ,558 

~ 
種付け料 111.790 

ヲ=まEず

j努
索畜費 19,697 ,000 

生
飼料費 16,132 ,300 

上
産
労働費 1,573 ,036 

費
償却費 2,254,946 

原
用
その他 5,463 ,928 
計 45 ,233 ,000 

56 5,060 1,042 7,041 30 ,577 負僚整潔 価 期中振替え雨 2,245 ,200 
57 460 1,027 6,686 24,351 期末牛棚卸高 45 ,890,415 
58 808 7,868 16,483 売上原鏑 41 ,495 ,970 
59 501 5,117 11 ,366 売上総利益 20,595 ,330 
60 349 5,057 6,309 叛売費一般管理費 3,792 ,629 
61 196 4,895 1,414 営 業 手目 主主 16,802 ,701 
62 52 168 1,247 営業外収益 2,775 ,414 
63 44 1,078 168 営業外費用 1,041 ,477 

H1 6 81 87 経 常 軍司 益 18,536 ,638 

注;単位は子問。 経 常 所 得 20.109.674 

草地の吏新等飼料慕擦の藤備を行っているので，今後は飼料の増収が見込まれ

るものと思われる。また，錦料の不足分については稲わら等で補っている。濃厚飼

料は全量購入しており，配合飼料を加味した自家配合を行っている(第 5 図)。

(3) 牛群の銅盤管理

① 繁殖牛

子牛は，生まれてから 2 カ丹で同時期の牛(母子とも) 4頭単位で約 4 カ月間出

荷時まで群飼しており，その期に母牛に種付けをしている。

育成牛は 6 カ月齢以上のものを導入(保留も含む) l，詞月齢牛 4---6 頭を向

ー牛房で群飼しており， 13---15カ丹齢から発情を確認すると種付けを行っている。

成牛については，子牛出荷後牛舎不足のために，受胎済みの牛はつなぎ牛舎で儒
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イタリアンの収穫風景 定古氏の代表的な繁殖牛

第 5 国 自給鰐料作物の作付実績と計画

filiJ {ド �'F 
闘士品の作付けおよび草地の手目的状況

t持 イす

語手
物

百五
のメ5取りE lj 

一一 ー…一一一一「一一…一一一

2 3 4 5 6 7 8 9 10 

号 名 有i jjlJ り

G a ~gl lOa G σ 。 。 。 。 G 。 。 。

グス

*m フ
280 o i 4.100 ×t番一穏… 収穫 iダ

スン

ライ
イタ

水IE グリ 280 o 13.350 ﾗ ﾗ 
ラア ~f草
スン

同l;ク 71a1j 制 。 3.4∞ 
|収機治

佐担 各凶I場の作付けおよび草地の利用状況は，これを作付けから利用を終えるまでの月を

f患を引いて示す。

養している。

②肥背牛

1l 12 

。 α 

肥育牛は，全頭導入時にビタミン剤，抗生物質及びカンテツ駆除剤を注射してい

る。餌は，初めふすま 2kg，大豆かすO.5kg程度給与しその後徐々に増やしてい

き， トウモロコシ等を若干加えながら 3 カ月後に不断給与にもっていっているO ま

た，乾草，サイレージ等も十分与えている。



去勢は，和牛で14カ月齢，乳牛では10カ月齢で実施している。…般に去勢時期は，

和牛で 3---6 カ月齢，乳牛では 6---7 カ丹齢と言われているが，尾古氏は，増体量

を上げるために数年前から去勢丹齢を遅らせている。これによるストレス等の悪影

響は殆どなく，肉費的にも比較的良いものが多く，好結果を得ているO また，肥背

後期で怖いのは病気(毘道結石症等)であるが，こと縮かに牛群管理を行い早期発

見に努めている。

関受繋財の普及性と今後の展開方向

(1 ) 地域腐辺への普及

罵吉氏の繁殖・ 1巴湾一貫経営への取り組みによる高収益の実現は，地域肉用牛生

産農家への良い意味での刺激を与えるとともに，潤辺地域への顕示的効果をも発揮

している。また，広く研修生を受け入れ，優れた経営技術の伝授に努める等，その

普及効果は高い。

(2) 今後の毘開方向

肉用牛生産は，牛肉輸入自由化を目前に控え，新たな展開を迫られている。課題

は，言うまでもなく国際競争力の強化である。これには，大別するとこつの方向が

ある。一つは，肉質の向上を内容とする，いわゆる「差別化j 追及の方向，もう一

つは，増体率の向上による生産費低減の方向である。前者は，競争回避を意図した

消極的な対応であるのに対して，後者は，競争力強化に結びっく積極的な方向と言

える。牛肉輸入自由化への経営対応としては，前述したように，増体を追求し生産

費の低減を図ることによって収益性の拘上を図り，かっ，繁殖・肥曹のー震経営を

行うことによって安定的な経営罷聞を図ってし、かなければならないと考えられるが，

尾古氏の経営は，国伯牛による繁殖・肥育の一貫経営に乳用牛肥育と交雑牛肥育を

組み合わせ，増大率の向上を基調とした経営を行っており，すでに牛肉輸入自由化

に向けた経営形態をとっている。このような先見性のある経営は，必ずや平成 3 年

度からの牛肉輪入自由化に十分耐え得るであろうし，また，より一層の安定経営を

確立するためにも，生産費の低減等により足腰の強い一貫体制の充実強化に取り組

んで行かなければならないと思われる。

今回の受賞を機に，買なる発展を期待するものであるO
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韓議議轟轟

国際化に対応できる肉用牛経営めざす

尾古博明

この度，天皇杯の栄誉に浴し，感激と よる経営の安定と合理化に努めて参りま

共に責任の大きさを痛感します。 した。

私は，昭和46年から肥育経営を始めて この受賞を機に，牛肉翰入自由化など

以来，関係機関の援助のもと，農協杷育 国際化に対応し得る肉湾牛経営を目指す

部の仲間と共に，増体率に主限を壁いた と共に，地域農業の発展に，一層精進し

技術の修得に努め，簿記記帳を通じ，繁 て参りたいと思います。

殖・肥育…質経営の計画的な規模拡大に

9
u
 



内閣総理大臣賞受賞

出品財経営(肉用牛)

受賞者鈴木孝則

(宮崎媛児湯郡新富町大字新田15084- 1)

盤受箇者の略歴と経営概要

(1 )地域の概況

鈴木氏の経営が立地している新富町は，宮崎県の中央部の沿梅地帯に位置し，北

は高鍋需，西は西都市に接し，宮時市から約15kmの距離にあるO 総面積60.9凶，東

1 大分県

f 、，へ."'....í
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第 1 図受賞者の所在地

日
向
滋

西部市

@経営地

航空自衛隊

新田原墓地

佐土原町

n
d
 



高 9 km. ~詰北 7kmのおよそ四方形をなし，町の北西部は高台畑地帯，東南部は平坦

な水田地帯となっている。

水田地帯は早期水稲，施設霞芸，畑作地帯ではタバコ，茶等の特用作物が栽培さ

れており，畜産では養鶏，肉用牛，酪農が急速に伸びてきている。

しかし町内中心部から西部にかけて航空自衛隊の基地があるほか. 2-3 の中

小企業が立地しており，隣接市町にも若干の企業が進出している。 いずれも通勤可

能関にあるので，兼業化の促進に少なからず影響を与えている。

(2) 経営の推移と受賞者の略庭

鈴木氏の経営が肉用牛を飼養し始めたのは昭和31年からであった。 31年から38年

の簡は経営耕地面積135 a に水稲，甘藷，麦，なたねに肉用牛 1 頭という内容であっ

た。

昭和38年から54年の間に肉用牛の成めす牛を10頭まで拡大し，水稲，さといも，

大根の捜合経営を行っていた。その間，父は会社勤務をしており，農業は母が中心

になっている兼業農家であった。

父の兼業収入によって生活費と子弟の教育費をまかなうと共に，繁殖肉用牛部門

におけるめす子牛の自家保留・育成及び自家産牛による成めす牛の規模拡大を可能

とした。

鈴木孝則氏は，昭和55年に宮崎県立高鍋農高畜産科を卒業すると問時に就農した。

それを機に， トラクターとハーベスターを購入し，また繁殖めす子牛を導入するこ

とによって，成めす牛17頭規模の経営となった。

昭和57年，父親が会社を辞めて専業農家となったが，兼業収入がなくなったため

繁殖成牛を21頭にすると同時に58年より肥育部門を開始した。

昭和59年には育成部門を開始し，繁殖成牛も漸次増頭して27頭. 61年は30頭. 63 

年には36頭にまで増頭した。鈴木孝則氏の地域社会での活動としては. 55年に地域

の上新田和牛クラブに入会し，牛の飼養管理，経営技術等についての定例研修会に

参加するほか，セリ市場における出荷成績検討反省会や，郡内，県内の各種研修会

にも積極的に参加している O

昭和59年には上記和牛クラブの会長を努め，若いながら地域活動の指導的役載を

果たしている。
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第 1 表経営の推移
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常If与
11 11 11 

62 17.6 26.6 6.6 11 ノノ 11 '1二f零時守設
29.1 

(18) (30) ( 6) 

肉fWI二，水稲 治If与
ノノ 11 λF 

520 トラクター，ダ
63 22.4 23.2 4.8 F〆 520 

大級 35.9 
(18) (29) ( 8) 

(145) ンプ'í，g新

購入または借地開始年次等
臨機〈うち借地〉

年次 :ij゚ 自 !京野

31-38 110.25 135 ( 0) 

39 30.15 <14> 180 ( 0) 

40 (82) 262 ( 82) 

45 10 272 ( 82) 

50 11 283 ( 82) 

56 20 303 ( 82) 

58 17, (26) 346 (108) 

59 40 386 (108) 

60 50 436 (108) 

61 40, (7). (15) 505 (130) 

63 (5), (10) 520 (145) 

フむ 10, 23, (15) , (30) 598 (190) 

溢1)畑，田のく 〉は借地 2 )函繍に原野は含まず。
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鈴木氏の家族 館料畑(トウモロコシ)

第 2 表家族・労働力(作業の分担・経験年数)の構成

経営主に対する続柄 年令

本 人 27 

委 28 

父 50 

母 48 

訴に豆5コ
昨163-

lî 作，i!
川 45 15 60 

封11 :l63 175 538 

4開 190 5閥

、 !'.hXJじ{1' 8JJ~Ut

農業従事日数 作業の分担 経験年数

300 飼料生産・鱈養管理 10年

200 ノノ

300 ノノ

300 ノノ

第 2 留耕地配置霞

4 

33 

25 

C�[Wb 

(30) 
L--嗣

』ド成元年~

(tt) 1 :無占示は焔
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2 ・枠内の数字の単位 a
3 ・ ι ( )は借地
4 : ( )IHI 宅からのIli商店
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牛舎(子牛，上左)
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低コスト牛舎(よ右)
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(3) 経営の概況

家族労働力は，鈴木氏夫婦と父

(50才)母 (48才)の 4 名の充実

した労働力を保有しており，肉用

牛の繁殖部門と育成牛の販売部門

を行っている。

経営土地面積は水田60a ，畑460

a ，耕地計520a(うち借地145 a), 

山林・原野33a であり，すべての

料
開
明

〉
箆
f
L

嗣
網
棚
醐

路iIl 

子牛
ー
一
札
一
O

K一
回

ご
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耕地を粗飼料生産に利用している。

しかしながら，第 2 図のように耕

地が非常に分散しており，粗錦料

生産管理上問題があり，今後の耕

地の交換分合が課題となろう。



肉用牛は成めす牛35.9頭，めす育成牛24頭，肥育牛4.8頭となっている O

繁殖牛部門で生産された子牛は高価に販売し，膏成用のめす子牛は他から導入し，

妊娠牛にして販売している。

畜舎は 6 棟(第 3 国)あり，その取得価格は844万円と極めて節約的な投資となっ

ている。その他の施設としては乾草舎と鋸屑舎がある。

組飼料生産用の機械・車輔等もほとんど揃えており，その取得総額は1 ， 235万円

となっている。

以上の機械，施設，建物のための借入金総額は1 ，440万円あったが，漸次償還を

行い，借入金残高は622万円と少なくなっている。

第 3 表家畜飼養状況

区 分
成雄 tド

育成牛 子 牛
日目 育 牛

(黒毛和種) 肉用種去勢若齢 肉用種雌若齢

期首飼養頭数 30 20 25 2 8 

期末飼養頭数 34 21 23 。 。

期中平均頭数 35.9 22.4 23.2 1.7 3.1 

第 4 表経営土地(所有区分と面積) (単位: a) 

面積
区 分 うち借地 畜産利用面積 備 考

回 60 15 60 

伺 畑一 460 130 460 

樹園地 o 0 0 

別 耕地計 520 145 520 

期間借地 000  

手IJ 耕t也 牧護地 000  
以野箪地 000  

用外 計 000  

畜舎・施設・運動場 80 o 80 

地ぷて岳 山 林 15 0 15 

の原野 ffi 0 ffi 

他計 � 0 � 
共同利用地 000  
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第 5 表資金借入状況

借入
借入条件 当 j羽

資金名 倦入金額 据霞償還通常 借入残高
年月

期間期間利率
元金償還額 支払利息

円 % 円 円 円

農地取得 昭58 紹72

資 会
1,800,000 3.5 110 ,794 45 ,491 1.1部 967

3 10 

59 78 
ノ〆 5,000 ,000 3.5 202 ，回8 148,917 4 ， 051 ，部8

6 9 

農業近代 60 間61 65 

化資金
640,000 5.5 160,000 26,472 320 ,000 

10 8 8 

農業改良 58 64 
4,000 ,000 1 年 。 666 ,000 。 666 ,000 

資 金 4 

貸付牛 58 63 

(農協有)
302 ,200 7.3 302 ,200 110 ,303 。

9 9 

j偲宵索牛
62 63 

2,658,000 7.2 2,658,000 228,064 
6 

計 14,400 ,200 4,099,882 559,247 6,226,855 

第 6 表畜舎・施設の所有状況

種 類 材費構造 面積数盤 取得年月 取得価額 倣 考

nf 円

畜
牛 会 鉄 骨 75 紹59 .4 1,000,000 

/〆 11 75 58.5 1,000,000 
11 /ノ 34.2 40. 200 ,000 
ノ/ 木 造 462.7 54. 2,000,000 

会
ノノ 鉄 骨 576.0 62.6 4,245 ,000 

計 1.222.9 8,445 ,000 

施
乾草舎 木 造 19.8 34. 60,000 

鋸屑舎 鉄 資 30.0 58.5 500 ,000 
設

計 49.8 560,000 
メE当3、 計 1,272.7 9,005 ,000 
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第 7 表 機器呉. !転車隠の所有状況

種 類 形式能力 数量 取得年月 取得価額 備考

t� 円

コーンハーベスター 1 条 1 昭57.7 1,000,000 

コーンフ。ランター 2 条 1 61.3 150,000 2人共同

フ フ ウ 1 連 1 62.5 300,000 

ハンドモア 1 58.5 230 ,000 

ヘイメーカー 1 54. 250 ,000 

カ 'Y タ 1 62.8 200 ,000 

ハーベスター 1 55.3 750 ,000 

ショベルローダ 1 59.6 1,600 ,000 

トラクター フォード 63.9 4,653 ,000 

耕 転 機 1 49. 100.000 

ト フ 、y ク 三菱キャニオンファームダンプ l 63.9 3,119,000 2t, 4WD 

計 11 12 ,352,000 

盤整受賞財の特色

(1 ) めす牛の育成販売を取り入れた肉用牛繁殖経営

鈴木氏の経営の特色は，成めす36頭の繁殖部門からの所得1 ， 061万円のほかに，

めす牛の宵成部門からの所得596万円をあげるという特殊な模合形態をとっている

ことである。

当経営の昭和田年の所得は407万円. 61年は725万円(子牛販売2噸，育成牛6 頭，

肥育 8頭)であった。氏は，経営所得の増大をはかるため，繁殖牛の飼養技術と同

質性をもつめす子牛の育成・販売部門を導入した。即ち，繁殖部門からの子牛は高

価格で販売し，育成部門のめす子牛は他から導入して，育成後，種付し，妊娠の確

認後，登録受験したものを販売するという形をとっている。

(2) 無理のない設階的な規模鉱大

昭和田年まで父親が会社勤めをしており，その間は母と 2 人で牛飼いを行ってい

たが，父の収入によって生活費を維持しており，そのことが子牛の経営内保留を可

能にしていた。
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第 8 表出荷育成牛調(昭和63年 1 月 1 日~昭和63年12月 31 日)

毒事 入 i待

者手号 名号
月齢 体主主 価額 父II二

1 やすこ 9 264 362,000 秀安

2 むっこ 1 9 274 374,000 糸秀

3 ひでづる 10 256 354,000 ノノ

4 なっこ 10 312 381 ,000 ノ/

5 ひでこ 10 286 403,000 秀安

6 ふ く 9 273 417,000 滋栄

7 はっこの 2 10 309 434,000 If 

8 第 7 ゅうこ 9 306 410,000 !I 

9 ひでこ 10 311 410,000 秀't(

10 さっき 1 10 263 406,000 E提 言た

11 し ま 11 312 389,000 !I 

12 ふきこ 8 268 422,000 糸弘 2

13 ばるこ 9 253 421 ,000 !I 

14 やすこ 10 313 407,000 E長 5定

15 たかこ 10 259 396,000 ノF

16 みつえ 10 301 412,000 !I 

17 しげこ 10 356,000 手IJ If,'1 

18 きくはな 11 361 ,000 長久

175 4,560 7,115,000 

平均 9.7 285 395,278 

�) 1 出荷先内訳 IHJ内 4 耳目( 22.2%) 

域内 2 頭( 11.1%) 

!泉内 12l�Jj ( 66.7%) 

計 18頭(1∞ 0%)

社i

母の
父4~ 月 i給 f本立1 佃i 徽

日Îj谷 20 730,000 

長久 20 690,000 

3去2全主主日liê夕.~ 22 750,000 

八百耳 22 780,000 

~浪~:)'é二 23 730,000 

ヲ号変 24 500,000 

--tiTI 25 680,000 

3寄安 22 730,000 

一編 25 930,000 

rì~j}~ 22 820,000 

山本 23 850,000 

八首長 21 830,000 

茂f長 22 800,000 

Lipj;: 23 850,000 

Sj<lli 23 800,000 

i災~長 23 850,000 

前谷 23 720,000 

ヨ(~華 24 710,000 

407 13,750,000 

22.6 490) 763,889 

手5 日寺

経営出荷先
規1克

用途

世話内

If 

〆ノ

IJlJ内 3 邸万

域内

1jZ内

If 

ノノ

!I 

!I 5 姥llíJi

域内 6 !I 

HJE内
!I 

IHJ内 3 i目頭

県内
!I 12 土的磁

問H付(自家)

If ( 自家)

2. Hi 荷体 lli 体重測定したものは 6lîJjで，平均490kg，他もおおむね490kgと!ít，むしている。
3. 出荷先絞銭:t.見桜 県内については調資不充分であるがドた15-6磁でおおむね8;t;IJが更新mである。

58年以降は，肉用牛経営からの収益で，経営費，生活費の全てをまかなわなけれ

ばならなくなったので，経営規模の拡大と経営条件の整備会関った。

昭和58年に農業後継者育成資金400万円， 59年に農地取得資金500万円等，無利子

若しくは低利資金の活用により，土地の取得，施設・機械の整備を行った。

牛群の整備については，相対的に低価格の牛の導入，自家産牛の保留を心掛けて

きた。
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功労優良繁殖牛と鈴木氏

以上のように過剰な投資を避けながら，段階的な規模拡大を囲ってきているので，

経営の安定性が伺える。

(3) 高い生産技術への努力

①牛の健康管理と高産次牛の飼養

牛の健全な発育と健療を保つため削蹄を十分に実施している。年聞に繁殖成めす

牛については 1'"'-' 2 回，子牛については 3 田，導入育成牛については 4 回実施して

いる。その結果， 61年度は繁殖成めす牛30頭中 5 産以上の牛が17頭， 63年度は38

頭中15頭おり，最高産次は15産となっている。

②高い子牛生産技術

平均分娩間隔1 1. 6カ月と年 1 産の繁殖率を過去 4 年にわたり実現している O

子牛については，粗飼料を充分与え，またクリープ・フィデングを行い発育を促

進している(発背中のDG は1.0以上)。

育成技術も優れ，子牛の販売価格もめす牛58万円(市場平均価格の130%)，去勢

牛49.9万円(開102%) と高い。

(4) 子牛生産原価を25万円に低減

イタリアンとトウモロコシ，イタリアンとソルゴーの輪作を確立するなど，経営

耕地を有効利用した自給紐飼料生産を積極的に図ると共に，周辺農家からスイート

コーン茎葉，大根葉を無償でもらい受けており，それらを有効に活用することによ

り，粗館料自給率61.4%， T D Nkg当たり 42.7円とし，飼料費の低減を図っている。

その結果，子牛 1 頭当たりの生産原価を20万円台としている。
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育成・肥予言牛舎(左)とその内部(右)

(5) 地域の肉牛振興への貢献

生産子牛の出荷先は新富町内20.7%，児湯郡内51.8%，その他県内10.3%の計

82.8%が宮崎県内に保留されている。

めす育成牛の出荷先は100%県内であり，その内訳をみると，新富町内と児湯郡

の域内に33%販売されており，その育成牛の購入農家は増頭を指向している 3--6

頭規模の農家である。その他67%の育成牛は県内の都城，小林地墳の肉牛農家に販

売されている O そこでは，繁殖牛の品質の向上を日的とした更新用として購入され

ている。

以上のように，めす子牛の背成販売は，地域内における繁殖めす牛の増頭に，間

接的ではあるが大きく貢献していると言えよう。

関受繋者の経営分析と今後の諜題

牛肉の輸入自由化が1991年 4 月に迫っており，その間，輸入牛肉は毎年 6 万 t ず

つ増量されているにもかかわらず，国産牛肉の消費者価格は下らず，肥育素牛とな

る和牛子牛の価格も殆ど下がっていないというか，逆に強ぶくみの感さえある。

その要国については種々，検討されなければならないが，基本的には国産肉専用

種の子牛生産顕数の増頭が進展していないか，地域によっては減少しているという

事態もみられるということも影響していると言っても過言ではなかろう。

その子牛生産頭数が伸びない要閣の一つは，従来からの零細な繁殖肉用牛飼養農

家の高齢化(地域によっては65歳以上の農家割合が60--70%以上)が激しく，農家
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戸数及び頭数の毎年の自然減少が，大きく影響していると言えよう。

酪農などでは戸数減少によって吐き出された牛を，他の大規模な農家が受け入れ

るということによって，戸数は減少しでも 1 戸当たりの飼養頭数が増大して，地

域全体の頭数はあまり変化しないという操棺を呈しているO

しかしながら，肉用牛繁殖経営においては，脱落農家が手放す牛を買い取るとい

う受皿となるべき農家が育っていないということが言えよう。即ち，若い後継者に

よる頭数規模の拡大が 8---10頭段階と過渡的な段階にあり，従って肉用牛繁殖経営

における年間所得が低く，若い経営者にとって魅力ある経営とはなっていない。ま

た，それに加えて牛肉の輸入自由化を控えて先行き不安も手伝って，規模拡大を積

極的に進める事情にはないということも言えよう。

鈴木氏も，昭和58年には成めす牛21頭規模で年間所得400万円， 61年には成めす

牛30頭，子牛販売頭数24頭，育成牛販売頭数10頭で、なおかっ年間所得720万円にし

かならなかった。しかし，昭和63年度には肉用成めす牛36頭からの子牛販売頭数23

頭による所得1，060万円と，育成めす牛を販売することによる所得696万円の計

1 ， 650万円という大きな所得を実現するに至った。

以上の所得増大の要因としては，平均分娩間隔が 4年継続して1 1. 6カ月と，子牛

の生産率が高いばかりでなく，牛の改良も進み，子牛価格の上昇も手伝って l 頭当

たり子牛価格が50万円から58万円までに上昇し，子牛生産コストの低減もあって所

得率は31%から47%にまで向上した。さらに，育成めす牛の販売も頭数の増大と共

に質的向上が図られ，その販売所得も大幅に増大した。

この経済行為を成立せしめている条件は，第 9 表に見られるように，農業後継者

夕、、ループ。では，現在，頭数規模の拡大を推進している段階にあり，それも頭数の拡

大だけでなく良質な繁殖用素牛を求めるという要望が強い。

この現象は当地域ばかりでなく，宮崎県の県南地域においても繁殖成牛の更新も

含めて良質育成めす牛への要望が，現在及び今後数年間は続くものと考えらえる O

しかし，この繁殖用めす育成牛の販売というのは，あくまで過渡的な行動と言わ

ざるを得ない。即ち，このことによって鈴木氏は，経営内の自己資本の蓄積を行い，

近い将来においては繁殖・把膏の一貫経営への移行を計臨しているということであ

り，宮時県という立地条件下にあっては，個別農家の一貫経営と地域一貫体制の確
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立が，肉用牛生醸の発展につながるものと思われるO

第 9 表 SAP上新回和牛クラブ会員の経営概況(農業後継者グループ)

氏 名 年令 家族 労働力 成牛頭数 沼 畑 {也 経営形態等

小坂 孝 23 5 3 10 40 190 導(和牛+箆地野菜)

森川健二 21 5 3 13 75 170 /ノ

久保秋彦 27 7 4 15 100 100 11 (和牛+ハウス野菜)

権藤宏明 25 7 2 10 80 170 11 (手口牛十露地聖子菜)

渚 悟 23 3 3 7 210 200 11 (和牛+みかん)

久保貞治 22 5 4 13 78 350 11 (和牛+露地野菜)

大混武弘 24 4 3 27 170 470 グ(和牛+米)

松元 司 30 4 4 16 52 314 グ(和牛+たばこ)

高須充雄 28 7 4 10 63 391 〆ノ

松元 昇 25 6 4 46 64 343 '1 (和牛)

長友 裕 30 8 4 8 26 330 グ(和牛÷露地野菜)

森山 修 29 5 4 13 52 227 グ(和牛+たばこ)

図師光則 29 3 3 8 101 251 '1 (和4+ハウス聖子菜)

池川i 邦彦 28 4 3 8 62 185 /ノ

平井 )1顕一郎 27 3 2 14 54 225 ノノ

前回 宏 26 3 3 14 31 435 11 

平田和義 25 4 3 13 17 156 11 

長友康主主 28 6 4 11 111 201 /ノ

鈴木孝郎 27 7 4 34 60 460 ノ〆
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和牛の特性を活かした低コスト生産

鈴木孝副

子供の頃から牛が好きだった私は，昭

和54年に地元農業高校畜産科を卒業と同

時に就農し，以後今日まで肉用牛専業経

営を目指して努力してまいりました。

そして，平や10年が経ち，この節呂の

年に図らずも内閣総理大民主主の栄に浴し，

驚喜しますとともに，責任の重大さを痛

感しております。

さて，この10年を顧みますと，就農当

時は母と 2 人での水稲，露地野菜と繁殖

牛10頭の複合経営の兼業農家でありまし

た。その後，経営改善を図るために，施

設等整備に極力資金借入れを少なくして，

自力でしかも経営に無理が生じないよう

に，段階的に規模拡大を行いましたが，

結果的に非常に良かったと自負しており

ます。

次に，繁殖性向上とその維持のために

は，適切な管理と十分な粗飼料の確保が

必要でありますが，家族全員の昔話力によ

り管理が行き届き，また，現有罰場生産

では不足しておりました粗飼料について

も，周辺農家の農場残溢が低コストで入

手できまして年 1 産が維持できてお

りますこと，加えて，地元の間年代の後

継者で組織している SAP の活動等を通

じ，互いに切磁琢磨しながら経営改善を

行えたこと等，誠にありがたいことだと

感謝しております。

更に，所得向上のため，肥育部門と繁

殖牛育成部門に取り組み，一応、の成果を

上げることができましたので，これによ

り，今後の肉用牛情勢に対応した経営内

一貫生産移行への足掛かりが得られたの

ではないかと自信がつきました。

しかしながら，以上の成果については，

最近の子牛と肉牛価格が好況であったこ

と，飼料価格が安定していたこと，繁殖

雄牛需要が好調であったこと等に支えら

れたことが大でありますので，来るべき

牛肉輸入自由化に対しましては，この10

年で培った経営技術を基に，和牛の特性

を活かした低コスト生産になお一層努力

して参りたいと思います。
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一一一一日本農林漁業振興会会長賞受賞一一一一

出品財経営(酪農)

受賞者菊地利憲

(北海道十勝郡浦幌町愛牛)

響調受護者の略歴と経営概況

(1 )地域の概況

北梅道浦幌町は帯広市と釧路市の中間に位置している。地勢は緩やかで，北から

南に走る山脈託陵が多く，その聞を流れる浦幌川は，町形成上の中粧を成している。

気象は，冬期の厳寒期にはマイナス250Cに下ることもあるが，夏期には濃霧の発

生が多く，町の中部及び北部は大陸性を帯び盛夏期には300Cにも昇ることがあり，

比較的温和である。

菊地牧場の位置する愛牛地域は海岸地帯にあり，地域は平唱であるが，地質は泥

第 1 毘受賞者の所在地

r
 

c
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炭土壌で地味に乏しく， 6-8 月

にかけて濃霧の発生が多く，また，

臼照時間が少ないために，嬬作物

の栽培には不利な条件下にある。

諾幌町の基幹産業は農業であり，

昭和62年度は，専業農家率74%，

1 戸当たり平均作付蔀積22ha ，

農家 1 日当たり平均組生産額は，

1 ， 600万円になっている。



菊地氏の牧場

護者農については，昭和62年度の農家戸数は， 57年度と比較して41戸 (23%) 減少

したが 1 戸当たり平均鰐養頭数は52頭，経産牛 1 頭当たり産乳量は6 ， 212kg (昭

和57年対比21%増)となっている。

(2) 経営の推移と受覧者の略鷹

菊地氏の両親は，昭和23年に樺太より引揚げ， 25年に開拓者として現在地に入植

した。昭和初年に貸付牛 1 頭を導入したのが，菊地牧場の酪農の始まりであった。

菊地氏は，昭和40年，中学を卒業すると同時に，農業に従事しながら道立農業講

習所及び、北海道十勝支庁農業学園高等科で酪農経営について学んI!.'o 昭和48年に父

が病気により働くことが出来なくなり， 23才の若さで経営者となった。当時は，農

地語穣18ha (牧草13.3ha，デントコーン3.2ha，てん菜1.5ha)，乳牛頭数23頭であっ

た。

氏は，昭和49年に結婚し，妻と 2 人で規模拡大により経営基盤の確立に努力して

きたが， 51年には錦養管理技術の未熟さから起立不能により経産牛 6 頭を失い厳し

い経営環境に立たされた。

これを契機に，従来の放牧中心から良質乾草とトウモロコシサイレージの通年給

与の飼育改善により立直ることができた。

昭和53年には経産牛頭数を27頭に拡大し， 56年までは同規模で推移し，経営改善

に努力した。その成果を昭和58年 2 月の(財)森永酪農振興協会主催の酪農経営発

表コンクールで発表し優良賞を受賞した。

昭和56年に公社営畜産基地建設事業により，牛舎・サイロ等方鍛の近代化を行い，

昭和59年には経産牛頭数の拡大を図ると共に個体能力の向上によって，経産牛 l 頭
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当たり年間産乳量を8， 561kgまでに引上げ，生産性及び収益性の高い企業的酪農経

営の確立に努力している O

第 1 表経営の発展経過

年 経営の変遷 乳牛関係 経営の規模 機械関係
23 機太より父母守i錫げ

開拓者として現在地に

25 入総
本人出生(25.3.15)

28 貸付牛 1M導入

36 乳牛 3 顕規模
牛舎建築(59.4nf ，

9 頭けい差是規模)

中学校卒業と河時に北

40 
海道立産量業講習所入学

手L牛 6 顕規模
ブロックタワーサイ

〈現北海滋立燦業 ロ建設(20 t 規模〕

大学校)

42 伎宅増改築
牛会場築(72.6nf

12iï買収容)

43 
十勝支庁産量業学園

高等科入学
トラクター(46P S), 

45 成溜建築 テッダーレーキを

5 戸で導入

構改事業でマニュア

47 
i制忍恕建設 スプレッダー，パキ

(115.5nf) ュームカー，へイベ

ーラ一等12戸で導入

48 
父病気により経営

牛舎増築(54.5nf)
を任される

49 結婚 手し滋100 t 途成

50 成牛20顕 車主主覧会建築(396nf)
トラクター(63P S) 
導入

52 
父より経営移譲そ受け

る

54 住宅新築
乳牛{本格議室変

85点誕生

56 
公社営でサイロ，牛

会新築

58 
森永経営発表コンクー

Jレ(後良質〕

61 
経産tド 1 頭当り

9， 000匂突破

63 
森永経営発表コンクー

Jレ(殻俊秀賞)
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菊地氏の家族 気密サイロはトウモロコシサイレードを詰

込み毎日給与

菊地氏は以上のように，自己の経営発展に努力するばかりでなく，昭和田年浦幌

町の乳牛検定組合理事， 61年には乳牛改良同志会会長，畜産共励協議会幹事等の社

会的要職につき，地域の酪農発展に大きな貢献そしている。

(3) 経営の概況

家族構成は，菊地氏夫婦と子供 3 人のほか父 (74才)と母 (65才)の計 7 人であ

り，労(動力は夫婦 2 人である。

経営農用地面積は，専用飼料畑 8ha，改良草地12.8ha，未利用地2.2haの計23ha

であり 4 カ所に分散している。

第 2 表土地構成状況

よF三F
固有i 最した近土10地年面間積にと購価入額 備考
経営地 信金持の塁間II作土III 借入地 言 i 貸付地 煽積価絡
a! al al a a 円

相; |脅 iilí ilIl 

地
知1 I 専用飼料知i 800 
|樹 I車i 地

[,'. が? t也 800 
I¥'{ I 改良:阜地 1,280 250 5,000,000 

t出 地 I FJ 然京地
緋地・京地誌1- 2,080 

l川地災畠その rul 吋緋地 220 
|雑穏地
l 小計 220 

111 林
j災 )fl 地合計 2,300 
1 -..iL!のうち J~li~];fljm地 総 組 右主

利 た用の利戸用面数積あな
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飼養頭数は経産牛39頭，未経産牛 6頭，育成牛19頭であり，経産牛の産次も 3 産

から 8 産までが60%以上を占めており，乳検において9 ，000kg以上の成績をあげて

いる乳牛が61%を占めている。

第 3 楽産次別経産牛頭数(昭和63年 1 月現在)

第 4 表 産次別乳蜜レベルの分布(昭和62年乳検検定成績年報の305日検定成績から)

よみ竺 初産 I 2 産 3 産 4 産 5 産 6 度 7 産 8 i!霊 計 平均手L盤

10 ， 000kg以上 2 1 1 6 10.546 

9,000-9 ,999 2 2 l 4 l 3 13 9,583 
8,000-8 ,999 2 2 l 6 8,397 
7,000-7 ,999 2 3 5 7,792 

6,000-6 ,999 1 1 6,379 
6 8 3 6 2 5 I 31 

畜舎・サイロ等は，昭和56年の蓄躍墓地建設事業により約3 ， 000万円で建設し，

機械については昭和田年にパイプラインミルカー，パーンクリーナ一等に約330万

円，昭和62年にロールベーラー，デスクモアーに290万円投資しており，昭和57年

に農地2.5haを購入した代金等を含めた借入金残高が4，441万円ある。

霊童受賞財の特色

(1 ) 闘擁化時代において生乳生産コストの大崎な低減

生乳 1 kg当たりの生産原価を，昭和56年度の66円から62年度には35円まで引下げ

た経営努力は高く評価される。その要因を検討すると次のようである。

1) 経営規模と経営構墳の改善

昭和田年畜産基地建設事業により牛舎，サイロ等施設の近代化を行うとともに，

乳牛の頭数規模の拡大を園った。 56年度と対比して62年度は経産牛が27頭から39頭

に拡大すると同時に米経産牛，育成牛・子牛頭数も 20頭から 37頭へと大きく増大した。
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その結果，経産牛 1 頭当たり及び生乳 1kg当たりの生産費の内容をみると，購入

銅料費は，飼料価格の低下にも拘わらずやや上昇，また，その他乳牛の減価償却費

も上昇しており，とくに賃料料金が大きく増加している。これは背成牛の放牧料金

や機械の賃借料が増えたことによるO

第 5 表生乳生産費(菊地利憲、牧場)

56 年 度 62 年 度

経産牛 E主 乳 経産牛 生 手L

1 頭当り 1 kg 当り 1 頭当り 1kg 当り

円 円 河 同

購 入 銅 料 費 151 ,667 20.92 197,527 23.07 

自 給 鈎 料 費 46.333 6.39 51 ,302 5.99 

A刀" 働 費 (家族) 117 ,704 16.24 83 ,269 9.73 
モa記b、 療 衛 生 費 12,963 1.79 4,621 0.54 

7.l< 道 光 豊丸 費 13,815 1.91 14.144 1.65 

動 力 費 16,667 2.30 6,114 0.71 

穏 {寸 キヰ 10,111 1.39 11 ,590 1.35 

償却費 手L 牛 31 ,259 4.31 49,093 5.73 

1/ 建物・構築物 45.704 6.09 43 ,777 5.11 
ノ/ 機械率鞠 44,111 6.30 10,038 1.17 
ノ/ 計 121 ,074 16.70 102,908 12.01 

修 繕 費 7,911 0.92 

農 ~ て 費 3,000 0.41 4.080 0.48 

I間 耗 資 材 費 8,370 1.15 6,432 0.75 

賃 料 キヰ 金 等 35 ,519 4.90 106,240 12.41 

費用合計 537 ,222 74.11 596 ,138 69.61 

期首育成牛，子牛評価額 196,635 22.97 

lEk 3 計 792.773 92.58 

j胸中経産牛繰入評価額 125,608 14.67 

期末育成牛，子牛評価額 139,815 16.33 

育成牛，子牛販売収入 44,444 6.13 220 ,769 25.79 

高Ij 産 物 {磁 格 12,963 1.79 3,590 0.42 

差引生産原価 479 ,815 66.19 302 ,991 35.37 

※経度牛頭数 27頭 39頭

※生乳生産乳盤 195,725kg 333 ,868kg 
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毎臼，搾乳後パドックに紋し運動，乾蒸の ジェラルデインキット号(この牛は昭和63

不世話給与，正午前後!こ牛舎に入れる 年余遊共進会で 2 等践を受箆)

一方，牛舎，サイロ等施設の近代化により，経度牛 1 頭当たりの労働時簡を大騒

に短縮し，労働費，動力費，消耗資材費等経費の削減を行うことにより，生乳 1kg

当たりの費用合計をわずかに低下させているO

購入飼料費を増加させた要因は，育成牛・子牛の販売であるが，その収入が大き

く増加したことにより，車接生産原価から副産物価額を大きくマイナスすることに

なり，生乳 1kg当たりの生産原価は35円となっている。しかし，膏成牛・子牛の販

売代金の中にはその生産原価以外に利溜部分が多く含まれているので，それを差引

いて計算したとしても生乳 1kg当たり 45円前後となり，先進酪農諸国と比較しでも

立派な成績と評価されよう。

2) 鰐料碁盤の整備と生産性の向上

放牧中心から良質乾草とトウモロコシサイレージの通年給与により，組飼料は全

量自給している O また，草地の地力増進と良震粗飼料の確保を図るため，堆厩肥は

翌年の飼料用トウモロコシ畑と更新予定草地を主体に散布している。草地は 5--6

年自には更新している。

牧草サイレージは全量ロールベールで調製しており，そのことが作業能率を高く

している。館料給与については，十勝農協連の酪農情報システムと乳検データの活

用により合理的な飼料給与を行っているO

その結果，経産牛 1 頭当たりの産乳震は，経醸牛頭数の増大にも拘らず昭和56年

の7 ， 249kgから62年には約1 ， 300kg増の8 ，561kgと上昇志せており，これも生乳 1 kg当
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たりの生産費の低減に大きく役立つている O

(2) 乳価停滞下において高所得の実現

生乳の生産原価を低減することによって，乳代所得の向上を園ると共に，優良な

育成牛や未経産牛の個体販売額を大きくするばかりでなく，従来北海道においてあ

まり重視されていなかった乳廃牛の飼い直し肥育を行い販売額の増大を図る等によ

り，乳価が引下げられるという事情下において，高い経営所得を実現している。

即ち，昭和56年度には，育成牛・未経産牛の販売は 5 頭で262万円であったが， 62 

年涯には12頭で652万円(1頭当たり平均54万円)と売上高を大きくしている。

また，乳廃牛 4頭を135万円(1頭当たり平均38.7万円)と高債で販売している。

その結果，経産牛 l 頭当たり所得を37.6万円，所得率42.1% (56年度は38%) と

高い収益性を実現している。

第 6表未経度牛，育成牛の販売状況

生年月日
初回分娩

販売年月 販売金額 備 考
予定日

1 S60. 1 62. 4 62. 1 470 ,000 
2 59.11 62. 5 62. 1 430 ,000 
3 60. 2 62. 5 62. 2 470.000 

4 60. 4 62. 7 62. 4 670 ,000 
5 60. 3 62. 8 62. 5 600 ,000 
6 60. 6 62.10 62. 6 400 ,000 
7 60. 5 62.11 62. 5 430.000 

8 60. 6 62.12 62. 7 530 ,000 
9 60. 7 62.12 62. 7 500.000 

10 60.10 63. 1 62.11 550 ,000 
11 60.11 62. 3 62.11 650 ,000 
12 60.12 63. 3 62.11 550 ,000 
計 6,250,000 

第 7 表経産牛(淘汰牛，老廃牛等)の販売状況

生年月日
初 回

販売年月 産次数
叛売時の

販売価額 販売理由
分娩年月 評価額

1 51.2.18 53. 9 62. 5 8 91 ,400 280 ,000 老廃
2 55.7.27 57.11 62.12 5 158,700 400 ,000 低能力
3 58.8.15 60.11 62. 2 2 330,544 420 ,000 ノノ

4 59.8.12 61.11 62.12 l 353 ,824 450 ,000 ノノ

計 934 ,468 1,550 ,000 
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(3) 合理的な負鏡対策による安定経営を実現

昭和56年以降に畜舎，サイロの建設，機械の導入を実施したことによって，生産

性と収益性の向上をもたらしたが，借入金残高が4，441万円，売上高負債率125% と

なっている。

従って，毎年の元金償還額238万円と年間の支払利患額226万円，元利合計の支出

額が464万円と大きいが，昭和62年度の当期純利益が1 ， 142万円あるので，経営と生

活面において借入金の返済が負担になることはない。

麟受賞者の経営分析と今後の課題

自際化時代における酪農経営の課題の第 l は，内外価格差の縮小を関るべく生乳

1 kg当たりの生鹿原錨の低減を図ること，具体的には昭和61年度の生乳生産原価を

基準にして20"'-'30%低減することであるO 第 2 に，生産物及び酷産物の付加価値を

高めることである。即ち， (1)消費者ニーズに応えた高品賓の牛乳を生産すること，

(2) 牛乳の需要期生産を多くし，消費量の増大によって乳代金額を増大すること，

(3) 乳おす及び乳廃止ドの付加価値を高め，相対的に高価格を実現すること，第 3 に，

酪農総合所得を増大し，ゆとりのある経営と生活を実現し，若い後継者や嫁にとっ

て魅力ある酪農経営を確立することである。

菊地氏は，第 i の課題である生乳生産コストの低減に関しては，昭和56年度の生

乳 1 kg当たりの生産諒価66円に対して， 62年度の生産原価は35円となっている。副

産物価額の軒高分を差引いても， 66丹の30%減である46円を下回る生産膜価となっ

ていることは関連いない。

第 2 の課題である高付加価値の実現についても，乳費を向上して，実質的な生乳

1 kg当たり乳価を75.8円としている。

また，菊地誌は育成めす牛，未経産牛の販売を12頭行っており，平均 1 頭当たり

52万円となっている。乳鹿牛についても搾乳肥膏を実施しており，平均 l 頭当たり

39万円の高値で販売している。

その結果，第 3 の課題である経営所得についても 1 ，466万円を実現させており，

魅力ある企業的経営の確立を実現している。

今後の課題としては，借入金残高が4，400万円あり 1 年間の元手IJ償還額が約450
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第 8 表経営指標(菊池利憲牧場)

56 年度 62 年度 備 考

1受 度 牛 宣員 数 E員 27 39 

総 E長 数 顕 47 76 

経産牛 1 頭当り年間労働時間 時間 158.5 111.0 

ノ/ ノノ 年間康乳量 kg 7,249 8,561 

平 均 積 付 囲 数 田 1.1 1.8 

王手 均 分 娩 間 編 月 12.5 12.4 

差是 用 地 面 積 a 2,300 2,080 62年度は運動場 220a

経産牛 l 頭当り飼料生産延面積 a 85.0 99.7 

ノ/ fノ 濃厚飼料消費量 IDM/l< 2,630 
1/ 1/ 粗飼料消費盤 �M/l< 4,764 
ノ/ 1/ 購入飼料費 千円 152 180 

乳飼 上七 (緩産牛のみ) % 22.3 27.7 

経産牛 1 頭当り建物償却費 千円 45.7 43.8 

1/ ノ/ 機械 ノ/ 千円 44.1 10.0 

1/ ノノ 年間費用額 千円 537.2 596.1 

kg 当り生乳生産費 円 66.19 35.37 

酪農部門年間総売上高 千円 23 ,257 34,799 
1/ 1/ 総 所 得 千円 8,725 14.667 

経産牛 1 頭当り所得額 千円 323 376 

所 得 率 % 37.5 42.1 

仔牛販売高( )頭 千円 20) 1,200 21) 2,360 

育成肥育牛販売高( )頭 千円 5) 2,619 12) 6,520 

老廃牛販売高 頭 千円 181 4) 1,550 

期末借入金残高 二子円 4,062 44,416 

期中借入金償還額 千円 480 2,381 

万円と大きく，売上高負債率が125% となっている。

現在は高い収益性によって，負債問題は表面化していないが，今後さらに経営改

善を図り，集約的，かっ効率的な経営安確立することにより，繰上げ償還等を考え

て，経営の安定化を図ることが襲まれる。

菊地託の居住する浦幌町愛牛地区には， 10名の構成員によるトラクター利用組合
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があり，粧飼料生産については機械の共同利用を符っており，部分的には共開作業

も行っているO

その構成員は30才代が 2 名， 40才代 4 名， 50才代 3 名， 60才が 1 名と，働き盛り

の年令層となっており，また経産牛の頭数規模，飼料基盤とも 2-3 戸の農家を除

いて類似的な経営が揃った集閉である O

従って，菊地氏の技術や経営方式は，地域への普及性が高いと言えよう。

第 9 表 愛牛トラクター利用組合構成長の経営概況 (63.12末現在)

K11 経営支 家族 内労働 手LlHtïi]議 内経E主 飼料作 内放 563年生 終段牛l瀕 経常 l
年令 人鈴 人民) 総 ïîJ\数 lj二頭数) 郎総 牧士tll) 手L出荷1;1 当り手Líit 形態

二t 人 人 頭 琢1 ha ha t kg 

佐藤元住 44 6 3 65 (38) 階業酪経専営 l 
7.0 

(8.5) 227.1 6,016 
24.4 

菊池 修 (40) 
7可。

(4.7) /ノ49 4 3 67 291.7 7,370 
15.6 

森松公平 (35) 
7.0 

(0) 31 5 2 65 253.7 7,282 " 21.0 

千葉券 55 3 3 57 (31) 
4.5 

17.1 
(4.8) 172.1 5,480 ノノ

事11谷信雄
3.0 

(7.0) 53 3 3 35 (24) 116.4 4,833 " 22.0 

寓本新… 47 5 3 50 (29) 
3.0 

17.2 
(7.0) 143.2 4,938 " 

伊藤 ill:常 48 6 3 66 (39) 
5.3 

18.5 
(1.0) 244 ‘ l 6,231 " 

長浜 2空 51 4 2 43 (28) 
17.8 

(0) 168.1 6,076 〆〆

;長浜 、ド夫 60 3 3 74 (41) 
7.0 

(0) 315.9 7,657 〆〆

14.0 

主主) (l) I!!l干1146年度第 2 次総業機造改醤弓î~主により役立:

(2) 飼料作面積の上段は飼料問トウモロコシ(サイレージ月J)泌総
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いつの時代もすばらしい酪農をめざして

菊地事IJ 憲

結婚して15年を経過し，酪農一筋に歩

んで来た私にとって，今回の受賞は今後

の経営展開に大きな励みとなり，新たな

意欲を持たせてくれるのに十二分過ぎ，

深く責任を感じているところです。

私の住んでいる北海道東部の浦幌町愛

牛(アイウシ〕は，文字通りの酪農専業

地帯でありますが，十勝平野の中でも土

地条件には恵まれていない湿地の泥炭地

であり，土地基盤整備には多額の投資が

必要とされ，また. B照時間も少なく年

間積算滋度の低い地帯であります。

今，思い返せば25才の新婚当時，乳牛

品評会に出品しでも入賞できなく，入賞

牛を見るたびに f私もいつかはあんなす

ばらしい牛をつくろう J と思い，酪農の

サークル「ホルスタイン改良同志会」に

入会し，収益の上がる牛づくりを仲間と

勉強するとともに，乳牛は経済動物であ

り「愛情を賭けても憶を賭けるなJ をモッ

トーに改良を進めて来たことが，乳牛の

個体能力を向上させる早道につながった
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と思っています。

北海道の酪農は，広大な土地と厳しい

気象条件との戦いの中から産み出すもの

が多く，それゆえに難しさがあります杭

北海道の澄みきった自然環境の中で消費

者が求める安全で品質の良いミルクを生

産できることは，酪農を営む者の一人と

して心強く思っています。

今後，国際化に対応し得る臼本型酪農

経営の確立が叫ばれている今，地域が一

丸となり個々の経営改善に取り組み，コ

ストダウンを圏ることはもちろん，経営

者自身が問題意識を持ち課題解決に取り

組む姿勢が必要であり，また，個々では

できないことを複数で，時には地域でい

ろいろな組織の中で取り組み，明日の見

える務農が皆さんと一緒に出来るのなら，

こんなすばらしい職業は他にないであろ

うと思い，これからも酪農を私の天職と

して，おいしい牛乳とすばらしい乳牛の

生産に励んで行きたいと思います。
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テープカットをする鹿野農林水産大臣
(中央)と来演の土産参議院議長(右隣)

花の万博PR コーナー

実りのフェスティパル会場をご視察される塞太子殿下

来
場
者
で
賑
う
会
場

明日を拓〈農林水産技術コーナー 地域農林水産
特産展コーナー

〆ふ

福祉施設への農林水産
物贈呈で東京善意銀行
に目録を贈る松山振興
会常務理事(右)

農林水産市(東京の日比
谷公園で)

親子農林水産業体験'"スの
運行でのこまつな採り



発刊の ヲ"

」申 とば

農林水産祭は，全賠民の農林水産業に対する認識を深め，農林水産業者の技術改

善及び経営発展の意欲の高揚を図るための国民的な祭典として，昭和37年，農林水

産業者に天皇杯がご下賜されたのを機会に従来の新穀感謝祭を発展的に拡充して始

められたものです。

この農林水産祭は，農林水産省と日本農林漁業振興会との共催のもとに，各方面

の協力を得て，都年11月 23日・勤労感謝の日を中心に開催され，農林水産業者に天

皇杯などの授与を行う表彰式典や一般盟民に農林水産業を紹介する農歩ド水産展など，

きわめて多彩な符事を行っております。

平成元年度は，その28回自に当たりますが，本年度の天皇杯などの選賞審査の結

果は次のとおりです。

すなわち，従来からの農謹等の 6部門については，第28回農林水産祭に参加した

各種表彰行事 (385件)において農林水産大臣賞を受賞した者587人の中から，天皇

杯を授与されるもの 6 点(各部門ごとに l 点)，内閣総理大臣賞を授与されるもの

6 点(問)，臼本農林漁業振興会会長賞を授与されるもの 7 点(園芸部門 2 点，そ

の他の部門各 l 点)が選定されました。また，むらづくり部門については， 43府県

から推薦のあったむらづくり事例の中から，各地方農政局の「むらづくり審査会」

において農林水産大程賞に選定された事例のうち，同審査会から推薦のあった 7 点

の中から，天皇杯，内閣総理大臣賞及び日本農林漁業按興会会長賞がそれぞれ 1 点

選定され， 11丹 23日の鑑秀農林水産業者表彰式典において表彰されました。

農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業畿は，農林水産業の近

代化や豊かで住みよい農出漁村づくりの生きた指標として，関係各方面の方々に大

いに役に立つことと思います。ここに，これらの業績の概要をとりまとめて発行す

ることといたした次第です。

終わりに，本書の縞集にご協力をいただいた執筆者その他関係各位に対し，深甚

の謝意を表します。

平成 2 年 3 丹

耕民法人 日本農林漁業振興会



鈴地域特産部F

天皇杯受震/石橋 万命….......・H・-… H ・ H ・...…… H ・ H ・...…… H ・ H ・... 7 

(農林水産省農蚕霞1芸局焔作振興課工芸係長/安田 修三)

内閣総理大臣賞受賞/田口 辰男...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・..…...・ H・..………… 17

(農林水産省蚕糸・昆虫農業技術研究所企画連絡室長/河上清)

日本農林漁業振興会会長室受業/下野田南部養蚕組合…...・H ・.....・ H ・..……28

(農林水産省蚕糸・昆虫農業技術研究所遺伝湾種部長/大槻良樹)



圏受賞者の略歴

(1 ) 大木町の概i兄

夫 皇 杯 ;Il1. 
Jζ 

出品財経営 (t 、ぐさ)

受賞者石橋万命

(福岡県三滋君巨大木町横溝129)

大木町は，補間県の南部，筑後平野の中央部に位霊し，クリ…クが発達した純農

村である。気候は有暁海型気候区に属し，由季を通じて撮暖で，冬季の日照時聞が

多く，年平均気温16
0

C，降水量1 ，800mm程度でtある。

第 1 国受賞者の所在地

7 

土壌は，埴土で

肥沃なため農業生

産に適しており，

主たる産業は農業

であるが，西日本

鉄道大牟田線が中

央部を縦断してお

り，近年ベッドタ

ウン的存在として

宅地開発も進んで

いる。

農業誘歪営は，米，



い草の刈取り

麦，い草，いちごが主体であり，専業農家の主な営農類型は， I水稲+い草十い草

加工J I水稲÷施設いちご」で，い草又はいちごのいずれかの集約的作物を組入れ

ている。また，近年一部でえのき， しめじ等の菌茸類の栽培が取り組まれている。

(2) 受賞者の略歴

氏は昭和32年に高校を卒業と同時に就農し，当時の経営は水稲245a ，麦200 a , 

い草30a とわら加工であった。昭和40年代に入り， ビニールの普及等により需要の

減少したわら加工をやめ，地域にさきがけてい草織機を導入し，い草原草販売から

加工販売に切番えた。その後，米の生産講整等を契機に経営転換を図り，順次い草

面積の拡大を行った経果，現夜の作付けは，い草158a ，水稲135 a ，大豆(青刈り)

100a で，農業所得の88%をい草が占めるまでになっている。

また氏は，県内い草栽培地域全域に及ぶ研究グループを組織し，地域リーダーの

育成に努めている。

関受賞者の概要

(1 ) 家族構成

家族構成は，本人 (50)，妻 (44)，父 (87)，母 (82)，長男 (21)，次女(11)

の 6 人であるが，労働力は本人夫妻の 2 名である。長男は大学在学中であり，卒業

後就農を予定している O この他に，い草植付時延14人の雇用を行っている。

(2) 経営耕地面積

経営面積はすべて水田で235 a ，自宅を中心として 3 ブロックで構成されてい

る。昭和63年度の作付けは，水稲135 a ，青刈大豆100 a ，い草158 a となってい
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る(第 2 表)。

経営概況

術

水m

6/2ト6/30収穫 50a 

7/1 -7/151収穫 58a 

7/1ト7/25収機 50a 

水稲 1 135a 1 

大対 1 100a 1 'ì'f)(IJ り

j!1:;&lJ:Pf I =* 1m ?ニラ I 2 ， 52倣|

本 1m 麻 1 2 ，212枚 l

五八?ニラ 1 1 ，89附c

チャボ(下物) 1 1 ，26州【

(昭和63年)

安数滋

235 a 

158 a 

第 2 表

地
工
d

門
口
一
一

一
作
一
ぐ

項
一
一

二
段
一
い

分
一
酬
一
献

一
一
軍
主

1
3

一
約
七
円
什

家族構成と労働状況

言主 族 続柄 勾ミ11描
後楽従事
日数

石橋万1ÍÌl 本人 50 2801:1 

!!H 代 当長 44 2501ヨ

修 長見 21 大学在?守主

rJ1希子 次女 11 I J\~'f:ヨe戸

久災 父 87 

シカノ i設 82 
」一

5301:1 

第 1 表

農業用施設

類
一
場
一
会
会

業
一
燥

第 3 表

種
一
作
一
乾
一
農

主要農機呉

種 類 台数・個数 導入年次 青色 カ
トラクタ 63年 26.5潟カ
し、 ぐ さ

63年 1 条
ハーベスタ

自 !日t 型
53年 2 条

コンノぜイン

乾 燥 機 60年 3i平

織 機 4 
63 ・ 55年 一本差し紡止

59 ・ 54 コンピュータ付き

選 }5IJ 機 1 59年

経トラック 1 56年 550cc 
オートキャ 1) I 62年

泥染用具一式 一式 60年

パワーデスク 63年 4 連

弾丸精渠 62年
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第 4 表

ほかに臨時駁mのベ14人

(3) 資本装備

機械施設はすべて傭人

所有である。今後は，省

力化，規模拡大のネック

となっている移植作業の

機械化のため，近年開発

その実用性につい

てもほぼ確認された移植

機を共同で導入する予定

である(第 3 ， 4 表)。

経営収支

い草を中心とした氏の

経営は，昭和63年度の経

営収支では，組収益

16 ，433千円(うちい

14 ， 094千円)，農業所得

9 ，447千円(同8 ， 297千円)

され，

(4) 



であり，所得率57.5% (同58.9%) となっている(第 5 表)。

第 5 表昭和63年経営収支 (円)

いぐさ (158 a) 加I(7， 900枚)
いぐさ計

水稲(135 a) 
合計

10a 当り 会体 10枚当り 全体 10 a ~当り全体

中日 販 売 額 17,840 14,093,600 14,093,600 160,940 2,172 ,690 16,266,290 

収 家計仕向け額 12,380 167,130 167,130 
益 計 ω 17,840 14,093,600 14,093,600 173,320 2,339,820 16,433,420 

農業耳喜朗労賃 12,405 196,000 196,000 196,000 

種磁的水資 2,816 44,490 44,490 44,490 

肥料 ,[4/. 58,557 925,200 925,200 4,378 59,1 00 984,300 

荷造運賃まま 7,589 102,452 102,452 

砂f 修 '{1( 3,678 58,120 74.3 38,700 96,820 793 10,700 107,520 

経
長室業主BílJ 費 8,512 134,482 134,482 14,943 201 ,724 336,206 

材料銭 38,203 603,600 603 ,600 4,970 67,100 670,700 

経 糸 'J!l 784.8 620,000 620,000 620,000 

光熱動力主主 17,514 276,722 106.3 83,980 360,702 6,678 90,150 450,852 

小鹿呉購入お
23,368 369,220 41.5 32,800 402,020 7,445 100,505 502 ,525 

よび修繕費
，呂、‘"

建物維持

修繕 't'l 
4.130 65 ,250 82.6 65,250 130,500 107 14,500 145,000 

建物，大陸呉
53 ,681 848,158 1,016.3 803,039 1,651 ,197 21 ,584 291 ,389 1,942 ,586 

1r~去p ~'1 

主主
農業被級費 1,096 17,320 21.9 17,320 34,640 641 8,660 43,300 

負債利子 5,179 81 ,827 81 ,827 673 9,092 90,919 

土地改良質 6,143 97,065 97,065 7,190 97,065 194,130 

租税公課 7,981 126,097 159.6 126,097 252 ,194 8,006 108,083 360,277 
そ の 他 4,205 66,440 126.1 99,600 166,040 2,170 29,300 195,340 

言十倍) 247,468 3,909,991 2 ，388司3 1,886,786 5,796,777 88,135 1,189,820 6,986,597 
農業所得

8 ,296,823 1,150,000 9,446,823 
ωæ)=(c) 

jfr 
所得本 (%) 

58.9 49.1 57.5 

f与
(c)+ωXI00 

自主主労働 1 L1 
の

当り I~!!R所得
17,824 

分

析
w従者 1 人~.~

4,148,412 575 ,000 4,723,412 
り段業所得
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泥染め作業

関受賞者の特色

(1 ) 経営理念

氏の農業者としての目標は「生産性の高い水田農業と，自らの努力が報われる農

業経営の確立」である。この目標の実現のため氏はい草に着目し，その加工により

付加価値を高めると共に，そ

の栽培から加工までの技術改

と研さんに努め，加工の中

でも高級品生産による極めて

生産性の高い農業経営を実現

した。

さらに氏は f農業・地域は

人」という視点に立ち積極的

第 2 図作付編綴の推移

町田mーいぐさ

* !品240i 、
一問 、

2 一一~

200，\、

、、一切一一一一位
」一一~\

一一~~一命一一 ω ー
、町、

一一「 、一一一\

一一ー主
民
11与
[括 l回
続
~ 120 
>

80 

40 

40'1' ,15 55 50 以 63

に行動すると共に， r農業の基撃となるのは家庭・家族である」という生活重視の

考えを基本としているO

(2) 規模拡大

就農時30a であったい草の作付けを，技術改善，機械施設の導入等にあわせて計

画的に拡大し，現在158a となっている。さらに，現荘労働力は 2 名であるが，春

には後継者である長男が就農を予定しており，また，移植機の導入，大量泥染め法

の採用等により，将来はい草 2 ha, 1 万枚への拡大を予定している(第 2 図)。

1
1
 

4
・
S
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(3) 労働生産性の向上

い草加工を始めた当初は綿経糸の五八表 (JAS2 種表)のみの生産であったが，

土作りや独自の栽培技術の確立等の成果を得て，良鷲原料い草の生産が可能となり，

最高級品であるマニラ麻経糸による本間表 (JAS 1 種表)を中心とする生産を開始

した。マニラ麻畳表は 1 枚当たりの重量が重く，製織時間が長くなるが，生産枚数

が少なくなるため，従来と比較して10 a 当たりの延製織時間が約60時間(労働時間

としては約15時閣に換算される)減少した。また 1 枚当たりの単価が大きく伸び

ると共に，相場の影響を受けにくくなったため，収益が大幡に向上すると共に，経

営が安定した(第 6 ， 7 表)。

第 6 表 10a 当りの景表生産枚数と製織時間

畳表の種類 製織枚数

石
本間マニラ

橋
本間麻

氏
五八マニラ

五八綿下物
計

五 八 綿
五八線下物
諸 自

計

(4) 技術内容と工夫

①土作り

160枚
140 
120 

80 

500 

500 

100 
100 

700 

根群城を拡大し，根量を増加

させるため，水稲収穫時や休耕

時にパワーディスクによる深耕

を行うと共に，牛糞堆肥(購入)

をlQ a 当たり 2 t 施用しまた，

稲わらは全量還元している。

②育苗法の改善

健笛育成のため，従来より娼

状態を長くし，有機質杷料を施

用している。

製織時間 10a製織延時間 単 価 lO a 組収主主
40分/枚 106時間 2 ， 500円/枚 400千円
38 88 1,900 266 

30 60 1, 350 162 

40 53 800 64 

307 892 

30 250 1,020 612 

40 66 

30 50 250 25 

366 637 

第 7 表 いぐさの収益性の比較 (10a 当り)

石橋氏 地区平均

158a 90a 経営 栽培商穣
規模 |織機台数 4台 4台
いぐさ栽培労働時間 175時間 195時間
いぐさ生産綴 l ,350kg l ,200kg 
いぐさ栽培経営費 247 ，468円 247 ， 448円
畳表加工経営費 119 ， 415円 123 ， 000円
総 費 用 366 ， 883円 370 ， 448河
販 7世E 枚 数 500枚 700枚
1 枚当援表平均単価 1 ， 782円 910円

キ宜 収 益 892 ， 000円 637 ， 000円
所 得 525 ， 117円 266 ， 552円
所 得 E終 58.9% 41.8% 
労 働 時 間 252時陪 286時間
1 日当所得 16， 685円 9.025円
自家労働評価額 3 ， 381 ， 300円 2 ，191 ， 300円

(許及所資料・地区平均は大木町加工一貫体系農家
の平均)
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5 月いぐさの先){Ij ':J作業 厳選された原議

③ 水管理

良質い草の栽培には，地上部の生育に見合った地下部の発達，充実が必要であり，

このため，生宵前半の先将り前までは，従来の間断かん水をやめる等水管理に工夫

している(第 3 図)。

第 3函水管理

Jl 11 

{百lllfrかん水 3 EI 括主水 4 日落務水7]< 
世史 2 E1 ì益水 5 臼洛水 刈取り 7 臼前
行

時点ト\ 爪F皇室干し 地子し

最氏 I 綴14付日間け後減水 メ関IJ誌H!Z?かん水
り jjíj E:l 浴水

地干し

④品種

マニラ麻畳表の生産に対応し，独自に品種比較試験を行い，最も適した品種とし

て「いそなみj を選定し，全面的に切替えを行った。なお「いそなみ」は，その後

の県農試による比較試験等により，県の優良品種に採用されている。

⑥施肥

基肥は，土作りやこれまでの調査結果を基に，基準の1/ 3 を施用している。ま

た，追肥は 1 間当たりの施肥量を減らし，回数を増やしている。このための労力を

13 



いつも笑顔の研究会

「マニラグループ」

軽減するため，流し肥により省力に努めている。

⑥乾爆舎の改良

い草の含水率は約85%であり，これを 5%にまで乾操させるため，水分蒸発量が

非常に多く，この排気がポイントとなっている。従来は換気扇による強市財閥であっ

たが，昭和56年に勾配をつけた天井と押し上げ窓による自然排気法を県内で最初に

導入し，品童向上，時間短縮等の成果を得た。

(5) 土地利用状況

経営耕地235 a はすべて水田で 3 団地により形成されている。作付体系は， い

草十水稲が 2年以上連続しないよう，青刈大豆と休耕を組込んだ輪作を実施してお

り，土地利用率は157%となっている(第 8 表)。

第 8表輪f乍体系

l 年目 2 年目 3 年毘

表作 裏作 表作 裏作 表作 裏{乍

A 団地 100 a ① 大 R いぐさ 水稲 休耕 大豆 いぐさ
ー‘・+

② 大豆 いぐさ 水稲 休耕 水稲 いぐさ

B 団地 100 a ① 71<稲 いぐさ 大豆 いぐさ 水稲 休耕
・・・a 圃副 晶酔 咽圃唱F ・・-------_ .. ‘崎 a晶“崎酔唱開園‘・

② 水稲 休耕 大豆 いぐさ 水稲 休耕

C 団地 35a 71<穏 休耕 水稲 いぐさ 大豆 いぐさ

(6) 後継者対策等

夢とゆとりある農業経営の確立に努力してきた氏を見て育った長男は，氏以上に

農業に意欲を示し，春の卒業と同時に就農を予定している O また，自らの組織する

14 



研究グループの活動を通じて，県内各地域のりーダーの育成に努めると共に，多く

の農家の後継者こよさ相談相手として，また，県農業大学校学生の官学の研修受入

れ農家として、活躍している。

(7) 生曹の記録と活路

栽培管理と細かい記帳と併せて，昭和52年から，毎月の生腎諦査によりその後の

判断資料とする他，これをグループ。で取り組むことにより，良質い草作りの基本資

料として活用している。

(8) ゆとりある生活

所得の向上と共に，ゆとりある楽しい生活作りのため，週 1 聞の日曜農休日の実

施，夫婦一緒の先進地視察研修，趣味の活動，家族旅行等を実施している。

関今後の発展方向

氏は， 40年より「い草栽培・加工ー質経営」を地域に先駆けて開始し，当初30 a 

のい草面積を計画的に拡大し，現在158 a の経営を確立し，福岡県のい草農家のモ

デル類型となっている。

今後においては，移植機，高性能ハーベスター，プール式大量抱染法の導入等に

より，経営規模を 2 haに拡大することを自標としているが， これはごく近い将来

に実現が可能なものである。さらに，収穫時間の姫縮により品質の良い 7 丹メIJ り中

心の栽培とし，また，泥染めによる作業環境の悪化等に対応し，将来は，原料し

の品鷲向上による無染土い革の生産を自標としている O

また，研究グループの活動を通じ，県産畳表の品質向上を図り，高品鷲覧表とし

てのブランド化を積極的に推進する必要がある。

いずれにせよ，自らの努力で得た良鷲い草栽培技術を研究グループの活動等によ

り，積極的に普及すると共に，地域リーダーの育成にも努力する氏は，県内い草生

産農家の人望も極めて厚く，県内い業発展のけん引車として大いに期待されている。

-15-



髄轟轟購輔

さらにい草の品質向上をめざし

石橋万命

私は，福岡県南部筑後平野の中央部に ないこと，いぐさは他の作物に比べ技術

ある大木町において，いぐさの一貫経営 確立が遅れていること，また最近では，

を行っております。畳は，日本人の生活 海外からの原草・い製品の輸入により，

にとってなくてはならない物だと思いま 品質の向上が必要であること等多くの閉

す。 題があります。 ζれらの問題を，一つー

就農当初からいぐさ農家として生計を つ察内多くのいぐさ栽培農家の仲間違と

立てていく決意をしましたが，そこには， 共に乗り越えてきましたが，今後もカを

…質経営をしなければ所得の向上が袈め 合わせて頑張っていきたいと思います。
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内閣総理大臣歯受歯

出品財経営(養蚕)

受賞者田口辰男

(長崎県南総鴻君ß富江町岳郷2021)

題受護者の略睦

田口辰男氏の営農は，長崎県五島列島福江島の富江町における養蚕を主体とした

専業農家経営である。昭和63年の収繭震は

第 1 国受鐙者の所在地

う 11 本命

I晶、女.l~l見

。

隆
江
町

5.4 t ，薬寵面積488a ，普通畑930 a を耕作

している。長崎県五島地方は，昭和45年から

開始された養蚕振興の地であるが，その地に

あって，葉たばこから養蚕への経営転換以来

今日まで19年間にわたり，養蚕の規模拡大を

進めるとともに，経営安定のため冬作の拡充

にもカを入れており，昭和63年には全倍大規

模養蚕農家の第 7 位になり，五島の養蚕農家

の中にあって目覚しい発展を遂げた代表的な

優れた農業者である。

五島地方で最大の島が福江島で，行政・産

業の中心である。その南西に位霊する富江町

は長崎港から海路105km，長時県の西寄りに

位置しているO 富江町の農家戸数は557日，

η
i
 

e
s
A
 



農業粗生産額は19億7 ， 300万円 (61年)であり，その内訳は耕種部門47%，畜産部

門38%，養蚕部門15%となっている。富江町における昭和63年の養蚕農家は109戸，

桑園面積156ha，上繭収量128 t である(第 1 表)。農産物販売農家数459戸を作目

別にみると位は養蚕で総農家数の25%を占め，ついで稲作13%，いも類・豆類

11%となっている。すなわち，富江町は養蚕振興の地であり，町の農業において養

蚕は重要な地位を占めている。

第 2 菌作物}5IJ作付割合

第 1 表富江町の養蚕の年次的推移

45年 50 55 59 60 

宅EHEF 養蚕農家Cp) 150 225 176 150 134 

江 桑留農家(ha) 22 295 235 229 201 
町 上繍収量C t ) 2 271 235 202 185 

五 養蚕農家Cp) 588 1,227 916 693 625 
島
桑閣農家Cha) 190 1,254 1,089 816 745 

全
体 上続収墨付) 28 978 808 647 610 
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61 62 

128 117 

185 176 

170 84 

582 502 

679 587 

521 251 

雑毅・ 5i類
3.3 必

果樹 2.1 % 

工芸作物
4.1 % 

63 平成冗年見込

109 101 

156 139 

128 125 

413 379 

482 422 

348 368 



田口氏は，この富江町において昭和40年29歳で，普通畑70a と牛 1 頭から出発し

た営農者である。当初は甘藷と麦を中心とし，やがて葉たばこに取り組み，昭和46

年に葉たばこから養蚕への経営転換を行った。それ以来，一時は出稼ぎに島外へ出

たが，その後，養蚕を主体とした専業農家としての自立経営を自指し，毎年経営耕

地の規模拡大に心血を注いで、きた。

養蚕を開始してから約10年間は築関面積の拡大とともに施設の拡充，養蚕作業の

効率化，薬収穣の機械化などを進め，昭和田年以後はほぼ 5 t の繭生産量を維持し

てきた。五島地方における大規模養蚕農家の先駆者としてばかりでなく，昭和51年

からは冬場における複合作自としての冬馬鈴薯，かぼちゃ，大根等を新しく取り入

れた経営を行い，冬場の出稼ぎの不要な農業経営と技術発展の先駆者となり，地域

農業の改善に大きな役割を果たしつつあるO

回日正夫婦の誠実な人柄と格段の勤勉さによる経営実績は，地域住民から厚い信

頼をうけており，昭和田年 4 月には九州地方繭生産性向上コンクー lレにおける農林

水産大臣賞，及び同年に日本農林漁業振翼会会長震を受賞しているO また. 63年度

の第33関全国蚕業青年養蚕婦人体験発表会において，奥さんの田口節子さんは，

「日本一の養蚕を自指してj を発表し，満場の拍手のなかで第 2 位に入賞した。最

近では後継者も決まり，出口夫妻は養蚕を慕幹とした経営を今後も力強く進めてい

く意気に燃えている。

関受賞者の経営概況

(1 ) 家族構成

農業従事者は，田口氏夫妻 (53才と46才).及び次男 (24才)の 3 人で，特に若

い後継者ができたことであり，将来に対して明るい展望をもつことが可能となった。

(2) 経営耕地

経営耕地は1 ，418a. うち桑閣は488a であり，水器はまったく無い。薬閣の土壌

は固結火成岩の粘質土壌で透水性が高く，表土は浅く大小の岩石が多い。田口氏は

有機質肥料として豚糞を長年にわたり施用して地力の増進会関っている。

富江町では畑の瀧概事業が昭和46年から 13年開にわたり実施完成され，ほとんど

降雨にのみ依存していた営農から大きく発展した。出口誌の薬臨もこの思恵に浴し
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ており，圃場に設置されているスプリンクラーによって保水力に乏しい土地も用水

不足から解放されたばかりでなく，台風による潮害対策としても有効に使用されて

いる。

(3) 施設・機械の装舗

蚕飼育用施設としては 4 棟があり，うち l 棟は 3 齢用及び壮蚕銅育用で，残り 2

棟が壮蚕専用である。いずれも高温多湿対策として新鮮な外気の流入も考えた中窓

式で，蜜飼育室は合計644.0m'で，この他に貯薬場及び農機具棟がある。

第 2 表農機具及び施設の保有状況

農 機 呉 施 設

名 称 自告 カ 名 称 棟 数 規 模

普通トラック 2.1.5. 3 齢飼育護 1 棟 132m 

O.75t 3 台

軽トラック 500CC 1 壮蚕飼育室 2 297 

トラクター 4 215 

動力噴霧機 1 

フロントローダー 35. 15馬力 2 貯桑場 99 

条桑刈取機 2 

自動収繭毛33取機 1 

送風式暖 E号機 3 

麦コンパイン

養蚕用の機械装備の主なものを第 2 表に示した。トラック 4 台のうち 1 台は，桑

園消毒用の動力噴霧機を固定装着して，何時でも使用可能な態勢をとっているO ト

ラクターは一般作物用の大型機種 (45馬力)を含め，新旧 4 台を保有している O さ

らに，条桑メIJ取機(信光式日型)を 2 台保有して桑収穫の機械化を関っている。

蚕の飼育は. 3 齢では平飼 4"'-'5 齢では給桑台車付き飼育装置によっている。

飼育終了後における蚕鹿処理には強力なフロントローダを用い，後片づけの省力化

を実現している。なお，上族は100%自然上藤法によって省力化を図っているが，

特別の装置は用いられていない。

(4) 経営収支

田口氏の養蚕経営では，昭和63年には年間 7 回の飼育で5 .4 t の繭を生産し，平

成元年度には約6.3 t が見込まれている(第 3 表)。
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第 3表養蚕成績の推移

~tï:T ~lI1mí 10a 当り

59 

60 

61 

62 

63 

395 

461 

488 

4 ,617.0kg 

3.871.8 

4,363.2 

2,867 .4 
5.365.4 

98.2 

110.5 

62.2 

109.9 

平元 ! 日o 6,283.8* 114.3* 

*は計画であるが，調査期日でほぼ達成の見込み。

第 4 表 団口氏の養蚕経営収支(昭和63.1-12)

l収 入 支 出(養蚕)
備

思 分 区 分 金 額

蚕 積 費 562千円 (参考)

繭 ω 11 ，109千円 日巴 料 費 1,039 農業収入に占め

農 薬 資 415 の割合
タ三念に式 1,200 光熱動力資 529 A/B =77.1% 

良由 桑 費 。

抑制カボチャ 650 共同飼育費 638 養蚕の所得率

(A C) / A=58.3% 
ノ Y レイショ 700 蚕 ffi.! て 費 321 

緩周労働費 358 

ゆで千し大根 750 共済掛け金 214 

農業収入計日 14 ，409千円 組合負担金 338 

農業外i奴入 。 そ の 他 220 

メELコ 言十 14 ， 409千円 合計 (C) 4,634 

63年における収支をみると(第 4 表)，収入部門は，繭1 ， 110.9万円，麦120万円，

抑制カボチャ65万円，パレイショ 70万円，ゆで干し大根75万円から成り，合言 1-1 ，440.9

万円，農業外収入は皆無で、ある。養蚕における支出は各費目合わせて463.4万円で

ある。農業収入における繭収入の割合は77.1%に達しており，その養蚕所得率は

58.3%である。

臨受賞財の特色

田口氏の養蚕経営の特色は，養蚕を主体とした専業農家としての大規模経営を目
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指していることで，以下の 4点に要約される。

(1 ) 経営規模拡大への努力

田口氏は昭和46年， 70a の薬園で養蚕を開始したが，昭和63年には488a の薬園

を耕作するに至った(第 5 表)。この間，繭価切下げ，生産調整，台風被害等があっ

たが，そのなかで，借地や離農者からの土地の入手等により経営耕地の拡大に努め

てきた。

第 5 表 田口氏の養蚕規模拡大の足跡
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なお，平成元年分は見込ながらほぼ達成可能とのことである。そして51年， 53年， 62年
は台風被害大， 54年は早舷被害大。

(2) 機械化等による生産性の向上

五島地方の蓑蚕については，比較的新しく導入されたことから，新技術の浸透が

容易であったこと及び当初から大規模経営を目指したこと等から，その生産性は全

国平均より高いレベルにあるが，そのなかで田口氏の生産性は突出している。

第 6 表 団口氏の養室経営における労働時間の比較

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 小計 合計 労働生産性*
55 

合計時間/上繭収鐙栽桑 192276298408 56 56 56 56 72 42 56240 1,808 
年 55 ,111 

育蚕 505501466445484 470 432 3.303 ， 111/5 ， 022口1.02持関

63 栽桑 146209225309 42 42 25 25 54 31 46181 1,335 3,596 

年 育護 382 379 211 208366356 359 2,261 3 ， 596/5 ， 365=0.67時間

ここでの労働生産性はまt桑十脊援の合計労働時簡を詩量生im設で除した値で，機l足当たりの労働時間で示した。

上鵡収量 1 kg当たりの労働時閣を指標に，労働生産性をみると(第 6 表)， 63年

0.67時間(全国平均2.02時間)は， 55年の66%にすぎず，大巾な省力化が図られて

いる。労働生産性の顕著な進展の理由は 2 台の条薬刈取機と 2 台の配送トラック

を組み合わせた桑収穫・運搬法，効率的作業配分，フロントローダ一利用による蚕
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飼育中の蚕鹿 上議後の蚕座の前の回口夫婆

産の跡片付け及び100%自然上藤法の採用などによるものである。

田口氏は年間 7 田の譲飼育を 4 月末から 11丹中旬にかけて行っているが，その土

地生産性を桑闇lO a 当たりの収繭量で比較してみると，全国平均が60年48.8kg ， 61 

年45.9kg， 62年43.8kgであるのに対し，出口託の成績は毎年ほぼ110kg台を維持し

ている(第 3 表参照)。

(3) 複合部門強化による経営の安定化

田口氏は五島地方にあって，出稼ぎ不要の農業経営，台風による養蚕への被害時

対策などから冬作物の拡大，すなわち，拡大再生産を安定的に進めるための農業経

営を追求してきた。

田口氏の経営では水田が皆無であって，その経営耕地は，昭和田年普通熔120 a 

と築関425 a であったが，昭和田年には普通熔930 a と桑閤488a に拡大されており，

普通畑の面積は実に昭和田年に比べ7.7倍に達しているO そして普通知におけるパ

レイショ，抑制カボチャ，ゆで干し大根などによる粗収入は昭和田年の約 3 倍の330

万円となっているO これら冬作物栽培は，蚕銅育時期以外に冬期間の労力と施設を

活用して行われている。これら冬作と養蚕との関係を示したのが第 7 表である O

(4) 多閉宵のための肥培管理技術

年 7 回の膏蚕に対応した薬栽培法として 4 年 1 巡の輪収法を創意工夫して実行

している(第 8 表)。その特徴は春刈圃場での 5 月下旬における先端lOcm程度の描

梢と夏刈闘場での中間伐採の組合せである。地力増進のためには，肱糞をlO a 当た

り 3 t 程度完熟させた後，冬場に施用している O
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第 7 表月別作目別の作付体系

作目 4J� 10 11 12 

蚕飼?守

7守 蚕
晩々秋

初冬

� 

晩秋

主t 桑 桑l議，[;i~!l

4岨昏ー 一一一ー曲目 ーーー自由咽 一一一一一一 ー四四ーー"

麦

730a 収穫 t語種

冬fr

15鈴議 収磁 綴穏

70a 

抑制

カボチャ 嬬種 4 p 収穫

80a 

ゆで干し

大根 j市稜 ‘ 》収穫

関 a

第 8 表桑収穫法

|当分 10 a~"iり目標 IJJ途自Jj 春i 森2 夏 初秋 |晩秋 i現i晩秋 初冬 iJlHトの区分

4 箱 1~秋兼用 lÆ部伐採 tl11ll1伐採 2 

2 4 春秋'llUH J占部伐採 中間伐採 3 

3 3.5 u秋専用 印冊伐係 中間伐採 4 

4 4.5 u秋WJll u刈 摘ffj tt1 ml伐採 1j 1 ft1l伐採 i 

桑園肥培管理の主要作業を時期別に要約したのが第 9 表であるO 九州地方に多い

桑萎縮病対策として，本病を媒介するヒシモンヨコバイ等の防除を念入りに実施し

ている。施肥や除草剤散布等も機械化されているし，スプリンクラ一利用により，

干害対策や台風時の潮害対策が図られている。
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第 9 表 桑留日記培管理の概婆

時 期 作業内容 使用農機具 肥 料
12-2 月 冬杷・堆肥施用 トラクター・キャリー スベシアノレ30

トラック 熔りん
石灰窒素
豚糞i削巴

カイガラムシ 動カ噴霧機 DDVP, PAP 
こうやく病

3Fl 春刈 エノiノノて

春肥，中耕 トラクター 桑特2号
4 月 桑萎縮病防除 動力噴務機 DDVP 他

除草剤散布 ノ/

5 月 夏肥 (第 l 田) トラクター 桑特2号
除草剤数布 動力噴緩機

6 月 夏肥 (第 2 回) トラクター 桑特 2 一号
桑萎縮病防除 動力噴務機

7 月 追11記施用 桑化成34号
築萎縮病防除 動力噴務機

8 月 桑萎縮病防除 動力噴務機

瞳受賞者の技術・経営の分析及び普及性と今後の発農方向

田口氏は，経営規模拡大，機械化・効率化による生臆性向上及び接合部門強化に

よる経営の安定化等を進めてきた大規模養蚕農家であり，農業経営と技術発展の先

駆者となり，地域農業の改善に大きな役割を果たしており，今後も養蚕を基幹とし

た接合経営を一層確かなものにしたい意向のようであるが，それは後継者のできた

ことから大きく前進するであろう。しかし，今後，いくつかの克服しなければなら

ない課題もある。

蚕飼育においては，効率的な飼育法と上族法とが採用されているが，特別な装置

又は機械を用いているわけではない。まだまだ手作業の部分も多い。今後，年間収

繭量 6 t , 1 査期の掃立量でいえば35箱程度以上を目指すならば，単に築関面積を

増加したり，蚕蒙を増加するだけでは労働面から困難となり，雇用労力への依存と

いう懸念がある。すなわち，蚕飼育部分の機械化等による労働生産性向上について

検討する必要がある O

つぎには，大規模化のためには栽培や収穫作業など桑園についての作業体系の改
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善も必要となろう。例えば，結束装墨付条桑刈取機など性能の優れた収穫機の導入

や，機械化の効率を上げるための桑の仕立法の検討などがある O さらには，冬作部

門との関連で効率を上げる方策も必要で，例えば，分散している臨場への道路の整

備など園場条件の改善が望まれる。

一方，五島地方ならではの有利性もある。農業専業化への意欲の強さ，先端農家

としての新技術への取り組みの早さ，新技術を消化した上での創意玉夫の積極性な

どがみられることである O さらには，耕地面積拡大のための比較的平坦な土地が存

在することである。なお，離農者からの供給や借地も可能となっている。

五島地方は，九州、iから近いとはいえ，長崎から海上105kmの距離にあることや，

台風の常襲地替であることから，市場へ送り出す適当な農作物の少ないなかで，繭

の場合は，島内に乾燥処理及び生糸製造を行う企業が存在しており，直ちに生産物

を島外へ送り出す必要がないという大きなメリットがあるO 今後の養蚕経営の規模

拡大には最大の有利性ともいえる条件であるO

以上の諸点のなかには， {匝人の力では解決が困難で，地域又は組合として取り組

まねばならない開題も含まれている。しかし，その時，田口氏はそれらの問題解決

に当たり，先頭に立って進む資質と力量を持ち，地域住民からの信頼も厚いことか

ら，今後の五島地方の農業発展の先導的経営者としての役割を果たすものと期待さ

れる。
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養蚕で、年間7 ， 000kg， 1 ， 500万円以上を目標に

田口辰男

私が農業に従事したのは， 16才の特で また，遊休地の高度利用を考えて，麦作

した。昭和37年に結婚し親元から独立し を導入して機械化による一震作業体系を

ました。このころは，甘藷，麦作が農業 確立して地域に寄与しています。

経営の中心でしたが，現金収入は少なく 昭和57年からし 2 齢は人工飼料育に

借金の連続でした。昭和40年に11)(議性の なり 3 齢配蚕になりました。蚕作の安定

高い奨たばこを導入しましたが，連作織 は 3 齢飼育がポイントであるという観

客等の被答で計画返りの紋議が得られず， 念から，専用の 3 齢飼育獲を設けました。

農業経営は苦しいものでした。 幸い，選作はまだ経験したことがありま

ちょうどそのころ，県，町，農協等が せん。また，富江町の畑地は，溶宕台地

一体となって焔作振興が悶られ，養護の で耕土が浅く地力が低いことから，そこ

導入が滋められました。甘藷，変，繋た で有機物確保のため，養豚農家と年間契

ばこと，なかなか定着できず図っていた 約を結び，豚糞を計額的に桑関へ投入し

時でもあったので，思、い切って新しい作 ています。

自の養蚕を，昭和初年に導入しました。 子供述 4 人は，高校卒業と同時に県外

当初は70a でスタートして，年次的に:土 へ就職しました。昭和61年に次男が突然

地の購入，借地をしながら，規模拡大に 帰って来て，農業後継者として頑張ると

努力しました。 50年には258a : 3,100kg, ぎってくれた時は心から熔しく，農業経

55年には425 a : 5,000kg , 60年には395 営に大きな奨気を与えてくれました。

a : 3,800kg, 63年には488 a : 5,365 kg 今後も養蚕を柱に補完作自の導入を図

となり，養蚕が経営の柱となりました。 りながら，家族 3 人で作業の分J廷をま1-函

さらに，年間巡しての労働力の配分を考 し，機械化利F認を考えながら， 1差益で年

えて，冬期間に馬鈴しょ，ゆで子大根等 閑7 ， 000kg， 1 ， 500万円J2lとを目標に頑張つ

を導入して経営の安定を図っています。 ていきたいと思います。
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盤受賞者の略麗

日本農林漁業振興会会長賞受賞

出品財経営(養蚕)

受賞者下野田南部養蚕組合
(代表者秋山清)

(群馬県北群馬郡吉岡村下野間)

下野田南部養蚕組合は，群馬県のほぼ中央に位置する北群馬郡吉岡村にある。こ

の吉岡村は，昭和30年に明治村と駒寄村が合併して誕生した村で，上越線(J R東

日本)の八木原駅から，回国風景のなかを恵で 5 分程走った所にある(第 1 閤)。

下野田南部養蚕組合は，榛名山の東側のゆるやかな斜面の標高200.-..".，450mの台地に

展開する地尽にあるO

第 1 図受賞者の所在地
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下野沼南部養蚕

総合のメンバー

この養蚕組合は，昭和39年に稚蚕共同飼脊所の建設とともに設立された。当時の

組合員は26人であったが，現在は組合長以下18人で組織されているO この組合は明

治農業協同組合に属している。明治農協の養蚕関係の組織としては，養蜜組合で組

織する養蚕支部のほか，養蚕婦人クラブ，鞠 1 トン会，蚕薬研究会，飼育所連絡協

議会があるO 養蚕支部は， 12の養蚕組合で組織されているが，下野田南部養蚕組合
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第 2 国明治農協養蚕関係の機構図

%と特に多いが，繭 1 億 8千万，野菜 7 千800万円，米麦 5 子100万円となっており，

複合経営の中で養蚕の占める割合は非常に高く，養護は重要な基幹作目として位置
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づけられ，この地域の農業経営に大きな貢献をしている O 昭和59年度における下野

田南部養蚕組合の組合員 1 戸当たりの平均収繭量は， 760kgであったが，昭和63年

度には1.02 t となった(第 1 表)。これは経営規模の拡大と桑園lQ a 当たりの収繭

量の向上によるもので，このような成果は，組合員個々の融和と，経営の改善，新

技術の導入等に組合員が一体となった組合活動によるもので，活動とその成果は，

地域の活性化の面からも模範とされている。

第 1 表組合の養蚕飼育実績の推移

年 次 59 60 61 62 63 

掃立 組合合計 398.5 458.8 371.5 344.0 345.5 

数;墜 組合員
(箱) 平 均

18.1 20.8 19.6 19.1 19.2 

上織 組合合計 16 ,717.0 19 ,584.9 18,726.3 17 ,064 18,417.1 

i収量 組合員
(kg) 759.9 890.2 985.6 948.9 1,023.2 

平 均

第 2 表組合員の経営耕地面積の実態(昭和63年)
単位 a 

組合員氏名
自作桑盟 買桑 水田|普通畑|果樹園 合計
完成 j 未成|小計 面積換算

南雲倉吉 65 5 70 。 32 22 20 144 
小暮修一 120 10 130 20 35 15 。 180 
小暮 厚 100 6 106 30 37 45 。 188 
布施川裕吉 70 。 70 50 57 13 。 140 
南雲梅吉 52 。 52 。 18 35 15 120 
秋山 清 90 10 100 90 35 20 。 155 
雨雲竹太郎 50 。 50 。 15 15 。 80 
荷重行夫 30 。 30 10 18 16 15 79 
雨雲賢一 100 30 130 20 45 46 。 221 
飯塚昌雄 90 10 100 30 35 15 。 150 
小暮元雄 70 10 80 。 26 13 。 119 
布施川加六 30 。 30 。 23 10 。 63 
福田特三郎 95 5 100 20 25 27 。 152 
原沢三九郎 65 5 70 。 38 20 。 128 
雨雲 主査 94 10 104 。 29 35 50 218 
南雲秀英 53 。 53 30 25 15 。 93 
南雲吟平 90 10 100 。 34 20 。 154 
武藤正次 60 5 65 。 33 18 50 166 
メEL3 言十 1,324 116 1,440 300 560 400 150 2,550 
平 均 73.6 6.4 80.0 16.7 31.1 22.2 8.3 141.7 
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盤経営の概況

下野田南部養蚕組合の組合員18人の総耕地面積は25.5haで，そのうち桑閣は全耕

地面積の57%を占める 14.4haである。桑間以外には，水田が5.6ha，普通t闘が4.0ha，

果樹閣が1.5haある(第 2 表)。昭和63年度の組合員 1 人当たり平均の掃立量は19.2

箱，平均収鰯輩は1.02 t ，築関10 a 当たりの平均収鞠;震は116kgである。

組合員 1 人当たりの年間平均収入の89%は農業収入で，その内の53%に当たる約

211万円が繭による収入である O この組合の農業経営上で，養護の重要性が伺える

(第 3 表)。

第 3 表組合員の農業収入の実態(昭和63年) 単位・千円

氏 名
農 業 JIl( 入 農業外

合計
農業収入

総 野菜 うjÇ麦 苦言産 小計 繭収入割合 収入 割合

南雲倉吉 1,798 386 381 01 2,565 0.70 01 2,565 1.00 

ノj、議修一 3 ,259 193 437 01 3 ,889 0.84 1,500 5,389 0.72 

ノト主主 厚 3,310 1,919 136 01 5,365 0.62 01 5,365 1.00 

布施川裕吉 2,608 。 703 01 3,311 0.79 700 4,011 0.83 

川同者k雲i 幻 梅官消 809 75 。 。 884 0.92 。 884 1.00 

4,728 605 355 10,593 16,281 0.29 500 16.781 0.97 

南雲竹太郎 860 225 。 01 1,085 0.79 600 1,685 0.64 

南雲行夫 668 192 。 。 860 0.78 2,000 2.860 0.30 

南雲賢一 3.360 1,642 549 01 5,551 0.61 01 5,551 1.00 

飯塚昌維 2,783 154 458 01 3,395 0.82 800 4.195 0.81 

布小暮施 7c雄 1,416 。 420 01 1,836 0.77 2,160 3,996 0.46 

川 i加六 701 。 。 。 701 1.00 。 701 1.00 

福田時z二郎 3,108 1,080 401 01 4.589 0.68 500 5,089 0.90 

僚沢ニ九郎 1,390 1,640 472 01 3,502 0.40 01 3,502 1.00 

南雲 登 2,379 1,635 298 01 4.312 0.55 01 4,312 1.00 

南雲秀英 1,681 231 175 01 2,087 0.81 01 2,087 1.00 

南雲 H今平 2,104 392 432 。

1072  
500 3.428 0.85 

武藤正次 1,166 71 334 7,683 9,2541 0.13 01 9.254 1.00 

合計 38 ,128 10 ,440 5 ,551 18,276 72 ,3951 0.53 9 ,260 1 81 ,655 0.89 

|平 均 1 2,118 580 308 1,015 4.022 0.53 514 4.536 0.89 
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条薬)(IJ取機による桑収穫

麟受賞財の特色

(1 ) 薬園の整備@薬栽培

ブロイラー鶏鍵の共同作業

による後片付け

下野田南部養蚕組合員全体の桑園の樹齢を見ると(第 4 表)， 3 年未満が約 8%，

4-10年が54%，残りの38%が10年以上20年未満である O 現在，老朽桑圏を改植し

て機械収護用の多植桑閣の造成が進められているので，今後も引き続き高い薬関能

率を期待することができるO 桑品種はーの轍が最も多く，全体の72.2%を占め，次

いで改良鼠返しが約14%である。新しい品種、はやでさかり H の導入も進められて

いるので，桑闘能率はさらに向上するものと期待される(第 4 表)。

第 4 表組合の自作桑園の桑品種及び樹齢

項 自

組合員の合計

組合員の平均

積

はやでさかり

100 

6 

この組合では300 a の桑園からの収穫に相当する買桑をしているのも特色のーっ

と言える(第 2 表)。養蚕に重点を置くこの組合では，自作桑園だけでは規模拡大

に必要な桑葉を確保することができないので，不足する桑葉を他からの賢薬で補っ

ている。桑の斡旋は農協を中心に繭需要者等の協力を得て行っているが，個人的に

も近隣の休止養蚕農家と契約を結び，薬葉の確保に努めている。この組合では養蚕
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従事者の平均年齢が62歳であるが，このような高齢にもかかわらず，組合員 l 人当

たり平均で 1 t を上国る収繭霊を挙げているのは，賢桑の有効利用に負うところが

大きい。これからの規模拡大のための新しい養蚕システムの導入伊!として評価され

る。

装闘管理については，特に有機震の投入に重点を罷き，養護農家が畜産農家と契

約を結び，生ワラと交換に堆肥の供給を受けている O また，ブロイラーと鶏舎の清

掃を組合員の共同作業で行い，それと交換に鶏糞を提供してもらうシステムも確立

している。これらはいずれも組合組織を有効に活用している妻子例である。

薬収獲にはパインダー型条薬メIJ取機が導入され，採築労力の低減が凶られている

が，機械政穫をさらに進めるため，多植桑闘の造成が進められている。現在，多植

桑園は全桑閣の約30%であるが，その割合は今後急激に;増加するよう計画されてい

る。

(2) 養蚕技鯖

飼育は，初秋蚕期と晩々秋蚕期に飼育をしない一部の組合員を!徐き，年 5 回行っ

ているO 組合全体では審議期lこ約30%，夏蜜期と娩秋議期にそれぞれ約25%，残り

の20%を初秋議期と娩々秋蚕期に掃き立てている(第 5 表)。

この組合が年間に銅腎する 5 蚕期のうち，春，哀，晩秋の 3 蚕期は桑棄を用い，

組合の電床式/ト部屋方式の稚蚕共同飼育所で絹宵している。この 3 蚕期は，摺き立

てた議の半分を 3 齢鵡蚕で自己蚕し，残りは飼曹を続けて 4 齢起蚕で配議している。

組合員は全員が 4齢起蚕の配査を希望しているが，施設が狭いために， 1 3 齢飼

育は半分にしている。稚蚕共同飼育の期間の延長は，飼帯施設の有効利用，飼育労

力の低減などによる規模拡大のための方策として，その利点が強調されている。飼

育コストの面で問題点が指描されているが，この組合ではそれらの問題を解決し，

1 -3 齢飼宵に積極的に取り組み，規模拡大，省力化を実現している点は，高く評

価される。また，初秋蚕期と晩々秋蚕期は，人工師料による委託方式を採用してい

るO この 2 蚕期は一部の組合員が飼育しないことも稚蚕期の飼脊を委託する理由の

1 っと考えられるが，館育労力の配分，施設の利用効率の詣から評価に値する方式

である。

当組合の築関10 a 当たりの収臨量を，群潟県の平均収繭震と比べると，この組合
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第 5 表総合員の養蚕実績(昭和63年)

i主連
十'rt}")[箱数(箱)

j二機収 1，[ (kg) 

イ長 Ji:[ 初秋 !没秋 |挽々秋 メ仁当1、

昨j~ミ ;@ili 5.5 5.0 5.0 15.5 

296.0 289.4 283.4 868.8 

小暮修一 8.0 8.0 3.0 6.0 4.0 29.0 

485.3 443.3 138.4 324.7 183.2 1,574.9 

小平E 際 8.0 7.0 6.0 7.5 3.0 31.5 

453.9 397.2 234.9 384.9 128.0 1,598.9 
功i胞川裕T21 9.0 4.0 3.0 5.0 5.0 26‘。

467.6 222.9 135.4 237.8 197.1 1,260.8 
l将~E 有ljj当 3.0 2.5 3.0 8.5 

153.1 120.1 115.0 388.2 

秋111 的 9.0 9.0 7.0 9.0 6.5 40.5 

557.4 544.4 325.5 524.8 338.8 2,290.9 
陶芸竹太郎 2.5 2.5 2.5 7.5 

138.7 150.1 128.9 417.7 

f''tJ雲行夫 2.5 1.5 3.0 7.0 

119.4 76.2 130.7 326.3 

持1;i'ミ賢司 9.0 8.0 3.0 8.0 4.0 32.0 

449.7 462.3 140.4 414.8 169.3 1,636.5 

飯塚 M141 7.0 6.0 2.0 6.0 2.0 23.0 

425.1 348.8 107.2 357.4 97.9 1,336.4 
小r~ jじ141 5.0 3.0 2.0 5.0 15.0 

245.0 154.2 90.1 183.5 681.8 

布施川加λ 2.0 2.0 2.0 6.0 

103.2 125.1 111.4 339.7 

指1111時三郎1 8.0 7.0 3.5 7.5 3.0 29.0 

434.0 422.5 165.7 367.9 116.1 1,506.2 
b;i沢二ヅL111~ 3.0 3.0 1.5 3.0 10.5 

182.0 209.2 80.9 194.3 666.4 
i 旬以: 主主 6.5 5.5 2.5 4.0 3.0 21.5 

343.7 324.4 111.5 232.0 137.5 1,149.1 

i将~ ~写英 4.0 4.0 1.5 4.5 14.0 

233.5 254.1 75.6 243.6 806.8 

南半( 1咋F 5.5 5.0 3.0 5.5 19.0 

298.1 294.6 123.4 292.3 1,008.4 
武藤 IE次 4.0 3.0 3.0 10.0 

201.4 175.6 182.3 559.3 
ノI 吉、Z 101.5 86.0 38.0 89.5 30.5 345.5 

5,596.1 5,014.4 1,729.0 4,709.7 1,367.9 18,417.1 

均 5.6 4.8 3.2 5.0 3.8 19.2 

310.9 278.6 144.1 261.7 152.0 1,023.2 

の生産性が極めて高いことが分かる。 昭和61"-'63年の成績をみると，群馬県平均の

60"-'72kgに対して著しく高く，特に昭和63年度は116kgで，約 2 倍の収繭量である

(第 6 表)。このような高い生産性を維持できるのは，桑園管理における有機質の多

投を組合ぐるみで行い，地力の向上と改植等による樹勢の更新に努めている成果と
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稚釜人工飼育所

における作業

第 6 表下野田南部養蚕組合10a 当たりの収繭議(上繭)

年次

昭和61年

昭和62年

昭和63年

下野田衛費ß~委益組合平均

108 kg 

l悦 N

116 /1 

群馬累平均

63 kg 

60 /1 

60μ 

未成桑摺は算出基準から除外した。

る。

蚕病妨除については，銅宵の始まる前に組合員全員で共同飼育所の清掃・消毒を

行い，また，各組合員の蚕室の消毒を個人に任せることなく，共同作業でお互いの

餌湾施設を消毒している。壮蚕は野外ハウスあるいはプレハブ式の鰐育室で省力儒

宵台による条薬育を行い，低コスト化を困るとともに，飼育室には大型暖房機を設

し，徹底した温度管理を行っている。

また，上藤・収繭の時期には，組合の役員並びに養蚕婦人クラブ員が各組合員の

農家を巡回し，営繭中の管理，出荷時期，不良離の選除等について指導を行い，繭

質向上に組合が一体となって取り組んでいる。その結果，臨検定成績は，年間を通

して優れており，この地区は優良繭生産のモデル地区として指定されている(第 7

表)。

髄技術・経営分析及びその普及性と今後の発展方向

この紐合の養護従事者は平均年齢が62歳であるが戸当たり平均 1 t の繭を生

ro 
qa 



第 7表昭和63年度下野田南部養蚕組合の臨検定成績

蚕期
生糸量歩合 選徐繭歩合 繭 格 繭糸長 解鋒率

% % 等 ロ1 % 

春 19.71 0.6 0.50 1,272 76 

夏 19.33 0.7 1.00 1,241 71 

初秋 19.10 2.5 1.50 1.291 68 

娩秋 18.65 2.1 0.50 1,209 76 
一一一一一

産し，明治農協の 1 戸当たり平均収繭量600kgを大きく上回っている。このような

実績は，薬圏への有機質の多投，飼育室の消毒の徹底， 1 -3 齢稚蚕共同飼育の導

入，上藤管理，繭出荷時期の適正化など，桑圏管理，飼育，繭質向上の各分野での

組合の指導に基づいて，各組合員が一体となって優虫繭の高能率生産に努めている

ことによるものであるO また，各組合員が，賀桑を効率的に手IJ用するなど，それぞ

れの経営に対応した技術あるいシステムを取り入れているためである O

経営面では，この地区は「養蚕+野菜」の複合経営のモデル地芭に指定されてい

るが，当組合の組合員のほとんどは養査のウエイトが高い。野菜を組み合わせる場

合，冬期にホウレンソウを間作として栽培するほか，蚕室として利用した野外ハウ

スを利用して春菊の栽培を行っているが，このような経営は施設の高度利用と土地

生産性向上の面から高く評価できる。また，冬期に蚕室をスモール牛の肥育のため

の畜舎として利用し， r養蚕+野菜十米麦+畜産J の複合経営を行っている組合員

もあり，このような多品目の複合経営比経営の安定化を図る上から極めて有効と

言える。

この組合が導入している 1 3 齢共同飼育と買桑の利用は，施設の効率的利用に

よる規模拡大に対応する技術として展開するであろう。しかし稚蚕共同飼育は 1

3 齢期にとどまらず，低コスト人工飼料の利用を前提として 1 -4 齢期までの延長

へ発展することを期待したい。また，買薬の利用は組織化し，計画的に利用すれは

規模拡大と飼育労力の省力化に役立つであろう。また，採桑の省力化のため，多植

による機械収穫用桑閣の造成をさらに進める必要がある。

後継者の確保も今後の重要課題である。この地区は前橋市，渋Jl I市に隣接した都
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市近郊型農村である O 従って，次世代の多くは現在勤め人であるが，各組合員は，

次世代が養蜜を中心とした都市近郊型農業を引き継ぐことに強い自信をもっている

ので，この点は期待したい。
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韓議謹盤鱒監護

足腰の3郎、農業経営をめざして

下野田高部養蚕組合

(代表者秋山清)

私達の下野田南部養蚕組合は，昭和38

年の組合発足と同時に稚蚕共同飼育所を

設置し，昭和49年には農業構造改善事業

により，桑闇等の集罰化を行い，現在の

経営基盤を確立しました。数年前から，

養蜜規模拡大のため専用蚕室の増改築を

進め，さらに桑収穫機械の導入，壮蚕用

飼育台セット，蚕室用パイプハウス等を

積極的に取り入れています。

現在，私達の組合は組合員数18名の小

さな組合ですが，その大部分が養蚕を主

体として畜産・水稲・野菜等を組み合わ

せた複合経営を実施しています。

農業経営を最も左おする，後良繭増産

をはかるためには，低能率桑闘の改善と

蚕作の安定が重要な課題であると考えま

した。

そこで第 l に， I桑園の土作り J に取

り組み，有機質の投入に重点を震き，畜

産農家と提携し，生ワラと交換に堆肥を

受けたり，近所の養鶏農家と鶏舎の清掃

作業の報酬に鶏ふんを提供してもらうシ

ステムを築きあげました。これらの作業

は組合組織の共同作業として当番制で実

施しています。

第 2 に蚕作安定のため，共同i坊除と巡

回指導を実施しています。蚕病の発生に

は特に注意し，共同飼育所はもちろん，

個人の蚕護・蚕呉・桑閤まで防除玉圧によ

り消毒しています。また，組合役員と養

蚕婦人クラブが中心となり，各戸を巡回

し，繭質改善のため蚕室温度の調整等，

きめ細かな指導を行っています。

さて，これからの計画ですが，老朽桑

歯を機械収穫祭器に改植しまた，規模

拡大のため新植を行い，さらに収穫機械

を導入し，養蚕の近代化を図りたいと思

います。そして，農業所得向上のため，

冬期には間作ホウレンソウやレタス・ネ

ギ・パイプハウスを利用しての春菊栽培

等を行い，施設の有効利用と土地生産性

の向上を居指した足腰の強い農業経営を

行いたいと考えています。

今後，この受賞を励みとし，組合の和

を大切にし生産意欲の向上に努めたいと

思います。

。
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物贈呈で東京馨窓銀行
に目録を贈る松山振興
会常務理葱(右)
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谷公園で)

親子藤林水産業体験パスの
逮行でのこまつな採り
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農林水産祭は，全国民の農林水産業に対する認識を深め，農林水産業者の技術改

善及び経営発展の意欲の高揚を図るための国民的な祭典として，昭和37年，農林水

康業者に天皇杯がど下賜されたのを機会に従来の新穀感謝祭を発底的に拡充して始

められたものです。

この農林水産E祭は，農林水産省と日本農林漁業振興会との共催のもとに，各方面

の協力を得て，信年11月 23日・勤労感謝の臼を中心に開催され，農林水産業者に天

皇杯などの授与を行う表彰式典や一般国民に農林水産業を紹介する農仲k産展など，

きわめて多彩な行事を行っております。

平成元年度は，その28回目に当たりますが，本年度の天皇杯などの選賞審査の結

果は次のとおりです。

すなわち，従来からの農鹿等の 6 部門については，第28自農林水産祭に参加した

各種表彰行事 (385件)において農林水産大臣賞を受賞した者587人の中から，天皇

杯を授与されるもの 6 点(各部門ごとに I 点)，内閣総理大臣賞を授与されるもの

6 点(同)，臼本農林漁業振興会会長賞を授与されるもの 7 点(罷芸部門 2 点，そ

の他の部門各 I 点)が選定されました。また，むらづくり部門については， 43府県

から推薦のあったむらづくり事例の中から，各地方農政局の「むらづくり審査会」

において農林水艦大臣賞に選定された事例のうち，同審資会から推薦のあった 7 点

の中から，天皇杯，内閣総理大臣賞及び日本農林漁業振興会会長賞がそれぞれ 1 点

選定され， 11月 23日の優秀農林水産業者表彰式典において表彰されました。

) 農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業績は，農林水産業の近
代化や豊かで住みよい農出漁村づくりの生きた指標として，関係各方面の方々に大

いに役に立つことと思います。ここに，これらの業績の概要をとりまとめて発行す

ることといたした次第です。

終わりに，本書の編集にご協力をいただいた執筆者その他関係各位に対し，深甚

の謝意を表しますO

平成 2 年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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天皇杯受

出品財経営(林業経営)

受賞者中本造林練)

(代表者中本題番)

(広島泉佐伯郡佐伯町粟栖508)

圏受鍵者の略歴

中本造林株式会社は，昭和34年に株式会社として発足しているが，もともとは

広島県吉和村で素材生産業を営みながら所有森林に人工造林を進めていたー森林

所有者によって興されたものである。

会社の設立後はその社名からもうかがわれるように，造林の請負事業体として

発展してきたO そのそもそもの動機は，会社の設立以前から地元の天然スギであ

るハチロースギを挿木によって宵酷し，前述したように所有林地に造林して，耐

雪性等その優れた特性を確認した結果，その系統苗を普及させることが，雷の多

第 1 飽受賞者の所在地

佐伯町

- 7 



中本造林繊の役員

いこの地域の森林造成に役立つと決心したことによる。

その後，昭和50年からは製材事業を，同54年からはスギの焼板加工事業を追加

して運営している。そして，これらの事業によって得られた収益を積極的に森林

の造成，整備に還元しており，社有林及び分収造林の拡大に努めている。

森林及び林業投資が一般に低迷している現情勢のもとで，前述したように森林

に還元投資されている現状は，一般の森林所有者にとって意外な程の感を抱かさ

せられる聞もあろうかと考えられるが，それは当社の創立以来一貫している林業

観によるものである。即ち，木材の利用開発は将来大きく進むという確信を持っ

ており，当面の市場動向に左右されては長期臣標を見失ってしまうという考え方

である。

また，市場は林業経営者が自ら育成する必要がある。その市場を発展させるた

めには，市場指向的施業が必要となり，その結果，市場を中心とする技術的特色

が定着し，地域林業が自ら形成されるという独特な考えを持っている。

このような考え方は正に経営実践によって裏打ちされている。つまり当経営は

苗木生産から森林造成，素材生産，木材加工及び製品販売までの一貫経営を行っ

て自ら市場を開拓している。

当社はこのような独自の経営によって当地域の活性化に貢献していることはい

うまでもないが，その他地域のスポーツ振興，老人福祉，町民ふるさと祭り等に

協力し，地元住民からも感謝されている。

- 8 



関受魔者の経営概況

(1 ) 森林苗穣及びその構造

森林は社有林が156ha，分収林が365haであり， 14の団地に分れている。両者を

合わせた人工林比率は90%であり，スギとヒノキの割合は約60:40である。

樹額別の齢級配置は第 1 表のとおりであり，伐期に到達した森林がまだ存在し

ていない。また保育対象森林 (IV ， V齢級)の面積が最も多い。

第 1 表樹種別・齢級JjIJ配置表 単位: ha 
IR 分 樹穣\齢級 E E W V VI VlI vlll lX X 3立 百十

ス ギ 2 5 6 2 3 l 19 
ヒ ノ キ 13 36 27 5 81 

ネ士有;jYト: アカマツ l 1 2 
広葉樹 15 38 54 

15 41 34 9 18 39 156 

ス ギ 20 3 30 45 66 72 18 2 256 
ヒ / キ 10 2 9 61 25 107 

分 l反林 アカマツ 2 2 

30 5 39 108 91 72 18 2 365 

ス キザ 20 5 35 51 68 75 19 2 275 
ヒ ノ キ 10 15 45 88 30 188 

i?� 百十 アカマツ 3 4 
広 Z道樹 15 38 54 

30 20 80 142 100 I 90 57 2 521 

(注)鈴級 I は 1 年生-5年生の森林 H は 6 年生-10年生の森林

(2) 森林の施業問標

森林の施業目標は， (i)高伐期(120年)， (盆)高品鷲， (温)高蓄積(総収護

霊は約1600 rn')， Civ) 高生産性， (v) 高密路網を掲げており，会社はこれらを総

称して「五高林業J と呼んでいる O

第 2 表年度別・作業種別施業実綴

年度|中ha11Fltfi lJll 雪起(ha) 絞
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55 
0.98 I 0.98 I 60.53 

62 
3.29 I 3.29 I 30.06 

20.00 
(32.56) 
18.36 

(20.96) 
9.56 

(20.61) 
6.17 

(8.17) 
4.03 

20.00 I 27.55 I 39.30 I 984.0 I 35 
60 

10.38 I 10.38 I 20.96 

61 
5.81 I 5.81 I 15ιo 32.00 I 7.02 I 21.44 I 536.0 I 30 

o I 53.00 I 24.28 I 14.79 I 285.0 I 20 

63 
3.52 I 3.52 I 23.00 o I 60.00 I 4.98 I 17.32 I 0 I 22 

五支:()は区域l回WI
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(3) 森林施業の実繍

森林施業の実績は第 2 表のとおりである。特に注目させられる点は，木材市場

が低迷している現情勢のもとで，造林が毎年継続的に進められていること，また

枝打ちが総施業面積の過半数を占めていることである。

(4) 施設及び装備

林道等の路網の整備は， ha当り密度をみると社有林が31m，分収林が52mであ

り，両者合わせた平均が49mと比較的高い水準にある。

また機械の装備も第 3 表にみられるように比 第 3 表保有機械の状況

較的よく整っている。そして，それらの機械は

毎年100-250日の稼働となっている。

(5) 造林部門作業員と労働投入議

作業員は総員37名である。躍用形態別の内訳

は10カ月間の定期雇用が32名，常用が 5 名であ

る。定期雇用は冬期の積雪による作業不能期賠

を除いたものである。

機械の種類

車事録 トラック

マイクロノぜス

林内搬出翠
パワーショベル

ブルドーザー

搬出機械築材機等

育林機械下メIJ機等

その他 苗畑用耕転機等

数

5 

3 

l 

2 

2 

5 

34 

6 

議

作業員の年齢耳目構成は第 4 表のとおりであり，作業員の若返りを図ることが課

題となっている。しかし現在の作業員は健麗であり，また豊富な経験者であるこ

とから貴重な存在となっている。

第 4 表年齢階層別の人員配置

備考

年間の労働投入量(昭和63年度)は，直営林が約2 ， 100人，森林施業の受託事業

が約2 ， 200人であり，合計約4 ， 300人である。受託事業は直営林の就労を補完して

雇用の安定化に役立つている。

直営林の作業種別労働投入量は第 S 表のとおりであるり，既にみた作業種別面

積構成と同様に枝打ち作業が全労働投入量の約半分を占めて最も高い割合となっ

ている。
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第 6 表品目別売上数滋・金額

単位人・臼 金額の単位万円

作業穏 まト

地 務 210.5 
55 年度 63 年度

t選 裁 42.0 数滋 金額 数掻 金額

下 メIJ 298.5 
佐=野ゴ 起 70.0 

チ ツ プ 7,120 t 12,261 5,697 t 12,970 (内地材)

11 切

校 打 1,031.0 
除 伐 103.0 

製(内材地材)品 780rrl 2,268 5,990rrl 28,968 

製 材 ロロロ 3,203rrl 10,900 1,764rrl 9,711 (外材)
保育関伐 31.0 

商木生産 281.0 
焼 杉 板 1,381 rrl 15,716 13 ,151rrl 124,042 

計 2,067.0 巾 木 110 ， 219東 35,121 52 ， 000東 39,507 
受託等1業 2,240.0 
メ口泊、 計 4,307.0 計 76 ,266 215 ,198 

(6) 製材等加工分野の現状

加工分野の製品の種類は，チップ，製材品(大部分が内地材)，焼杉板，巾木等

である。その販売実績は第 6 畿のとおりであり，賠伐材を牒料とする焼杉板の売

上額が突出しているO また，その売上額は昭和55年度の実績に対して約 8 倍の伸

びとなっており，市場の開発努力が実りつつある。

(7) 会社の損益と森林投資の関係

会社の売上高(昭和63年度)は，龍述した製品の売上と素材の売上(昭和63年

度490m'， 911万円)を合わせて約21億 6 千万丹である。

そのうち森林に投入しているのは，社有林に約520万円，分収造林に約1 ，000万

丹，造林部門の一般管理費が5 ， 630万円であり，合計7 ， 150万円である。

なお当社の営業利益は約 l 億2 ， 200万円である。

霊童受麓財の特色

当会社の特色を概括的に述べると，前述したように葡木生産から造林，保育，

伐採搬出，製材，焼板を主体とする加工，製品販売まで一貫経営を行っており，

その販売収益を森林造成のために投入して経営基盤の確立に努めていることであ

る O 特に近年のように国内林業が低迷し，一般に森林の造成及び整備が進みにく
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い情勢の中で，分収造林による方法も取入れて計画的に森林投資を続けている点

は注自に寵する。

またその基盤造成にみられる手法が一翼経営ならではの総合的合理性を追求し

ているものであって，間際的競争力を前提とした技術的工夫がこらされている。

また以上のような安定的で，かっ独自の林業投資を続けている林業事業体の存

在は，この地域の林業振興及び活性化に大きく役立っている。

なお以下に経営の諸サイドから，その特色を具体的に拾うこととする。

(1 ) 経営の自標

(対独自の林業観を支える経営仕組み

園内林業が低迷している情勢下においても，計画的に森林投資を続けることが

出来る理由について，冒頭の部分で当会社の独自的林業観によるものであること

を紹介した。そこで，その林業観は当社の経営仕組みの中で，どのように具体化

されているものかを見ることにする。

林業経営は一般に立木販売を行うことによって完了しているもの，或いは丸太

に生産して素材市場で販売して完了しているものである。しかし当社は，前述し

たように苗木生産から材の製品加工，その販売までの一貫経営を実施しており，

森林生産の部分は経営としての全生産過程の一部に過ぎないと考えられている。

そして経営体としての利潤は加工販売によって最終的に磯認されるものであり，

その結果利潤が確保される限り森林投資は必然的に必要であると考えられている。

しかし，森林生産は，単に素材を工場に引き渡せばよいというものではない。

素材を工場に供給する場合の価格によって，現在の物価水準を前提とする再生産

原価と材の伐採・搬出コストが賄われなければならない(森林純収穫説)と考え

られている。

このような考えは，当然のことであるが，毎年保続的に材を供給することの出

来るシステムを前提とするものであって，現実の森林投資はそれを指向している。

このような経営体は，森林投資について，その成育期間にわたる利子費用を考

える必要がないので，競争力の比較的強い経営体になることは云うまでもない。

(イ)原木の集荷コストの低減化を考慮した森林配轟

林業経営を発展させるためには，原木の工場着価格を極力軽減させることであ

12 



るが，そのためには原木の集碍コストを切りつめる必要がある。当社では，その

ことを配躍して工場の所在地域にで出来るだけ鹿営林を拡大し，材の積み替え無

しに工場へ搬入するようにしている。

(ウ)間伐材の商品化

間伐は，森林の成宵過程で立木の過密による諸々の弊害を未然に防ぐため，被

庄木等を抜き伐りし，立木密度を調整する施業である。従って伐期まで残存する

林水を保有するために行うものと一般に考えられている。

しかし当社の間伐に対する考えは，保背の一過程ではあるが，問時に商品の生

産過躍であると積極的に位寵づけている。

それは後述する育林体系にそのような考えが具体的に反映されており，また製

品の加工分野において焼板等に加工し，付加価植を付して商品化を闘っている。

(エ)施業目標としての五高林業

既に林業経営の概況で述べたように，高伐期を始めとする 5 つの施業目標(五

高林業)を掲げているが，これらは何れも闇際的競争を前提とし，経営の維持発

展を関るための技術的条件とされている。

(2) 技街的特徴

(ア)ハチロースギの系統管理

直営林は大部分が広島，山口，島根県境地帯に所在しており，最深 2m

のため人工造林が比較的困難な地帯に崩している。そこでハチロースギというそ

の地方の天然スギに着自し，その挿木商をもって自営青苗を行うことにより系統

管理を厳密にしている。

(イ)ハチロースギの特性を踏まえた菅林体系

ハチロースギは積雪に抵抗性を脊する特震を有するものの，湿性の積雪が 2m

に及ぶこの地帯で，雪害を最小限にして林分成長を促すための育林技術を確立す

ることは容易なことではない。

そこで当社では，地形や方位等立地条件を考躍して既に数カ所，施業実験林を

設けており，それらの成長経過に係わる諸々の資料安もとに極めて糟織な育林体

系を作っている。

ha当たり 3 ， 000本を植裁し， 120年の主伐期迄に間伐が繰り返され，また枝打ち
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枝打ち作業
林分の状況

は 5年生から 35年生まで 8 回行われ，枝打ち高は17mlこも及んでいる。そして50

年生の林分になった段階で樹下植栽を行い複麗林に誘導することになっている O

このようなしっかりした宵林体系によって，将来の森林生産に対する異体的自

標が明らかにされている。

(ウ)市場の動向を反映した森林施業

焼杉板の製品は，その品によっておおむね 1 m'当たり 8 万円""-'13万円の幅で取

引きされている。一般に無節であって生長のよい材を加工したものは，早材と晩

材のコントラストが強く出ることから有利に販売されている。

しかし，ハチロースギの系統は，一般に枝の付け棋の誼径が比較的大きいとい

う材質面の欠点を有している O そこで前述の育林体系で述べた比較的回数の多い

枝打ちが雪害対策部と合わせて育林体系上の特徴となっている。

また，早材と晩材のコントラストの菌からは，前述のように成長のよい材が望

ましいという点から間伐方法としては「なすび伐り J の方法がとられている。

また，間伐事業を前述したように，商品生産と位置づけており，その表れとみ

られるように間伐対象木にまで枝打ちが行われている。

これら市場の動向を反映した森林施業の結果は，前述したように材の商品性を

高めていることは云うまでもないが，さらに商品化率の向上にも役立つている。

例えば立木材積に対する造林材積割合を見ると75%に達している。

(3) 施設の整備

- 15 



パワーシ呈ベルで作業遂を作設
焼杉板

(ア冶理的な林内路橋

経営の基礎となる林道及び作業道等の林内路網の決定に当たっては，造林作業，

保育作業，材の搬出作業のそれぞれの側面から能率的な路線の位置が検討され，

また山地崩壊を起こさないようその危険箇所を避けるとともに，作業経費につい

ても比較検討されている。

また，路面を流れる雨水は，尾根で山腹に配水して有効に活用されるよう工夫

がこらされている。

その外，路網が林内において適切な森林空間となって林分の生長促進に役立つ

ようにする等経験を活かした独自の技術が見受けられる。

(イ)国欝的競争力をもっ生産性

路網整備に併せて機械装備の水準が比較的高い。作業道の作設も当社のパワー

ショベル等を利用して自力で行われている O

路綿密度は既に経営概況で述べたように高い水準にある O その中で既に70m/

haに達している団地があるが，その団地の経験を活かして将来の目標は全団地路

網密度を80m/haとし，伐採，搬出の生産性をスウェーテ*ンの現在水準に匹敵す

る 7--8 m'/人・臼としている。

(4) 経営管理

(列雇用の安定化

造林関係の作業員は，前述したように 10カ月間の定期雇用となっているが，各

16 



自はそれぞれ農地を保有しており，いわゆる兼業的な就労である。

そこで当社は，農業の生産性をよげて自営農業の就労をできるだけ少なくして，

社内就労を多く確保するため農繁期には稲刈機や脱穀機及び耕転機等を作業員に

貸付けしているO

(イ)作業員の技術修得

作業員の資費向上を図るため，当社は機械の運転・操作，労働安全及び帯生等

広範閣に謹る研修や免許の取得に積極的である O その現状は第 7 表のとおりであ

る。

第 7 表職員・作業員の免許・技能講習等の取得状況

免許・技能講習等の名称

自動車免許大型 2 種免許
大型 1 穏免許
大型特殊免許

測量土(土橋)
指導林家
危険物取扱主任者乙穏四類
衛生管理者
林業架線作業主任者免許
安全推進員
労働衛生管理員
酸素欠乏危検作業主任者
はい作業主任者
有機溶剤j作業主任者

(5) 地域振興

(ア)分収造林

免許・技能講習等の名称

フォークリフト運転技能講習
玉掛技能
ガス溶接技能
アーク溶接技能
研削といし特邪教育
クレーン特別教育
低圧電気特別教育
伐木安全土
機械築材装蜜運転業務
車両系建設機械運転技能
導火線発破技士従事，電者気発破技士
有機溶剤業務

分収造林を既に365ha造成し，毎年計画的に拡大しているが，そのことは，一

般に森林投資が低迷している現槽勢の下で森林所有者の投資を補完するという面

のみならず，当地域の森林所有者に対して林業意欲を喚起するという面からも評

価される。また，その契約上にみられる分収条件が，伐採収益に対して土地所有

者は40%，造林者としての会社は60%となっている。これは，一般に林業公社等

の公的機関が実施しているものとほぼ向様であるが，これも冒頭に述べた林業観

が強く影響している O

同地域の間伐促進

工場が立地している佐伯町閣辺市町村からの間伐材の利用は，工場取扱い数量

のうち約10%を占めている。今後は，この地域の間伐対象林分が増大するに従っ

17 



て，その比率も増大することが期待されており，その推進に一層役立つことにな

る。

(ウ)地域の震用安定

当社の造林部門の雇用量については既に述べたところであるが，この外に製材

加工部門で、12 ， 000人に及ぶ雇用量がみられる。このことはこの地域の雇用安定と

いう面から高く評価されている。

関普及性と今後の発展方向

近年の木材市場の低迷に伴い，最も大きな打撃を受けている森林所有者の階層

は云うまでもないことであるが，林業に生活をかけている比較的大規模の保有階

層である。これらの経営者にとって，中本造林の経営実態は非常に参考になる面

が多い。

一般に積雪の多い地域では，雪の少ない地域に比して林業の発麗は困難である

が，それを克服するのにその雪の多い土地で育っているスギに着目し，それを試

植して諸々の実験が行われている。その結果が経営の中で長期の展望として活か

されている。これは，わが国の林業の発展にとって，どこの地域であろうと他山

の石としなければならないことであろう。

当社の特急のーっとして述べた独自の林業観は大規模に森林を保有し，連年保

続経営を前提として，また市場に直接関係して成立している O わが国の森林所有

者の中にも類似するものとして，製材事業と森林生産を一本化して経営している

ものはあるものの，その製品と施業とがリンクしている経営は少ないと考えられ

る。このような実態からして，将来の林業経営のータイプとしてパイオニア的役

割を果たしていると評価し得る。

現段階では，間伐施業と間伐材の利用という点で，その成果を見ることができ

るが，これからは，次第に高齢級の森林に移行し，高品質の材を生産することに

なるが，その段階で製品と施業とはどのような関係を新たに作り出すことであろ

うか将来が楽しみである。

国内林業一般に問題視されている一つは，林業労働力の高齢化及び質の低下で

ある。当社の実態も同様の問題を現在は抱えている。山村に若年労働力が残らな

18 



い原困は諸々であるから，その対応策は多用的であろうが，当社では前述したよ

うに高い林道密度と，高能率の機械を装備して若年労働力に閣iIむ内容のものとし

ている。そして毎年林業科の高校実習生を受け入れて体験実習にも役立てている。

このような実態が，徐々にではあろうが林業労働力問題に対処する一つの道で、あ

るように考えられる。

当社の立地するこの地域は，現段階では必ずしも林業地番と一般に認識される

程にはなっていなし、。しかし，森林の成長，製品加工技術の発展によってハチロー

スギを主体とする独自の地域形成が進みつつあるので，それが成熟した段階では

製品と森林が一体となった林業の地域形成という面で新たなものを提供すること

になるであろう。
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臨轟轟轟醸

地域林業の活性化に全力

中本造林鰯

(代表者中本闇香)

苗畑を山林に近い吉和村に開設した

が，防寒対策がわからないため，苗木
の芽を枯らしたり，林道が未務備のた

め，高低差が400m もある山頂へ茂木

を 1 日 4 問もかつぎあげたりしたのも，

会社創設当時の思い出です。加工工場

で焼杉板の主主震を開始した頃は，住宅

着工数も少なく，外壁材も新建材持代
で，販路開拓に苦労したものです。

今後とも，五高林業の実現に努力す

るとともに，地域林業の活性化に微力

ながら全力を尽くしたいと思っていま

す。



第 H霊受賞者の所在地

内閣総理大臣麓受歯

出品財産 物(乾しいたけ)

受賞者小柳出要作

(静岡県田方郡修善寺町年川557)

関受講者の略歴

(1)地域の概要

小柳出氏の居住する修善寺町は，伊立半島

の北部にあって田方郡の中央部に位壁し，

鴎16km，南北 8kmのやや細長い菱形である。

東は中伊立町に接し，南は天城湯ケ島町，西

は沼津市・戸田村，北は大仁町に隣接してい

る。菌穣は6.9千haで，その70%が森林で占

められており，大部分は海抜300m内外の天

城・巣雲・達摩山系に臨まれた丘陵地である。

町域のほぼ中央には伊豆最大の狩野Jl Iが丘陵

をぬって蛇行北流し，西側から山田JlI.修善

寺川，東から古川・年JII ・大晃川 iがこれに合

流し，集落および耕地は狩野Jl I本流および 5

支流の沿岸に発達している。

気候は温稜で年平均気温は150C，最高気温

31
0

C，最低気温 -2.8
0

C，年間降水盤は1 ， 600

"'-'2 ， 000mmとなっており，乾しいたけ番信系の

- 21 



生産期の春期と秋期には適度の降水が保たれ， rどんこ J 生産期の冬期から早春

期にかけては降水量が少ない。

町の産業は観光(温泉)を中心に発展し，しいたけ・わさびを中心とした地域

の特産品との連携による活性化が図られ，しいたけの年間生産額は約 5 億円にも

達する。

町では，しいたけ原木の確保を図るため，宮行造林や町と集落との分収林の育

成を積極的に進め，現在までに約680haの原木林を造成しているほか，町独自の

優良林育成事業補助金制度を創設し，クヌギの植栽，保育の推進を図っている。

これにより将来的にはおおむね町内において原木の自給が可能となる段階に達し

ている。

(2) 受賞者の略歴

小柳出氏の家系は古くからしいた

け栽培を生業のーっとしている。す

なわち，祖父の代から天然飛散胞子

による詑目式栽培法によって伊豆西

海岸地域や北部で栽培を行い，氏の

代になって初めて埋ほだ法，さらに

近代的な培養種語法といった当時の

第 1 表修善寺町優良林育成事業実績(殴T単)

(単位:本， ha，千円)

長宅! 箇木補助 除伐

本 数補助金額面 積補助金額

58 25,080 1,881 14.30 850 

59 47,292 3,546 3.27 213 

60 35,895 2,692 6.65 384 

61 19,475 1,460 2.85 174 

62 9,500 712 5.33 331 

63 7,340 550 9.94 611 

百十 144,582 10,841 42.34 2,563 

先進的技法をいち早く取り入れ，日本におけるしいたけ生産の歴史とともに歩み

続けてきた。

氏は昭和 3 年教員養成所を卒業と同時に家業の農林業を継承して以来，戦時中

の一時期を除き一貫してしいたけ栽培に従事し規模の拡大と技術の向上に努力

し，収益性の高い栽培体系を確立した。昭和35年から当時は副業的生産者の多い

中で「生しいたけの不時栽培」を導入し粗収入で96%を占めるまでにしいたけ

栽培の専業化に努め現在に至っている。その間乾しいたけに関しでは主として父

親から技術を習得したが，自身で種々の栽培試験を行い，修善寺町に適する乾し

いたけ及び生しいたけの栽培技術体系を確立した。特に伊豆半島西部地域に比し

て，やや気象的に不利とされる修善寺町におけるどんこ生産の技術体系を確立し

たことは高く評価される。その成果は昭和51年以降，全国規模の品評会で、農林水
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小柳出氏の居住する修蕃寺町年Jl I築落 研修生の宿舎

産大臣賞や林野庁長官賞の受賞となって表れている O

また，修善寺町ではしいたけが主要産業のーっとなっているが，原木資源の減

少が顕在化するに伴い原木林造成の必要性を提唱し自らも山林を購入して原木

林を整備するかたわら，しいたけ生産団体の各種役員として関係自体とともに地

元修善寺町，県，国に働きかけ，現状では原木の80%以上を修善寺町内で自給可

能とし将来の生産基盤を確立した。

昭和39年からは，静岡県椎茸生産団体連合会の主催により優良ほだ木造りを目

的とした「ほだ場コンクール」を実施しているが，氏は昭和47年以来当該団体の

副会長として，県下から出品される 20余点のほだ場を巡回し，生産者として技術・

経営の指導を行い，実態を細かく調査してきた。この県下巡由指導を通じ，しい

たけ産業の振興にとって後継者の育成は最重要課題であることを痛感し，以来昭

和50年から静岡県立農林鍛期大学校林業課程学生の林家留学受け入れに積極的に

協力，現夜までに32名の受け入れをはじめ，当初原木資源が豊富であるにもかか

わらず，しいたけ後進県であった岩手県の林業経営協業化等研修要領により，毎

年度派遣された研修生も59年度までに32名に達した。そのほか，千葉，愛知，撞

島，山口，秋田の各県からの研修生を受け入れ，その数は合計100名を突破してい

る。特に研修生の受け入れのための宿舎を特別に増築し，受け入れに万全を期す

とともに研修効果を高めた努力は特筆すべきものがある O

以上のようにしいたけの本場といわれる伊立修善寺町にあって高度な栽培技術

を体系化し，経営の安定と合理化を果たし，静岡県下はもとより各地のしいたけ

生康後継者の養成に尽力した功績は大きなものがある。
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受賞財の茶花どんこ
J 

盤受賞財の特色

(1 ) 受麓財の概要

出品財の乾しいたけは，第37回全国乾椎茸品評会の審査基準による「茶花どん

こ J である。

本年度の発生状況は，昨年夏から秋にかけて雨が多かったものの， 11月から乾

燥が続き，またかつてない暖冬に見舞われるなど，しいたけ生産にとっては非常

に厳しい年であったO 特に「どんこ系」については，その特長である肉の厚さ，

重量感を出すのが非常に難しい年であったにもかかわらず，氏の出品財は「茶花

どんこ」の特性である蘭傘の花形亀裂の形成と亀裂面の色沢についてその条件を

十分に満たし，しかも形状，重量とも概めて優れたものであった。

(2) 経営的特色

① 家族構成

家族構成は第 2 表のとおり 6 名で，本人のほか，妻，長男夫婦と孫 2 人である。

長男は後継者として地域のしいたけ栽培者の若手リーダーとして活躍している。

第 2表家族構成

氏 名 続 柄 生 年 月 8 主な仕事
小柳出 要 作 本 人 大正フじ年 8 月 24 日 農林業

はま江 妻 大正元年 6 月 6 B 農林業
英 治 長 男 昭和 12年 7 月 29 日 農林業
美佐子 長男妻 昭和 15年 10 月 10 自 農林業
英 正 孫 昭和42年 2 月 27 日 農協職員
洋 子 孫 昭和 46年 8 月 16 日 高校生

② 経営土地
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経営すること地は田畑1.7ha，山林10ha，うち原木林 8haを有する(第 3 表)。

第 3表経営土地
(単位: ha) 

話ぐ 原 木 林 ヒノキ材
宅地 田畑 lまだ場 言十

I 齢級 E齢級 車齢級以上 計 VlI齢級

所有地 0.23 1.70 3.0 1.5 3.5 8.0 2.0 11.93 

借 士協 0.05 0.1 0.15 

③ ほだ木

しいたけ原木の自給率は現在約30%であるが，将来的には50%以上とするため

優良母樹から採種しての笛木の自家生産による原木林の造成を行っている。購入

際木の大部分は修善寺町内からの調達である。伐採予定の原木林は夏期に不用木

の除伐，下刈り，枯れ枝の除去を行って良質原木の確保と伐採，玉切り工程の効

率化を図っている。

所有ほだ木本数は，現荘209千本， 1 ， 300 m' 1こ達している。 ほだ*の長さは，氏

独自の1.07mでクヌギを主体とし，コナラも使用している。

④ 作業工程

牒木伐採は11，...""， 2 月，植菌は 2 月から短期間に終了し，直ちに仮伏せを行い，

本伏せは 4 丹 """"'5 月にほだ場の上部に伏せ込む。 、天地返しH は氏の長年の経

験から乾しいたけ用については実施しないことにしている。

⑤機械・施設

チェンソー 5 台，発篭機 3 台，トラック 2 台，クロ…ラ 2 台，簡易索道 1 ，乾

操機 4 台，散水施設 1 ，フレーム 1 ，クーラー 1 ，浸水増 2 ， 2 t車積クレーン 1

などである。

散水施設は，初冬期に散水を行い幼子実体を早めに発生させることが，この地

域におけるどんこ生産のために必要であることから導入した。また，大径原木を

用いていることから，運搬，移動の効率を高めるため，クレーン車を高度に利用

しており，家族全員がこれらの機械の操作ができる態勢をとっている O

⑥ 労働力

乾しいたけと生しいたけの併用栽培を取り入れたことで，作柄の不安定解消と
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通年就労による専業経営の安定を図っている。家族労働と雇用労働約半々での経

営の中で，市場価格の変動に対応できるよう，常にきめ細かな作業を行い，作業

効率の向上に努めている。

⑦ 生産。販売

最近 8年聞における乾しいたけの年生産量は第 4 表のとおり 2""'" 3 t であり，

銘柄別の生産比率は第 5 表のとおりどんこが 3 割を占め，地域平均の 2 倍を超え

ている。

販売緬格は第 6 表のとおり，地域平均の単価に比べkg当り 800円強も高いもの

となっている。これらのことは，いかに高品質の乾しいたけを生産しているかの

証在といえる。

第 4 表生援実績の地域比較(乾しいたけ)

区 分 50 王手 55 年

青J! i潤 県 664 777 

東部農林管!勾 279 302 

修議寺田I
乾 41(53) 65(59) 

生 36( 47) 45(41) 

小柳出要作
乾 2.0(59) 3.2(73) 

生 1.4( 41) 1.2(27) 

全 悶 11,356 13,579 

注) 1) 東部農林事務所管内 6 市11田J1村
2 )乾:乾しいたけ，主主 主主しいたけ

58 年 59 年 60 年

746 972 693 

360 485 351 

75(66) 101(76) 72(66) 

39(34) 32(24) 37(34) 

4.0(75) 3.1(82) 3.1(79) 

1.3(25) 0.7(18) 0.8(21) 

12,025 16,685 12,065 

3 ) ( )内 i点生しいたけと乾しいたけの生産議に占める割合(%)。
なお，生しいたけは乾燥蒙滋に換算(生意蚤の 7 分の 1 )した。

小柳出姿作

間乾乾しいたけ，

第 5a長銘柄別生産比率

(単位:トン)

61 年 62 年 63 年

807 674 771 

423 299 370 

79(66) 57(58) 84(68) 

40(34) 41(42) 40(32) 

3.1(74) 2.8(76) 2.9(74) 

1.1(26) 0.9(24) 1.0(26) 

14,098 11,803 11 ,900 



散水締役を導入したiまだ場

(3) 技術的特忽

氏の技術的特色は次の 7 点に要約される。

① 大径木の利用

大筏原木は完全にほだ化するのが難しい反面，ひとたび完全にほだ化すれば援

良なきのこの生産が可能なため，これらを積極的に使用している O この場合，接

種する駒数を増やし，深植えを行うほか，ほだ木の乾燥を早めるため斜面の上部

に伏せ込んでいる。

② lまだ場におけるほだ木の配穣

ほだ場におけるほだ木は斜面の上部から当年， 2 年 3 年， 4 年の配列とし，

古ほだは整理を兼ねて移動刺激を与えつつ，毎年ほだ木の移動を行っている。

③ ほだ木の天地悲しの中止

氏の永年の試験結果と林業関係試験研究機関の成果なと、から，乾しいたけ用の

ほだ木については天地返しは行わないこととしている。このことにより労働力の

節減を可能としている。

④ 散水施設の碍入

永年にわたる模紫試験の結果，ほだ場に散水施設を導入し，散水の時期を 1 月

20日-1 月下旬の間に行うことが，どんこの良品を得るのに最適であることを見

いだした。 12月初旬の長期予報などにより，きめ細かく散水時期を決定している。

⑤ ほだ場の環境管理

ほだ場には冬季の過度の乾燥を防止するため防風ネットを張り，夏期には通風

を良くするため，林内の枝打ちを行うなど，きめ細かなほだ場管盟に努めている。

ワ
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⑥ 収穫

収穫は 5-6 分開きを標準として，気象情報に配慮しつつ日和子の状態での収

穫に努め，雨の恐れのある場合，多少早めであっても収樺する。また，降雨後の

収穫は 28間程度風を当て，臼和子状態での収穫に努めている。

⑦乾燥

乾燥温度は最初450Cから始め， 550C以上にならないよう留意し，比較的時間を

かけて良好な仕上げに心掛けている。
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原木による自然栽培を碁本に

小柳出要作

伊豆は，椎主主栽培発祥の地と言われ，

古くから栽培が感んであり，伊豆の斉

藤重蔵・石渡清助等が全国各地で伝習

に成果を上げた記録が残されています。

私の住む修善寺町は，伊涯の中央に

位置し，天城山より発する狩野川水系

に含まれます。

私は，昭和 3 年教員養成所を卒業と

照時に就農しました。椎茸栽培は三代

田となり，当時はナタメ栽培のため，

経営には常に不安がつきまとう時代で

した。その後，種駒生みの親と言われ

る森喜作氏による種菌の開発があり，

私は，昭和22年から種駒栽培を取り入

れ，今日に烹っています。

今回の私の受賞は，どんこ生産を主

体にした栽培における技術的・経営的

な特色が認められたものと患います。

そこで私の栽培のポイントを簡単に記

してみます。

(1)乾・主主椎茸栽培の併用による施設

の有効利用と労力配分の改幾

(2)良質などんこ生産は，ほだ場の水

分管理にあるため，ポザ散水施設によ

るほだ場造成

29 

(3)機械施設の高度利用と作業効率の

!向上
(4)俊良な自家主主産苗木による原木林

造成

(5)気象情報に配慮した日和子状態で

の適期採取と乾燥滋度の技術的管理，

などが，あげられると思います。

しかし，近年の椎茸産業の現状を見

ますと，外国産椎茸の進出や圏内消費

の低迷など，生援者にとって，大変厳

しい環境にあります。

私は，この状況の克服条件は，原木

による自然、栽培を基本に置くことであ

ると考えます。

このため，今まで培ってきた技術を

さらに研鎖するとともに，経営の活性

化を図り，日本樵茸の栄光を消しでは

ならないと考えます。

また，生産者の仲間が手をたずさえ

諸関係機関の指導援助を得て，椎茸栽

培の普及と経営環境の改善に取り組む

ことが震妥です。私も微力ながら尽力

していきたいと思います。



二二二二日本農林漁業振興会会長賞受寅二二二二

出品財ほ 場(苗ほ)

受賞者小池利弘

(岐阜県中津川市千呈林1415-42)

盤調受霞者の略歴

小池利弘氏は，昭和10年 5 月 5 日現住所に生まれ，昭和26年中津川市立坂本中

学校を卒業すると同時に家業である農業に従事した。そして，昭和54年に父親が

亡くなると一家の大黒柱となって以来今日まで苗木作りに励んできた。

氏は，苗木作りは林業の槙本であるとの考えからこの仕事に意気を感じてきた。

そして今後とも専業農家として積極的に経営を進めるためには経営規模の拡大が

不可欠であると考え，昭和54年に父親から引き継いだ当時， 8.3haであった経営

耕地を今日までに10.6haに拡大することに成功した。

また，近年造林面積の減少に伴って皆木の需要も年々減少してきており，苗木

生撲を巡る情勢は厳しい状況にある。このような状況を反映して地域の苗木生産

第 1 図受賞者の所在地
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者が生産を離れていく中，

地元地域の造林には地元

産の苗木が最良であると

の考えから仲間の慰留に

努めた。そして，氏自身

も生産性の向上の一層の

擾良苗木の生産のため努

力を惜しまなかった。そ



の結果，造林者の信頼を深め，現在も安定した癌木生産を維持している。

こうした氏の探求心と指導力により，昭和61年に全国山林種苗協同組合連合会

会長賞(功労賞)を受賞したほか，箇焔品評会でも全国山林種苗協同組合連合会

会長賞を受賞している。

また，地域における氏の信望は厚仁昭和54年からは，恵那山林樹苗組合組合

長，翌年岐阜県山林種苗協同組合理事に就任したのをはじめとして，昭和62年か

らは中津川市農業委員に，そして昭和63年からは岐阜県農業指導士になっている。

閤受麓者の経営概要

(1 ) 自然的議件

中津川市は，総じて太平洋気候であるが，内睦性気候の性格も強い。このため，

中津川市の 8 月の最高気温の平均は31.1 0Cであるのに対し， 1 月の最低気温の平

均はマイナス4.2
0

C と差は大きい。また，年平均気温は ， 13SCと比較的冷涼であ

る。さらに，年間の降爵撃は約1 ，800mmで，冬期の降雪は少ない。

なお，氏保有の山林用萄畑は中津川市の酉部に位置し，標高350--400m の丘暖

地域に点在している。

(2) 社会的議件

中津川市の人口は，約54千人，世帯数15千戸，そのうち農家数は約3 ，863戸，更

にそのうち専業農家は258戸と少ない。

また，中津川市は古くから東濃地域の南部と北部を結ぶ拠点であり，更には岐

阜県と長野県を結ぶ交通の要所となっており， J R東海中央線，国道19号，国道2

57号が縦横に配置されている。

一方，中津川市の出林用語木生産盤は，昭和63年度実績で約347千本で，その大

部分はヒノキ苗である。

(3) 経営の概要

ア.家族講成と就労状況

氏は，実母と妻，長男，次男そして長女の 6 人家族である(第 1 表)。

長男は，既に家業を継いでおり妻と実母そして本人の計 4 人が専業で従事して

いる。そして，次男と長女は現在学生であるが，春休みや夏休みには必ず婦省し，
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家業を手伝うなど一家全員で家業を支えている。

第 1 表家族の構成(平成元年 6 月 1 日現在)

氏 名 本人との続柄 年齢 描 要

池 手リ 弘 本 人 54 農業 生年月日 8.10.5.5
ま ペコ 母 74 農業 T.3 .7 .3 

子 妻 48 農業 8.15.6 .27 
幸 雄 長 男 23 農業 8.40.7 .10 
和 徳 次 男 21 学生 8.42.12.8 
満里子 長 女 19 学生 8.44.8 .16 

イ.経営規模

氏は， 1,060 a の田畑を経営する専業農家であり，その内訳は，苗畑210 a ，水

田530 a ，普通畑320 a である(第 2 表)。

第 2 表作物別の経営面積 (単位: a) 

一方，中津川市の農地面積は2 ，713haであり，農家数は3 ，863戸，そのうち専業

農家は僅か258戸である。また， 1 戸当りの経営規模は， 70 a である。

よって数字から見た規模の聞からも経営の内容からも，氏は地域の中核農家と

して近隣農家の模範となっている O

第 3 表最近 3 カ年 (61-63年)の苗木生漆状況 (単位 a 千本)
61 年 62 年 63 年

樹種 苗 齢
関積

沫替 得苗 山行
面積

床替 f辱苗 山行
面積

床替 得萄 山行
本数 本数 本数 本数 本数 本数 本数 本数 本数

まきつけ 10 (30) 450 10 (30) 330 8 I (20) 443 
1 [!:!J床替2年生 63 350 280 62 330 250 55 290 236 

ヒノキ 2 註l床替3年生 60 240 210 210 65 275 200 200 60 236 207 207 

言十
133 590 940 210 137 605 780 200 123 526 886 207 

(30) (30) (20) 
まきつけ 0.4 (1) 25 0.4 (1) 5 1 I (0.4) 6 
1凶床替2年生 2 10 8 2 8 6 5 3.5 

スギ 2凶床替3年生 2 6 5.5 5.5 2 6 4.5 4.5 1 3 2 2 

言十
4.4 16 38.5 5.5 4.4 14 15.5 4 ‘ 5 1 8 11.5 2 

( 1 ) (1) (0.4) 

メ仁ヨコ、 言十
137.4 606 580‘ 5 215.5 141.4 619 795.5 204.5 126 534 897.5 209 

(31) (31) (20.4) 

主主 1 ) ( )は，積子まきつけ数鐙(単位 kg) で外数である。
注 2 )上記聞積は，耳半額積であり，畑の区域面積ではない。

円
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氏の経営方針は，飽くまでも苗畑を中心としており，樹苗の連作は地力の低下

を招くとの考えに立ち，空中窒素を固定するマメ科の作物，或いは，深耕性の作

物を作りながら普通畑及び‘水田との輪作を行っている。

また最近 3 カ年の苗木の生産状況をみると，山行用苗木は， 20万本強で一定し

ている。更に，樹種別では，圧倒的にヒノキが多く，その他僅かにスギを生産し

ている(第 3 表)。

ウ.経営収支

最近 2 カ年の収支概要は，第 4 畿のとおりである。

第 4表最近 2 カ年 (62-63年)の収支概要 (単位:千円)

区分 主主 自
62 勾ミ 皮 63 年 度

家言|合体 うち前倒 家計全体 うち国側

収支(A) E官E 上 金 額 25,225 12,737 25,968 12,928 
労務質 1,716 813 1,832 825 

直接生産~li
資材資 4,029 1,058 3,155 1,053 
その{也 6,518 1,535 6,871 1,593 

支出(B)
計 12,263 3,406 11,858 3,471 

公 租 公認 174 491 98 
メ口泊、 12,437 3,441 I 12,349 3,569 

差し引き収益 (A B) 12,788 13,619 9,360 

昭和63年度の苗畑に係る収支についてみると，売上金額は1 ， 293万円で，直接生

産費及び公租公課を含めた支出が357万円で，差し引き収益は936万円となってお

り，苗木生産最が減少している厳しい環境の中にあって，安定した苗畑経営に取

り組んでいることがわかる。

なお，昭和63年度の米作及び野菜等を含めた家計全体の売上金額は， 2 ， 597万円，

差し引き収益は1 ， 362万円であり，家計全体の収識の約 7 割が苗木の売上による

ものとなっている。

震霊受歯財の特色

(1 ) 施設・機械の高度化と活用

氏の有する生産施設及び機械器具は第 5 表及び第 6 表のとおりである。

この中で特徴的であるのは，ライスセンターを所有している点である。

ライスセンターとは，収穫した稲を乾燥して更にモミスリまで行う一連の施設
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床替機

第 5表生産施設

穆 類 規 模 施設数 傍 考
ライスセンター 82nf 1 

建物類
機械保管庫兼街貯蔵庫 2 x79nf 2 

作業用車庫 66nf l 

i念日巴舎 23nf 

海水施設 スプリンクラー 2 畑に施設

排水施設 む字潜・明渠 . u喜渠 白畑に施設

その他
ビニールハウス 77nf 

2,300nf 18 

第 6表苗畑機械

機械の積類 古E カ 数 f霊 導入年月 備 考

トラクター 30.馬力 1 8.47.4 

トラクター 42馬力 1 8.60.4 

床替機 6 条摘 l 8.58.2 

線切り機 2 条切 l 8.52 

根切り機 4 条切 l 8.58 

消議機 8.54 手動式

であり，中核農家である氏は，農協に先駆けこれを導入して付加価値を付けて出

荷するなど機械化による経営の合理化を図ってきた。

氏は，長年の経験から苗木作りの基本は土作りであるとの考えに立ち，優良堆

肥の研究を進めてきたが，このライスセンターを利用して氏独特の堆肥の製造に

成功した。

なお，堆肥作りの詳細な内容については後述する。

(2) 家族ぐるみ就労と雇用の合理化

作目別の労働投下量をみると，全体で1 ，440日のうち苗畑は425臼で全体の 3 割

である。また，自家及び雇用別にみると，全体で240日のうち苗畑は150日と約 6
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害iを出めている(第 7 表)。

「家族構成と就労状況」でも述べたように，家族全員が自家労働力として従事

しているのが特徴である。

第 8 表に示すように，苗熔の作業は多い少ないの差はあるが11月を除いて年間

を通じである。

作目J.lIJ

自家労働力

雇用労働力

許

第 7 表作毘J.llj労働配分 (63年)

回・普通焔 | 山林照苗畑
925 I 275 

9o I 印
1,015 I 425 

(単位:延人)

計

1,200 
240 

1,440 

第 8 表 山林用苗畑作業の月別労働昔日分 (63年) (単位・延人)

月lJlJ 自家労働力 藤周労働力 五十 ヨ三な作業

1 15 15 排水，石拾い，二七つ‘くり

2 30 25 55 床主主の準備

3 120 100 220 床欝，出硲

4 50 25 75 床替，出荷

5 5 5 除草事，消毒，施肥

6 5 5 除主主"荷主言，施m~
7 5 5 除草，消毒，官極杷

8 5 5 徐主事.t路主筆

9 5 5 綴切り

10 5 5 除草

11 

12 30 30 翌年度の商畑作り，掘り取り，貯蔵
言十 275 150 425 

苗畑作業の繁期は，床替え及び出荷の 2 月から 4 月にかけての 3 カ月であり，

この間は瑳用労働によって労働力の不足を補っている。

また，雇用の大半は女性であることから，勤務時間等労働条件には常に留意し，

なごやかな職場環境をつくることによって福利草生につとめている。そしてこの

ことが費重な熟練労働力の確保に繋がっている。

さらに，氏所有の大型機械を地域の農作業に活用することによって，余裕ので

きた労働力の供給を受けるという，地域ぐるみの協力関係を成立させているとこ

ろも感心させられるところである。
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もみがら推肥の製造

鱒技術，経営の分析及びその普及性と今後の発展方向

(1 )技捕の特色

氏は，従前 2 年生の床替苗の冬期の貯蔵を仮植により行われ品質の低下を招い

ていたことに着目し，優良蔀の生産のためにはこれを改善することが不可欠との

考えから，当時改良途中にあったライフパックによる貯蔵を県下の他の生産者に

先駆けて試験的に導入した。そして，好結果を得たことから地域の生産者に普及

した。

また氏は，堆肥には鶏糞とそミガラを混合し完熟させたものを自ら製造し使用

しているが，当初モミガラが水をはじいて混合し難く苦躍したが，試行錯誤を繰

り返した結果，モミスリ時に水を混入する方法を発見し，以来容易に完熟堆肥を

作れるようになった。そして，この堆肥は，肥培と同時にそミガラが混入されて

いることから土壌中の酸素及び、水分の保持に優れているなどの利点がある O

(2) 経営の特色

氏は，山林用吉木の生産のほか，7.KE8，普通娼合せて約10haの経営耕地を有し

ているが，所有機械器具を満度に発障させるため，現在 2 ha程度行っている近隣

兼業農家の水田作業の受託を更に 5 ha程度増やす計画としており，今後の経営に

自信と意欲を持っている O

また，氏の長男も既に家業を継いでおり，山林用苗木生産と稲作及び野菜作り

との年間の作業効率を高めるための畑作の作付け品目を検討し，その結果新たに

トマト栽培を導入するなど意欲的に取り組んでいる。

以上のように，経営の規模拡大を計商しているほか，後継者問題の心配もなく，

中核農家として今後益々の発麗が期待できる。
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「菌作りは土作り J をモットーに

INt!! 事IJ弘

第28田農林水夜祭において林産部門

で日本農林漁業振興会会長賞の栄設を

賜り，日々農林業に従事しております

私にとって身に余る光栄と，関係各位

に心より感謝申し上げます。

樹務の生産を先代が始めて40余年に

なります。私も昭和26年より磁の生産

に従事しておりますが，今回の受賞も

先代の努力の結晶であると思います。

私は， í務作りは，土作り j をモッ

トーにしてやってまいりました。また，

ヒノキ粛は連作を嫌いますので，休作

できるだけの十分な耕地雷穣の確保が

好婆と商機の拡大に努めてまいりまし

た。

現在はlOha稜耕作をしており，内

訳は，苗焔2.5ha，普通畑2.7ha，水田
5haです。

苗畑は野菜類との輪作を行っていま

す。野菜類を生産した後，商闘は客土

するか深殺してゴニを新しいものにしな

いと，良質の商は生産できません。

現在は，開墾しであまり年数が縫っ

ておらず地力がありますので， 12月頃

重機を使って深耕し，土をこの地方の

冬の厳しい空冷えにさらし，凍みあが

りによる乾土効果を高め，籾殻i制巴を

lO a 当り 1 ， 500kg施用し鋤込みます。

籾殻堆肥は，籾すりの時に空中で籾

殻に7.1<を混入し，鶏糞そ投入してやり

ますと，約 3 カ月ほどで完熟堆肥とな

ります。籾殻i設胞は犯料と問符に土滋

改良効果が高くよい根ができます。

籾殻は自家分と，近隣の稲刈りの受

託分ですが，まだまだ足りませんので

もっと作業受託を増し，籾殻を確保す

るとともに幾機を満度に活用したいと

恩います。

また， 2 年生箇を12丹に掘り取って

ライフパックに梱包して倉庫に貯蔵す

るようにしていますが，活穫は良く春

先の労力不足に対応しています。

吉宗い長男も就燦しており，これが一

番手の心の支えとなっています。

今後，この受賞に恥じぬよう銘柄材

東機桧の生産地において，系統の後れ

た苗木の生産に尽くしていく所存です。
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第28間/藤林水産祭受賞者の業繍

印桝・発行/平成 2>ド 3 月初日

発行/財団法人民本農林漁業振奥会

東京都守二代悶12<:神田多聞12-9-6 (f日 cl' ピル)

〈林産部門〉



平成元年度・第28回

農林水産祭
受賞者の業績

〈水産部門〉

技術と経営

財団法人 日本農林漁業振興会
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実りのフェステイパル会場をご視察される皇太子殿下

テープカットをする鹿野藤林水産大臣
(中央)ど来演の土康参議醗幾長(右隣)

福祉施設への藤林水産
物踏襲で東京警察窓銀行
に鼠録各贈る松山振興
会常務理懇(お)



発刊の
、~

l..... とば

農林水産祭は，全国民の農林水産業に対する認識を深め，農林水産業者の技術改

善及び経営発展の意欲の高揚を図るための国民的な祭典として，昭和37年，農林水

産業者に天皇杯がご下賜されたのを機会に従来の新穀感謝祭を発展的に拡充して始

められたものです。

この農林水産祭は，農林水産省と日本農林漁業振興会との共催のもとに，各方面

の協力を得て，毎年11月 23日・勤労感謝の日を中心に開催され，農林水産業者に天

皇杯などの授与を行う表彰式典や一般国誌に農林水産業を紹介する農林水産躍など，

きわめて多彩な行事を行っております。

平成元年度は，その28回目に当たりますが，本年度の天皇杯などの選賞審査の結

果は次のとおりですO

すなわち，従来からの農産等の 6 部門については，第28回農林水産霊祭に参加した

各種表彰行事 (385件)において農林水産大臣賞を受賞した者587人の中から，天皇

杯を授与されるもの 6 点(各部再ごとに 1 点)，内閣総理大臣賞を授与されるもの

6 点(同)，日本農林漁業振興会会長賞を授与されるもの 7 点(鴎芸部門 2 点，そ

の他の部門各 1 点)が選定されました。また，むらづくり部門については， 43府県

から推薦のあったむらづくり事例の中から，各地方農政局の「むらづくり審査会」

において農林水産大臣糞に選定された事例のうち，陪審査会から推薦のあった 7 点

の中から，天皇杯，内閣総理大垣賞及び日本農林漁業振興会会長業がそれぞれ 1 点

選定され， 11月 23日の優秀農林水産業者表彰式典において表彰されました。

農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業績は，農林水産業の近

代化や豊かで住みよい農山漁村づくりの生きた指標として，関係各方面の方々に大

いに役に立つことと思います。ここに，これらの業績の楳要をとりまとめて発行す

ることといたした次第です。

終わりに，本書の編集にご協力をいただいた執筆者その他関係各位に対し，深甚

の謝意を表します。

平成 2 年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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(東京水産大学教授/鈴木誠)

内閣総理大臣認受露/株式会社大崎水産…...・H ・.....・ H ・.....・ H ・ ..20

(農林水産省中央水産研究所利用化学部長/徳永俊夫)

日本農林漁業振興会会長室電琵露/福富町漁業協同組合水産振興研究部…27

(高崎経済大学教授/大津昭一郎)



天皇杯受賞

出品財技能(スターモップによるヒトデ類駆除試験)

受賞者斜里第一漁業協同組合青年部
(代表者山田正彦)

(北海送斜里郡斜里町港町25)

関受露者の略歴

第28回農林水産祭水産部門で天皇杯を受賞した斜里第一漁業協同組合青年部は，

北権道の最北東部，知床半島の西側に位罷し，約100kmに及ぶ海岸線を有する，

総人口約 1 万6 ， 000人の斜里町にある斜里第一漁業協同組合に属している(第 1

函)。

斜里第一漁業協同組合は，組合員287名で，鮭鱒定置網漁業を主体に，ホタテ員

漁業，ウニ漁業，カレイ制網漁業等が営まれており， B苦手口63年度の総水揚高は8 ， 6

72 t , 35億 9 千万円であった。

第 1 匡受2愛者の所在地

北海道

斜恩防

本組合青年部は，組合の下部組織

として昭和42年 5 月に設立され，年

令35才以下の部員で構成され，現在

68名で活発な活動をしている。

以来，今日まで組合事業の推進に

協力するとともに，定置栴漁異，漁

法の改良をはじめ，ホタテ・コンブ

養殖の企業化試験，サケ・マス増殖

事業への協力，漁場調査，潜水技術

者の養成，その他各種研究会，講習

7 -



事4黒第 1 漁業協i弓組合青年部のメンバー

会などに積極的に参画し，研錆を積むなどその業績は大きなものがある。

その中で，特筆すべき成果は，全道青壮年婦人グルーフ。活動実績発表大会にお

いて，昭和40年及び昭和50年に水産庁長宮賞を 2 度受賞，そして平成元年に間全

国大会で，漁業技術部門「スターモップによるヒトデ類の駆除試験」で農林水産

第 1 表 ヒトデ駆除による経済効巣
・ザノレ，カゴによるヒトデ駆除(場所 C海区 1125ha)
放流時期 60.6 放流数 60， 170千粒放流稚貝代金 173 .400千円

調査年月 主主残 E終 稚民減耗 推定現存議 水揚げ数盤 水揚げ金額推定 放流稚良金額と水
(%) 金額(千円) ( t )(千粒) ( t ) (千円)@130 揚げ金額の差(差)

60.9 66.3 58,435 
61.6 50.6 85 ,659 
61.7 50.9 85,139 
61.8 35.3 112,189 
62.4 25.5 129,183 1,220 t 990 t 129,000 ム44， 400

15 ， 390千粒

*C海区においては，ヒトデによる食筈により 4 か年ホタテ良を育成することが殴難であり， 3 年貝で
水揚げする 3 総採制としていたが， 63年以降，モップによる駆除により生残率も向上し魚価価値の
高い 4年貝を生産することができた。
*放流稚貝代金，水揚げ金額の単価は62年実績の単価を使用。
・スターモップによるヒトデ駆除 (場所 B海区 975ha) 
放流時期 61. 6 放流数 43 ，030千粒放流稚貝代金122 ，900千円

調査年月 生残 E終 稚貝減耗 推定現存盤 水揚げ数量

(%) 金額(千円) ( t )(千粒) 推定( t ) 

61.9 50.7 60,589 
62.6 61.8 46,947 
62.7 77.8 27,283 
62.8 77.4 27 ,775 
63.4 95.0 6,145 
63.6 79.7 24 ,948 
63.7 62.2 46,456 
63.10 63.2 45 ,227 2,900 t 2,000 t 

27 ， 120千粒

8 

水揚げ金額推定 放流稚貝金額と水

(千円)@130 揚げ金額の差(差)

260,000 137,100 



大臣賞を受賞した。

このような経緯が示すように，当漁協青年部の活動は，健全で、かっ地域の漁業

発援に賞献してきている。

関受露者の経営概況

ホタテ員増殖事業は，放流したホタテの稚貝の生残率の多寡が経営内容を大き

く左右することとなる。このためたトデ類による食害をいかに最小限におさえる

かが重要である。従来のザル・寵方式によるヒトデ類の駆除の場合，ホタテ畏の

生残率は 3 年員で25.5%で水揚金額と放流稚員金額の葉は約 4 千 4 百万円の赤字

であった(昭和62年度)。

一方，スターモップによる駆除の場合は， 3 年畏で63.2%の生残率で水揚金額

と放流稚員金額の差は 1 鑑 3 千 7 百万円となり，著しい経済効果を期待すること

ができた(昭和63年度)。

さらに，駆除に要する経費の比較についてみると，ザ、/レ操業船は 1 隻当り 3 人

で操業し， 1 日当り人件費が 4 万 5 千円，餌代2 ， 544円に対して，モップ操業船は

1 隻当り 2 人で操業し， 1 日当り人件費が 3 万円，モップ消耗代155円となる。

また備品費はザル船で 1 隻当り年間のザル代100万円に対し，モッフ。船は 1 隻当

りモップ鉄枠代 3 万 5 千円で済むため，大幅な経費の節減となっている O

関受費財の機要@特色

(1)概要

斜里第一漁協のホタテ民地まき増殖事業は，昭和54年から行われているが，漁

場へのヒトデ類の侵入が見られ，ザル・籍方式で駆除していた。しかし，この方

法では，水温の低い春先に捕獲しにくい欠点があった。

昭和61年春，ホタテ貝漁場の調査を実施した結果，大量に侵入生患しているヒ

トデ類によって，ホタテ員がひどい食害を受けていることを確かめた。このため，

早急にヒトデ類の駆除対策が必要になった。

ザル・籍による駆除方式は餌により，待って捕獲する消接的な方式であり，こ

の時期は水温が低く鰐付きが惑いため駆除できない。そこで，餌によらない物理

- 9 



的で積極的な駆除技術の開発に着手した。

このため，網走東部地区水産技術普及所の協力を得て，杉の小枝でヒトデ類を

捕獲した例があるという僅かな情報資料を入手した。これをもとに検討を重ね，

昭和61年に独自のスターモップを製作し試験活動に入った。

モップの構造は三角形(底辺300cm，斜辺212cm) の鉄製枠の底辺に長さ 150c

mのマニラのストランドを付け，重量100kgのものである。その後，改良を重ね

たものを第 2 閣に示す。

面

150 冊
(ストライドの長さ)

スターモップの姿図

断

第 2 図

図函平

-i~ ・

5 叩!
ー~

そして枠の頂点に曳縞をつけて海患を曳航する方式のものである。

漁場での駆除試験を潜水観察した結果，ストランドにヒトデ類がよく絡み，捕

獲能率が極めてよいことを確認した。

- 10 



ホタテ良増強漁場に俊入しホタテを捕食するヒトデ類(左)

スターモップのストランドに絡み取られたヒトデ類(布)

しかし，マニラのストランドは減耗が激しく，週一度の補給が必要であること，

また，ストランドに一度絡んで、ストランドの脱落とともに海鹿に残されたヒトデ

類は再度スターモップにかかりにくいことが確認された。

マニラストランドの減耗と脱落の問題を解決するために，ストランドの水中で

の性状を考癒してマニラと比重がほぼ向じテトロン合成繊維を選定し試験した。

その結果，ヒトデ類の付着効率もよ 第 3 図織自有り・無しの比較

く，ストランドの脱落もないことを

潜水によって確認した。

ストランドの水中での安定性をは

かる自的で模型試験を行い，ストラ

ンドの前部%を網目で覆うと，スト 100 

ランドの接地性がよくなることが明

らかとなり，実地試験では縄自によ

る捕獲効果が約1.5倍になることを

確かめた(第 3 図)。

ストランドの盤の相違による捕獲

効率を調べるため，その数を25本

(A) , 50本 (B) ， 100本 (C) のも

のについて比較試験を狩った。

(間

150 制無し口

f河 容司自伝ーり 蜘勉

体

50 

数

。

第一llíJ 第二二似! 第三rríj 平 均
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その結果， 50本のものが最もよく(第 2 表)，また，措獲されるヒトデ類の腕長

組成は 4 --27cmで，大きいものから小さいものまで捕獲能力があることも確か

めた。

よとと
第一回

A 
第一回
第一回

B 
第一回
第一回

C 
第一由

個15
IA 

個10
体
数 5

。

偲15
I R 

個 10
体
数 5

。

個 15

個10
体
数 5

第 2 表 ストランドの蜜別による捕獲効率

ヒトデ ニホンヒトデイトマキヒトデ

数最重量 数量重震 数量重蜜
(g) (g) (g) 

12 950 19 6,000 1 70 

11 870 12 3,750 l 110 

16 1,370 22 1,600 3 300 

12 640 28 5,400 1 90 

10 1,100 26 3,800 1 110 

12 950 17 4 ,100 5 

第 4 図 ヒトデ類の腕長組成

個体数=56
平均= 12.9士 5.9cm

合計 捕獲 平均

数量重量 効率 (%) 

32 

24 

41 

39 

37 

34 

(g) (%) 

7,220 38.1 
33.4 

4,720 28.6 

6,270 48.8 
17.6 

6,130 46.4 

5,010 44.0 
42.3 

5,350 40.5 

ヒトデ@
ニホンヒトデ@
イトマキヒトデ@

o 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 cm 

腕長

このように，種々の開題にそれぞれの手法を用いて，的確にそして精力的に改

善を加え，実用的で優れたスターモップによる駆除技術を開発した。

これにより周年にわたりヒトデ類の生息密度をザル方式の場合に比べ%以下に

抑制することができた。
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第 5 図 ヒトデ類駆除量(ザル・音量)と 第 6 図 ヒトデ類駆除最(スターモップ)と

ホタテガイ・ヒトデの推定生怠数推移 ホタテガイ・ヒトデの推定生患数推移

(x 10 4伺体) 斜箆C海区 (昭和60年 8 月 60 ， 170 ， 000 個放流) (x 10 4個体) 斜翌日海区 (昭和61年 8 月 43， 030 ， 000 街放流)
5,000 -1 

¥ 
ホタテガイ推定生怠数- 5, 000 ホタテガイ捻定生息数一
ヒトデ類推定生怠数...".~ .... ヒトデ類推定生息数 p合

4,0001 ヒトデ類駆除髭同 4,000 ゾ一~\べさケ盆国
3, OOO-{ 3,000 I (kg) 

2.0001 12.500 2.000 ト 12.500
トー‘
w 

1. 000-1 1. 000 
10.000 t 10, 000 

旬

250i J令、 250 

7,500 I I 十 7 ， 500
2001 j，..ー-ー 200 
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I I 100 
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:円 121ElVfi 111 。 i寸て11 且量 監

iifT17:TI70 7r  Il 1 1 
5 6 7 8 9 1011 S604 5 6 7 R 9 1011 S634 

放流 2 年目 S62漁獲 放流 2 年目 放流 3 年目



漁船よりスターモップを海中

!こ投下，海底を曳航すること

によりヒトデ類を駆除

その結果，ホタテ貝の生残率を 3 年貝で26%から63%へと飛躍的に向上させる

ことができた。

(2) 特色

この技術は，地まきホタテ員増殖漁場で食害を与えるヒトデ類を物理的に効率

よく駆除できる独創的なものである。さらに，この技術は，従来の餌を用いたザ

ル@寵方式による駆除技術と比較して駆除効率，操業労力及び操業経費の点で格

段に使れ，新しい発想で独自に開発された技術である。

開発された駆除装置は，基本的にはそップ状に構成された繊維製ストランドと

これを安定状態に，しかもホタテ員を傷つけずに海底を曳航させるための鉄製枠

からなっている。

ヒトテ類は，腕先端部の糠により，曳航中のストランドの微妙な動きに効率よ

く絡まって捕獲される。

開発の過程では，ストランドの材質，量，曳航中の接地性及び安定性と捕獲効

率との関係を潜水観察，ビデオ撮影，課業比較試験等の手法を駆使して実態を把

撞し，問題点を科学的に解明し，工夫，改良を積み重ねた。さらに，操作性と安

全性の見地から，駆除装置の規模，曳網の長さ及び曳航速度・時間などを見出し，

普遍的で実用的に優れたヒトデ類駆除技術を確立した。

この技術の開発により，潤年にわたりヒトデ類の生息密度を低く抑制すること

ができ，ホタテ員の生残率を大揺に向上させることができた。すなわち，資糠の

保護・膏成に役立ち，漁業経営に大きく貢献することが明らかになった。
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襲警受露者の技術の分析及びその普及性と今後の発展方舟

(1 )技術分析

従来，ホタテ員増殖漁場でのヒトデ類の駆除方式は，ザノレ・簡によるものであっ

た。これは，餌によって誘集レ消極的に待って捕獲する方法であり，時期によっ

て捕纏能率が落ちるなどの欠点があった。

本出品財であるスターモップによる駆除方式は，餌を用いずに物理的にヒトデ

類をモップ状のストランドに絡ませて捕獲する積極的な方法である。したがって，

時期を間わず潤年捕獲が可能となり，捕獲効率も前者にくらべ格段に優れたもの

となった。さらに，この技術はザル・寵方式とくらべて労働力，経費の商で大幅

に節約された。

また，この駆除技術の開発により，ヒトデ類の生息密度を潤年にわたり低く抑

制することができ，結果的にホタテ貝の生残率を大幅に向上させることができた。

これにより，ホタテ員資源の維持・育成に役立ち，漁業経営に大きく貢献するこ

とが明らかになった。

以上のように本技術は，単に試験研究を目的としたものではなく，資源の維持

管理，漁業生産に直結したもので，地域産業の発展に役立つものである。

本技術開発の過程においては，実際漁場での国難な潜水観察，操業試験を繰返

し，それから得られた結果の分析と熱心な検討を積み重ね，新しい方式による技

術として実用的に十分な成功を修めたものであり，その内容は抜群で広く社会の

賞讃に錯するものと認められる。

(2) 普及性

このような援れた駆除技術は，他地域のホタテ員漁場やアカ貝漁場へも普及す

る必然性をもっている。

すでに，青森，番}l 1，江差地毘から見学，問い合せがあり，北見，網走など近隣

漁協では，この技術を導入し実施している。今後，さらに各地へ波及することが

予想される。

(3) 今後の発展方向

本青年部が開発した「スターモップによるヒトデ類の駆除技術は，基本的には
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潜水技術訓練

効率面及び経費面で様めて優れたものであることは前に述べた通りである。しか

し曳網後，船上に引揚げる途中でヒトデ類の脱落が毘られるので，これをいか

に抑えるかの工夫，改良が望まれる。

また，スターモップの捕獲効率は，漁場の底質，水深，曳網の長さ及び史網速

度などによって差異があると考えられるので，この技術を導入する場合に，それ

ぞれの地域の漁場の特性に合わせた工夫が必要であろう。

このような工夫と改良が積み重ねられることによって，本技術が地域産業の発

展により一層役立つものになるであろう。

(4) 本技椀開発の背景

斜里第一漁協青年部の活動については，受賞者の略歴の紹介で述べたが，青年

部の組織を第 7 図に示す。

第 7 図斜盟第一漁業協同組合青年部の組識

書記 2 人 副部長 2 人 会計 2 人

潜水クラブ

すなわち，青年部の活動の一環として潜水技術者の養成には特に意が注がれて

いる。毎年春季に潜水合宿訓練が行われ，その擦には，伊豆海洋公園等から潜水
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技術の専門家を招いて指導を受け，また，東京亙科歯科大学等から潜水病の権威

者を招いて健藤診断も実施している O

現在，青年部を中心とした斜里潜水撰楽部の部員はOB を含めて約80名の多き

に達している。しかし，未だ一件の事故もなく p 青年部の誇り得る良い伝統とし

て受け継がれている。昭和46年度には， I潜水グループ。の活動実績j によって水

産庁長官賞を受賞している。

今回の漁業技術の開発過裡では，厳しいオホーツク樺の沖合2 ，000m，水深30m

の漁場で，ホタテ貝，ヒトデ類の生息密度の調査，曳網の比較操業試験等が行わ

れた。そして，諸々の調査が潜水による写真やビデオ撮影によって行われた。こ

のような，潜水による実際の観察知見が本技術開発の展開の過程で科学的な裏付

けとなった。

このように，当青年部の長い期間に亘ってつちかわれた優れた潜水技術と，生

命にかかわる潜水訓練を通じて得られた部員椙互の信頼感，協力の精神が今回の

擾れた技術開発を可能にしたものといえる O

代表者，山田正彦氏は，昭和田年 4 月から平成元年 3 月まで，青年部長として

本技術の開発にあたった。

前にも述べたように当青年部は，設立以来，多岐に宣る活動により地域産業の

発展に大きく貢献してきた。これは，歴代の部長，副部長を中心とした青年部全

員の一致団結した努力の賜であり，歴代の代表者を第 3 表に示す。

今回の優れた業績は，青年部員の協力体制のもとに並々ならぬ努力の結果が実っ

たものであり，敬服に値するものがある。

そして，青年部の活動に対して常に理解と暖かい支援活動を続けている斜里町

町長・午来昌氏を代表とする町民，斜里第一漁協組合長・佐藤千二氏を代表とす

る組合員，網走東部地誌水産技術普及指導所長・ "1口賢司氏を代表とする所員，

網走支庁水産課長・ "1村将官氏ほか関係者各位に対して深く敬意を表する次第で

ある。
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第 3 表斜里第一漁業協同組合青年部

。歴代部長・副部長

(昭和42年度~昭和43年度)

部長在原政三 副部長久保 -佐々木幸一

(昭和44年度~昭和45年度)

部長佐々木幸一副部長久保義一・桜庭武弘

(昭和46年度~昭和49年度)

部長桜庭武弘 副部長金盛勝雄・柴田元作

(昭和50年度~昭和51年度)

部長金盛勝雄 副部長加藤義男・狩野和美

(昭和52年度~昭和53年度)

部長狩野和美 副部長柴田理一・針金承充

(昭和54年度~昭和55年度)

部長柴田理一 副部長狩野武美・山部伸一郎

(昭和56年度~昭和57年度)

部長山部伸一郎副部長佐藤雅博・奥谷俊郎

(昭和58年度~昭和59年度)

部長奥谷俊郎 副部長狩野武美・竹村寿雄

(昭和60年度~昭和61年度)

部長狩野武美 副部長相内栄巧・山本直人

(昭和62年度~昭和63年度)

部長山田正彦 副部長瀬川康彦・佐々木隆

(平成元年度~

部長室本開秀 副部長小川貫一・在原建城
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「育てる漁業」を基本として

斜里第…漁業協同組合膏年部

(代表者山田正彦)

斜恩第…漁業協関組合は，会圏有数

の漁獲盤を誇る鮫鱒定置網漁業を主体

にホタテ貝漁業等が営まれております。

その漁協の下部組織として，昭和42

年 5 月に青年部が発足しました。

我が青年部は，鮭鱗資源に続く漁協

の第 2 の柱としてなかなか軌道に乗ら

ないホタテ良漁業にテーマをしぼって，

研究に取り組みました。

なぜ，斜里のホタテはうまくし、かな

いのか。

その一国として，ホタテ貝漁場へヒ

トデが侵入して，ホタテを食べてしま

い，生産が上がらない事が分かりまし

た。

その対策として，ザルや鑓でヒトデ

の駆除を行っておりましたが，しかし，

水滋の低い春先に，機獲効率が悪い欠

点がありました。

そこで考案されたのが，今回，栄あ

る天皇杯を受賞した「スターモップ」

(スターとはヒトデを，モップとは床

掃除に使うそップを意味します。)で

すが，これは，脅年部員が，一丸とな

り，斜塁のホタテを良くするために全

精力を注ぎ込んだものであります。

今後も，この一致団結した心を大切

にし，水産物場大による魚仮低迷期を

乗り越える為にも，第 3 ，第 4 の柱と

なる漁業資源を作るべく f育てる漁業j

を念頭に資いたi様変，研究を行ってい

きたく思っております。

また，栄誉ある天皇杯に恥じない様

に，斜患の漁業の向上に努めていく所

存です。

最後になりましたが，ここに，闇，

遂を始め，ご指導頂きました関係諸機

関の皆様方に褒心より厚くお礼申しょ

げます。
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重量受賞者の略産

内閣総理大臣賞受賞

出品財産 物(ねり製品)

受賞者株式会社大崎水産
(代表者大崎誠一)

(広島県広島市西区草津港 1 … 9 … 39)

大崎誠一氏は，昭和52年に社長に就任し，現在に至っているが，同氏は昭和22

年生れの42歳である O 昭和46年，広島大学理学研究科修士課程を終了し翌年(掬

大崎水産に入社している。

当初より，きわめて研究熱心であり，社内の新製品開発グループのリーダーと

しての役割を果したが，さらに社長に就任後は積極的に会社経営に当たるととも

に，引き続き製造技術の向上をモットーとした経営方針を震いている。人間的に

も温厚誠実で，人望のある経営者である。

また，社会的にも広島青年会議所の特別会員として活躍しているほか，財団法

人食品工業振興財団理事長，広島蒲鉾協同組合理事等として業界基盤の強化と活

第 1 図受賞者の所在地 性化，地域における諸事業の発展に大き

く寄与している。

以上のような数々の功績に対して多く

の表彰，賞状の受賞歴をもつが，そのう

ち主要なものとして全国蒲鉾品評会にお

ける農林水産大臣賞 4 囲，水産庁長官賞

8 国，栄誉大賞を昭和48年以降連続受賞，

優良事業施設として広島市長表彰，広島
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県知事表彰等がある O

園受繋者の経営概況

(機大時水産の現在の資本金は2 ， 500万円，年商28f.意 5 千万円(昭和63年度実績)

である。本社・工場の敷地は5 ， 420rrf，建物床面積は3 ， 685 rrfで昭和57年に新築さ

れている。また，社員はすべて正規社員で122名(男子32，女子90) である。

会社経営の内容は，昭和62年 8 月 1 Bから昭和63年 7 月 31日までの決算報告書

をみると，売上高28億 5 千万円，営業利益 2 億 9 千 8 百万円，経常利益 3 億 9 千

百万円，当期未処分利益 3 億 2 千百万円であり，きわめて健全な経営といえる。

以上のように，出品者側大崎水産は健全な会社であり，代表者の大崎誠一氏は

人格識見ともに優れた経営者である。

関受賞財の概要・特色

本出品慰は，スライス状のベニザケ温くんを模した組立食品であるが，形状，

色調，香味，テクスチャーともに優れており，サラダ，サンドイツチ等各種料理

の素材として，使用範囲は広い。

出品財の製造工程は，以下のとおりである。

原料には，最上級のスケトウダラ冷凍すり身が用いられる。室溢で半解凍した

すり身を切断器でフ令ロック状に切り，これを直ちにパキューム型カッタ…(ステ

ファン社製)に移す。ワシキースターチ(すり身の約 8%) に加え，金塩以外の

添加物，天然調味料，ベニザ、ケエキス，パプリカ等天然色素，木酢液は最初から

すり身に加えてらい潰し荒ずりの状態とする。十分に混合したら途中で運転を中

止し，食塩(約1.5%) を添加してから，さらにらい潰を続け塩ずり肉とする。ら

い壌の時間は荒ずりと塩ずり合せて10-15分である。

このすりの工程で控意しなければならないのは，①すり身に気泡を生じさせな

いこと(最終製品中に気泡を生ずる原因となる)，②温度上昇を抑制すること(温
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度上昇によりすり身が変性し，加工機能の一部を失う原因となる)である。その

ため，ここで用いているらい潰機は真空度を自由に調節できる高速型の装置であ

り，カッターの回転速度も原料の状態に応じて自由に制御できる仕組みになって

いる。

調味，塩ずりしたすり身は模式的に第 2 閣に示したような形状の口金から，一

定の形を保ちながらベルトコンベアー上に押し出される。

第 2 図成形用口金の模式園

グ仲間

その場合，模式図の斜線で示した部分からは血合肉様色調のすり身が，そして

本体からは桃紅色のすり身が押し出され，両者はお互いに密着して剥れることは

なし、。

さらに，もう一つの工夫として，ベニザ、ケ皮下にみられる薄い脂肪閣の存在を

模すため，押し出しの直後に白色のすり身を血合肉側の表皮に吹きつけている。

得られた板状のすり身を50cm位に切断し 11 ocで16-18時間かけ緩慢に凍

結させる。この工程がソフトな温くん様のテクスチャーをつくりだす大事なポイ

ントの一つである。

氷った状態のすり身を蒸気加熱 (92
0

C ， 1 時間)すると薄い届状構造からなる

かまぼこ様のものとなる(第 3 図)。これを放冷したのちに液体炭酸ガスを噴霧し

て急速凍結しその状態のまま1.5mm前後の厚さに切断して仕上げる。

凍結状態で切断すると切りとられた薄片が刃の簡に接着し連続操作が困難とな
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押し出し成形工程(上左)

緩漫凍結工程(上右)

スライス工程(下)

る。そこで切断と同時にエアーが吹き出され薄片を剥ぎ落す樹藷を工夫している。

次いで油浸の操作を持う。ベ

ニザケ温くんの脂肪含量は通常

15---20%と高く，独特のねばり

気のあるテクスチャーの形成に

寄与している。

本出品財は原料がすり身であ

るので，製造工程のどこかの段

第 3~窓 緩漫凍結・加熱後の綴織模式倍

階で脂肪を加える必要がある。すり身のらい潰時に脂肪を添加すると，自く濁っ

て透明感を失い品質上好ましくないことがわかり，種々検討の結果，スライスし

てから油浸する方法をとっている。

通常のかまぼこは，組織が撤密で，たとえ油浸しでも油が内部に渉み込むこと

はないが，本出品財の場合は第 3 図に示したように，きわめて薄い燭状構造となっ

ているので，一定の油を添加すると内部まで均一に浸透し，テクスチャーの改善

に役立つている。
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サラダオイルを添加した薄片は10枚宛並べて真空包装し， 90oC, 40分加熱殺菌

する。製品は，適宣取り出して保存テストを行っているが，冷蔵庫中では少なく

とも 1 カ月は貯蔵できる。本出品財は，外観的にきわめて美しい色調をもってい

る。

テクスチャーも非常に滑らかにみえる。しかし，よく観察するときめ細かい層

状構造からなり，従って普通のねり製品とは一味違った歯ざわりを与える。また，

全体としてやや透明感があり，美しい光沢とともに食欲がそそられる。香味づけ

は主としてベニザケ筋肉のエキスを用い，加えて木酢液で幾分くん煙臭を付与し

ているため，いわゆるかまぼこ臭は感じられず，一般受けする風味となっている。

そのまま，総菜あるいは酒のさかなとして食べてもよいが，サラダ，マリネ，

サンドイツチあるいはキュウリ等の野菜を巻く料理の新素材として応用範闘が広

し、。

翻受賞者の技術等の分析と発展性

本出品財は，冷凍すり身のもつ加工機能をうまく引き出しながら，全く新しい

アイデアで作り出された新製品である。製造工程における技術的なポイントとし

て 3 点を挙げることができる。第 1 点は適当量のワシキースターチを用いること

により，ねばりのあるソフトなテクスチャーづくりに成功したことである。第 2

点に調味した塩ずり肉を緩慢凍結し，テクスチャーに変化をもたせたことである。

この凍結温度条件はシビアーであって， -l1 OC, 16-18時間を基準としている

が，この温度帯を少しでもずれると目的とするテクスチャーにならない。本出品

財はベニザケ温くんのスライス製品に比べ，いく分緊密でくずれにくく作られて

いる。それは本出品財が現在主として業務用の素材として使われており，柔らか

過ぎると調理作業の効率を低下させるというユーザー舗の希望によるものである。

原料すり身の品震が異なれば，同じ条件で製造しでも製品の歯ざわりや品質に差

が生じるので，常に均一な原料の選択が必要である。

第 3 に植物油の添加によるテクスチャーの改善であるが，スライスされた製品

の特徴をうまく利用し，油分を組織内に抱き込ませる手法は新しい技術として注

目される。
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本出品財は年間15tとまだ多くはないが，全国の主要市場の珍味問屋を通じ主

として業務用として流通している。従ってレストランあるいは集団給食での材料

として用いられており，一般家庭での消費は今のところ多くはない。今後の課題

として，テクスチャ…を幾分変え家庭向きの製品をっくり，生産の拡大を図って

いくことが望まれる。
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新しい可能性をめざし製品開発へ

株式会社大崎水産

(代表者大崎誠一)

このたび表彰していただいた「海鮮

倶楽部J は，魚肉すり身を特殊加工し

てスモークサーモン風に仕上げた，まっ

たく新しい製品です。所謂コピー食品

としてはカニかまぼこが有名ですが，

その系列に属するものです。

当社では，すり身を原料として，い

ろいろなコピー食品を開発してまいり

ました。古くは，サキイカやイカ;糠に

似せた商品も，最初に特許出願してお

ります。実は， Iカニかまぼこ」の発

明者が当社の前会長で，私の実父に当

たります。その父も先年なくなりまし

たので，なんとか適正言、を継いでいきた

いと考えております。そうしてできた

第 1 号の作品が，海鮮倶楽部という次

第です。ですから，長年の父の労苦が

やっと報われたようで，感慨に浸って

おります。

受賞品は自覚ましい技術の成巣とい

うより，何年もかけて，職人的にコツ

コツ仕上げたものです。スモークサー

モンのような生肉に近い組織をかまぼ

こでつくるのは難問で，さまざまな要

索を， 1 つ 1 つ解決する必要がありま

す。そのうち，緩慢凍結によって層状

構造を生成させるのが大きなポイント

ですが，条件の設定が微妙で随分苦心

いたしました。

細かいj霞をうまくつくると，魚肉の

組織にかなり似せることができます。

透明感を損わず油脂を添加するには，

層状構造を利用して，後から含浸させ

る方法をとりました。また，生肉のよ

うな食感を得るために，もち積トウモ

ロコシのでん粉を利用しております。

見た自には，血合の模様をつけるなど

して，比較的きれいな仕上がりとなり

ました。主として，業務用の調理素材

に使っていただいております。

私どもでは，かまぼこにとらわれず，

広い意味のすり身製品を目指して，今

後も開発を進める考えです。例えば，
マグロのトロをつくる夢をず、っと温め

ております。結果的に魚の利用法に

新しい可能性が生まれるなら，これ以

上の喜びはありません。
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日本農林漁業振興会会長麓受歯

出品財技術(養殖)

受賞者福富町漁業協同組合水産振興研究部
(代表者岸川充)

(佐賀県杵島郡福富町大学福宮下分2585…1)

陸運受護者の略歴

福富町は佐賀市の南西約lOkmに位置し，北は六角Jl Iをはさんで芦刈町に，南，

西は白石町に隣接，東は有明海に面している。地形は，標高 1m内外の担々たる

平野であり，東西南北とも 4km余りの正方形に等しい地形である。また，小地

毘揚毎に造成されているので，総じて鋸形状態となっている。

昭和60年の町の人口は6 ， 228人，世帯1 ，497であり，半農半漁村である。そのほ

第 1 図受笈者の所在地

第 2 図福富町漁協の
/ 1) 養殖漁場

14 
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福富町漁協水産振興
研究部のメンバー

か建設業 (30)，製造業(18)，卸売，小売，その他等を含めて245の事業所が存在

している。福富町漁協組合員155名，うち準組合員24名であり， 131名が正組合員

で漁業に従事している。主要な漁業はノリ，養殖，モ員養殖，アゲマキ養殖で，

そのほかに漁船漁業として刺網，流し網，船曳，簡易潜水等が行われており，漁

船漁業の専業者 8 名を除くと兼業である。

本漁協では組合員131名のうち81名がノリ養殖を主体として漁船漁業と員類養

殖を組合せ周年操業の確立を目指している O

昭和52年 4 月に 6 人で発足した水産振興研究部はその後， 23名の後継者と若手

経営者で構成しており，第 l 表の如く，ノリ養殖，貝類増殖，経営，漁船漁業の

4 部会にわかれて各々活発な研究活動を行っている。

第 1 表福寓町漁協水産振興研究部総織表

部会名 人員 活動目標 活動内容

ノワ養殖部会 2 3 名
効果的な病害対策による

1.ノリ品穏比較試験

養殖の安定を関る。
2. 養殖水位板

3. ノリ芽検鏡

貝類増殖部会 2 0 名
稚民供給体制の確立と養

稚貝発生状況調査
殖技術の改良。

経営部会 1 2 名
経営の合理化。

(経費削減)
アンケート調査

漁船漁業部会 4 名
漁船漁業の実態の把握と 1 .操業日誌の記綴

操業の円滑化。 2 放流事業への協力

また，表彰，賞状の受賞歴については次のとおりである。

昭和52年 8 月 31日大会委員長賞受賞

第23田漁村青壮年婦人活動実績発表佐賀県大会

口
。



昭和53年 5 月 24日水産庁

長官賞受賞

第28田浅海増養殖研究発表

全国大会

昭和63年 9 月 2 日大会委

員長賞受賞

第34回漁村青壮年婦人活動

実績発表佐賀県大会

平成元年 5 月 11 日 農林水

産大臣賞受賞

第 3 図 福富町漁協年度別ノリ生産の推移
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第39回浅海増養殖研究発表全国大会

襲撃受覧者の経営概況

昭和63年の漁業生産額は，ノリ養殖661 ， 950千円，アゲマキ養殖4 ， 930千円，モ

ガイ養殖8 ， 657千円で 1 人当り平均は5 ， 331千円であり，ノリ養殖では 1 人当り 8 ， 4

86千円であった。

ノリ養殖の生産状況についてみてみると，昭和59年共販枚数5 ， 200万枚，金額
第 2 表秋芽・冷凍織の生産状況 組合名.福富町

，主d二当、1 秋 3す: 冷 Z詩i

年度 柵数 生産千校主i 余千額円 平均1t~悩内 ヨミ E室ご?二枚長t 余千額円 SjZ均燃悩円 生産千枚盛 金 千書円TI 平均鍛{円街
50 13,496 23,457 276.518 12,109 138,199 11.41 11 ,348 138,319 12.19 

51 13,352 33,453 857.912 14,261 333,757 23.40 19,192 524,155 27.31 
(18 

52 13,376 35,934 908.311 2 11 ,574 232,995 20.13 24,359 675,317 27.72 
(22 

53 13,400 39,050 718,480 l 23,360 445,745 19.08 15,690 272,735 17.38 
(19 

54 13,440 34,143 877,108 2 17,380 470,318 27.06 16,763 406,790 24.27 
(25 

55 13,440 38,592 823,606 2 16,331 273,681 16.76 22,261 549,925 24.70 
(19 

56 13,460 28,821 468,867 l 14,986 312,030 20.82 13,836 156,837 11.34 
(15 

57 13,550 33,379 649,390 1 6,923 157,338 22.73 26,456 492,053 18.60 

624.255 
(20 

58 13,550 43,463 1 22,361 419,649 18.77 21 ,102 204,605 9.70 
(16 

59 13,680 52,070 810,401 1 19,699 241 ,539 12.26 32,371 568,862 17.57 
( 16 

60 13,130 40,443 602,529 1 16,938 280,940 16.59 23,506 321 ,589 13.68 
(15 

61 12,930 24,282 262 ,420 1 9,523 92,359 日マ70 14.759 170,061 11.52 
(15 

62 12,930 35,601 522,734 1 11 ,381 130,131 11.43 24,221 392,603 16.21 
(18 

63 12,930 37,682 661.950 1 19,424 393,585 20.26 18,258 268,365 1440 ]
(16 (18.83) (14.18 

- 29 



冷凍網の張込み(中抜き 8 枚張り)

8 億 1 千万円，平均単価15円56銭であったが，この年をピークとして61年度には

2，400万枚， 2 鐘6 ， 200万円，平均単価10円81銭と急激に落ちこんでいる。

そこで研究部会員が中心となって，漁協，水産試験場の援助を得て，この61年

の不作の原因の徹底的な究明及びその対策を講じた結果， 63年度には3 ，800万枚，

6 億6 ， 200万円，平均単価17円57銭と 57-58年当時の水揚げ水準までにもどって

いる(第 2 表)。

鴎受賞財の特色

福富町ノ 1) 養殖研究部では， 61年の不作対策としてノ 1) 養殖漁場の基本対策を

検討した。その結果，ツボ状菌病の対策の第 1 歩として徹底的に漁場環境の調査

を行った。ノリ網の張込前と接込中の潮流の調査を自分たちで考案した器具で綿

密な謂査を行っている。

なお，その結果をふまえてツボ状菌病の対策を実施することによって大きな成

功をおさめている。勿論，漁場行使の改善だけでなく養殖管理面においても61年

不作を踏まえ，改善を図ってきている。

研究部では昭和61年度のツボ状菌及びスミノリ発生の管理面における原因とし

て，①芽付きが濃密であった，②低水位の養殖が多かった，③展開，冷凍入庫が

遅れた，等の意見がでて62年度の漁期に向けての対策案として種々検討の結果，

ノリ委員会では具体的な実施現自として以下のような決定を行っている。その内

容は以下の如くである。

(1)芽付きは顕微鏡100倍の視野に 1-2 幅とする。

(2)幼葉期に15枚， 10枚展開を行い健全な冷凍網を確保する。
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第 3 表冷凍入庫網のツボ状菌感染調査結果(%)

年度 エ註哩竺 。

1 。月 2 9 日 。

3 。 日 。

61 3 1 日 。

1 1 月 日 。

iとh3、 言十 。

1 0 丹 3 1 臼 93 

62 1 l 月 1 悶 55 

メ口泊、 計 66 

63 1 1 月 27 日，......， 31 日 100 

0感染のないもの

Aノリ奨体 1 枚から 1-2 総胞が感染し感染部が葉先0

8 ノリ奨体 1 枚から 3-5 細胞が感染し感染部が中央。

C ノリ葉体 1 枚から 5 細胞以上が感染し感染部が全体。

A 

。

12 

15 

。

11.6 

? 

30 

23 

。

第 4 図 昭和61年度におけるツボ状菌病の発生状況
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(3)幼葉期の病害検鏡の頻度を高める。

(4)集団管理の徹底を図るため研究部，組合役員で張り込み水位の監視を行う。

以上，これらの項目は昭和62年度から真剣に取り組みがなされ効果をあげ，種々

問題はあったものの61年度の不作を 2 度と繰り返さないという信念のもとに意識

の変革に努めている。

第 3 表の如く昭和61年度はツボ状菌が10月 29臼に発見されたにもかかわらず，

冷凍網の入庫は11月 1 日までの 4 臼間にわったためツボ状菌は全ての網に感染し

たが，昭和62年度はツボ状菌発生を研究部で確認した翌日には網を入庫してしま

い，健全な楠を66%確保している。更に63年度は漁場行使方法の改善や管理努力

によって鍵全な網が100%確保され，良質なノリの生産に大きく前進することが

できた。

昭和61年度の不作の後，組合研究部が一丸となって漁場の特性を把握し不利な

点を漁場行使方法の改善によって改良しつつ，また徹底した病害抑制対策の実施

によって，第 2 表の如く 63年度に着実に効果をあげている。

また，経営状況を 6 経営者を対象としてみてみると， 61年度の不作時には l 経

営体のみ 9 万円の利益をあげているが，その他の 5 経営体は200万円台の赤字 2

経営体， 70万円台の赤字 3 経営体であった。 62年度は 6 経営体共に黒字に転換し，

63年度には 6 経営体のうち最高1 ， 106万円の利益を筆頭に， 700万円台 l 経営体， 5 

00万円台 2 経営体，400万円台 l 経営体， 200万円台 1 経営体というように著しく

利益をあげる体質に転換している。

ノリ単価についても， 61年度は， 9.45-12.44円/枚であったが63年度には16.5

6-31.84円/枚と大幅に値上がりしたことが良質になっていることを証明してい

る。

関受賞者の技術等の分析とその発展性

福富町漁協地先の漁場でツボ状菌の発生は週辺漁場の中でも早い方で，被害も

少なからず、受けていた。ここで振興研究部員は，ツボ状菌病の発生をできるだけ

抑制し，特に重ね縮の時期の発生をなくし健全な冷凍網を確保することがノリ養

殖の生産を安定させる必須の条件であり，その対策に全力をあげて取り組んだ。
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石害警ボールによる流速縞変

そこで研究部ではツボ状菌病の被害を抑制する対策を色々模索する前に，自分

たちのノリ漁場の特性を把握することが大前提ではないかという意見が採用され，

漁場環境の調査をツボ状菌病対策の第一歩としたことは，かなりすぐれた卓見で

あった。

そして前述した如き一連の対策を通じてノ 1) 養殖業の基本的な対策によるノ 1)

養殖業経営の安定化対策は一応の成果をみせている。

福富町の漁業のなかで重要なノリ養殖の漁場利用のあり方について全国的に模

範的なものがあり，不作を通じて研究部員の活動は地域の組織化にとっても重要

な課題を克服したものと考えることができる。すなわち技術的にも全国的なノリ

養殖業にとって新しい指針である。
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良質ノリ生産に万全を期して

福宮町漁協水産振興研究部

(代表者岸Jl I 充)

私達の組合は，正組合員数132名で

そのうち87名がノリ養殖業を営んでお

ります。

私達の組織する水産振興研究部は，

漁業後継者と若手経営者23名からなり，

「ノリ養殖J r貝類増殖J r経営」及び

「漁船漁業j の 4 部会にわかれて活動

しています。

当組合の基幹漁業は， / 1) 養殖業で

あり本研究部は，これらの振興のため，

組合の方針に沿ってノリ品種上椴試験，

病害の検鏡調査，養殖水位標識及び航

路標識の設置，漁場環境調査を実施し

ているところです。

しかし，ノリ養殖は，気象， i毎況等

漁場環境に大きく左右され，生産額に

おいては豊凶の差が大きく，特に自百手口

61年度は，ツボ状菌病の護延によって

私達は，大打撃を受けました。

この病害の原因究明とその対策が私

達の組合の最大の課題となり，この課

題解決のため幾度となく研究部の会合

を重ねた結果，県水試の助言もあり，

漁場の海況調査を行うことになりまし

fこ。

この調査によって昭和61年度まで採

苗の中心となっていた漁場が他の漁場

に比べて流速が劣ることがわかりまし

た。

ツボ状菌病は，潮の流れが遅くなる

小潮時に護延することから潮の流れと

ツボ状菌の発生が密接に関係すること

が指摘されており，この漁場でノリ採

苗を集中して行ってきたことがツボ状

菌による被害の最大の原因であること

と推定されました。

この結果をもとに昭和62年度からノ

リ採商漁場の分散と行使方法の改善を

ツボ状菌病対策として組合に提案し，

全組合員合意のもとに実行しました。

これによって品質が向上し，生産額

も増加傾向となるなど好結果を得るこ

とが出来ました。

昨今のノリ養殖等を取り巻く情勢は，

消費伸び悩みゃ生産過剰によって厳し

い状況にありますが，私達研究部は，

今回の受賞を契機として以前にも増し

て消費者の皆様から喜んでもらえる良

質ノリの生産に遜滋する所存でありま

す。
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抑制/藤林水産祭受歯者の議繍

印刷・発行/平成 2 5t三 3 月初日

発行/財悶法人日本農林漁業振興会

成京都千代自民神間多間 2-9-6 (図 "1' ビル)

〈水産部門〉



平成元年度・第28回

農林水産祭

受賞者の業績
(むらづくり部門〉

財団法人 日本農林漁業振興会
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発刊の
、戸

、一 とば

農林水産祭は，全国民の農林水産業に対する認識を深め，農林水産業者の技術改

善及び経営発展の意欲の高揚を図るための国民的な祭典として，昭和37年，農林水

臆業者に天皇杯がご下賜されたのを機会に従来の新穀感謝祭を発展的に拡充して始

められたものです。

この農林水産祭は，農林水産省と日本農林漁業振興会との共催のもとに，各方面

の協力を得て，毎年11月 23日・勤労感謝の日を中心に開{寵され，農林水産業者に天

皇杯などの授与を行う表彰式典や一般国民に農林水産業を紹介する農材マ~(躍震など，

きわめて多彩な行事を行っております。

平成元年度は，その28回目に当たりますが，本年度の天皇杯などの選賞審査の結

果は次のとおりです。

すなわち，従来からの農産等の 6 部門については，第28回農林水産祭に参加した

各種表彰行事 (385件)において農林水産大臣賞を受賞した者587人の中から，天皇

杯を授与されるもの 6 点(各部門ごとに l 点)，内閣総理大臣賞を授与されるもの

6 点(向)，日本農林漁業按興会会長賞を授与されるもの 7 点(園芸部門 2 点，そ

の他の部門各 1 点)が選定されました。また，むらづくり部門については， 43府県

から推薦のあったむらづくり事例の中から，各地方農政局の fむらづくり審査会J

において農林水産大盟賞に選定された事例のうち， I司審査会から推薦のあった 7 点

の中から，天皇杯，内閣総理大臣賞及び日本農林漁業振興会会長賞がそれぞれ 1 点

選定され， 11月 23日の僚秀農林水産業者表彰式典において表彰されました。

農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業績は，農林水産業の近

代化や豊かで住みよい農山漁村づくりの生きた指捺として，関係各方面の方々に大

いに役に立つことと思います。ここに，これらの業績の概要をとりまとめて発行す

ることといたした次第です。

終わりに，本書の編集にご協力をいただいた執筆者その他関係各位に対し，深甚

の謝意を表します。

王子成 2 年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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天皇杯受賞の熊地区活性化推進協議会
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(農林水産省構造改義局構造改苦弓E業課/横田 敏恭)

日本農林漁業振興会会長重受賞/浅川生活環境改善実行委員会

(農林水産省農議関芸局普及教育課/竹原 敏郎))
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前出野目自治会
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東海ブロック

坂字場区
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近畿ブロック

滝 i玄
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(農林水産省近畿農政局企画調整室/中込 員Ij奇)
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御杭地区

神原農業振興協議会

(農林水産省中国四国農政局企画調整蜜/高成 忠利)
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七山村振興協議会

日田市大鶴地区

永田地区営農振興会

(農林水産省九州農政局企画調整室/本田 弘良)
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天皇杯受賞

出品財むらづくり活動

受賞者熊地区活性化推進協議会

(静防à!県天竜市熊 1997-2 ) 
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1. むらづくりの概要

働、』、/

疎化・高齢化が急激に進み，昭和30年に 2 ， 508 人あった人口は63年にはl， 204 人

と半分以下に減少し，また65歳以上の高齢者比率も22.8%と非常に高い。

総世帯数は 321 戸，うち農家が 187 戸，林家が 180 戸であり，非農林家は51戸

である。また，地底総面積は 3， 220ha であるが， 87%は山林であり，耕地はわず

か 5%の 151ha (田31ha，普通畑69ha，樹闘地51ha )にすぎない典型的な山村

( 24集落の旧村)である。

かつて地毘の経済は林業l乙一方的lζ依存していたが，林業不況に{料、現在は林

業と茶業が地IR経済の二本柱になっており，人口流出に歯止めがかかっている。

(2) むらづくりの動機・背景

ア 当地区は林野率が87%を占める典型的な山村で，急峻な地形に閉まれて

いるため，耕地は非常に狭小で‘宅地にも恵まれない。 ζのようにもともと人口扶

9 



養力の小さい自然条件lζ加え，高度経済成長による若者の流出，地区経済の大黒

柱である林業の不振は熊地区に急激な過疎化・高齢化をもたらした。

イ 「乙のままではむらが崩壊してしまう J という危機感を全ての人々が感

じていた中で，昭和50年墳から相前後して林業の再生を図ろうとする林業後継者，

山間地茶業を確立して地毘の経済を立て臨そうとする中核的茶農家，地域資源を

活用して手作り産品を生み出そうとする地域婦人たちのねばり強く地道な、活動が

始まり，豊かなむらづくりへの第一歩が始まった。

ウ 林業後継者，中核的茶農家，地域婦人による活動はそれぞれ義実l乙成果

を上げつつあったが，その動きは各々独自なものであった。昭和60年に歪り，地

域婦人たちのそば・みその加工・販売施設建設計画をきっかけに，当時の公民舘

長の呼びかけで「明日の熊を語る会」が発足し，翌昭和61年には地区の全戸が加

入して「熊地区活性化推進協議会j を設立し，地底のシンボノレ施設で、ある「くん

ま水準の盟j を建設した。

(3) むらづくりの推進体制

ア むらづくりの推進主体である「熊地毘活性化推進協議会J の総会は，会

住民の意見が反映されるよう各集落( 24集落)及び各国体，グループの代表であ

る代議員及び理事 (11名) ，監事( 2 名)で構成され，むらづくりの実践組織と

して総務部，産業振興部，観光振興部，文化教養部の 4部が置かれている。各部

に計闘と実践の整合性を図るため全代議員が配置されており，各集落，匝体，グ

j レーフ。との緊密な連携の下lζむらづくり活動を実賎している。

また，当推進協議会の活動状況を地区住民全員に伝達するため，情報誌「くん

ま」を発行している。

イ 山間地l乙点在する集落という孤立しがちな状況の中で熊地区活性化推進

協議会はむらづくりという共通の白標の下に地監を一つにまとめる重要な嬰にな

っている。また，協議会発足以前には各種団体・グループの活動はほとんど個別

に行われていたが，発足後は，次第に横の連絡が緊密になり，連携を持ったむら

づくりが進められている。
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第 1 表農林業の概要

h~ 近
45 W 50 11: 5S W 60 11 備 :年
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L一一
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jJIJ I'l t平 1駐 11 14 13 15 IS 136 5 1ft 44.0 すら
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o ~ 

I:! 1 1 - 2 haÆ';，品 43 7 6 4 3 3 I 
当主
数 2 ha 以上
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本本

>JIJ 1'; j監 7 B 12 12 12 171 4 1世 33.3% 
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5ゴ} 十字
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t'( ト一一一一
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内
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間」
ほi靴店n 千 IH (32.3務

;',f/ 
コ手 牧京地 樹陪1地 (56.7 'ff, 
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L一一一一一一…
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11/ 
'1'な符，WI'担

作
51 茶 (ha) 39 46 52 52 林業+!在+しいたけ

H 
しいたけ(本) 70. 日泊 86.0∞ 74.0∞ 67. 収旧 62. 剖)0

i百1
!均Iff '1'. (vJi) 61 ω 71 94 日4 WWlit.'l 4.8h<1 

111 
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等
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第 2 表その他関連指標

ア転作の状況

O 転作面積(転作率 4. 78ha (23. nら)
O 主な転作作物(作物名及び面積)

，><分 わ nlinlM) うち

令C l� iE き

'1 次
そばの占める制合

附自160 :1' υ'" 1.0 ha 1.0 ha 0.82加

昭和 61 1 1 0.4 1.0 1.0 0 田
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60勾 1出 l∞ l曲
/〆

イ コスモ銘木生産実績(昭和63年度)
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し 11' り丸太 i 却 125 

山師札木 18 17 

その jl!! I 256 22:1 

計 5.671 5, 012 

ウ 就業の状況 (63年度実績)

崎 よ立 円 主人 n 年 11lI旺数 .:(:.合間

コスモ 11， Æょ 開9 人 63.4- 月じ 3 
S 人

(桝き丸太肌1:1出H!II合)

組lJ:施品(水."の IP) 31 

販売機'l(かあさんの店)

H 43 

エ 熊地区の人口推移

りU 30-以内&ぴ"6Q\j ω( )は 1 1.j~'..l~(i人 11
60 Ir-'h&Jじ.IjOは住民以本合斜i人11

-12 -

(270 fl) 5, 012 Jjl'J 

2 話2 63.4-63.12 
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2. むらづくりの内容及び成果

(1) むらづくりの性格

ア 本地誌のむらづくりは過蹴化@高齢化によるむらの崩壊の危機に対して，

林業後継者，中核的茶農家，地域婦人が各々独自に始めた自然発生的なむらづく

り活動が「明日の熊を語る会J 111民地区活性化般進協議会j へと発展し，

熊地底全体を視野において段業協iから生活・文化面までミ広範にわたる分野に創意

と工夫を凝らして取り組むむらづくり活動lζ成長していったもので・あり，地域住

民の独自性，また，阪の際〔さはすべきものがある。

くんま水準の盟

問多古川にかかる

また， ζれらの活動を通じて士i並区住民各関のコミュニケーションが活発化し，

その結果地鼠の一体感が強まり，生活@文化面から農林業を始めとする地慌のあ

らゆる産業に至るまでの忌;範囲にわたるむらづくり活動が全員参加の体制でスム

ーズlζ取り組めるようになっている。

イ 特lζ，地区の婦人の!混結は強く，農林業の振興を中心としながらも，地

区全体I<::i活力を生み出すための「水車の思…・ーそば，みそ等の力札E施設」建設と

併せ「かあさんの時……そば，みそ，地J~*寺産物等の飲食，級売純設j を開設し，

63年度では約 6 万人の利用者と 3 千万円の販売実騒をあげる等山村地域が持つ強

かな地域資源を活用した地域活性化を臨っている。

(2) 林業師iζおける特徴

ア 林業不況を克服するため，当地区の林業後継者 5 人は一致協力して高付

-13 



くんま水車の里

そば製粉施設

(水東小屋)

加{酎直林業の研究lζ取り組み，昭和50年に「コスモ銘木研究会j を結成し，その

後 8 年の歳月をかけて， しぼり丸太，磨き丸太，木製クラフト製品等の商品化を

実現すると同時に，天竜謄き丸太加工協同組合を結成し，林業構造改善事業によ

り施設を建設したが，この施設(倉庫)は専門家の指導の下に製品の搬入・搬出

がしやすいように設計されており，製品管理の面で特に画期的なものとなってい

る。

天童話磨丸太

(コスモ丸太)

イ 林業経営の近代化を図るため，林道網(低コストの作業道，作業路を含

む)の整備を積極的に推進(熊地区の林内密度45m/ha，県平均15m/ha) すると

同時に，独自の搬出樹戒(分割j式超小型集材機)の研究・導入を行っている。ま

た，林業経営者により林業研究グループを設立(昭和31年の設立で，現代は 2 世

代目で 7 戸で構成)し，今の時代l乙適する林業経営，コスト計算による林業労働

報酬( 2万円/日を呂標)のあり方等につき先進地調資を行うなどして調査研究
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天議擦丸太

(コスモ銘木)

作業風景

し，採算のとれる熊地IR林業の経常に努め，後継者も着実に育ちつつある。

(3) 農業師における特徴

ア 農業では茶栽培(耕地耐杭の34% )が中心であり，山間地で、は平地lζ比

べて茶生産で不幸せな函が多いが，熊地院では良官の茶作りを行うため優良品種の

導入，老朽茶器iの改植を始め，月巴i者管関の徹氏，畜農家との連携による土づく

り等地道な努力が行われ，良質な茶(天竜茶ブランドの篠立)が生産されている。

イ また，急峻な地形を利用した茶生産の近代化を鴎るため，茶閣内の農道

整備(整備本は57% )を続械的に推進すると同時に第三期山村振興農林漁業対策

事業により大型の共同荒茶加工施設 (120K， 1. 5 ライン)を導入して生産性の向

上を図っているほか， LlJ開地であるが故に受けやすい霜害紡止のため防箱ファン

の設置をほぼ完了している。また， ζれらのことにより荒茶加工までは自力では

出来ない小規撲茶栽培ー農家が安心して生紫生波にはげめるようになり，茶閣の荒

廃を防止している。

ウ 山間地では茶の生育が遅いので、本来は仕上げまでミ行って出荷する ζ とが

しいが，販路の問題があり閤難であった。しかし当地区では f水車の盟J ，ζ 

多くの人が訪れ，販路が開けたので仕上け茶まで生践し， I水準の里j で競売，

通信販売を行うほか，天竜焼とのセット販売も行っている。

エ 「水主義の里j で、のそばの需要をまかなうため，転作作物としてのそば栽

培がふえ，水田農業確立対策lζ役だっているほか，婦人の就業対策として始めら

れたしきみ栽培が大きく成長し，地区の特産物に育ちつつある。
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緑茶加工筋設

会

近代的で衛生的

製茶機械

そばづくり体験

ツアー

そばの収穫

(4) 生活文化面での特徴

ア 地区lこ残っている源氏ボタノレを守るため「ホタノレの里J づくりが始めら

16 



九農薬や家庭雑排水，麗油の捨て方についても講脅会を捌くなど地区ぐるみで

水質保会lζ努めている。

また，ホタノレを積極的 l乙殖やすため県単独卒業の「水と緑のふる盟事業J を活

用して親水護岸や養殖周の水路を作るなどして，ホタノレのえさになるカワニナを

保護しているほか，小中学生を中心としてホタノレの効率的な養殖の;店法を研究し

ている。

くんま蛍の車

全

ホタノレ護岸

イ 都市住民との交流を活発化し，熊の良さを味わってもらうため「ホタノレ

を観る会J ， r山村料理を試食する会j 等を行うとともに， rそばづくり体験ツ

アーJ を実施し都会の親子と地区住民がー絡になってそばの種まきから刈り取り，

そば打ちまでを体験し，農業に対する正しい理解を深めると同時に，小学生lこ対

する体験学習として高齢者や婦人が講師となり，わら細工，木竹縮工等の実習が

1 7 



行われている。

ウ 地区の生活環境を総点検するため地区住民全員を対象とした「村づくり

意向謂査」を行いその結果に基づき生活道の整備，交通標識の設置，花壇作り等

が行われている。

また，健康づくりにも地底ぐるみで取り組み，検診日を老人クラブの会合の g

lζ合わせるなど工夫をこらし総合検診(ミニドック)の受診率は709ら(天主主市平

均28% )と高率を誇り，食生活を改善するため地場野菜の計画的栽培も行ってい

る。

エ 「生~$と文化」を次の世代lζ伝えるため，生活，料理法，野菜栽培等に

関する古老の知患を一冊の本( I熊生活とその文化j 昭和56年発行)にまとめた

ほか，地区に伝わる「遠州大念仏J の復興や「神沢田楽j の保存iζ努め，特lζ

「神沢田楽J は神沢田楽保存会( 36戸で構成)の指導により中学生がクラブ活動

として伝承している。

また，熊地区の魅力lζ ヲ iかれた陶芸家(天竜焼を製作)が地区内 léf割主し，小

学生や婦人に対して陶芸教室を聞いている。

オ 将来を担うたくましい子供たちの育成と世代間の交流を目指して， 3 泊

4 日の宿泊訓練が地区内の光雲寺で青年クラブ，婦人会の協力の下に行われてい

るほか，通関，通学lζパスを利用している子供たちのために母親たち(絵本読み

聞かせの会 7 戸)がパスの発車時刻が来るまで公民館で本の読み間かせ，紙しば

いを行い，子供たちの安全安守り，議かな情操を育てている。

カ 地底の人々の和を形成するため，地区文化祭を開催し日頃学習した文化

・芸能等を発表すると共に I水車の里j 作りを記念して，地底外l乙住む熊出身

者 (300人)をt召し、て「ふるさとフェアーJ を開催し， IふるさとくんまJ K対す

る郷土愛を育てている。

3. すぐれている点

(1) 地区ぐるみ全員参加の村づくりを推進するため，地区のシンボノレ施設「水

車の盟」を建設するという自に見える目標を設定し，全戸が参加する「熊地区活

。
。
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ふるさと物産

フェアー

浜松工業高等学校

による野外

コンサート

性化推進協議会j を組織している。また，入会金( 1 ， 000 円)という形で「水車の

車J 建設に全ての人が参加しているという意識を織成し，建設に際しては地区住

民の誰もが議刈，植樹， 7GJ:合づくり ， j脊掃等何らかの形で自らの手を使って参加

しているので「水車の思J 建設を通じてコミュニケーションと一体感が形成され

ている。

また，出来あがったりお与の車」弱体もイ主f誌のコミュニケーションの場として

機能している。

乙れらを基礎として，地区住民に「水取の盟J を誇りに思う気持ちが生まれ，

地底外の熊出身者を含めた郷土を愛する人々の和が形成されつつある。

(2) こうした一体感，ふるさとに対する誇りによりむらづくり活動の役割分自

がスムーズ花道み，小仁IJ学生によるホタル養殖の研究， r水車のの主主とり，

花填整備，高齢者による正月飾や竹塩の製作，ふるさと休験学習，都市住民との

交流における指導等住員の各躍がそれぞれ自発的にむらづくり活動に取り組んで

いる。

(3) r水車の里j は，熊の木材をふんだんに使い，いわば天竜材の展示場的な

性格を持っているO ここを訪れた人の中 l乙「ぜひ熊の天議材を使いたいJ ， r木

製クラフ卜製品を欲しいj という要望も強く，林業活性化に役立っている。

また，当施設は，約1O， 000m1の敷地i乙，木を基調とする統一的なデザインコン

セプト lζ基づいて自然景観に合うよう巧みに配置され，林業の町熊にふさわしい

シンボル施設となっており，地区内の就業機会の創出や地区外からの観光客の誘

ハ
同υ

4
8
4
 



引に役立っているほか，手作り産品の魅力と施設の魅力が栢まって相乗効果によ

り施設利用者と売上の増大をもたらしている。

(4) 当地ほのむらづくり成功の原因は，まず第一lζ地区ぐるみでむらづくりに

取り組んだことにあるが，詞時l乙女性たちの地道でねばり強い活動が大きな力に

なっている。というのも，当地区における地域婦人の生活改義活動の歴史は古く，

戦後間もなくから，生活改善普及員の指導により取り組まれて来ており，現在む

らづくりに積極的に取り組んでいる婦人たちは，いわば第二世代の婦人たちであ

る。こうした長い歴史が婦人たちの活動の底力となっている。

(5) 昭和田年までは 5 年間lζ13~14%程度あった人口減少が，むらづくり活

動が展開期lζ入った昭和55年~60年には 7.2 %と鈍化し，吏lζ発展期l乙入った昭

和60年以持には，完全に歯止めがかかると同時に，乙れらむらづくり活動の成果

が天竜市内の他地区へも波及している。

(6) 以上のようなむらづくり活動は 1このままではむらが崩壊する j という

危機感から，地区内住民各寵Iの自発的な活動の展開が地毘全体の運動論へと発展

し， 1:1'由 IZの活性化は地区内住民会員により行うのだ」という意識の高揚へとつ

ながっている。このことは，自発的な村づくり運動の「原点J とも云える優れた

ものであり，厳しい条件にある山村地域におけるむらづくり運動として，極めて

高く評価される。
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|受賞者のことば|

熊地区活性化推進協議会

代表太田保

今回の受賞は， r熊を何とかしよう。 j

と林業関係，茶生産農家，婦人会等がそれ

ぞれの立場で地道な村づくり活動を始め，

それが地域全体lζ盛り上がって，熊のシン

ボノレ施設「くんま水車の票j づくりに発展

したこと，つまり，村っくりを盛り上げて

くれた前会長，地元市議会の先生をはじめ

とする，地区全体の人達，それに支援して

くださった関係者の方々の功績と思ってい

ます。結く沈みがちだった山村に明るさと

自信を取り戻す事が出来，何よりうれしい

ことは地区全体が積極的になってきたこと

です。 rむらがパッと明るくウンと元気にj

を合い言葉!L，乙の明るい雰翻気を一時の

ものにしないよう，何とか次の次の代iζ引

き継いで・いくようがんばっていきたいと思

っています。
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総理 越童謡閣官趨事
長実叉;員



内閣総理大臣賞受

出品 l持むらづくり活動

受賞者七軒地域づくり推進協議会

(山形県西村山郡大江町大字頁見他)
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むらづくりの概要

七軒地肢は，山形県のほぼ中央内陸部盆地の西端lζ位置し，当該大江田Iの中心

地から西南約15キロメートノレに位置する!日七軒村の j玄域である。全地域とも標高

240 ~ 550 メートノレの高所で，積雪も 2 メートノレを越える。地匿の最西端は磐梯

朝臼国立公闘にかかっており，豊かな自然に患まれた地域である。

総面積9， 461 ヘクタールのう

ち耕地は 92.5 ヘクタールと少な
秋岡 i思

く，地区の中心を流れる月布)11

及びその支流lζ沿って11の築港

が点在している。総世帯数 263

戸のうち農家戸数 178 戸，林家宮
城

戸数 171 戸で，大部分は農業と

林業を兼ねる農山村地帯である。

I殴
ι、

昭和30年代半ばを境l乙急速に

過疎化が進展し，昭和50年代lこ
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世帯は半分以下となり，集落数

も半数躍度lζ減少した。このた

め，昭和59年lζ集器開のヨコの第 1 図位置国

つながりを強めようと i日七軒村の11集落と各種団体が集まって「七軒地域づくり

推進協議会J が結成され，協議会が中心となって住民側々の意識についてのアン

ケート調査の実施や農林業の振興，郷土の見直し，各種イベントの開催など，集

落を越えたむらづくり活動に取り組んでいる。
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七軒地域づくり

推進協議会

2. むらづくりの内容及び成果

(1) 住民自らの創意と工夫によるむらづくり

中学校の廃校等行政施設の廃止が直接的な動機となり過疎化の波を押しとどめ

ようとして「我々のふるさとは，我々の手で守っていこうJ と20数名の青壮年達

が，行政の手を待たずにむらづくりに立ち上がり I山村研究会」を結成した。

本研究会では地底民のむらづくり意向調査を実施し， I地域にあった産業振興J , 

「住民意織の改革J ， I生活環境の改善j を 3 本柱とする「ふるさと村構想」を

打ち出した。これを基lζ，ふるさと村山菜まつりなどのイベントが行われ，時い

ムードのむらに明るい話題をなげかけ，むらづくりの気運を高めるとともに集落

座談会を聞き，各集搭毎に住民総ぐるみで「集落づくり計問書J を作成し，乙れ

を集落田標として，長期的かっ計画的にむらづくりに取り組んでし唱。

(2) 自然を活かした手づくり型むらづくり

積雪期間の長い冬期間の遊び場として若者が自力でスキー場をつくり， J翼上l乙

は間伐材を利用したログハウスを建てたり，中古トラクターを利用したロープト

ゥの設置などを行い，また，老人クラブが手づくりでゲートボ…ル場を設けたり，

若者たちが運動広場を設置するなど，手づくりの環境整備が進められており，ス

ポーツ掠興による若者定着化等を進めている。

また，大頭森山田lζは手づくりの展望台が設置され，住民の;替、いの場になって

いるほか，花と線のあるむらづくりを目指し，アジサイを広場等の公共施設へ植
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えたほか，設見集落の「乙ぶしの型j づくり，大頭森山でのシラカパ並木づくり

がf'j-われている。

(3) 都市との交流によるむらづくり

都市と農山村の交流を目指し，地域内j史家が粉模原市の/J~学 5 ， 6 年生を山盟

留学生として受け入れ，都市の子供と地域の子供達との交流が関られている他，

者!)fll (生活協持組合崎]，:県本部)からの長期宿泊研修のための施設を無償提供し

ている。このような都市生活者との地域ぐるみの交流により地底民の意識の高揚，

むらの活性化が図られていることは特筆すべきことである。

また，最近では，さら り人の交流から物の交流へと発燥するとと

もに，夕、ンプトラックで郁子IJ( 相模原市)へ需を届けるなどイベントの交流にま

で新しい民間をみせている。

(4) 文化の悶生，継承

il&jf3li化がよ臨む中で，むらづくりは臼分の投んでいるむらの良さについて再認識

すべく，地域の名勝地の大頭漆山~frll通峡を森林浴探訪したり，高齢者もむらの

再発見に一役かい，地域lζ塑もれていた七軒三十三観音を発掘し巡礼を行うなど，

ふるさとの良さの降発見lζ努めている。

また，高齢者のボランティア活動による無心数を開催し地域の民話の紹介，収

録，老人クラブによる石仏，年中行事，祭りを誠査しそれぞれ資料として編集，

f云統芸能である出の沢田櫛えおどりの保存・継承，村の人々が一人一芸を行う村

芝聞の実施を行っている。

(5) むらづくりへの広範拐の住民参加

i也i玄では，伝統文化と産業を結びつけて釈しいむらづくりをしようと，むらお

こし大会を開催している。昭和63年の大会では，各集落ごとにそれぞれ考案した

シンボル看板のコンクールが行われ，現不正は集落の人口 lζ設置されている。シン

ボル看板は，索朴かつ:豊かなデザインで「歩み入る人にはやすらぎを，去る人に

はさドせをj 等ユニークな言葉を使い，集落のシンボルとして PR と案内板lζ活用

されるとともに， くりによる共同作業で作成したことにより，共同と連帯意

識の高揚に寄与している。
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また，昭和62年には七車干地域づくり推進協議会が中心となり民謡，魚とり，漬

物加工，わら細工等いろいろな特技を持った人達の謡査を行し、「名人，名工台帳」

を作成した。台帳lζ登載になった人達は各種イベントの際l乙出演しノウハウの提

供等を行し、地域づくりに一役かっている。

更に，ふるさと村山菜まつり，夏まつり大会，ふるさときのこまつり，和jl通峡

紅葉祭り，スキー場まつり等山村ならではのイベントを四季を通じて開催し，地

匿内外の人々との交流を通じて，活性化が図られている。

(6) 自然を活かした産業振興

ア 地域lζ合った営農類型の篠立

農業簿記記帳をもとに設定した 3 タイプの営農類型により，栽培技術，経営の

向上を闘っている。水稲を基幹作物として山菜，菌茸，葉たばこ， くり，花升，

肉用牛，養蚕などの複合経営で，昭和59年には 7 戸だけであった農業所得 400 万

円以上の農家が昭和62年には19戸に増加し中核的担い手農家の経営確立に結び

ついている。さらに，平成10年を目標に所得自標 700 万円を達成しようと努力し

ている。

また，地区面積の 9 割以上を占める豊富な山林を利用し，山菜，菌茸等の栽培

が定着しつつあり，かつては採るだけであった山菜から，作る山菜へと転換が図

られている。

イ 女性の積極的活動

婦人たちを中心lζ，山菜漬物やわらびの真空パックをつくるなど，付加価値活

動も活発になっている。これは，都市の人達との話し合い交流の結果，保存料等

を{吏わず自然のうまさを活かしたもので，料盟法や食べ方を添えて首都圏lζ送り，

好評を得ている。

また，婦人部を中心に手づ、くり菓子づくりを行うなど積極的活動を実施してお

り，村づくりの企画にも積極的に参加するとともにその実行場面では男性との作

業分担を行って運動の盛り上げに協力している。

ウ 米の良質・安定生産

山間高冷地で=棚田や未整備自が多かったが，ほ場整備や共同育苗をすすめ，良
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質米実証展示ほを設けての現地講習会や土壊診断書eを全戸l乙配布するなど，生産

性と品質の向上にも努力している。

エ林業の振興

木材価格の低迷や製炭の需要停滞など、から一時期林業への意欲が低下したため，

「森林づくり，木づくり，人づくり」をテーマに林業の復活に努めている。

昭和56年l乙地!まから山形県林業士第 1 号が出たのを機l乙，林業研究グルーフc

f光林会j が結成され森林組合の青年部的な活動を行うとともに離村者の山林管

理等も行っている。また，除問伐，枝打ち等のモデル展示林を設ける等脊林技術

の向上lζ努め， r閉山杉j としての銘柄確立が関られている。

この他，以前は多数あった炭窯を復活させ，間伐材や除伐材を利用して炭をつ

くり，燃料用のほか，土壌改良剤，殺樹・ i坊!出・防臭剤への活用を研究している。

また，西山杉を利用した立木染色や縫鹿下駄など，特産品の開発も行うなど，林

業を過した振興が鴎られている。

3. すぐれている点

(1) 当地底では，壮青年逮が中心となってむらづくりに立ち上がり，地区民の

むらづくり意向調査を実施し rふるさと村構想j を打ち出した。これを基に

「集落づくり計画書」が作成され，吏l乙!日七軒村の 11集落と各種団体が集まって

「七軒地域づくり撹進協議会j が結成されたものであり，まさに自発的活動を原

動力としたむらづくりが行われている。

(2) 住民自らの創意と工夫lζ基づいて，住民参加によるむらおこし大会やふる

さと村山菜まつり等のイベント開催を行うとともに，集落の PR と案内板を兼ね

たシンボノレ者板の作成や地区内のいろいろな特技を持った人達を集めた「名人，

名工台帳」の作成を行い，共同と連帯意識の高揚に役立っている。

また，相模原市の小学 5 ， 6 ~三生を山里留学生として受け入れているほか，都

市(生協崎玉県本部) fζ長期宿泊研修のための施設の無槙提供等都市生活者との

地域ぐるみの交流による地域の活性化が関られている。

(3) 産業面では，地域l乙合った営農類型の確立を目指して，水稲，山菜，由主主，
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むらのシンボル

づ〈り(小清)

葉たばこ，くり，花き，肉用牛，養蚕などの複合経営安行っており，特lこ山菜に

ついては作る山菜へと転換が鴎られているほか，婦人を中心l乙山菜漬物等の加工

にも取り組んでいる。

また，林業グループ「光林会j が中心となって離村者の山林管理，育林技術の

向上にも取り組み「西山杉J としての銘柄確立が悶られているほか，西IlJ杉を利

用した健康下駄等特産品の開発も行われるなど林業の振興が鴎られている。

(4) 生活酉では，自力でスキー場，ゲートボーノレ場，運動広場等を設置し，手

づくりの環境整備とスポーツ振興による若者定著化が悶られている。

また，高齢者による七軒三十三観音を発掘し巡礼を行うなどふるさとの再発見

に努めるとともに，高齢者のボランティア活動による民話の紹介，収録や石仏，

年中行事，祭りを調査して資料として取りまとめるなど自分遠のむらに誇りを持

った活動が行われている。

(5) 以上のように，当地毘においては七軒地域づくり推進協議会が中心となっ

て自発的かっ全住民参加のむらづくりが行われ，その取り組み及び考え方は優れ

たものであり rど乙でもできることを極めて上手に行っているJ という面では

全国のむらづくりの優良事例として高く評価されるものである。
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竺j総長反論汁
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第 1 表

l ，鹿〈林、漁〉議室の概嬰 l

¥¥  
62 年

45 年 50 年 55 年 60 年 俄 考

対45年比 f荷成比

総世術数 498 413 330 285 263 52.8 100.0 長鍵後継者確保率 45. 2 % 

専 等主義 57. 9 % 
農家 数 398 318 246 186 178 44.7 67.7 l 鎌 25. 0 % 

良兼

内等 量産 21 23 22 13 19 90.5 10.7 主主幹男子~塁走従事者数 25 人

~IJ 

策 199 92 42 27 12 6.0 6.7 出稼E事 45 年 1 5. 9 % 
家良 62 年 2. 5 % 

訳 H 査在 178 203 182 146 147 82.6 82.6 

~ 
非農家数 100 95 84 99 85 85.0 32.3 

数
規 o .5ha 未満 126 157 130 100 106 84.1 59.5 l 戸当たり平均耕作規模
綴 O. 5 2 ha 
~ul 0.5-1ha未消 205 110 79 60 53 25.9 29.8 

等~
室主 1 -2ha未満 67 45 33 23 16 23.9 9.0 
数

2ha 以上 5 4 3 3 1 目 7

静l 地 247.7 192.3 147.3 108.3 92.5 37.3 1.0 地区面積 9 • 4 6 1 ha 

彩l 回 168.5 127.6 100.2 78.8 68.8 40.8 74.4 耕地率 1. 0 % 
地内
面 瞥遜焔 53.9 39.2 30.3 19.0 15.6 28.9 16.8 林聖子率 94. 6 % 
筏

等 樹園 地 25.3 25.5 13.1 7.6 5.8 22.9 6.3 ほ主島E霊備率
(訳 田 (20a区函) 7. 6 % 
ha 牧草地 3.7 2.9 2.3 2.5 畑 % 
} 

採主主放牧地 利用縫設定率 10. 2 % 

水 稲 ha 153.0 104.3 81.5 81.8 57.4 37.5 主な経営類型
{乍 -水稲+山菜+若宮王手
肉用牛頭 181 225 421 284 194 107.2 -水稲+畜産

{せ -水稲+花芥+菌王手
菌簿類 t 17. 日 38.0 42.0 45 日 6 1.日 358.8 -水総+養護+関王手

面 -水稲+たばこ+山菜
山 ~ t 4.0 6.0 12.0 25.0 63.0 1.575.0 

積

袋蚤(収筒f置) t 88.2 92.1 38.5 21.5 15.5 17.6 
等 転作面積 1 5. 3 ha 

(転作率 22. 2 %) 

農 木 材 93.2 84.9 84.9 100.6 112.1 120.3 25.4 l 戸当たり農業組生産額
書提 2.481 千円
粗 米 114.0 150.2 !日8.2 104.4 99.1 66.9 22.4 
生
産 肉 用 牛 63.1 78.7 143.2 102.2 94.0 149.0 21.3 
額
( E富 王手 梨1 8.5 29.0 32.0 34.2 45.8 538.8 10.4 
百

万 山 菜 6.0 7.5 8.3 25.0 42.0 700. 日 9.5 
円
) 

-34 



2 

¥¥¥  
62 年

45 年 50 年 55炻 60 年 翁 考

対45年比 t誇成上七

林林家 数 315 318 243 186 l7l 54.3 100.0 林家 1 戸当たり森林îìiíffl( 民有)
26. 0 ha 

�5( 農家林家数 305 253 214 164 152 49.8 88.9 
林 人工林率(民有) 44. 9 % 
数非農家林家数 10 �5 29 22 19 190.0 11. 1 

�5( 人工林令級~IJ磁綴比率(民有)
規 5ha 来j脅 243 246 181 121 ll3 46.5 66.1 1 令級 5. 4 % 

数横 2 令絞 10. 3 % 
lllJI 5 - 30ha来浴 68 67 54 54 46 67.6 26.9 3 令級 1 1. 9 % 

害事林 4 令級 17. 3 % 
�5( I 30-100ha未満 4 5 8 11 12 300.0 7.0 5 令級 18. 7 % 
数 6 令級 12. 0 % 

100ha 以上 7 令級 8. 0 % 
8 令紋 2. 5 % 

計 8 , 720 8 , 770 8 ,801 8 , 743 8, 765 100.5 100. 日 9 令級 1. 3% 
森 l司令級 2. 0 % 

国 有 4 ,354 4 ,382 4 ,393 4 , 318 4, 318 99.2 49.3 11令級 2. 4 % 
林 12令級 2. 9 % 

民 有 4 , 366 4 ,388 4 , 408 4 ,425 4, 447 101. 9 50.7 13令級 2. 0 % 
在百 14令級 1. 5% 
内人工林 1, 776 1,857 1,918 1, 968 1. 998 112.5 44.9 15令級 1. 8% 

f翼
天 然林 2,407 2, 348 2 ,307 2,274 2, 266 94.1 50.9 

ha 
訳そ の{自 183 183 183 183 183 100.0 4.2 

す ￥ 、， 1. 739 1,815 1.876 1,926 1. 956 112.5 97.9 
民人
有 ま つ 30 35 35 35 35 116 隣 7 1.8 
林エ
樹 そ の {出 7 7 7 7 7 100.0 G.3 
綴林
lllJ 計 1, 776 1,857 1. 918 1, 968 1, 998 112.5 100.0 
面
f買天 ま つ 2 3 3 3 3 150.0 0.1 

然そ の{也 2 ， 4 自5 2,345 2,304 2, 271 2, 263 94.1 99.9 
ha 
林 E十 2, 407 2 ,348 2 ,307 2, 274 2, 266 94.1 100.0 

渓 す ぎ ha 74 49 35 23 22 29.7 100.0 
平署
称 ま つ ha 5 
i豊
林 その他 ha
笑

UI. 計 ha 74 54 35 23 22 29.1 100.0 

民有林除問{主笑tll. ha / 54 44 87 72 133.3 

/ 
民有林手軽材生産気 m' 6, 092 3 ,319 4 ,746 3, 550 4 ,372 71.8 

製材品生~i量 包 '1 5 , 123 3 ,512 2,823 2,730 2, 702 52.7 

なめこ涼木伏込裁が 330 300 284 268 269 81.5 

林芸誌粗 一般照材 93 ,200 84 ,900 84 , 900 100 , 600 112 , 100 120.3 100.0 
生産主主 林家 1 戸当たり林業総生産怒1
千円 穰 93 , 200 84 ,900 100 , 600 112 , 100 120.3 100.0 656 千円

林道 路線数 1 4 4 4 い/ 昭和63年までの林道開設累計
事霊童 路線数 30 ケ所
実綴 延 f斐隠 1, 590 2 ,299 2,534 1, 228 3, 274 延授 52 , 799.8m 
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|受賞者のことば|

七軒地域づくり推進協議会

代表松田誠男

私達が七軒地域づくり推進協議会を結成 結成以来，地域内iζおける各国体等の動

するまでは，地域内にある数多くの毘体， きがわかり，地域全体の中での団体の活動，

グループ等がそれぞれ独自の活動をし，諸 自分の役割を認識する ζ とが出来，役割分

活動の中で地域iζ何らかの貢献をしようと 担と活動の方向づけも出来るようになり，

山村研究会をはじめとし模索するとともに， むらにも明るさが増してきで，今では地域

地域の統ーしたまとめ方について話し合つ づくりの必婆不可欠の組織となっておりま

ていたものでした。こんなとき，普及所， す。

町等の働き掛けがきっかけとなり，各国体 とは言うものの，悩みは依然として後を

等に地域づくり推進協議会の結成を呼び掛 断たない人口，戸数の減少であります。し

け，話し合い，賛同を得ながら現在lζ受っ かしながら，少数ではありますが，新たな

たと乙ろであります。しかし，結成にあた 価値を見いだし， Uターンしてくる人もあ

っては村の従来からの組織の中には「俺途， り，また，山を活かし，川|を活かした度業

組織の長という立場は必要でなくなるので づくり活動も活発になって来ており，今後

はないか。 J との意見も出され，かなりの さらに，が』対策等の強化をはかりながら，

抵抗もありましたが「とんでもない。今ま 過疎にくじける事なく誇りと生きがいを持

での組織活動を尊重し，お互いの情報交換， って住める七軒地区を目指し頑張って行く

横の連絡を密にするための組織づくりなん 所存であります。

だ'0 J との理解を求めて来た経過もありま

u;こ。
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日本農林漁業譲興金金長貰



日本農林漁業推興会会長賞受寅

出品財むらづくり活動

受賞者浅) 11生活環境改善実行委員会

(徳島県海部郡海南町浅)11) 
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1. むらづくりの概要

浅Jl I地区は，徳島県の南部に位置し，太平洋に世話しており，徳島市ーから80lcm

(自動車で 2 時間)のE顕在にある。民j定公閣の一角をしめ，美しい海岸と山lζ閉

まれた浅川湾沿し、に展開する 5 つの集溶から構成されており，現在は総世帯敬

数
漁
て
り
被
年
の
出
の
的
し

家
'
し

o

よ
る
別
人
流
数
滅
く

漁
が
反
る
昔
よ
和
部
の
多
壊
尽

ち
る
発
あ

'
K

昭
は
一
戸
'
等
に

う
あ
に
で
は
波
'
波
渇
嵐
失
舌

の
で
心
区
区
一
口
向
く
津
波
家
喪
筆

一
戸
戸
中
地
地
・
多
の
'
壊
の
は

紅
白
を
た
間
波
が
月
者
会
船
に

L
P

は
業
き
津
寄
日
死
・
漁
力

努な切
っ

よむ惨のn
u
 

,nHM 

のてげあ民住て叶
り

噌E
E

・

4

戸
什
ドへ飢

(
復た!

レ
出務

』
信
一
口

被

~ 
円 r、 4

、一一、，-'一、.--

, 

〆司令 /ー -
P ‘'ぜに
.-、←，

t 、、ー，
、，

fJ 徳島県

f 

/ 

‘J ・・ 、

1 治いふ("I，ilν泌んらよう4開設わ

iI 海部制li毎手持UlJ浅111

がたいものがあったが，その後も，昭和27， 37年の遠洋漁船の遭難，天災の被害

等， I1国調な発展とは言えないものであった。さらに，昭和30年代後半から沿岸漁

業構造改善事業推進資金等の導入で始められたハマチの養殖は，一時好調に推移

したものの，全保|的な生産過剰による魚価の低迷等から不振にいたり，地域の活

力が低下していた。

一方，地監の玄関である浅Jl I港の前には，家康の廃材を始めとするゴミが散乱

するとともに，雑草が茂る等地鼠内の環境悪化が問題となった。また，漁業不振

から非漁家が増加したこともあって混住化が進み，よき伝統であった思いやり，

助け合うという共同精神が失われつつあった。

このような中，従来から集落どとの住民活動の拠点であった公民館(分館)へ

集まってくる人たちから津波被害の復i印ζ対して発揮した共同精神をいま一度

-
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思い起して団結し，自分たちの住む村は，自分たちの手で住みやすく明るく豊か

にしなければならないとする気運が高まった。

昭和58年，生活環境改善事業の導入により地区内の 5 つの集落が団結して「浅

川地区生活環境改善実行委員会j を組織し，漁村集港全体の環境改善，コミュニ

ケーションの活性化等を内容とする地区内全員参加による手づくりのむらづくり

に着手した。また，漁業面では，昭和55年lζ県栽培漁業センターが当地区に設置

され，これを契機として後継者グループ(漁協青年部)等が地域特産魚種づくり

に積極的に取り組み始め，むらづくりを担うようになった。

「洩)11地医生活環境改善実行委員会」は同地区のむらづくりの主体であり，会

長，副会長等のリーダー，役員の下，住民代表よりなる推進委員から構成されて

いる。推進委員は各集落の代表に加え，漁協婦人部，青年部，農協婦人部，商工

会，老人会，婦人会等の代表からなっている。

推進委員会，役員会は年に 4~5回開催され，地域活動の推進体として，また，

地域住民の意向集約機関として機能している。

推進委員の選出母体である各組織は，実行委員会活動と連携を図りつつ生産活

動，地域活動を実施しており，実行委員会全体としての活動範囲は生活改善，環

境整備面から生産面まで広範にわたり，地区及び地域住畏の生活と密接に関連し

たものとなっている。

2. むらづくりの特色

(1) 生産面の特徴

現在，同地監の漁業は沿岸漁業構造改善事業等により整備された漁港等の漁業

基盤の上に，立地条件を活用した漁業が行われ，アワビ，サザエ等の採畏漁業，

ヒジキ，テングサ等の採藻漁業，イセエビの束Ij締漁業，イワシ等の定置網漁業等

多彩な生産活動を展開し，県下でも有数の産地となっている。

また，昭和55年l乙設立された県栽培漁業センターの指導をうけ，磯根資源の開

発，魚類養殖の多様化を推進するとともに，新技術の導入による栽培漁業の振興

に積極的取組みを行い，漁村の活性化に努めている。
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漁(農)業の概嬰

Id 近
45 '01: 50 "1: 55 1 ド 60 '01: 自立 二5・

fド 4it5 総/J対七

ト一一 … 
総位指数 451 4ω 441 412 441 4泡 100 漁業後継，v，!'!ì'{県本

ート一一一一一
13人 19% c!! 70 67 ω 40 33 44 

J:'J 般家数 ~If~註 12人

~It 
iilt 78 82 93 72 69 88 

11長 1 人

~~ 5 3 6 日 3 60 

jllJ 専業
176 JMÍ'リj也市:!I 'ïこ従']r者内 立1 25 24 61 44 44 

話Z 127人
2 2 4 。

tz 1 ~長
ifJt 39 47 15 14 18 46 !fl f:京'1'1

ヨ民
ト一一一 45{l� 30人 15%.1I{ I2 63 62 40 31 30 44 

Il J任 631j: 10人 8%

数 数
げ(1 14 11 17 14 7 50 

ト一一一一一
11: r.~ * 数 368 375 342 327 367 100 83.6 

トー一一一
持』 0.5 ha 米j渇 58 43 34 27 59 85 j::1 当り'1'均耕作規模
1提 トー一一一一

耳目 0.5 ~ 1 ha 米泌 8 7 5 日 75 15 O.29ha 

等
ト

E2 1~ 2 ha 米満 。 。 。 。 。

家 ト一一一一一
数 2 ha 以上 。 。 。 。 氏) 。

#ト l也 19.2 14 11.5 11. 5 60 100 地l法lìíit'j 1. 446 ha 
朝十

士I!!
日1 はL 11 9 9 56 78 耕地ネ 0.01も

内
E語 szw s i車 m 3 2 2 2 67 17 林野~ 907'0 

綴
枯i !羽 地 0.2 0.5 0.5 250 5 

等 &( 
牧 .~f[ 地 。 。 。 。 。 。

ha 
) 

採貫主放牧地 。 。 。 。 。 。

{午 水 稲 (ha) 15 11 7 7 47 y :lõな終'~r綴澄 (iijt梁)

付 E担 イ モ (a) 8 2 。 。 。 J手w百+小型~}Ë網

il劦 キュウリ(純設) (a) 。 。 65 65 係員~+えび縦十 2霊長!，

I官 オ ク ラ (a) 。 。 45 50 

産量租生ぬ産
小型íË íì"~ t絡 2官。 170 180 200 210 72 30.4 戸~~りi!ü;\'ltJi生線級

採 H 250 230 150 250 230 92 33.3 lFヨ~り1Oi'.í万1' 1

事IJ 網 150 90 80 50 30 20 4.3 

客員 その他の釣 80 80 180 110 140 175 20.3 

百
万
はまちま華航 。 。 230 80 70 10.1 

fIl (百万円)

円
べUA
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浅川地区生活環境改善実行委員会の組織図

大田集落

推

S58.10.12発足 進
西集落

委

員同一)
浜集落(須賀崎)

/目、

会長 1 人 住 イナ集落(東)

副会長 3人

記録 1 人
表

会計 1 人
、町ノ

監事 2 人 37名

幹 2 人

顧問 2 人

援助機関

農業改良課

日和佐農業改良普及所海南支所

海南町

浅川漁業協同組合

浅川保育所，幼，小学校

浅Jl I公民館

海部郡農協浅}II支所

44 -

イナ集落(商)

浅川漁協婦人部

浅川老人会

浅}II婦人会

浅川農協婦人部

浅川商工会

浅川漁協青年部

3 人

4人

3 人

4 人

4 人

4 人

3 人

3 人

2 人

2 人

1 人

2 人

1 人

1 人



推進委員会の構成委員となっている後継者クツレーフ。(漁協青年部)は，各種勉

強会，講習会へ積械的lζ参加し，新fこな地域特産魚種づ、くりに若手している。特

に，昭和63年度からはトコブシ(貝)の養摘を始め，数万個の稚貝が放流された。

さらに，ハマチ養殖に替わるものとして，県下で始めて人工穂j~tÎそもちいたトラ

フグの養殖に取り組んでおり，今後の動向が注目されている。

トコブシの養殖

同じく推進委員会の構成員で、ある婦人グループ(漁協婦人部)は，健康食品と

して人気がある海諜類の栽培に取り組んでおり，特lζ地域特物であるアンロク

の生産にカを入れている。

このように，地区が…丸となって漁業掠興に向けた取組みを行っているが，同

地区は，水産庁指定の県マ 1) ノベーション構想の対象地区に含まれている他，運

輸省のマリンタウン計画の対象地誌にもなっており，今後は，乙れら構想、lζ沿っ

た漁業振興，観光拠点の護係等が|玄i られ，一層の発展が期待されている。

(2) 生活而の特徴

生活環境改善実行委員会は共同作業，手づくりを基本として，地域の環境整備

を重点に置いて取り組んでいるO

昭和58年には住民全員を対象として意向訴査を行うとともに，住民I~I らが歩い

て地区の環境点検を行い，問題点を表す地問委作成した。この成果を鞘まえ，役

割分担を定めて問題解決に取り組んでおり，海岸，各1兵器へのゴミカゴの設誼，

岸擦の清掃を行う等潔境美化を推進している。また，役場の協力を得て街灯の設

も行った。さらに，実行委員会で決定した住みよい生活環境への申し合せ事

「h
u

d
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項は各戸l乙配布されている。

学校との協力の下，子供たちから「あいさつ運動」に関するポスター，標語を

募集し，地区内各所に立てキレ立て看板を設置するなどして挨拶を励行し，心の

触れ合う地域教育l乙貢献している。

昭和61年には漁村らしいむらづくりのシンボノレとして，荒廃した県有地を借り

受け，漁船，漁網，浮き等漁呉を利用した全国的にもユニークな漁具公闘を建設

した。建設に当っては，地区内の建設業者や漁家等から無償で整地工事，漁船等

の提供を受けた{也住民総出による共同作業を行った。その後の管理，運営lζ当

たっても，実行委員会の主導により，住民自らが実践する体制となっており，現

在公閣は保育園児の遊技場として利用される等住民の憩いの場となっている。ま

た，漁港lζ隣接して「どんど広場j を設置し，出漁a寺等における漁業者の交流の

場として活用されている。

住民参加による

漁呉公園の建設

地区内lζ増加した非漁業者や周辺の農村集落との交流，都市住民とのふれあい

を推進するため，マラソン大会やソフトボール大会の開催，特産物の交換会，

空市の開催，郵便局とタイアップしたふるさと小包の発送等を行っている。また，

国有地を借りて家庭菜園を設置い地域住民のふれあいの場としている。なお，

交換会，青空市の収入は実行委員会の財源となっている。

地域住民を対象として技能保有者の調査を行い，このリストを活用して漁呉公

躍の建設を行った他，老人会活動の指導者として依頼する等，地域の活性化に貢

献している。また，歴史，文化遺産主の保存も積極的に推進しており， I佐義長」

ρ
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(正月行事) ，夏祭りを後活する等老若男女が集う伝統行事の伝承活動を盛んに

行っている。

ζの他，推進委員の機成員である漁協婦人部は健康対策の一環として，魚食の

普及l乙努めており，イワシ，サパ等を使ったf~tノ\ンパーグ，アンロク， ヒヤウギ

貝等の調関方法，加T)J法等について研究会，議首会を開催するなど地区内での

活動はもとより郡内の各種団体とも積綴É!'~な交流活動をわーっている。

3. すぐれている点

(1) 津波被害の加1誌を教訓とした組織づくり

昭和21年の津波による壊滅的被害を，船底一枚の厳しい仕事，強い信仰心の下

で培った「村を店、う心J. f素朴さ J ， fパワー」等当地域特有の精神で克服し

た過去の歴史を皆、い起こし，漁村の 5 集落が一致問結して，生活環境改善実行委

員会そ組織した。実行委員会は，毎年，活動のキャッチフレーズを定めて環境改

コミュニケーションの活性化を推進したり，地肢の長期ビジョンを作成する

住民一丸となったむらづくりを行い，混住化の進展により失われつつあった

伝統の共同精神ぞよみがえらせた。

(2) 自己の持味を生かし，自らが行動，実践するむらづくり

住民一人一人が力を合わせ，汗を流して，美しく住みやすいむらづくりの主役

となり，全国でもユニークな漁呉公闘を建設した他，学校教育との連携による

「あいさつ運動J の実践，技能を有する地域住民による老人会活動等の指導，婦

人クツレープによる伝統を生かした魚食(海産物を主体とした料理)の普及等，住

民全体が自己の持味を生かしたむらづくりを積栃的に行っている。

(3) 新技術で築く新しい漁業

最凶を繰り返してきた漁業を振興し，漁業経営の安定化を関るため，後継;苫グ

ノレーフ。が中心となって養殖による新たな地域特産魚(トコブシ(員) ，トラフグ等)

の導入を試みたり，婦人グルーフ。がアンロク(海務)裁培を行う等，チャレンジ

精神lζ基づき新技術の導入を積極的に推進しており，その成巣が結実しつつある。

また，当地匿を対象とするプロジェクト(水産庁マリノベーション計画，運輸省

η
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マリンタウン計画)の実施により，このような意欲的取組みが一層進展すること

が期待されている。

(4) 以上のように過去の不幸や不振を乗り越えて，地域の集落が結束し，むら

づくりへ取組む姿勢は級めて高く評価されるものであり，漁村地域のみならず同

様な歴史を持つ地域にとって模範となるものである。
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受覧者のことば

豊かで住みよいむらづくりをめざして

浅J 11生活環境改善実行委員会

代表篠原ーニ

私達の伎む樹 11 J1ll 1まはt f，lg! b'h県のi制品W: 'iöË した漁村っくりをめざして秘阪がjな

位置い太平洋を望む浅I11港lζ沿って!;2江(1 叙り紛みがなされるようになった。

家が点、i放する 5 繁務です。 f:2漁業の不振@地域づくり活動は，住民会員参加を以

激変するむらの人々のくらしは，住民の生 イーとし共荷作業手づくりにより「漁呉

活ょに数々のよくない影特が現われはじめ 公開J づくりをはじめとし各様の環境慾

ました。 ζ の綴な中，昭和58if-1:.必fm涜改 V1ìiを災施した。なかでも，海部族の知忠

義対策事業iζ!其!する呼ひPかけを機会lζ各集 を生かしたむらづくりの燦IJ自により，手

洛及び関係団体の代表者により災行委員会 づくりのむらづくり lζ絞り結iみ浅1111ζ住

を結成しました。 んで良かった，又，子供述が漁村である

特lζ，乙の事業の導入を契機として住民 乙とを誇りに思える地域つ.くりにと住民

会員で必動できるむらづくりの紛織体制づ の英世1Iと岩1]窓工夫で'-1しとなり活動の殴

くりが災施できました。 1泌がなされるようになった。

住民活動と農漁協の産業活動を有機的に 今後は，ふれあいづくり受益燃として致

結ひ'つけ活力iζ満ちた活動を皮肉するため， 綴炎を~Iミかした環境づくり . J:lif.!l~長の綴興

農漁業の綴輿，手づくり，共同作業による 等長期ビジョンlζ向かつて，ますますむら

むらづくり活動を伎として活動をして多り， づくり防士郎の倹の連携によるむらづく

次の機な成果が見られるようになりました。 りを一段と発燥さ廿大いに明日K向かつて

①消費者ニーズにあった裁縫漁業への取 この受1'tを機lζ，心新たに新しい一歩を織

り紛みが-Wì活発になった。 (7 ダイ， み出してゆきたいと!ぷいます。

トラフク〉 ヒオウギ，アメカ， トコブシ

等)

@特i乙漁業後継穏によるトコブシ，ヒオ

ウギ等の試験2室長責の取りまIIみは， it}j:t~漁

業を巡る厳しい潔境のtþでIVlるく経営の
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農林水産大震賞受露

前田野由自治会

(青森県五所 )11 原市大字前田野隠)

五点1íJII原市大字前日l~fEj

qa 
ζ
υ
 

1拝項内 容

地区の規模i立 ii

地区の性絡|平地段村
79 % 

(内訳)
E霊祭事|

総戸数 124 戸

隣家数 98 戸

98 戸 (100%)

〈内訳)

燦家数|簿 業 15 戸 (15 %) 

策 47 戸 (48%)

H 蒸 36 戸 (37 %) 

主姿作目|りんご ( 165 百万円)

{内総生産霊長|水 稲 ( 113 百万円)

b 宅井地計 143 ha 

耕地~ 11.4% 

燦用地の状況 1 1 戸当たり型開面後 1.必 M
t内訳)

回 80 ha 焔 63 1祖



1. むらづくりの動機と主な内容

(1) 前田野目地域は，津軽平野の東部にあって，中心部を南北i乙流れる前田野

目 )11流域lζ水田が開け，周囲lζ樹園地，山林が展開する丘陵地帯からなり，戦後

暫くの間，林業やりんごの高収入により比較的裕福であった。

(2) 昭和38年以降，全国のりんこ‘生産議増大から逆に収益が大幅に低下し，さ

らに安価な外材輪入の増大が林業低迷を招き，若者等の人口流出という事態を引

き起こした。

(3) 昭和44年，廃校となった小学校跡地へ公員館を建設し地域活動の拠点を誕

生させた。しかし，時代は高度経済成長期の真っ直中で，出稼ぎや兼業化等から，

コミュニティ活動は期待したほど活発化せず，地域での生活lこ喜びを見出だし難

い状況が依然、として続いた。

(4) 昭和48年，このままでは，むらは崩壊していくとの危機意識から地域の

リー夕、、一達が中心となり，話し合いを重ね， I会員相互の融和と地区の発展」を

邑的として全戸加入による「前田野目自治会j が発足し，水田の基盤整備を起点

に，営農組合による稲作機械化一貫体系の確立から生み出された農業生産性の向

上と効率化が，むらづくりの大きなエネノレギーとなった。

2. むらづくりの特色

(1) りんご産地としての生き残りをかけて，地域の共通財産ともいえる山林を

開発し， 10haのりんごわい化栽培モデル団地を昭和49年に設置した。このことは

りんご県，青森においてもいち早い取り組みであったが，裏返せば技術的未篠立

から，目標とした品質向上と経営規模拡大は，すぐには実現できなかった。しか

し，土壌伝染性の病原菌は台木の更新 (M106 →M26) ，また雪害iζ強い樹形へ

の変更等を通じて障害を徐々に克服し，現在も絶ゆむことのない努力を続けてい

る。

さらにりんζ作りは f土づくり・人づくり」との認識にたち，もみ殻と鶏糞を

活用した堆肥を土づくりとして用い，人づくりは農協・農業改良普及所等による
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りんご作りは

「土づくり・人づくり J

(毎月 l 自の現地講座)

毎月 1 回の現地講座， 1 回の他県研修への積極的参加から図られ， り

んど生産へ向けた技術向上に努めている。

(2) 面積のほぼ 8 割 (1 ， 013ha) を占める林野には，祖先から受け継いだ約

300 haを所有する財産底があり，林業不振の時代にあっても個人に分割せず，そ

の大半を人工林化し，住民の奉仕により地域共通の財産形成に努めてきた。 ζの

豊富でありかっ重要な資源の再認識と利活用を推進する自的で，主に30代の有志

20名からなる林業研究グループが結成された。背は多く生産されていたマツタケ

の栽培研究や，木炭を作りながら廃熱を利用してタラの茶・ウドのハウス栽培等，

その活動は多面化してきている。

(3) 地域活動の拠点でもある公民館と連携して自治会では，子供時代の愛の一

・小さな親切運動から始まり，少年時代における山と緑を大切にする心の醸成

を国る緑の少年団，青年時代のレクリェーションと結婚，成壮年時代での更なる

社会教育，長寿会による社会奉仕活動，そして最後に葬儀と，ライフステージに

対応した，住民相互の心の粋を強めたコミュニティ活動を展開しているO

また，祝儀や香典の統一を始め，冠婚葬祭の企画立案から司会・進行までを行

う生活合理化運動を通じて. r見栄"無現・無駄」のない堅実な生活を実践して

いる。
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農林水産大臣賞受業

勝常集落むらづくり推進協議会

A 緒的代湖

湯川村大字!断言 LJ 
会津若松市

(福島県河沼郡湯川村大字勝常)

4JJ 項 内 '壬向ヨr

地区の規模 大字単位の集団等

地区の性協 平l1!ln村

60% 

1史家率
(内訳)

総戸数 70 戸

n 家数 42 戸

1晶島県 421" (1ω%) 

(内訳)

農家数 専 3長 8 戸(145ち)

I ヨ長 12 戸 (29 %) 

E 章表 24 戸 (57 %) 

ミE 姿作目
水 稲(j40 百万円〉

(内糧生産客員
肉用牛 ( 4 百万円)

7;ヤマラガス ( 3 百万円)

耕 t由討 84.4 ha 

耕地~ 75 % 

燥用地の状況 1 戸当たり耕地面滋 2.01 凶

(内訳)

図 77.9 ha 畑 6.5 ha 
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1. むらづくりの動機と主な内容

(1) 勝常築港は会津盆地の中央lζ位援し，盟の霊嬰文化財「勝常寺J を中心と

した，歴史と伝統を持つ集落である。昔から，水田単作地帯として米に依存した

農業を営んできたが，兼業化の進展による若者の転出や米の生態調整を始めとす

る農業情勢の変化に伴ない農業構造の改善を迫られた。

(2) 水田利用再編対策事業の実施は，従来の米を中心とした農業の転換を図ら

なければという気道を高めた。そしてコストを下げ，生産性を高める農業を屈指

して，集落内の稲作生産主総織がライスセンタ…を導入し，稲作の受委託，新規作

物の栽培等がぽi られた。しかし 10a ほ場と用排水路併用の問題等が生じ，これ

が契機となり集落全戸の合意で，昭和55年度から基態整備卒業，さらに紹和58年

度からは新農業構造改善事業で農業近代化施設の整備を実施することとなった。

(3) 質の高い文化的生活を営もうと，集落全戸の協力から，生活環境の整備や

コミュニティ活動が展開され，主主を中心にそれぞれの有志による自発的な団体が

誕生してきた。 ζのことから，各種出体が一体となってむらづくりを推進する必

要が生じた。

(4) 乙れらの課題を抱えて，集落の中で、は区長を中心lζ役員が会合を重ね，勝

常集落の将来lζ向け，農業をさま斡としたむらの推進方向をより良く転換するため，

昭和56年「勝常集落むらづくり推進協議会」を組織した。

2. むらづくりの特色

(1) むらづくり推進協議会は r若者が定着する健康で住みよい明るいむらづ

くり J を目指す，非農家を含めた地域ぐるみの組織で，農業の振興を柱に掲げ，

話し合い，合意による対処を基本としている。

(2) 農業生産面では，①土地平IJ用型農業の確立を謀趣iζ生産環境づくりとして，

10 a 匿画から大型機械が利用できるほ場 (30a 区画)に整備するため地域リーダ

ーを中心とした集落の合意と村，農協，器及所等関係機関の指導によってほ場整

備事業を実施した。また，機械化策之を防ぎ効率的な農業経官を呂指して水稲築
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団栽培組合を組織し，ライスセンター，コンパイン等を導入し，ライスセンター

を核とした機械利用から，低コスト稲作が進められている。②多収穫品種の栽培

から消費者の良食味米志向へ対応する.7.k稲銘柄米品種の統一。転作については，

各農家がバラバラに大変・大豆を作っていたものを推進委員会が中心となって団

地化を進め，併せてブロックローテーションを実施し，大麦と大豆の 2 年 3 作体

系が確立され年 2作体系への目途もできつつある。@担い手等への土地利用

集積は，農地流動化によって進め，利用権設定面積は 14.5 ha. 利用権設定率は

16.4 96となった。④農業経営の方向は農業後継者等が中心となって，水稲+肉牛

及び水稲+野菜等の複合経営化を進めている。

転作団地化l乙向けた，

熱心な話し合い

(3) 生活環境面では，①勝常寺を中心とする共同意識に加え，農業生産面での

ゆとりが各種の文化コミュニティ活動の活性化につらなっている。@昭和46年に

は全戸からの拠出金等で集会施設をつくり，むらづくり活動の場の確保@集落環

境点検地留を作成し，コ、、ミ焼却炉や危険物収集場所等の適地設置と共同清掃の実

施④積雪期の自主的除雪による通学，通勤路の確保iζ取り組む等住みよい環境づ

くりが行われ，豊かな農業経営と文化活動によってむらが活性化し，明るく豊か

な集落が築かれている。
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農林水産大臣賞受賞

上古山むらづくり推進会議

(栃木県下部費郡石橋町大字上古山)

日
叶υ

「
町U

!J� !j'j 内 :g 
地区の規筏 1 袋詰5

地区の性絡 政山村

87 % 

J:!l ~ヰ3
(内訳)

総戸数 52戸

E22主戸数 45 戸

45 戸c1∞%)

(内訳)

r~ ま数 草長 3提 21P (47%) 

ヨ在 16 戸 (35%)

II 1長 8 戸(18 %) 

主妥作目
ぶどう (107 百万円)

1)内級生産数
内熔牛 (30 苔万FIJ)

7)( 稿 ( 9 百万円〉

耕地 E長後 45 ha 

耕地$ 39% 

!:lI用地の状況
l 戸当たり耕地面積 lha 

(内訳)

国 10 ha 焔14ha

樹凶地 31 ha 



1. むらづくりの動機とまな内容

(1)上古山地区は石橋町北部に位農し，宇都宮市iこ隣接している水稲，麦と特

産物であるかんひ。ょうを中心とした農村地帯で，専業農家，中核的農業担い手が

多く，早くから農業研究クラブや青少年クラブ，生活改善クラブ等の農業研究グ

ノレープが結成されて活発な活動が展開され，町の農政推進の中心的役割jを果たし

てきた。

(2) しかし近年になり周辺地域の都市化，工業化が急速に進むなかで，混住化，

農業離れ，農業意欲の減退.地域連待感の簿れ等が問題となってきていた。

(3) このような状況の中で，むらづくり総合振興対策事業(県単)によるむら

づくりモデル集落指定を契機に，自治会を中心とした「上古山むらづくり推進会

議」を設立し，集落座談会やアンケ…ト調査により集落内全組織からの意向を集

約し，集落ぐるみの「豊かで明るい郷づくり」を基本目標iζ掲げると共に， ["人

間味あふれるコミュニティづくり J ， ["農業の活性イヒJ ，かんひじように代わる

「特産品づくり J の 3 つを活動邑擦として設定し，各組織開の相互連携を図りな

がら異体的なむらづくり活動が始動した。

2. むらづくりの特急

(1) 大型堆肥盤 3 基を設置し，畜産農家と耕種，園芸農家と補完結合を助長し，

粗大有機物の増肥と適正施用により，積極的な土づくりを行うとともに，水稲協

業組合，野菜協業組合及び四協酪農総合が，相互に連携を密にしてそれぞれの所

有する大型機械の共同利用，共同作業及び受託作業が強化され，農地の流動化や

土地の有効利用が促進されて，高品質農産物の安定生産と低コスト化が図られて

きている。

(2) かんひUょうを中心とした農業経営からの脱却を目指して，ごぼう，きゅう

り， ，とら， レタスを集落の特産作物l乙選定して普及奨励し，技術向上と品質向上

i乙努めると共lζ，近代的な農協集出荷施設の積極的利用による産地化の推進を行

っていろ。特に，ごぼう栽培は，播種から堀取りまで機械化一貫作業体系が確立
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水稲協議組合i坊除部による

大型地上共同訪除

"ほっと，

生改クラブ、の心こもった

おにぎり

され低コスト化されており，高品質の生産物が大!京市場はじめ東京市場，

市場に出荷されて好評を得ている。

(3) r地域の特産物を生かした良加工j をテーマ iζ生活改善クラブや農協婦

人部が協力して，低塩分みそ加工や，規格外のきゅうり， しその実， しょうがを

利用した漬物「まごころ境」を研究開発し，臨品化され，無添加でイ誌;臨を心がけ

た索朴な味わいが消費者に好評ーをはくしている。

(4) 集落の明るい雰加気づくりのためむらづくり活動の拠点、である集落センタ

ーに通じ 1. 5 kmlζ カンナを植え，この道を真心を込めて脊成した思いや

りから「まごころロードJ と名付けられ，色とりどりに咲き誇る花道は，遂行く

人や農作業に励む人々の心を和ませ，ゆとりある集落環境づくりに大いに役立ち，

集落のシンボルとなっている。
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"かんぴょう以外の

特産作呂の振興"

ζぼう

きゅうり

また，集落センタ一周辺に桜苗を梅えたり，すみれや葉ぼたんをプランタに植

え集落センターや集落内道路iこ量いたり，毎年，集落員総出でコサ切りを実施し，

集藩環境の美化とコミュニティづくりに努めている。

(5) 集落全員の心のふれあいや農家と非農家を結び付けるため，集落運動会，

チャリティカラオケ大会，ママさんバレーボール大会を行なっている。また，隔

月毎週木曜日(月 4 厄j)無人市を集落で開設して好評をはくしている。
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農林水産大臣賞受賞

上今井農業譲興会

(山梨県韮崎市穂、坂町上今井)

宅評 項 内 円￡γ 

地区の規筏 1 ~喜怒

地区の性絡 昂i市近郊

56% 

E翌雪R 事
(内訳)

総戸数幻7戸

!::i1îC 戸数 128 戸

128)5" (1∞%) 

(内訳)

E主家数 l与 芸員 40 戸 (31 %) 

ヨ在 52 戸 (415幻

日 策 36 戸 (28%)

ミ主主書作自
水 橋( 146 百万円)

(約羽生産額
聖子 菜 ( 93 百万円)

かんびょう ( 68 百万円)

耕地街積 235 凶

耕地率 72% 

燦用地の状況
1 戸当たり勝地E主務 1. 8 泊

(内訳)

田 198 ha ffil 34 ha 

総翻池 3ha 
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1. むらづくりの動機と主な内容

(1) 上今井地j豆は，茅ケ岳山麓の山間傾斜地iこ位置し，縦i乙，2:2ドの稜線が走

りその谷間lζ集落があり 400m から 600m の農業が主体の地域である。昭和

30年代後半lζ養蚕からぶどう栽培(デラウェア主体)への転換に取り紹み果樹地

帯を形成するに主った。しかし，近年のデラウェア種の価格低迷等lこÆられるよ

うに，果実は作れば売れる時代から売れるものを作る時代に突入し，品質の更新

をむら全体で取り組む必要性が生じた。

(2) 農業だけでは生活できない状況の中で，他地域への就業者が増加し，過融

化の進行に伴う，農業従事者の高齢化，婦女一子化により，農業生産力の低下や連

帯感の欠如等の問題が発生し，集落の活力が失われていった。

講師を招いて

の研修会

講師を招いて

の研修会

-64 



(3) r c..のままでは益々過疎化が進んでしまう J ， r自分遠の集器，文化はど

うなるのかJ ， rむらの農業の将来はどうなるのかj との危機感が生まれ，むら

づくりへの気運が高まってきた。このような勤きの中，集落全体でむらづくりを

考えていこうということから f上今井農業擁興会j が組織され，話し合いと実行

による，地域の特性を生かしたむらづくりが行われている。

2. むらづくりの特色

(1)集落の土地帯IJ用状況閣の作成を行い，農業経営の目擦となるべき土地利用

計磁の策定及び経営分析を進め青色申告に全戸が移行するとともに農業経営類型

を作成し，集落全体で経営の改善に取り組んでいる。現在デラウェアから臣峰，

甲斐路等を中心とした巣樹産地形成を図り，計画的な新品種の導入を図るため，

自家用野菜の共悶育詰

土i宙利用図作成
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土地平IJ用図完成

報告会並l乙総会

土地利用図完成

報告会却に総会

集落の実験圏場(15 a) による栽培技術の研究，研修等を行うなど，高品質果実

づくりへの気運が醸成された。

(2) 期間的に労働が集中することから，生食用ぶどうに醸造用ぶどうの導入に

より労働力の謁援，努定.ジベラノレリン処理の共同作業及び大型機械の導入によ

る深耕，土壌改良の農作業受委託に積極的に取り組んでいる。また，農繁期には

新規参入者も農作業lζ協力する体制を取っている。

(3) 桑園の遊体化による生活環境，周辺農用地への悪影響に対応するため，あ

んずの植栽を推進し.集落イメージのシンボルとして「アプリコット・オーチャ

ーズの里」を目指し，また，地域特産品の開発iζ取り組んでいる。

po 
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(4) 農業者の健康管理をテーマに健康診断，健康野菜の全戸栽培に取り組んだ

結果，集団検診は定着し，集落内で栽培された農産物は農家の食卓を和ましてい

る。

(5) 農作業や生活のなかで、実用的なアイデア安紹介した「農家の体験事例集J

を作成するなど日常生活まで合めた.情報交換により作業衣の改良などを含め生

活の向上を関っている。

(6) 公民館活動等の推進により，地域の民話，伝説，文化財を収銀した「我が

郷土の水と低承文化を訪ねてJ を発刊し，また， r上今井のむらお ζ し」のスラ

イドを作成するなど文化活動を活発に展隠している。

(7) 集落内への新規参入者 l 名(陶芸家)及び週末利用型入居者 (3 名が鹿屋

の取得，他は賃貸による週末，祭日の利用)と，集落の行事を通じた交流を推進

し，特i乙永住している陶芸家の協力を得て開催している陶芸教室については，文

化活動lこ大きな役割を采たしている。
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農林水産大臣賞受賞

焼野由治会

(富山県東砺波郡福野町焼野)

~ 項 内 ザ会ヤ. 

地区の規模 1 .誕百喜

地区の性絡 王手地E豊村

87 % 

E皇家率
(内訳)

①総戸数 23 戸

② E童家戸数 20 戸

20 戸 (100%) 

(内訳)

幾家数|①専 3提 l 戸( 5 労)

( I 完売 5 戸( 25%) 

( H 萩 14 戸( 70%) 

①米 34 百万円

主要作自 ② さといも 25.6 百万円

及び ③球 線 12.3 百万円

組生度額 j ④その他 21.1百万円

(合計 93 百万円〕

!① 耕地爾畿 24 ha (回 24ha)

燦用地の状況
②耕地率 75%

③ 1?当たり

耕地童話穣 1. 2 ha 
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1. むらづくりの動機と主な内容

(1) 焼野集落のある福野町南野尻地忍 (1日南野尻村)は，富山県の二大都市の

一つである高関市から南方約19kmの水田地搭に位置する平地農村である。

焼野集落を含む南野j克地区…帯は，江戸時代には加賀藩の統治下にあり，そこ

で生産された「さといもj は美味であったことから， r献上さといもj 産地とし

て広く知られていた。

昭和 5 年頃の南野尻地区におけるさといも栽培農家は約 250 戸，作付語積約50

ha，生産量約 500 t で，県外にも出荷されていた。

(2) ところが，昭和40年代後半から，焼野集落でも若手労働力を中心に企業勤

めが急速に進み，さといも栽培を中止する農家も見受けられるようになった。ま

た，集落の会合への出席率も下がるなど，集落内のコミュニケーションが薄れ，

活力も低下していった。

しかも‘集溶の活性化方策について自治会執行部において検討を開始した矢先

の昭和50年頃から，さといも産地の存亡にかかわる連作障害が顕著となり，それ

まで県内最高の品質との市場評価が，…転して最低との;路印が押された。このた

め，数年にわたる連作韓害の原因究明，調査に取り組み始めた。

また，丁度そのころ，むらの鎮守の改築の時期をむかえていたことから.むら

のリーダーは，むらの屈結と建て践しに取り組む好機と考え，気運の盛り上げに

努めた。鎮守の改築にはむら人一丸となって取り組み，大事業を無事成し遂げる

ことができた。

次いで，住民総意でむらづくりを実行に移すため， r農業生産を高めるものづ

くり J ， r郷土に誇りを持てる環境づくり J ， r焼釘'の明日を担う人づくり J の

3 つのスローガンが総会で決議(昭和55年)され，連綿として受け継がれている。

このように，鎮守の改築，連作障害の克践を通じ，むらのどの世代からでもむ

らづくりの合意形成ができる体制が整い，積縫的iζむらづくりが展開されている。
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2. むらづくりの特色

(1)農業面

連作障害を克服するため，集落内の全農地を対象lζ一筆毎i乙作付来歴を点検し，

4-5 年以上の輪作体系を，個別的対応ではなく集落として対応しているO

また，高品質なさといもを生産するには，優良種簡を確保するほか，作付けの

間隔を長くすることが重要であることから，共同種いも圏場の設置や集落外l乙 3

-4haの農地の借地を行っている。集落外借地の際は，農家個々でなく，組織的

iζ行う農地貸借システムが確立され，そのシステムの中で，さといも，球根等の

t郎、手が育成，確保されている。

集会所における

営農計画の検討

(2) 生活環境及びコミュニティ面

①焼野集落には，集落内を横断するサイクリンク、、ロード(廃線となったロ

ーカノレ線路敷を活用) 1ζ桜，桃の木を植樹し， r花桃街道」に一新し，快適な通

通勤コースとなるほか，泰には花見大会を開催する等，集落コミュニケーシ

ョンの場となっている。

@ さといもを通じて，集落全体として各種イベントに参加しているほか，

消費者との交流にも努めている。

例えば，町や消費者団体等の関係者を招いてのさといもの料理試食会を開催，

福野町の「さといもまつり」や祭主催のフェスティパルへの積極的な参加，宅配

便による直販等を行っている。
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お年寄りも花、援しての

さといもの出荷作業

更には，北海道の中札内村とはお瓦いのイベント時に「さといも」と「じゃが

いもj とを持ち寄って「し、も交流J も闘っている。

@ 集落の 6 か所iζ設議されている拡声器を活j目して，農繁期には，一日 2

回の農民体操の調べを放送し，健絞管理lζ努めている。また， ζの拡声器は，さ

といもの市況をにらみながら緊急に出荷誌を鴻やす必要がある場合にその威力を

大いに発絡する等，集落の生産・生活の両極の誌報活動にも活用されている。

@ 高齢者lζは景かな魁験を活かしてさといもの選別作業等軽労働を担って

もらっている等，老人から子供まで全員がむらの諸活動に参加しており， r三つ

のスローガン」を合言葉に心iこうるおいのある生活や環境づくりに鋭意工夫をも

って取り組んでいる成果は開辺築議の核的存在となっている。
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農林水産大垣章受賞

壊宇場臣室

(愛知県北設楽郡豊根村大字坂宇場)

寺E 項 内 時妥当F

地区の規模 大字単位の~邸(集落数12)

地区の性絡 山村

55% 

農林漁家率
(内訳〕

総戸数 148 戸

lJl林漁家数 81 戸

愛知県 81Fi 川00 %) 

(内訳)

l!Ji林漁Æ!:数 専 3量 4 戸( 5%) 

I 毅 15 戸( 18%) 

E 兼 62戸( 77%) 

索 材 (120 百万円)

しいたけ (48 苔万円)

主要作自 ます・あまと ( 30 百万円)

( )内組生産額 トマト ( 24 百万円)

米 ( 12 百万円)

スイートコーン( 2 百万円)

耕地計 26 ha 

山 林 2, 369 ha 

耕地平 1% 

燦用地の状況 林野率 95'% 

l 戸当たり耕地箇穣 0.4ha 

l 戸さきたり山林爾穣 29‘ 2ha 

(内沢)

出 16 ha 熔 IOha
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1. むらづくりの動機と主な内容

(1)豊根村は，愛知県の東北部に位置し，総面積の93銘が山林l乙占められた典

型的な山村である。坂乎場思は，豊根村北西部の観光地.茶臼山高原の麓にある

集落で，昭和40年代の高度経済成長の中，農林業から土木建設業等他産業への就

業機会の増大により，若年j習を中心として人口が流出するとともに，集落全体の

活力も低下するに至った。

(2) 乙のため，昭和E， l年，コミュニティ活動の拠点施設を建設するとともに坂

字場地域活動促進委員会を設立してむらづくりに取り組んで‘きた。その後，同委

員会は，昭和60年からの村の区制実施を機に，その活動を「坂手場区J Iζ引き継

ぎ，むらづくりを一層発展させている。

(3) 坂宇場芭は，耕地が狭小で土地基盤整備も全く行われていないなど営農条

件は厳しく，加えて，養蚕の衰退により農業の脆弱化は一層進んできた。しかし，

地思の活性化を摺るためには，基盤となる農林業の振興を困ることが不可欠であ

るとの気運が盛り上がり，昭和56年より土地基盤整備事業に取り組んできた結果，

現在では，地IX内水田の82%がほ場整備を完了している。

(4) 昭和57年には，農事組合法人茶自山施設園芸組合が組織され， トマトやキ

ュウリなどの栽培を始めた。また，波及効果で組合員以外の農家で栽培を始める

人も出て，現在では， トマト・キュウリの販売額は米の信以上となっている。

農事組合法人

茶白山砲設掴芸組合の

トマト臨地

内
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農事組合法人

茶臼山施設属芸組合の

トマト団地

営農区の作業状況

転作を契機として，地域特産物の育成に力が入れられ，スイートコーン，山菜

漬などの1. 5 次産品，林簡を利用したわさびの栽培などに取り組んでいる。

林業に関しては，戦後植栽されたものが8096近くで，資源として成熟するまで

には年数の経過が必要とされる状況であるが，将来i乙向けての間伐，造林，林道

整備等が着実に行われている。

昭和40年頃から清流を利用したあまど，にじますの養殖が始まり，年間 3， 000 

万円の売上げがあるc また，釣り堀が併設され親子のコミュニケーションlζ一役

買っている。

(5) 若者が進んで定住するための生活環境の繋備と就業機会の確保のため，村

営住宅，集会施設，村営喫茶店，農村広場をつくり，また，農村地域工業等導入

法iζ基づき工場を誘致した。

婦人部や老人クラブの盛んな活動.ソフトボーノレ大会などのレクリエーション
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行事，道路の清掃などの環境美化活動等，老若男女取り混ぜた様々なコミュニテ

ィ活動が撹進されている。

2. むらづくりの特色

(1) 生産面では，ほ場整備を推進し大型機械の共同利用を進める一方，茶臼山

施設圏装組合などによるトマト等の販売が急増している。また，スイートコーン，

わさびの林床栽培など地域特産物づくりも順調に進んでいる。林業lζ関しては，

現在も農林漁業組生巌額の50%を占め基幹産業となっているが，今後，年数の経

過とともに資源としての一層の成熟が期待されるところである。さらに，淡水魚

の販売もJI頭指であるなど，農・林@水産それぞれの将来は明るいものがある。

坂字場地!玄農政

総合推進会議

林開を利用した

わさびの林床おぶ吾
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農村地域工業

導入計磁で導入

された阿佐工業

(2) 生活面では，茶臼山高原の開発，工場誘致，村営住宅の建設など若者の定

往を促進するための施策が行われており，嫁不足の解消などに貢献している。

(3) 農林水産業を基盤として，観光を織り混ぜ，各種のバラエティーに富んだ

コミュニティ活動を進める坂字場じまのむらづくりは，過疎化i乙悩む山村地域にお

ける模範となりうるものといえよう。
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農林水産大臣賞受震
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1. むらづくりの動機と主な内容

(1) 加悦町は京都府の北部，丹後地域の南部lζ位置し，東西は大江山連峰を墳

にして補知山市・大江町iζ，西は江笠山を境にして兵庫禁但東町，北は平坦地つ

づきで野田川町に援し，総面積 59.39 kn1，その80%が山林で占められている。気

候は，日本海型(北陸山陰型)で天候の変動は激しく，山陰特有の多雨多湿気候

で，雪量が多く，厳しし、自然条件である。滝地誌は，源頼光の鬼退治・酒呑童子

の伝説で有名な大江山麓にあり，町の中心部から南へ 3 km，国道 176 号線をはさ

んで東酉に広がっており，全域が振興山村の指定を受けている。

当地毘は，古くから[丹後ちりめん」の生産地であり，多くの農家は，水田稲

作を中心とする農業と併せて機業を兼業し戸当たりの耕地面積は小規模なが

ら安定的な農業経営を行ってきた。しかしながら，昭和40年代後半以降，養蚕の

衰退，絹の需要の減退により，安定兼業先としての機業依存にもかげりがみえ始

めた。また，農業についても，米の生産調整の拡大により，水田単作地帯である

当地域では，その対応に苦慮することとなった。更に，ちょうどこの頃から高度

経済成長期に入ったことから，若年腐を中心lζ住民の流出が進み，過疎化が進展

していった。

(2) ζ のような状況に対処して地域の活性化を図るため， 40年代後半から，地

区の従来からの組織である「滝区J が中心となって検討を重ねた結果，地域の活

性化のためには，人口の減少による過疎化を訪いでいくことが基本であるとし，

このため

① 地域の基幹産業である農業，特に水田稲作の一層の効率化を進めるとと

もに，新たな作物の導入，定着化を進める。

@機業lζ替わる新たな就業機会の確保を園るとともに，都市からの観光客

等の入り込みによる地域の活性化を図るための取り組みを強化する。

③ これら取り組みの円滑な推進を国るため「滝区J の組織を強化するとと

もに，住民のコミュニケーションの活発化を関る。

といったむらづくりの方向づけについて，住民の総意が形成された。 fl滝区」は，
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このような方針のもと，農業生産の効率化及び住民生活の安定のための諸活動を

活発に推進し，前記のような問題点を克服しながら，豊かで、住みよいむらづくり

を進めている。

2. むらづくりの特色

(1)農業構造の改善と生産の向上

農業基盤の整備を進めるとともに，農地の流動化等を般道ーした結果，一戸当た

りの経営耕地謡積は， 50年の 0.75 ha から， 62年には 0.85 ha Iζ拡大した。特に，

経営耕地面積2 ha以上の農家は， 50年には 1 戸しかなかったのが， 62年には10戸

に増大した。更に，転作l乙関しでも，大豆と採種用大根によるブロックローテー

ションの定着により円滑に実施されており， 63年の達成率は 11296 となっている。

また， トマト等新たな作物も定着しはじめている。

近畿ふるさとおか所めぐり

第11番札所

「加悦の花しょうぶ園J

経係農地でのフ引ロック

ローテーション
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(2) 就業機会の確保と後継者の定着

機業の衰退による過疎化に対処して，さまざまの工夫による就業機会の増大策

を進めた結果，農家数の減少にも歯止めがかかり，地域の活性化が図られている。

例えば，機業が盛んであった40年代前半においては冬期においても町外への出稼

ぎはまったくなかったものが， 50年代初めには若干の冬期出稼ぎの事例が見られ，

地域の沈滞の一因となっていたが，このような対策が効を奏した結果，現在では

出稼ぎは全くなくなっている。また，このように安定兼業経営が確立されたこと

により，後継者についても，専業農家で75%， 1 種兼業農家で 100%確保されて

いる。また，農業後継者のじターンについても61年以降 4 名 lζ及んでいる。

この後継者逮は農業面だけでなく地域活動にも積極的lこ参加し，またその青年

どうしのつながりも強く，文化祭，区民運動会，盆おどり等の催しの中心となっ

ている。

現l乙，滝区の副医長は45歳，会計担当は41歳，農事組合長は40歳，副組合長は

39歳と43歳であり，他の役員も40-50歳代が占め，乙の多くは農業後継者である。

このように，当地域は若年層を中心としたリーダーにより，積極的なむらづくり

が推進されている。
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林水産大臣賞受賞

沼島漁業協関組合

(兵庫県三原郡南淡町招島)

事 議! 内 ，企内

日本海 地区の規筏 fi 築落(離ぬ・|日村)
Ji!Jí3:の性絡|漁 村

(内訳)

漁ヨ記事 総戸数 366 戸
漁君主戸数 148 戸

(内訳)

漁家数五卒 業 130 戸( 88%) 

I 蒸 15 戸( 10%) 

II 託 3 戸( 2 %) 

志妥漁滋 i マダイ ( 224 百万円)
内総鵠綴[ エ ピ主主 (128 百万円)

I I F'lfJ1!E.IlU~ i 7 ジ ( 70 百万円〉

漁業種類\小Lu 型立ま曳綴 (おO 百万円)
( I内f佐主盤額 り (2858万円)

義明 Cl 15 百万円)

f話路滋

出淡町F自IÄ;
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1. むらづくりの動機と主な内容

(1) 沼島は，兵庫県の最南端，すなわち淡路島のさらに南方約 4. 6 切にある周

囲約lOkmの離島で、ある。東は紀淡海峡，商は鳴門海峡，南は太平洋に面し，瀬戸

内国立公園の一部をなしている。古くは海運の拠点、として栄えたこともあったが，

農地がほとんどなく，また，漁業以外の産業もないため，いきおい漁業のみに生

計を頼らざるを得ない地域であり，昭和29年には離島振興法の指定を受けている。

したがって，若者の多くは島外に職を求めて島を出はじめ，とくにその傾向は我

が匿の高度経済成長の初期， 40年代前半から顕著となった。

また，ほぼ時を同じくして，漁船の近代化，装備の大型化が進み，漁獲努力が

急速に増大した結果，各漁業種類関及びその内部での漁業調整問題が深刻化する

とともに，さすがの天然の好漁場の生産力にもかげりが見えはじめた。

(2) このような状況に対処して島の活性化を圏るため， 40年頃から島の中核的

な組織である沼島漁業協同組合が中心となって検討を重ねた結果，島の活性化の

ためには，島の基幹産業である漁業の振興が基本であり，このためには，漁業生

産力の増大を悶るとともに，利害関係が複雑にからみあっている住民間の相互信

頼関係の醸成が重要であるとして，総合的なむらづくりに着手した。

2. むらづくりの特色

(1) 漁場造成による漁獲の増大

45年以降，毘及び燥の漁場造成事業を積極的に導入して島の周辺lζ設置された

魚礁の樹桑は，コンクリート魚礁11カ所 14，054空:m3，築いそ(投石) 3 カ所 9，762

空耐にのぼる。更に，これら国及び県の制度による事業のみならず，沼島漁協単

独事業としても漁場管理委員会が中心となって漁場造成事業が精力的に実施され，

主なものでも，築いそ 2 カ所 4， 259 空m'，沈船;魚礁 5 カ所31隻，その他銅製魚礁，

浮魚礁、，タイヤ魚礁，呉型ブロック魚礁等， 51年以降だけで13カ所にのぼる。こ

れらにより招島周辺に投入された魚礁の規模は，総じて 34 ，000空m'l乙も及び，こ

れは30戸建て住宅団地の 9 棟( 270 戸)に相当する規模である。その結果，それ
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まで冬期間におけるマダイの漁獲はできなかったのが， 50年代になると次第に魚

礁設置効果が現れ，現在で‘は周年マ夕、イの漁獲が可能となっている。従来は平均的

な年間操業臼数は他の漁業も含めて 180 臼程度であったのが，現在では 240 日に

増大した。これにより， 47年度のマダイ漁獲議は11 トンであったのが， 62年度iこ

は 103 トンム実lζ9.4 倍の伸びを示している。また，従来かなりみられた冬期

間の出稼ぎは現在は全くなくなった。

人工魚礁での釣漁業の

操業風景

漁協単独での沈船魚礁設

置事業

廃船iζ木等をくくりつけ，

石ぞ詰めて沈める。
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(2) 漁家経営の安定と後継者の確保

このような周年操業の実施及び漁獲量の伸びに加え，漁港施設の整備，流通施

設，高速運搬船の整備による魚価の向上等により，漁業経営は極めて安定したも

のとなっており戸当たりの平均漁業組生産額は， 45年の 150 万円から， 62年

には 600 万円と 4 倍に増大した。この数字はこの地域の主要漁業形態(一本釣，

刺網)からみて，ほぼ専業的経営を可能とするものである。この結果，専業漁家

については7096が後継者を確保するに至っている。また，このような漁業を核と

した島の活性化により，漁家人口の減少には歯止めがかかっており， 45-62:俸の

問lζ総人口が3096減少したのに対し，漁家人口は 996の減少にとどまった。吏に，

最近では，若年層のU タ…ンや，他産業を定年でミ退職した高齢者の漁業への新規

参入もでできており，最近 3 年間で，若年層のむターン I 人，高齢者の新規参入

3 人を数えている。このように，漁業は，地域経済を支える基幹産業として発展

している。

また，釣りと刺網の共存共栄が可能となっている沼島では，労力が比較的少な

く安全な漁業である「釣り」は，島の高齢者へ就業の場を提供し，ひいては生き

がいの場ともなっている。また，近年は高齢者の経験を生かした釣り案内業も行

われており，各世代が一体となって農かな漁村づくりにまい進している。

84 



農林水産大臣賞受富

御机地震

(鳥取県日野郡江府町大字御机)

"'ふ みづ〈え
鳥取MiIlf.JlJ1f大字御机

R
u
 

n
δ
 

!jJ rjj 内 4ポヨ~

地区の規綴 1m 落

地区の性絡 山村

93% 

E霊家~
(内訳)

総戸数 43 戸

t:l!家戸数 40 戸

40 戸 (100 %) 

(内訳)

Jll! 望記 数 工草 3長 告戸( 23%) 

立証 16 戸( 40%) 

E 兼 15 戸( 37 %) 

主姿作邑 l 泉大根 048 百万円)
( )内干且生皮客員氷 結 ( 35 百万円)

緋士臨 2十 97.9 ぬ

耕地~ 9.77る

E整局地の状況
l 戸当り耕地面積 2.4 I国

(内訳)

間 4 1. 6 ha 焔 56.1 ha 

総闘地 0.2 ha 



1 むらづくりの動機とまな内容

(1) 御机地区の農業は，昭和40年代前半までは，水稲，肉用牛が中心で、あった

が戸当たりの経営規模は零細で生産性も低かった。特に水稲については高冷

地であることから冷害を受けることが多く，冬期には出稼ぎに出る者も多かった。

このような状況の下で，村の崩壊の危機感が広がったことから地区のリーダーを

中心に何回となく村ぐるみの話し合いが重ねられ，何とか農業で自立しなければ

ならないという共通認識のもとに呉体的な取り組みについて合意形成が図られて

いった。まず，全戸の共有財産である山林，原野を開いて夏大根の生産に取り組

むことになった。そして，造成した区画は全戸lζ均等に配分され，農地を有効に

利用するため，耕作しない者は，キ刺乍希望者に貸付け，将来において耕作するこ

とになった腸合は，直ちに返還すること等，平等性lこ基本をおいた取り決めがな

された。このことは，当時，地援の 8 割近くの人が大根づくりに挑戦するという

大きな淑り組みになった。この結果は非常によく，地区全体の生活も豊かになっ

てきた。そして，このことが発端となり水田の基:盤整備，簡易水道の改良等，次

々と村づくり計画が具体化していくとともに，その都度，困難な局闘を乗り越え

る大きな原動力となった。

(2) 冷涼な気候を生かした作目として夏大根が有望であることがわかり昭和47

年には街i机夏大根生産組合が設立されるに至った。

このように夏大根に取り紹んでからは農業収入は急速に伸び，生活は豊かにな

り山村は活気にあふれた。現在では出稼もなく，若年層のUターンが見られるな

ど後継者も定着するようになってきた。

2 むらづくりの特色

(1)村ぐるみによる夏大根畑の造成

当地症には，共有財産の山林等が約 600 加ある。そのうち，部落有地8ha，財

産IX有地 56 ha が地区の合意のもとに夏大根の栽培地として昭和47年以降 4 回

にわたり農地造成された。特にこのうち 27 ha は，第 2 次農業構造改善事業等の
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補助事業により造成されたが，残り 37 ha については，農協のトラクターを借り

て自力造成したものである。さらに，これらの造成地l土地区の申し合せにより農

家，非農家を関わず，均等配分され，耕作しない農家や非農家は使用権を大根生

産組合lζ韻けることができ，生産組合はそれを耕作希望農家に配分するという方

式がとられており，農地の有効利躍が図られている。

夏大根畑

(2) 村ぐるみによる水田の基盤整備の推進

昭和40年代後半頃から地毘内で園場整備に対する気運か高まり，村ぐるみの話

し合いが進められた結果，共有林の立木の売却によって積み立てられた基金を取

りくずし，他人負担の半額を地区が補助するということで，非農家を合めた全員

の合意が得られ麹場整備が実現する ζ とになった。

(3) 互助制度による転作

臨場整備後は，効率的な生産を進めるため国定した転作曲地をつくり特産の夏

大根栽培i乙力を入れている。団地の数は次第に増加しているが， ζの背景として

は地域営農加算金制度を利用した互助制度の導入がよげられる。

(4) 耕種農家と蓄産農家の有機的結合

地区内の14戸の和牛飼育農家が稲わらや大根の後作のえん麦等を粗鋼料として

耕種農家から無僚で提供を受ける代わりに，畜産農家は土佐日とを園場lζ還元するな

ど，荷者iζ有機的な連携が国られている。
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(5) 新規特産物の育成

現在，地区では若者が，今後も村iζ定着できるようにするため，村ぐるみの話

し合いによって，カスミソウ，山いもの試作に取り組んでいるが，地域の特産物

として皆なで栽培lζ取り組もうと新たな動きがでている。

(6) その他

1)村ぐるみによる健康管理の推進

2) 環境整備の積極的な運動

3) 青少年の育成

4) 伝統と文化を守る運動
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林水産大臣賞受業

神原農業振興協議会

(関山県高架市松原町神原北)

1)1 項 内 一仕
t塩 IR の土足淡 4 $IUg 
地区の役絡 ctl.山村

815話

塁塁 ~戸
(内訳)

総戸数 97 戸

/i:i~戸数 79 戸

79)5 (100 %) 

(内訳)

Jll! ~数 主草 3駐 10 戸 137百)

ヨ託 8 戸 10%) 

E 殺 61 戸 77%) 

主袋作自 i 水 稲 ( 43 百万円)

{内組生ffIi.宮:ri i j'ßたばこ ( 28 百万円)

ま!f lt!l計 60.8 凶

緋抱~ 13.97揺

Jll!f帯地の状況
l 戸当り1井地尚滋 0.8 ha 

(内訳)

自 37.9 ha 焔 17.1 ha 

者器関地 5.8 凶
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1. むらづくりの動機と主な内容

(1) 神原地区は たりの経営耕地顕積が1.1 ha (当時)と比較的多いこ

ともあって，昭和30年から45年までは高架でも有数の農業地帯であった。農業後

継者も確保され，またクラブ活動も活発であり，農業に対する関心の高い地芭で

もあった。

しかし， 40年代の後半には米の生産調整や高度経済成長に伴って加速的lζ離農

者や兼業農家が増大し;集落の活力が次第に後退していった。このような状況下で

神原地毘の有識者の聞で農業及び集落に対する危機感が芽iまえていった。折しも

この時期に地元の農業改良普及所から「むらづくりモデノレ地区」に選定され，地

誌の代表者，生産組織，生活改善の代表者へ働きかけがなされるようになり，こ

れを発端として，むらづくりが始まった。

(2) しかしながら，神原地区には集会施設がなかったことから，集会は各戸の

持回りやお堂を利用していた。むらづくり初期の会合は薄暗く，顔も資料も十分

見えない，便所もない，冬はすきま風で震えながら聞かれており，話し合いには

不便を感じていた。

そこで，昭和54年に集会所建設のための集会施設準備委員会が発足し，翌日年

l乙市補劫により農村生活改善センターが建設された。また， 56年には付帯施設と

して料理講習室が設置された。センターが完成したことにより，話し合い活動も

より頻繁に行われるようになった。特に，ほ場整備の実施により水稲の生産性向

上を図ることが中心議題になり，その結果，陪和54年から61年にかけて農村基盤

装備事業が導入され，盛場整備率も89% (高架市3596) となった。

また，集会所は話し合いの場以外iζ態いの場，教養を高める場，集器文化の継

承の場，みそ，とうふ等の共同加工の場として利用されており，特に米の付加価

値を高めるため初〉きもち」の製造販売に陥和56年から取り総み始めた。

現在では年間 2.6 t のかきもちを生産しており，向山県観光連盟による「向山

のおみやげ吉選J Iこも選ばれるまでになった。
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特産品

「かきもちJ 作り

2. むらづくりの特色

(1) ほ場整備事業の推進

昭和51年に基盤整備準備委員会を結成し，アンケート方式による全戸の意向調

査を実施した。その結果，全員の賛同を得，昭和54年 4 月 l 臼 lζ農村基盤総合整

備事業神原推進委員会と改称し，事業に着手し昭和61年に先工した。

その結果，当地毘の水田の関場整備率は8996となり，ほとんどが山間棚田の耕

地条件ということを考えればζの整備率は相当に高いものであり，生産基鎮の整

備が手づくりによる居住環境の整備へと波及し，そして集落の人づくりへと発展

していった。

(2) 農業振興の推進

闘場整備の実施l乙伴い，大型機械の導入使用が可能となり遊休地，荒箆士訟が減

少し，農地の高度利用が進んできた。水稲栽培で=は有機少農薬栽培の推進，コシ

じカリの集団栽培，農業機械の共同利用等による生産コストの低減が臨られた。

更に，士制或特産物として大粒ぶどう(ピオ…ネ)の導入，神原ごぼう，ソパ栽培

の復活等組織的に取り組んでいる。

(3) 婦人グループによる特産品づくり

昭和53年に農村生活改善クラブが結成され，昔から農村のおやつとして綴しま

れてきた「かきもちJ 作りに取り組んだ。現では研究の成果もあって副材料lζ
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黒砂糖，よもぎ，黒大豆，のり，エど， ピーナッツ，コーマ等を使った10種類もの

かきもちの生産が行われており「県民おすすめおみやげ百選」にも選ばれるなど，

高架市の特産品としてすっかり定着している。また，昭和60年lこは水車小農が建

設された ζ とに伴い，地域の伝統的加工品である「焼米」の製造が本格化した。

更にこんにゃく，みそ，ひしおみそ，ぜんまい塩漬，ブドウジュス，ジャム等の

共間生産，加工も行っている。

(4) 高齢者の生きがい確保

65歳以上の高齢者で結成した f靖朗会j は美しい村づくり活動を行うため，花

いっぱい運動やコミュニティ広場の清帰奉仕活動を行うとともに，正月用のお飾

りを作り各戸lζ配布している。

(5) 都市との交流

地域の類型が異なる漁村の玉野市の御崎シーサイド連合自治会と縁組を行うこ

とによって連帯の輸を広げながら性格の異なる地域の人，物，文化の交流が図ら

れている。

また，昭和61年から高架市街地において毎過朝市を開設しており，農家が生産

した新鮮な野菜や一次加工品を直売することによって消費者とのふれあいも広が

っている。

(6) そのイ也

1 )機関誌「ふれあい神原J の発行

2 )控史，文化の継承
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林水産大盟賞受

七llJ 協議会

(佐賀県東松浦郡七出村)

事 項 内 t作ヤr 

七山村
地区の燦燦 詩集落

地区の性格 l 守党混1!!:!lf'J7J.:!，J占措

78% 

J;;! ~ �%¥ 
(内訳〉

総戸数日40 戸

!;!!Ji(戸数 5∞戸

500 戸 ( 100%) 

(内訳)

J;;! ~数 Z手 5産 60 戸( 12%) 

去を おOr五( 50%) 
紘í'í: ,Ip, 

E 殺 iω 戸( 38%) 

1主内主粧~i'f.蹴gi;( かんきつ (871 百万円)
緋地計 870 ha 

務地 E事 13.8>揺

!ll.l!fJ J官の状況
i 戸当たり耕地ilïi綴1.74 ha 

(内訳)

問 271 ha 畑 25 ha 

綴霊草地 574 ha 
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1. むらづくりの動機と主な内容

(1) 当村は，佐駕県の北部にあり，佐賀市まで、40krn，唐津市まで15krnl乙位置し，

村の総面積 6，317 ha のうち6296を森林が占めている。農地は標高 300m以下lζ樹

園地が， 50m から 650m の範聞に水田が散在している。

(2) 40年代米の減反政策が実施されるなかで，みかん価格が高水準で推移した

ことから山林原野を開拓し，みかん菌が造成されていった。

その後， 47年のみかん価格の暴落と価格低迷により，地形的条件に恵まれない

掴地では，生産意欲の減i塁から管理の手ぬき，更に，価格の低下へと悪循環を繰

り返していた。

また，林業についても山林保有規模が零細(一戸当たり平均山林保有面積 3. 7 

ha) な農家林家が多いうえ，木材需要の減退，円高に伴う外材輸入の増加等によ

り厳しい状況となり，村の経済が一層停滞することになった。

村には，さしたる企業もなく基幹産業である農林業が不況にあえいでいたこと

から村民のなかには， r村lこは何もなかもんね(なにもなしつ J と自噺ぎみな松

きさえ聞かれた。

こうした中で，地形的に恵まれていない条件を逆に利用して農林履物の品質向

上，生産安定への取組を行うことでむらづくり活動の一歩が始まっていった。

2. むらづくりの特色

(1) 資源を活かしたむらおこし

みかん価格の低迷が続く中で，果樹同店、会では，みかんの優良品種への更新及

び他果樹への転換といった取級を行ってきたが，地形的制約等からいずれもその

成果が上がらず，果樹農業の維持発展を図るためにはハウスみかんの導入が不可

欠との結論にたっし，施設化が可能な 10 a 以上の基盤整備を村単独の事業として

助成するよう要望を行った。村も ζ うした村員の熱意に押され，村単独の小規模

基盤整備を60年から 6 年間に限り実施することにした。

その結呆， 63年度までに 5haのハウスみかん栽培が始められ 1 kg単位の価格を
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基盤整傑実籍後の樹躍地

では，ハウス栽培が行わ

れている。

念顕においた生産から l 倒単位の価格を念敢においた生産へとお品質みかん生産

へ向けてよりきめ縮かな取組が行われるようになり，その成泉は着実に上がって

いる。

みかん閣と同様，茶園も村単独の基盤整備卒業を実胞するとともに茶苗の全額

助成を行い，低コスト・高品質茶の生産に努めた結果，お茶の全国品評会では 2

回の農林水蔵大臣賞を受賞するなど高品質茶の生産が行われるまでに成長した。

村のもう一つの基幹作自である林業においては，林業生f廷にとって林道が立木

の枝打ち，下車の刈り取り等の管理作業，木材搬出作業に大きな役割を果たすこ

とから，林道・作業道の整備を額極的に行っている。また，木材生産において付

加価値を高めるため磨丸太の生産等も行っている。

(2) 農林水産物を活用した特産品づくり

村内の生活改善グループは， 60年から鐙業改良普及所の勧めで自分たちの食生

活は自分たちでを合言葉に家庭菜躍を作り始めた。こまめに管理された野菜は，

家庭で歓迎され治資しきれない余剰農産物はお互に交換する一方， 60年lζは間伐

材を使って閤道沿いに無人販売所を設置し，朝採りの野菜等を部器毎の販売所lζ

置き販売するようになった。

無人販売所で販売する野菜等はどれも 100 円に統一し，新鮮で、安全な野菜が買

えるということから新開等でも紹介され，村外の泊費者の好評を博し，スーパー

が自の前にありながら売り上げを伸ばしていった。

無人販売所では 100 円相当のものしか販売できないこと，また，一部の不心得

「
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ものが代金を払わない等の問題が発生したことから， 62年県単独事業のユニーク

事業の助成を受けて無人販売所に隣接して有人の農林産物板売所「鳴神の庄j を

設置した。そこでは年間 250 万円以上を売り上げをあげている農家も出現してい

る。

農林産物販売所「鳴神の

庄」は，新鮮で安全な野

菜が買えるということで

村外の消費者に好評を受

けている。

村内には，葉わさび・茶・ヤマメ・ニジマス等の特産物があり，これらを原料

としたわさび漬け.よもぎまんじゅう等の製品化に努める一方，それらを fなな

やまふるさと銀行J (味のパンク)通じて北は北海道から南は沖縄まで 250 名の

会員に宅記している。

(3) 地場虚業の総合的な振興

42年村の菌工会青年部が発足し，村の活性化に貢献しようという話合いの中か

ら，キャンフ。場の設置と観光みかん圏を開設したところこれが好評を受けたこと

も手伝って，自信をもった当青年部は，より発展させるため異業種間の交流会を

実施することになった。この交流会を通じて意気投合した若者たちは村に大雨風

(この地方の方言で「う一ばんぷう J )を巻き起こし，竜巻きとなって村を天ま

で上げよう会を発足させ各種イベント等むらおこし活動を積極的に展開している。

po 
Q
d
 



林水産大罷賞受賞

日 地IK

(大分県日田市大字大肥)

lj> 攻 内 q全~

地区の鋭校 I 26 ~耗滋

地区の lê主絡|機能的な集éìl

71% 

f箆%:事
(内訳)

総戸数 609 戸

E霊%:戸数 430 戸

430Fi 
(内訳)

E翌 室主 数 碍 3長 36 戸( 85話)

立を 14 戸( 3%) 

日 策 380 戸 (89%)

主妥{乍巨 中国野菜等 (]44 百万円)
日 m司1 ( )内級生E主審員 水 稲 (]ll 百万円)

耕地計 167 ha 

耕地率 5% 

産量用地の状況
l 戸当たり耕地筒綴 0.39ha 

(内訳)

� 127 ha 普通総 19ha

樹図惚 13ha 牧草地 81凶
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1. むらづくりの動機とまな内容

(1) 当地区は，日田市の西部l乙位議する山間部の農村地域で，山林原野が8096

を占め耕地は僅か 5961乙すぎない。産業矯造が変化するなかで若者の地毘外流出

が進み，農業生産面で たり耕地面積39 a の狭溢な耕地にくわえ，営農の

中心が高齢者と婦人となる等地域の活力は低ドしていった。

(お こうした中で，高齢者と婦人のやる気を起こし，地域を活性化していくた

めには侍をすればよいか，大鶴農協と農業者が協議を重ねた結果，当地域の基幹

産業である農業の再生を図ることからむらづくりを展開していくことになった。

しかし，狭騒な耕地と高齢者，婦人が中心とならざるを得ない労働力，そして

「あきらめJ が蔓延する中で，農業の再生を図るには従来の発想・手法では到底

不可能であった。また，当時農協に対する不信感も強く，農協は営農面だけでは

なく金融・共済事業でもかなり危機的な状況にあった。このため， 59年に強力な

リーダーシップを持つ指導者を迎え，営

新しい発想想、.手法lにζよる農業振興lにζ取り組んでで、いつた。

2. むらづくりの特色

(1) 地域農業の再生

従来，当地域の特産物として，みようがとさんなんがあったが，みようがは，

価格が暴落し農家経営を皮迫していたことから，県下の漬物工場と原料出街契約

を結び， 、上げによる価格保証を実施し農家の経営安定を闘った。ぎんな

んについては，大阪市場へ試送を行ったところ，予想以上の高単価で取り引きさ

れ成坊をおさめた。

このように，農協の流通販売対策上の種々の取組が農家所得の向上につながっ

たことで，農家lζ 「やれば出来る J という意識が芽ばえるとともに，農協に対す

る農家の不信感か取り除かれていった。従来，庭先販売していた農家が徐々に共

販に参加し始め，米・麦中心の農業lこ頼っていては発展はあり得ないとの認識か

ら地域に合った新しい作物への取組の検討を進めていった。

。
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作物選定については，高齢者と婦人が主体であることから，栽培しやすい ζ と，

・出荷作業が軽労働であること，ロットで勝負する大産地との競争を避ける

こと等にポイントを霞くとともに流通情報やm場関係者の人のネットワークによ

る情報を分析した結果，最終的lζは，セリ・チンゲンサイ@ハーフ自主李小物野菜の

多品目・小規模栽培lζ徹寸ることなった。

変形したハウスでは，

チンゲンサイなどの4、

物野菜が周年栽培され

る。

先す， r点J 的な取組として数は少ないが:意欲のある農家に滋水田を利用した

セリ等の栽培を行わせた。セ 1) の初出荷は;鐙的には僅かであったが高~文益をあげ，

むら中の評判になり傍観していた人々を料激し，人々が小物野菜に民心を示し姑

めた頃を見顕らって県外の先進地研修や市場関係者をt召し、た講演会を実施する等

啓蒙活動を続け気濯を感り上げていった。この盛り上がりを加速させするため，

矢つぎ阜iζ部会を組織し，技術から流通までの楢広い研修を実施することにより，

意欲的な農家群の娼法い育成を図り「点J を「線」へと発展させていった。

こうした努力の結果，新興産地としての市場評価 し， 59年には50人であ

った野菜生産者は， 60年には 122 人へと急増していった。 ζれら新しく芸生えた

農業生産活動を地区全体の生産運動に発展させていくため， 61年iζ第 l 自営農振

興大会を開催し， r一戸一品J 参加運動を開催するとともに「先ず一億円J と明

確な販売目擦を設定した。この一戸一品という小物野菜の少量多品呂方式は，消

費動向や危険分散の観点からの選択であり，この戦略が大鶴iζ農作貧乏はないと

いわれる最大の要因となっている。さらに， 62年には農業者全員参加による農業

振興を押し進めるため， r大鶴農業掻興協議会」を発足させ，碍協議は農業振興
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計画の策定や各種研修を実施するほか Iおおつる撮興ふるさと祭」等のイベン

トを通じて非農家との連携強化を図るなどむらづくりの中心的な役割を担ってい

る。

毎年開催される営農振

興大会は，営農意欲の

向上に大きな役割を果

たしている。

(2) 健康で明るいむらづくり

地区最大のイベントである fおおつる振興ふるさと祭」は大鶴農業振興協議会

と大鶴公民舘の共催で実施され，野菜・果実・漬物などの農産物試食販売コーナ

ーの設置やバザー，生け花展，駅伝大会等を通じて地区の農家と非農家のふれあ

いの場となっている。

婦人層を中心とした活動では，若委で構成する「妊の会j 等の集落単位のグル

プが野菜の調理・加工lζ取り組むとともに，詩吟・舞踊・三味線等を各イベン

トの際，披露している。
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地区の規淡 4 m m 
地区の性絡 I J世絃的な集団

56% 

Ji:! ¥!< ~ 
(内訳)

総戸数 327 戸

E霊祭戸数 182f5 

182f5 
(内訳)

3結 60 戸 (33 %) 

1在 22 戸(12 勉)

蒋 100 戸 (55%)

E霊 ( 393 否万円)

{約籾生産主客員 茶 (104 百万円)

耕土t!l十 134 ha 

耕地率 50% 

Ji:!用地の状況
l 戸当たり耕地証言綴 0.74 ha 

(内訳)

悶 41 ha 普通焔 63 ha 

総凶地 30 ha 



1. むらづくりの動機と内容

(1) 当地区は，薩摩半島の中央部lζ位置する盆地の中にある純農村地鳴である。

地区住民は，従来から自治公民舘と毘長制を組織し，旧永田村から受け継いだ共

有林の管理と農道・集落道の維持補修，文化芸能の継承等を主体とした集落活動

を続けてきた。

30年代後半以降，高度経済成長に伴い若者が都市へ流出し，農業就業者の高齢

化・婦人化が進行し，集落で実砲してきた共同活動や各種行事への参加者が減少

する等集落活動の運営上支障をきたしてきた。

(2) こうしたことから， rこのままでは私たちの地区はだめになる。どうにか

しなければならなしリという危機感が集落内で高まり話合い活動を続けたところ，

f自分たちのことは，自分たちの手でJ というむらおこしの気運が生まれた。

57年には永田地区営農振興会を新たに設立し，話合い活動と学習活動を継続し

て進め課題解決lこ向けての一歩を踏み出すとともに， 58年には県が推進している

農村振興運動の拠点地区の指定を受け， r豊かな心と総親和によって明るく住み

よいむらづくり」をスローガンに積極的な活動を展開しているO

むらっくり方策につい

ての話し合い活動状況

2. むらづくりの特色

(1) 足践の5齢、農業確立

ア.当営農振興会は，集落単位の説会，機能単位の 8 部会を設け，このうち
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営農担当部会の下部組織として，7.k系毎の 5 7.k幸IJ組合と重点作自毎の 5 作目部会

を設け，営農を中心とした体制の整備と，課題解決のための各事業整備委員会を

設け営農改普Jこ努めている。

イ.従来，土地基盤整備の取組が遅れていたことから，この取組を農業振興

の最重点課題とし，水田については55年から団体営ほ場整備事業， 61年から地区

再編農業構造改善事業により区踊整理を実施してきた。一方，畑については，茶

園の晩霜害i坊止対策としてスプリンクラーを設歯するとともに，茶経営農家の規

模拡大を図るため農地造成等を実施してきた。

ウ.水間農業確立対策を円滑に推進するため，地註としてどのように取組ん

でいくか徹底した話合いを行った結果，基盤整僚が了した水田を思分し 2 年か

ら 5 年サイクノレのフ冶ックローテーション方式による集団転作の定着を図るとと

もに，転作作目として飼料作物の生産拡大を図ることにより，本地区の基幹作目

である舟羽牛生産の振興及び農用地の高度利用も併せて図っている。

エ.畜産については，従来，集落内において銅養してきたが，悪臭等による

膏産公害と規模拡大が盟、うように進まないことから，これらを一度に解消するた

め，農家が自主的i乙他田地へ移動した。この結果，畜産公害の解消と規模拡大が

飛擢的lζ進んだ。

移転した答産農家では，

規模拡大と畜産公害の

解消が図られている。
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オ.園芸作自の振興については，農協が特に積極的にメロンの施設栽培を推

進をしており，農協独自のハウス建て貸し制度を実施して施設栽培の普及に努め

ている。また，ハウスの高度利用を図る観点から竜照菊を導入している農家もあ

る。

(2) 明るく住みよい生活環境づくり

ア.農村地域を総合的に活性化していくためには，住みよい生活環境の整備

が重要で，その整備計踊策定l乙当たっては，集落ごとの話合い活動の中から身の

まわりの環境を見直し，その結果をむらづくり方策と集落点検園にとりまとめ，

集器道・防犯灯・防火水槽などを計画的に整備している。

イ.地区内には 3 つの生活改善グツレープがあり，生産物を利用した食事や保

存食づくりなどの食生活改善に努める一方， 8 . 8 . 1 . 1 運動c1 B 8 時間の

睡眼， 8 種類の野菜本の牛乳個の卵を食べる)を推進するほか，健康診

断も積極的に受診する等健康づくり活動を活発に展開している。

ウ.永田地区営農振興会遥営のために必要な資金については，地区民全員の

賛同を得て，各戸年 l 出 2 ， 400 丹を公民館資金として徴収している。また，研修

館建設資金については， 57年 6 月から59年 8 月まで各戸毎月 1 ， 000 円の臨時徴収

による積み立てを行った。
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